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2000年春の女性

杉本雄三･画く元･関西電力病院長＞
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】

巻
頭
言
／
人
が
主
役
の
科
学
技
術

ア
ジ
ア
の
先
頭
に
立
て
な
い
／
生
き
が
い
の

超
高
齢
社
会
に
／
中
国
の
所
得
格
差
深
刻

に
／
生
き
が
い
の
持
て
る
役
割
を
／
水
が
世

界
を
脅
か
す
／
移
民
年
印
万
人
受
入
れ
必

要
／
外
国
人
就
労
期
間
を
延
長
／
途
上
国
で

も
少
子
高
齢
化
／
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
和
気
事
務
次

長
／
地
球
延
命
は
人
口
、
億
人
に
／
ｎ
世
紀

ｏ
別
世
紀
少
子
化
社
会
の
要
因
と
社
会
経
済
的
影
響

０
次
の
世
紀
に
お
け
る
日
本
の
ア
ジ
ア
へ
の
関
わ
り
方

ｃ
第
二
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
及
び
閣
僚
会
議
に
参
加
し
て

■
人
口
研
特
別
講
演
会
開
か
れ
る

■
第
二
回
日
米
コ
モ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
・
セ
ミ
ナ
ー
開
催

ロ
書
評
ｌ
『
人
口
の
難
～
ｎ
世
紀
中
国
は
人
口
問
題
を
克
服
で
き
る
か
」

に

ゆ

セ
ッ
シ
ョ
ン
ー
＄
人
口
と
持
続
可
能
な
開
発
Ｉ
環
境
・
食
料
安
全
保
障
・
水
資
源
Ｉ

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
隼
人
口
と
健
康
ｌ
健
康
は
社
会
発
展
の
目
的
で
あ
る
ｌ

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅲ
邪
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
衝
撃

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅳ
韓
人
口
と
社
会
開
発

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ｖ
“
第
四
回
世
界
女
性
会
議
か
ら
五
年

ｌ
ア
ジ
ア
の
女
性
問
題
、
そ
の
進
展
と
制
約
ｌ

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅵ
岬
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
人
口

１
口
１
１

雪
が
参
加す
ふ
ぉ

ら
む

…
ｌ
…

の
脅
威
、
人
ロ
増
加
／
岻
歳
、
過
去
国
内
最

高
齢
者
／
高
所
得
・
低
成
長
の
発
展
／
欧
州

は
移
民
受
け
入
れ
よ
／
環
境
破
壊
は
人
口
が

課
題
／
余
裕
生
み
出
す
少
子
社
会
に
／
食
料

自
給
率
「
印
％
議
論
」
／
日
本
型
人
ロ
転
換

を
生
か
す
／
猛
威
ふ
る
う
エ
イ
ズ
…
…
…
他

特
集
・
少
子
化
と
日
本
経
済

高
橋
童
郷

原
洋
之
介

岩
田
元
一

本
多
健
一
３
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２

別
力
国
が
参
加
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
で
開
く

第
旧
回
人
ロ
・
開
発
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
）

卯
世
紀
の
行
動
を
検
証
し
、
ｎ
世
紀
へ
の
課
題
を
討
議
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〃
ｈ
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ｑ
Ｊ
Ｑ
げ
ｈ
Ｊ
ｈ
〃
ｈ
ｐ
、
Ｊ
ｂ
ｊ
５
ｐ
、
夕
、
ｒ
Ｕ
ｒ
Ｄ
４
Ｊ
Ｋ
〃
、
グ
、
７
Ｊ
Ⅲ
Ｊ
Ｒ
グ
勺

無
限
の
宇
宙
、
分
子
、
原
子
、
素
粒
子

の
極
微
の
世
界
、
生
命
の
営
み
、
過
去
か

ら
未
来
へ
と
つ
な
が
る
永
遠
の
時
間
、
そ

し
て
そ
の
中
の
ほ
ん
の
一
瞬
に
過
ぎ
な
い

自
己
に
思
い
を
致
す
と
き
、
誠
に
大
自
然

は
奇
跡
で
あ
り
神
秘
そ
の
も
の
で
あ
る
。

科
学
は
大
宇
宙
を
支
配
す
る
真
理
を
求

め
、
千
古
不
変
の
法
則
を
確
立
す
る
。
自

己
を
含
め
た
人
類
の
存
在
も
こ
の
法
則
に

従
う
自
然
現
象
の
一
端
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
本
当
に
そ
う
で
あ
ろ
う
か
、
全

巻
頭
言

い
か
、
そ
う
で
あ
れ
ば
人
間
が
主
人
公
で

あ
る
。
科
学
を
応
用
し
、
自
然
を
改
変
し

て
人
間
に
役
立
た
せ
る
技
術
に
つ
い
て
も

く
逆
な
視
点
に
立
っ
て
見
よ
う
、
真
理
と

い
い
、
法
則
と
い
っ
て
も
総
て
人
間
が
思

索
し
、
創
り
、
産
み
出
し
た
も
の
で
は
な
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東京工芸大学学長

本多健

同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
科
学

技
術
は
人
間
の
し
も
べ
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

二
十
世
紀
の
科
学
技
術
の
進
歩
は
ま
さ

に
驚
異
的
で
あ
っ
た
。
科
学
は
超
高
速
、

超
高
圧
、
超
高
真
空
、
極
超
短
時
間
と
極

限
に
迫
っ
て
止
ま
る
こ
と
な
く
、
技
術
は

ま
た
効
率
、
機
能
万
能
を
追
っ
て
飽
く
こ

と
を
知
ら
な
い
。
ま
さ
に
人
間
不
在
の
科

学
技
術
の
暴
走
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
が

環
境
、
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
糧
等
の

深
刻
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
は
こ

こ
で
い
う
ま
で
も
な
い
。
人
間
の
し
も
べ

で
あ
る
科
学
技
術
が
主
人
公
で
あ
る
人
間

の
存
続
を
危
う
く
し
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

二
十
世
紀
に
別
れ
を
告
げ
る
ミ
レ
ニ
ア

ム
の
年
に
あ
た
り
、
過
去
の
反
省
の
上
に

立
ち
、
今
こ
そ
人
が
主
役
の
科
学
技
術
の

原
点
に
帰
り
、
来
る
二
十
一
世
紀
を
人
類

永
遠
の
存
続
を
保
証
す
る
輝
か
し
い
世
紀

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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人ロ･開発アジア国会議員代表者会議開く

「
第
十
六
回
人
ロ
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会

議
）
」
が
、
三
月
十
八
日
、
十
九
日
、
’
’
十

日
の
一
一
一
日
間
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
の
サ
イ
ア

ム
・
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
・
ホ
テ
ル

で
日
本
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
な
ど
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
か
ら
一
一
一
一
一
カ

国
の
国
会
議
員
と
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
、
－
Ｐ
Ｐ

Ｆ
な
ど
国
際
機
関
を
含
め
、
約
一
○
○
名
が

参
加
し
て
開
か
れ
た
。

こ
の
会
議
は
、
本
年
が
二
十
世
紀
最
後
の

年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
世
紀
に
人
口
と
開

発
問
題
に
国
会
議
員
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
き
た
か
を
検
証
し
、
二
十
一
世
紀
に
は

何
を
す
べ
き
か
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

日
本
か
ら
は
中
山
太
郎
・
国
際
人
ロ
問
題

ご…瓠！
￣マーー
、と！し
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国際機関

ＵＮＦＰＡ
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塵

ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
と
人
間
の
福
利
は
皆

様
の
手
の
な
か
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
先
進

国
の
多
く
は
先
に
人
口
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
成

功
し
た
国
で
あ
り
、
現
在
の
人
口
規
模
は
そ

れ
ほ
ど
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達
は
発
展

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
国
民
の
幸
福
を

考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
会
議
で
こ

の
問
題
を
真
剣
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
現
在
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
正
規
会
員

国
は
二
十
一
カ
国
に
増
え
、
昨
年
開
か
れ
た

新
潟
大
会
に
は
二
十
七
カ
国
が
参
加
し
ま
し

た
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
支
援
の
下
、
多
く
の
国

の
国
内
委
員
会
が
常
設
事
務
局
を
持
つ
に
い

た
っ
て
お
り
ま
す
。

人

今
回
、
会
議
を
主
催
し
た
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
は
福

田
赴
夫
元
日
本
国
首
相
の
積
極
的
な
支
援
の

も
と
、
佐
藤
隆
・
元
農
水
大
臣
に
よ
っ
て
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
は
人
口
と
開
発

分
野
の
調
査
研
究
に
積
極
的
な
活
動
を
続
け

て
お
り
ま
す
し
、
日
本
の
国
際
人
口
問
題
議

員
懇
談
会
の
支
援
業
務
も
続
け
て
お
り
ま

す
。
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
理
事
長
は
中
山
太
郎
先
生

で
す
が
、
先
生
は
国
際
医
療
議
員
組
織
の
議

長
で
も
あ
り
ま
す
。

桜
井
先
生
は
現
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
で
あ

り
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
十
九
歳
に
な
り
ま
し

た
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
南
北
ア
メ
リ
カ
の
議
員

組
織
、
ア
フ
リ
カ
の
議
員
組
織
を
支
援
し
、

プラソップ･ラタナコーン

ＡＦＰＰＤ事務総長

近
日
中
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
で
も
国
会
議
員

組
織
が
設
立
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ア
フ
リ
カ

や
カ
ナ
ダ
の
国
会
議
員
組
織
に
対
し
て
は
技

術
的
な
支
援
の
み
な
ら
ず
、
財
政
的
な
支
援

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
安
藤
さ
ん
に

心
よ
り
の
感
謝
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
藤
さ
ん
の
活
躍
と
支
援
に
よ
っ
て
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
の
活
動
は
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
し
、

国
会
議
員
活
動
も
世
界
規
模
に
ま
で
拡
大
し

ま
し
た
。

ま
た
こ
こ
で
新
し
い
事
務
局
次
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
和
気
さ
ん
を
ご
紹
介
申
し
上
げ

ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
な
ど
で

活
躍
さ
れ
た
和
気
さ
ん
を
新
し
い
メ
ン
バ
ー

に
お
迎
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ワ

ン
ム
ー
ハ
メ
ッ
ト
ノ
ー
・
マ
タ
ー
国
会
議
長

が
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
ご
参
会
頂
い
た
こ

と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
た
ゆ
ま
ず
働

き
ま
し
ょ
う
。
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

３－／



人口･開発アジア国会蟻員代表者会議開く

ワ
ン
ム
ー
ハ
メ
ッ
ト
ノ
ー
・
タ
イ
国
会
議

長
、
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
各
国
代
表

議
員
の
み
な
さ
ま
。
和
気
邦
夫
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

事
務
局
次
長
、
ラ
ー
ジ
・
カ
リ
ム
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ

東
・
東
南
ア
ジ
ア
局
長
、
講
師
の
先
生
方
、

本
日
は
、
私
ど
も
の
第
十
六
回
人
口
と
開
発

に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
に

ご
参
集
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
二
○
○
○
年
期
最
初
の
年
で
あ

り
、
激
動
の
二
十
世
紀
を
締
め
く
く
る
最
後

の
年
で
あ
り
ま
す
。
今
世
紀
初
頭
十
六
億
五

○
○
○
万
人
で
あ
っ
た
世
界
人
口
は
昨
年
十

月
に
遂
に
六
○
億
人
を
超
え
ま
し
た
。

０
５

，
！

lil
今
回
の
会
議
の
テ
ー
マ
は
「
ア
ジ
ア
の
現

実
と
国
会
議
員
の
役
割
」
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
二
十
世
紀
の
終
わ
り

に
「
人
類
に
と
っ
て
人
口
問
題
は
ど
の
よ
う

な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
」
、
「
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
て
き
た
の
か
」
を
総
括

し
、
改
め
て
人
口
問
題
の
持
つ
意
味
を
再
認

識
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

世
界
の
人
口
問
題
は
、
日
本
の
よ
う
に
極

端
な
少
子
高
齢
化
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
国
も
あ
れ
ば
、
今
な
お
若
年
人
口
の
急

増
に
苦
し
ん
で
い
る
国
も
あ
り
ま
す
。
人
口

問
題
が
国
に
よ
っ
て
様
々
な
様
相
を
見
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
、

|||Ｉ
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こ
れ
ま
で
私
た
ち
が
携
わ
っ
て
き
た
人
口
問

題
へ
の
取
り
組
み
が
そ
れ
な
り
に
成
果
を
あ

げ
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
取
り
組
み
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
特
性
を
考
え
、
一
つ
一
つ
問
題
を

解
決
し
て
い
く
し
か
あ
り
え
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
改
め
て
人
口
問
題
と
議
員
活
動
の

原
点
に
立
ち
戻
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

人
口
問
題
の
先
駆
者
で
あ
り
、
人
口
と
開

発
に
関
す
る
国
会
議
員
活
動
の
父
と
も
言
え

る
福
田
越
夫
・
元
日
本
国
総
理
大
臣
は
「
わ

れ
わ
れ
は
考
え
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
資
源
は
有
限
で
あ
る
と
い
う
共
通
の
認

識
に
基
づ
き
、
人
類
は
一
致
協
力
し
て
新
し

い
倫
理
と
制
度
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
さ
に
警
世
の
卓
見
で
あ
り
ま
す
。

二
十
世
紀
、
と
り
わ
け
後
半
の
五
○
年
間

は
人
類
史
上
、
例
を
見
な
い
科
学
技
術
の
進

展
に
よ
り
、
「
超
高
度
文
明
」
が
進
み
、
地

球
環
境
に
様
々
な
大
き
な
負
荷
を
か
け
て
お

り
ま
す
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
人
口
の
急

７

増
と
共
に
豊
か
さ
の
拡
大
に
伴
う
過
剰
な
消



費
で
あ
り
ま
す
。
人
口
増
加
率
の
低
い
先
進

工
業
国
に
お
い
て
、
生
産
技
術
の
向
上
に
よ

る
大
量
生
産
が
行
わ
れ
農
産
物
の
過
剰
が
生

じ
、
人
口
増
加
率
の
高
い
途
上
国
で
は
農
産

物
の
不
足
が
顕
著
に
見
ら
れ
ま
す
。

今
地
球
上
に
十
二
億
の
飢
餓
人
口
が
あ

り
、
そ
の
一
方
で
十
二
億
の
飽
食
人
口
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
飽
食
人
口
は
栄

養
の
過
剰
摂
取
を
原
因
と
す
る
病
に
お
び

え
、
こ
れ
と
は
反
対
に
そ
の
日
の
糊
口
も
し

の
げ
ず
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
失
っ
て
、

生
き
る
か
死
ぬ
か
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
飢

餓
の
人
々
も
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
事
実
を
い
か
に
、
人
道
的
に
、

平
和
裏
に
解
決
し
て
い
く
か
。

私
た
ち
政
治
家
に
求
め
ら
れ
て
い
る
重
要

な
課
題
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
世
界
の
す
べ
て
が
経
済
の
原
則
で

動
い
て
い
る
よ
う
な
感
が
あ
り
ま
す
。
経
済

原
則
は
極
め
て
重
要
な
も
の
で
す
が
、
短
期

間
の
利
益
を
こ
れ
以
上
追
求
す
る
こ
と
は
地

球
と
人
類
の
未
来
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
球
の
資
源
は
有
限
だ

か
ら
で
す
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
農
林
水
産
業
の
分
野

で
そ
の
制
約
が
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。
水
産
業
で
は
一
定
量
の
資
源
を
多
く

の
国
々
が
競
っ
て
乱
獲
し
た
結
果
、
漁
獲
量

は
減
少
し
、
漁
業
資
源
を
め
ぐ
る
紛
争
は
世

界
各
地
で
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
短
期
的
な

利
益
を
極
大
化
し
た
結
果
と
い
え
ま
す
。
ま

た
、
農
業
の
分
野
で
も
、
短
期
的
な
利
益
を

追
求
す
る
あ
ま
り
再
生
可
能
な
限
界
を
超
え

て
淡
水
資
源
を
使
っ
た
結
果
、
世
界
の
穀
倉

地
帯
で
塩
害
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
人
類

が
生
ま
れ
て
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
淡
水

資
源
の
総
量
は
変
わ
っ
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
現
在
で
は
六
○
億
の
人
間
が
そ
の

水
を
利
用
し
て
お
り
ま
す
。
一
人
一
人
の
取

り
分
は
ま
す
ま
す
少
な
く
な
り
、
さ
ら
に
農

業
と
工
業
の
間
で
も
水
を
め
ぐ
る
争
い
が
多

発
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
人
口
問
題
を
解
決
す
る
上
で
、
大

き
な
影
響
を
与
え
る
の
が
飲
料
水
の
問
題
で

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
広
く
保
健
の
分
野
や
乳

児
死
亡
率
な
ど
に
は
飲
料
水
を
中
心
と
す
る

”
水
”
は
命
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
伝
染
病
の
媒
介
を
防
止
す
る
た
め
に
は
上

下
水
道
の
改
善
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と

は
み
な
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
開
発
途
上
国
で
は
安
全
な
飲
８

料
水
や
衛
生
施
設
が
な
い
た
め
、
毎
年
数
百

万
人
も
の
乳
幼
児
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
死
亡
に
ま
で
は
至
ら
な
い
ま
で
も
、
上

水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
は
、
水

汲
み
等
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
浪
費
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
一
九
八
○

年
代
に
「
国
連
水
と
衛
生
の
十
ヶ
年
計
画
」

で
飲
料
水
や
衛
生
施
設
の
整
備
が
積
極
的
に

進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
人
口
増
加
が
そ
の
効

果
を
相
殺
し
、
利
用
で
き
な
い
人
の
数
は

減
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

淡
水
資
源
は
有
限
で
す
。
地
球
上
に
存
在

す
る
水
の
僅
か
一
億
分
の
八
、
約
一
五
○
兆

立
方
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
が
蒸
発
と
降
水
を
繰
り

返
し
、
循
環
し
て
お
り
ま
す
。
地
球
平
均
で

一
人
当
り
二
七
○
○
○
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ

り
、
日
本
の
場
合
は
約
五
○
○
○
立
方
メ
ー

ト
ル
で
す
。

こ
れ
ら
の
水
資
源
を
す
べ
て
人
間
が
利
用

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
淡
水
資
源

は
、
淡
水
に
住
む
生
き
物
に
と
っ
て
生
活
環

境
で
あ
り
、
地
球
環
境
を
維
持
す
る
重
要
な

役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
人
間
が
利
用
で
き



人ロ･開発アジア国会議員代表者会議開く

る
淡
水
資
源
は
多
め
に
見
積
も
っ
て
も
、
そ

の
十
分
の
一
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
淡
水
資
源
を
食
料
生
産
、
工
業
用

水
、
生
活
用
水
等
で
分
か
ち
合
う
し
か
な
い

の
で
す
。
水
資
源
に
は
地
域
的
に
も
、
季
節

的
に
も
大
き
な
偏
在
性
が
あ
り
、
有
効
利
用

す
る
た
め
に
は
科
学
技
術
の
進
歩
が
不
可
欠

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
増
え
つ
づ
け
る

人
口
を
考
え
ま
す
と
食
料
生
産
へ
向
け
ら
れ

る
水
と
飲
料
水
の
確
保
は
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。
灌
概
設
備
を
改
善
し
、
効
率
的
な
灌
概

管
理
を
実
行
す
る
と
同
時
に
飲
料
水
の
た
め

の
水
道
整
備
、
も
し
く
は
飲
料
用
の
井
戸
を

整
備
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
、
不
可
欠

な
こ
と
で
す
。

現
在
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
、

イ
ン
ド
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
砒
素
汚
染
の

問
題
は
こ
の
水
管
理
が
十
分
行
わ
れ
な
か
っ

た
結
果
で
あ
り
ま
す
。
灌
概
用
水
を
過
剰
に

汲
み
あ
げ
た
結
果
、
地
下
水
位
が
低
下
し
、

飲
料
水
や
灌
概
用
水
を
ま
か
な
う
た
め
に
砒

素
を
含
ん
だ
地
層
を
通
過
す
る
井
戸
か
ら
汲

み
上
げ
た
結
果
、
砒
素
混
入
を
招
い
た
の
で

す
。
一
般
的
に
言
っ
て
深
井
戸
に
は
細
菌
が

い
な
い
の
で
、
衛
生
と
い
う
観
点
か
ら
考
え

た
場
合
、
非
常
に
有
効
な
も
の
な
の
で
す

が
、
性
々
に
し
て
鉱
害
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

る
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
水
に
含
ま
れ
た
砒

素
に
よ
っ
て
ガ
ン
を
含
む
慢
性
疾
患
が
蔓
延

し
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
限
ら
れ
た
淡
水
資
源
を

増
え
つ
づ
け
る
人
口
で
使
わ
ざ
る
を
得
な
い

以
上
、
人
間
と
水
を
巡
る
関
係
は
厳
し
さ
を

増
し
て
き
ま
す
。
資
源
の
有
効
利
用
の
面
か

ら
も
、
衛
生
状
況
改
善
の
面
か
ら
も
人
口
と

水
の
問
題
は
人
類
が
生
き
る
上
で
極
め
て
重

要
な
問
題
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
一
層
、
真
剣

に
取
り
組
ん
で
ま
い
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
難
問
を
解
決
し
、
人
類
の
未

来
を
明
る
い
も
の
と
す
る
た
め
に
、
今
こ
そ

私
た
ち
政
治
家
が
人
類
と
地
球
の
未
来
と
い

う
グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

て
、
新
し
い
倫
理
観
や
、
制
度
を
提
言
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
の
政
治
的
な
意
志
が
か
つ
て
の
ど
の
時

代
よ
り
も
重
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
新
世
紀
を
来
年
に
控
え
、

私
た
ち
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会

に
と
っ
て
も
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
活
動
に

と
っ
て
も
大
き
な
、
重
要
な
節
目
に
立
っ
て

い
る
こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
す
。

さ
て
、
私
の
医
師
と
し
て
の
同
僚
で
あ

り
、
親
友
で
あ
る
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ

コ
ー
ン
先
生
が
本
年
四
月
に
タ
イ
国
上
院
議

員
を
勇
退
さ
れ
ま
す
。
先
生
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

事
務
総
長
と
し
て
十
年
の
永
き
に
わ
た
っ

て
、
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
活
動
の
発
展
に
大

き
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
私
が
会

長
を
務
め
ま
す
国
際
医
療
議
員
組
織
（
ｌ
Ｍ

Ｐ
Ｏ
）
事
務
総
長
と
し
て
も
設
立
か
ら
重
要

な
実
務
を
担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

プ
ラ
ソ
ッ
プ
先
生
の
下
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の

活
動
は
世
界
的
規
模
に
広
が
り
、
人
口
と
開

発
分
野
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
と
連
携
し
大
き
く
発
展
し
た
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
本
年
四
月
に
は
満
で
八
十
歳
に
な

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
ど
も
は
先
生

の
八
十
歳
を
飾
る
お
祝
い
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
今
回
の
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
を
先
生
の

地
元
の
タ
イ
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
と
し
て
は
今
後
も
人
口
問
題

の
長
老
と
し
て
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
け

れ
ば
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
連
人
口
基
金
事
務
局
次
長
を
務

９

め
ら
れ
た
安
藤
博
文
さ
ん
が
本
年
一
月
を



動
に
つ
い
て
も
深
い
理
解
の
下
、

支
援
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
日
本
大
学
で
教
鞭
を
‐

伺
っ
て
お
り
ま
す
。
未
来
を
作
ラ

今
後
、
日
本
大
学
で
教
鞭
を
と
ら
れ
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。
未
来
を
作
る
こ
と
は
人

を
育
て
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
意

味
で
新
た
な
道
で
人
類
の
未
来
を
作
る
仕
事

に
穂
蓄
を
傾
け
ら
れ
、
国
際
的
に
有
為
な
人

材
を
育
成
さ
れ
る
よ
う
期
待
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
私
た
ち
に
変
わ
ら
な
い
、
ご
指
導

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。安
藤
さ
ん
に
は
本
日
の
会
議
で
国
会
議
員

活
動
の
意
義
に
つ
い
て
そ
の
深
い
経
験
に
基

づ
い
た
、
特
別
講
演
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。
安
藤
さ
ん
の
後
任
に
は
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ

な
ど
で
活
躍
さ
れ
た
和
気
邦
夫
さ
ん
が
国
連

人
口
基
金
事
務
局
次
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

和
気
さ
ん
に
は
今
ま
で
の
数
々
の
貴
重
な

経
験
を
生
か
さ
れ
、
二
十
一
世
紀
に
お
け
る

も
っ
て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
残
念
で
あ

り
ま
す
。
安
藤
さ
ん
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
創
設

期
か
ら
そ
の
活
動
を
全
面
的
に
支
援
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
私
ど
も
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ

の
活
動
や
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
の
活

動
に
つ
い
て
も
深
い
理
解
の
下
、
積
極
的
な
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加
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一
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に
参
会
の
御
礼
を
述
べ
ま
た
昨
年
新
一

一
潟
で
開
催
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た
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
第
六
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一

一
大
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Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
－
Ｉ
』

地
球
規
模
的
規
模
で
の
最
重
要
課
題
で
あ
る

「
人
口
と
開
発
」
問
題
に
つ
い
て
、
今
後
一

層
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。さ
て
、
私
ど
も
の
こ
の
会
議
が
二
十
世
紀

を
総
括
し
、
二
十
一
世
紀
に
私
ど
も
国
会
議

||i1liiiilllllliiIIlil1Ｉ

員
が
な
す
べ
き
こ
と
を
深
く
理
解
し
、
そ
の

扉
を
あ
け
る
機
会
と
な
れ
ば
主
催
者
と
し

て
、
こ
れ
に
過
ぎ
る
慶
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
会
議
が
人
類
の
未
来
に
輝
き
を
与
え

る
実
り
多
い
も
の
と
な
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

本
年
は
二
○
○
○
年
期
最
初
の
年
で
あ

り
、
二
○
世
紀
最
後
の
年
で
あ
り
ま
す
。
人

口
の
面
で
言
い
ま
す
と
昨
年
十
月
に
世
界
人

口
が
六
○
億
人
を
超
え
ま
し
た
。
世
界
が
大

き
な
転
換
点
に
立
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
私

た
ち
の
活
動
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
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人口･開発アジア国会議員代表者会鏑開く

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
創
設
以
来
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

り
、
一
九
九
○
年
か
ら
は
事
務
総
長
と
い
う

重
責
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ

タ
ナ
コ
ー
ン
先
生
が
た
い
へ
ん
残
念
で
は
あ

り
ま
す
が
、
本
年
四
月
を
も
っ
て
タ
イ
国
上

院
議
員
を
勇
退
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お

り
ま
す
。
タ
イ
国
に
お
い
て
、
最
も
著
名
な

お
医
者
様
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
そ
の
識
見
の

高
さ
は
す
べ
て
の
人
が
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
タ
イ
に

常
設
の
事
務
局
を
作
る
に
当
っ
て
、
先
生
の

脳
神
経
医
学
研
究
所
の
一
角
を
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

の
事
務
局
と
し
て
ご
提
供
い
た
だ
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。

ま
さ
し
く
、
先
生
か
ら
は
語
り
尽
く
せ
ぬ

ほ
ど
の
ご
貢
献
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
き

ま
し
た
。
こ
の
会
議
も
先
生
の
八
十
歳
の
誕

生
日
を
お
祝
い
し
て
、
四
月
に
開
催
す
る
予

定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
先
生
が
タ
イ
の
皆
様

か
ら
敬
愛
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
あ
ま
り
、

四
月
は
す
べ
て
予
定
が
埋
ま
っ
て
し
ま
い
、

三
月
開
催
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
創
設
以
来
の
メ
ン
バ
ー
の
中

で
現
在
に
至
る
ま
で
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ

た
の
は
プ
ラ
ソ
ッ
プ
先
生
た
だ
お
一
人
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
プ
ラ
ソ
ッ
プ
先

生
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ま
た
、
私
た
ち
に
と
っ
て
残
念
な
こ
と
が

も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。

本
年
一
月
を
も
っ
て
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
創
設

以
来
た
い
へ
ん
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
安
藤
博
文
さ
ん
が
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次

長
を
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
安
藤
さ
ん
は
イ
ラ

ン
の
人
口
政
策
の
転
換
を
ホ
メ
イ
ニ
師
と
と

も
に
果
た
さ
れ
、
ま
た
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
言
う

に
及
ば
ず
、
国
際
人
口
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｄ
）
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
国
際
人
口
開

発
議
員
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
か
ら
始
ま
っ

た
一
連
の
国
際
国
会
議
員
会
議
、
お
よ
び
人

口
と
開
発
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
国

会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
の

設
立
支
援
を
実
質
的
に
行
う
な
ど
、
国
会
議

員
活
動
の
ま
さ
し
く
推
進
役
と
し
て
そ
の
困

難
な
任
務
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

安
藤
博
文
さ
ん
は
国
連
人
口
基
金
を
退
職

後
、
日
本
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
そ
の
深
い

学
識
を
生
か
し
後
進
の
育
成
に
力
を
注
が
れ

る
予
定
で
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
議
員

活
動
と
同
様
に
次
の
世
代
を
担
う
若
者
を
育

成
さ
れ
る
今
後
の
活
動
も
ま
た
大
き
な
実
り

の
あ
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
確
信
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

安
藤
博
文
さ
ん
の
後
任
に
は
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

Ｆ
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
和
気
邦
夫

さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
ま
す
ま

す
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
や
ア
ジ
ア
の
人
口
・
開
発

に
関
す
る
活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
よ
う
、

引
き
続
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

時
の
た
つ
の
は
早
く
、
ま
さ
し
く
「
光
陰

矢
の
ご
と
し
一
で
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

も
来
年
に
は
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

日
本
で
は
二
十
歳
で
参
政
権
を
持
ち
、
成
人

と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
活
動

も
こ
れ
か
ら
一
層
本
格
化
す
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

同
時
に
、
時
間
と
共
に
、
私
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

先
ほ
ど
中
山
太
郎
先
生
が
人
口
問
題
の
父
と

言
わ
れ
た
福
田
剋
夫
元
日
本
国
総
理
大
臣
の

言
葉
を
引
い
て
”
地
球
の
限
界
と
私
た
ち
が

な
す
べ
き
こ
と
を
考
え
よ
う
“
と
高
い
立
場

に
立
っ
た
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
人
口
問

題
の
先
駆
者
た
ち
が
憂
慮
し
た
時
代
に
比
べ
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人
口
は
増
加
し
、
環
境
は
劣
化
し
て
き
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も
急
速
に

進
展
し
、
情
報
の
分
野
で
は
既
に
国
境
が
な

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
実
質
経
済
の
分
野
で

も
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
ス
ピ
ー
ド
で
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
ま
し
た
。
二
十
年
前
に

は
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
そ
れ
を
適
切
に

利
用
で
き
れ
ば
、
人
口
増
大
が
進
む
中
で
そ

の
人
口
増
加
が
地
球
環
境
へ
与
え
る
負
荷
の

割
合
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
今
、
進
行
し
て
い
る
経
済
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
む
し
ろ
地
球
環
境
へ
の

負
荷
を
増
大
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

か
つ
て
、
計
画
経
済
下
に
お
い
て
綿
花
生

産
の
た
め
に
河
川
水
を
過
剰
に
く
み
上
げ
た

た
め
、
中
央
ア
ジ
ア
の
ア
ラ
ル
海
は
縮
小

し
、
消
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
農
薬
な
ど
の
化
学
物
質
が
蓄
積
し
た

湖
底
の
泥
が
干
上
が
り
、
粉
塵
が
巻
き
上
げ

ら
れ
巨
大
な
環
境
被
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
ド
を
は
じ
め
中
国
で
も
地
下
水

の
過
剰
汲
み
上
げ
と
そ
れ
に
伴
う
地
下
水
位

の
低
下
、
地
下
水
塩
分
濃
度
の
上
昇
が
起

こ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
そ
れ
に
伴
う

商
品
経
済
化
、
短
期
的
利
益
の
追
求
の
下
で

ま
す
ま
す
拡
大
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

地
下
水
の
枯
渇
、
塩
分
濃
度
の
上
昇
な
ど

は
、
こ
れ
ま
で
穀
物
生
産
の
適
地
で
あ
る
と

い
わ
れ
た
伝
統
的
な
穀
倉
地
帯
で
生
じ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
世
界
の
穀
物
需
給
に
与
え
る

脅
威
、
食
料
安
全
保
障
に
及
ぼ
す
影
響
は
今

後
増
大
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
減
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
世
界

の
農
民
は
、
生
態
的
条
件
や
環
境
の
面
か
ら

見
て
そ
の
土
地
に
必
ず
し
も
合
っ
て
い
な
い

作
物
を
、
経
済
の
論
理
で
〃
売
れ
る
か
ら
〃

と
い
う
理
由
だ
け
で
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
短
期
の
利
益
を

追
求
す
る
あ
ま
り
環
境
に
負
荷
を
か
け
、
農

業
生
産
を
維
持
す
る
た
め
の
基
本
的
な
環
境

を
破
壊
し
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
同
時
に
、

そ
の
お
か
れ
た
環
境
条
件
か
ら
経
済
的
に
見

て
競
争
力
が
な
い
地
域
で
は
農
業
が
放
棄
さ

れ
、
農
業
基
盤
が
破
壊
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
増
え
つ
づ
け
る
人
口
を
考
え
た
場

合
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で

し
よ
う
か
。
今
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

い
う
名
の
下
に
、
人
類
の
安
全
保
障
が
脅
か

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
真
の
意
味
で
、
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
人
類
の
未
来
に
と
っ
て

有
益
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
国
際
貿
易
ル
ー

ル
を
は
じ
め
十
分
な
検
討
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
は
経
済
だ
け
に
止

ま
り
ま
せ
ん
。
安
全
保
障
の
分
野
で
も
一
国

の
問
題
は
、
そ
の
国
だ
け
の
問
題
で
は
な
く

な
っ
て
い
る
。
二
十
一
世
紀
に
お
い
て
、
こ

の
流
れ
は
加
速
す
る
こ
と
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
強
い
と
こ
ろ

に
す
べ
て
が
集
ま
る
と
い
う
一
極
集
中
を
生

み
出
し
た
。
情
報
の
分
野
で
も
、
貿
易
・
金

融
の
分
野
で
も
、
軍
事
分
野
で
も
超
大
国
が

一
人
勝
ち
の
様
相
を
呈
し
、
強
者
の
論
理
が

す
べ
て
に
優
先
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
す
べ
て

を
強
者
の
論
理
で
押
し
通
し
た
と
す
れ
ば
、

そ
の
行
き
着
く
先
は
戦
争
や
紛
争
な
ど
の
悲

し
い
結
末
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た

ち
の
母
な
る
地
球
を
見
据
え
、
人
類
の
将
来

を
見
据
え
、
様
々
な
意
見
を
取
り
入
れ
、
話

し
合
い
に
よ
っ
て
、
和
を
持
っ
て
地
球
環
境

や
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
と
調
和
し
た
方
法
を
模
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人ロ･開発アジア国会蟻員代表者会蟻開く

挨
川

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
に
入
っ
て
一
月
半
で
す
が
サ

ラ
ス
さ
ん
、
安
藤
さ
ん
の
後
を
継
い
で
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
と
国
会
議
員
の
協
力
の
よ
い
伝
統
を

引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ａ
Ｐ

Ｄ
Ａ
会
議
の
十
六
年
間
の
間
に
人
口
を
巡
る

環
境
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
世
界
人
ロ

索
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
確
信
し
ま

す
。今
回
の
会
議
の
テ
ー
マ
は
「
ア
ジ
ア
の
現

実
と
国
会
議
員
の
役
割
」
で
す
。
こ
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
は
二
十
世
紀
の
終
わ
り
に
、
人

類
に
と
っ
て
人
口
問
題
は
ど
の
よ
う
な
意
味

を
持
っ
て
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を

曰
【
ｕ

の
増
加
率
は
一
一
％
か
ら
一
・
三
％
に
、
平
均

的
な
一
世
帯
あ
た
り
の
子
供
数
は
四
・
九
人

か
ら
二
・
七
人
へ
と
減
少
し
ま
し
た
。
（
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
日
本
の
Ｔ
Ｆ
Ｒ
は
一
・
五
も
し
く

は
そ
れ
以
下
）
。
平
均
余
命
は
五
十
六
歳
か

ら
六
十
五
歳
へ
と
、
都
市
地
域
に
居
住
す
る

与
え
て
き
た
の
か
を
総
括
し
、
改
め
て
人
口

問
題
の
持
つ
意
味
を
再
認
識
し
よ
う
と
い
う

試
み
で
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
の
地
球
規
模
的
な
問
題
の
根
底
に

あ
る
の
は
人
口
問
題
で
す
。
そ
の
問
題
を
解

決
し
、
持
続
可
能
な
開
発
を
実
現
し
、
人
類

の
未
来
を
明
る
い
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、

和気邦夫

ＵＮＦＰＡ事務局次長

人
口
の
割
合
が
三
六
か
ら
四
七
％
へ
と
増

加
。
人
口
移
動
は
一
億
二
五
○
○
万
人
へ
。

六
十
歳
人
口
は
総
人
口
の
一
○
％
を
占
め
る

に
至
り
、
そ
の
五
三
％
は
ア
ジ
ア
で
生
活
し

て
い
ま
す
。

こ
の
二
○
年
間
で
大
き
な
進
展
が
成
し
遂

げ
ら
れ
ま
し
た
が
同
時
に
、
都
市
へ
の
人
口

集
中
や
消
費
パ
タ
ー
ン
の
変
化
は
環
境
や
食

料
安
全
保
障
の
面
で
新
た
な
課
題
を
生
み
出

し
て
お
り
ま
す
。
高
齢
化
が
経
済
成
長
、
労

働
力
供
給
、
年
金
や
ヘ
ル
ス
ヶ
ア
の
分
野
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
の
蔓
延
は
特
に
ア
フ
リ
カ
地
域
に
お
い
て

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

国
会
議
員
の
役
割
は
人
口
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

問
題
に
対
す
る
世
論
形
成
を
後
押
し
し
、
人

口
問
題
に
関
す
る
資
金
動
員
と
適
切
な
立
法

私
た
ち
政
治
家
の
「
意
志
」
が
大
き
な
役
割

を
持
つ
と
確
信
し
ま
す
。
二
十
世
紀
の
終
わ

り
に
当
っ
て
、
次
の
世
代
に
憂
い
を
残
さ
な

い
よ
う
、
共
に
精
一
杯
の
努
力
を
し
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
回
の
真
剣
な
討
議
が

な
さ
れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

１３
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を
行
う
う
え
で
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
ア
フ
リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
の
国

会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
私
達
が
直
面

す
る
人
口
と
開
発
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
席
を
お
借
り
し
て
全
て

の
国
会
議
員
の
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
人
口
問
題
は
時
と
し
て
そ

の
扱
い
を
巡
っ
て
慎
重
な
取
り
扱
い
が
必
要

と
さ
れ
る
政
治
的
な
問
題
と
な
り
ま
す
。
こ

こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
国
会
議
員
み
な
さ
ま
の

献
身
的
な
努
力
な
く
し
て
は
取
り
組
め
な
い

問
題
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
人
口
問
題
へ
の

取
り
組
み
は
持
続
可
能
な
人
間
開
発
と
地
球

の
平
和
を
達
成
す
る
う
え
で
カ
ギ
と
な
る
も

の
な
の
で
す
。

先
生
方
の
ご
協
力
な
く
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
＋

５
の
評
価
を
反
映
さ
せ
、
更
に
前
進
さ
せ
、

直
面
す
る
問
題
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
世
界
人
類
が
幸
せ
に
な
れ
ま
す

よ
う
に
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

人
口
や
環
境
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
関

し
て
国
会
議
員
に
情
報
を
与
え
、
勉
強
し
て

い
た
だ
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
国

会
議
員
は
政
治
の
分
野
で
働
い
て
お
り
社
会

的
な
問
題
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。
こ
こ
で
議
論
さ

れ
る
こ
と
は
ど
の
国
に
と
っ
て
も
そ
の
未
来

を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
環

境
問
題
な
ど
は
人
口
問
題
と
不
可
分
な
関
係

に
あ
る
。
増
え
つ
づ
け
る
人
口
は
開
発
の
阻

害
要
因
と
な
る
。
環
境
問
題
と
深
い
関
連
を

持
つ
気
候
変
動
の
問
題
は
、
次
の
世
紀
の
最

も
重
要
な
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

森
林
破
壊
、
地
下
水
位
の
低
下
、
植
物
や

結

１
Ｊ

lIi§

動
物
の
多
様
性
の
保
全
な
ど
は
人
口
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
進
展
い
か
ん
に
か
か
っ
て
い
る
。
今

行
動
を
お
こ
さ
な
け
れ
ば
遅
す
ぎ
る
。
ワ
ー

ル
ド
ウ
オ
ッ
チ
研
究
所
の
レ
ス
タ
ー
ブ
ラ
ウ

ン
所
長
に
よ
れ
ば
、
今
早
急
に
行
動
を
お
こ

さ
な
け
れ
ば
多
く
の
国
の
生
態
系
は
崩
壊
し

て
し
ま
う
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

経
済
の
面
で
も
持
続
的
で
な
け
れ
ば
い
ず

れ
そ
の
経
済
は
衰
退
し
て
し
ま
う
。
今
の
選

択
が
地
球
の
生
命
の
未
来
を
決
め
る
。
人
口

の
分
野
で
こ
の
二
○
年
間
、
タ
イ
は
大
き
な

前
進
を
遂
げ
た
。
国
民
の
多
く
が
小
家
族
の

価
値
を
理
解
し
、
出
生
率
は
今
な
お
低
下
を

続
け
、
二
○
’
五
年
ま
で
に
は
置
き
換
え
水

ワンムーハメットノーマター

タイ国国会議長

1‘
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人口開発アジア国会議員代表者会議開く

本
年
一
月
チ
ェ
コ
の
プ
ラ
ハ
を
訪
問
し
ま

し
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
初
代
事
務
局
長
で
あ

り
、
私
の
心
の
師
で
あ
っ
た
故
ラ
フ
ァ
エ
ル

・
サ
ラ
ス
氏
の
奥
様
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
使

………特別講演………………；

準
を
達
成
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

国
会
議
員
と
し
て
、
政
府
、
国
民
に
働
き

か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
環
境
が
守
れ
な

1人口･開発と国会議員の機Ｉ！

＃！

を
務
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
お
宅

に
伺
っ
た
と
き
、
岸
信
介
・
日
本
国
元
総
理

大
臣
か
ら
サ
ラ
ス
事
務
局
長
に
贈
ら
れ
た
書

が
か
ざ
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
世
界

け
れ
ば
未
来
は
な
い
。
国
会
議
員
が
人
口
と

開
発
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
に
事
前
に
対
処
す
る
こ
と
が
必
要
で
、

霧

安藤博文ＵＮＦＰＡ前事務局次長

安藤博文前ＵＮＦＰＡ事務局

次長は本年一月ＵＮＦＰＡを退

職した。同氏は故ラファエル.

Ｍ・サラスＵＮＦＰＡ事務局長

のもとで国会議員活動に関わ

り、退職まで、ＡＦＰＰＤなど

との協力のもとＵＮＦＰＡと国

会議員活動の掛け橋としての役

割を果たしてきた。1994年以降

開催された国際議員会議の開催

を強力に支援するなど大きな足

跡を残した。

こ
れ
か
ら
も

国
会
議
員
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を

の
四
つ
の
海
が
平
和
に
な
り
ま
す
よ
う
に
と

い
う
意
味
の
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
人
口
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
は
国
会
議
員
の
参
画
が
不
可
欠
で
あ

結
果
が
お
こ
っ
て
か
ら
そ
の
処
理
に
莫
大
な

費
用
を
使
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。

１５

、



〔写真･左頁〕熱心に討議をする

各国国会議員代表

る
と
い
う
同
じ
信
念
を
持
っ
て
働
か
れ
た
、

お
二
人
の
お
気
持
を
象
徴
し
て
お
り
ま
す
。

一
九
七
三
年
岸
元
総
理
は
故
ド
レ
ー
パ
ー

将
軍
と
と
も
に
日
米
の
国
会
議
員
を
率
い
て

ア
ジ
ア
諸
国
の
人
口
問
題
の
視
察
に
で
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
急
速
に
増
え
続
け

る
人
口
に
よ
っ
て
、
社
会
・
経
済
的
に
悲
惨

な
状
況
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
帰
国

し
て
か
ら
岸
元
総
理
は
余
生
を
途
上
国
の
人

口
問
題
解
決
へ
の
支
援
に
捧
げ
る
決
意
を
し

ま
し
た
。
こ
の
岸
元
総
理
の
提
唱
の
元
に
国

際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
）
が

超
党
派
の
国
会
議
員
組
織
と
し
て
世
界
で
初

め
て
日
本
国
に
設
立
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の

Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
は
一
九
八
二
年
の
中
国
に
お
け
る

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
創
設
の
母
体
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
ア
ジ
ア
を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
中
で
人
口
と
開
発
に

関
す
る
国
会
議
員
活
動
が
積
極
的
に
繰
り
広

げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
二
○
年
前
に
は
、
人

口
問
題
や
家
族
計
画
を
扱
う
こ
と
は
タ
ブ
ー

視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
意
味
は

十
分
に
理
解
さ
れ
議
論
も
オ
ー
プ
ン
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
国
会
議
員
は
”
人
口
問
題
が

重
要
で
あ
る
“
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
作

る
う
え
で
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
言
え
ま

す
。
特
に
過
去
二
回
の
国
際
人
口
開
発
会
議

で
あ
る
一
九
九
四
年
の
国
際
人
口
開
発
会
議

（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ

で
開
か
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
＋
５
ハ
ー
グ
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
、
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
の
国
会
議

員
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
会

議
員
の
皆
様
は
、
昨
年
夏
に
開
か
れ
ま
し
た

国
連
人
口
特
別
総
会
に
際
し
て
も
人
口
と
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
各
国
に
お
い
て
も
国
際
的
に
も
支
援
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員

は
人
口
問
題
に
お
い
て
先
駆
的
な
役
割
を
果

た
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
の
国
会
議

員
は
他
の
大
陸
の
国
会
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
議
連
を
設
立
す
る
よ
う
手
助
け
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
の
ア
メ
リ
カ
地
域
国
会
議
員
グ

ル
ー
プ
（
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｇ
）
、
人
口
と
開
発
に
関

す
る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
国
会
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
、
人
口
と
開
発
に

関
す
る
カ
ナ
ダ
国
会
議
員
連
盟
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
先
駆
的
な
役

割
を
果
た
さ
れ
た
か
た
が
た
に
は
、
福
田
魁

夫
先
生
、
佐
藤
隆
先
生
、
住
栄
作
先
生
、
そ

し
て
サ
ッ
ト
・
ポ
ー
ル
・
ミ
タ
ー
ル
先
生
が

い
ら
し
や
い
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
こ
の
先

生
方
は
既
に
私
ど
も
の
も
と
を
去
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
先
生
方
と
同
様
に

黄
華
先
生
、
フ
・
リ
ー
リ
ャ
ン
先
生
、
桜
井

新
先
生
、
プ
ラ
ソ
ッ
プ
先
生
な
ど
の
先
生
方

に
も
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

多
く
の
国
会
議
員
の
先
生
方
が
人
口
と
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
、
そ
し
て
家
族
計

画
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積
極
的
に
各
国
で
、
そ
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
で
支
援
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
方
々
と
し
て
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
ア
キ
ノ
・
オ
レ
タ
上
院
議
員
、
セ
ネ

ガ
ル
の
ム
ス
タ
フ
ァ
・
力
議
員
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
の
グ
エ
ン
・

テ
ィ
・
タ
ン
先
生
が
ベ
ト
ナ
ム
女
性
協
会
と

と
も
に
女
性
の
地
位
や
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
ヘ
ル
ス
の
改
善
に
つ
く
さ
れ
た
そ
の
す
ば

ら
し
い
活
動
は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
す
。

ミ
ッ
タ
ー
ル
先
生
の
ご
活
躍
に
よ
っ
て
国
会

議
員
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
良
く

ご
存
知
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
Ｆ
Ａ
Ａ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
で
は
女
性
と
少
女
に
対
し
差
別
的
な

既
存
の
法
律
を
見
な
お
し
、
差
別
的
な
部
分

１６
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人ロ･開発アジア国会議員代表者会議開く

算

》
璃
籔

篝

を
含
む
条
項
と
ｌ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
の
実
施

を
妨
げ
る
条
項
を
除
去
す
る
作
業
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
人
口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
資
金
動
員
に
関
し

て
も
国
会
議
員
の
皆
様
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
支
援
な
く
し
て
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

が
人
口
分
野
に
お
け
る
最
大
の
政
府
間
組
織

と
し
て
活
動
で
き
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
中
山
太
郎
先
生
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
日
本
の
国
会
議
員

の
ご
尽
力
が
な
け
れ
ば
そ
れ
は
難
し
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
、
日
本
政
府
の
継
続
的
な
ご
支
援
に
対
し

て
も
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
口
と
開
発
分
野
で
国
会
議
員
活
動
が
成

功
す
る
た
め
に
は
強
力
な
政
治
的
そ
し
て
一

人
一
人
の
先
生
方
の
個
人
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
が
な
け
れ
ば
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
現
在
な
お
、
ア
ジ
ア
は
大
規
模
な
人
口

増
加
に
起
因
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面

し
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
出
生
力
の
低
下
に

と
も
な
う
高
齢
化
、
食
料
安
全
保
障
、
淡
水

資
源
の
不
足
、
人
口
移
動
と
急
速
な
都
市
化

な
ど
新
し
い
問
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
先
生
方
の
政
治
的
な
そ

し
て
個
人
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
、
二
十
九
年
間
勤
め
ま
し
た
国
連
を

退
職
し
、
新
た
な
新
た
な
旅
立
ち
を
行
お
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
皆
様
の
こ

れ
ま
で
の
ご
支
援
と
ご
指
導
に
対
し
心
よ
り

の
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

様
方
と
共
に
働
け
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
誇

り
で
す
。
皆
様
方
に
は
今
後
と
も
人
口
問
題

解
決
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
に
と
っ
て
誠
に
重

要
な
お
役
割
を
果
た
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
の
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ

コ
ー
ン
先
生
の
ご
勇
退
を
お
祝
い
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議

が
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
に
念
願

致
し
て
お
り
ま
す
。

1７

、
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王
一

画
ア
ジ
ア
の
価
値
観
に

あ
っ
た
国
際
貿
易
の

ル
ー
ル
作
り
を

今
回
こ
の
記
念
す
べ
き
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
に

参
加
で
き
大
変
満
足
し
て
い
る
。
プ
ラ
ソ
ッ

プ
議
員
と
は
一
九
八
○
年
代
か
ら
一
九
九
○

年
代
に
か
け
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
国
会
議
員
会
議

を
協
力
し
て
開
催
し
、
政
策
決
定
の
レ
ベ
ル

で
協
力
を
続
け
て
き
た
。
ま
た
安
藤
さ
ん
と

は
安
藤
さ
ん
が
ま
だ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
時
代
か
ら
の
知
り
合
い
で
様
々
な
協

力
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。
ま
た
、
ア
ジ
ア

地
域
が
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
域
と
な
る

よ
う
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
で
あ
る
中
山
先
生

の
御
尽
力
に
応
え
る
た
め
に
馳
せ
参
じ
た
。

人
類
史
を
術
瞼
し
て
み
る
と
そ
の
歴
史
は

直
線
で
動
く
も
の
で
は
な
い
事
が
わ
か
る
。

む
し
ろ
、
サ
イ
ク
ル
で
動
く
も
の
で
あ
る
。

こ
の
人
類
史
の
視
点
か
ら
見
て
現
在
は
重
要

リ
ー
・
ジ
ェ
イ
・
チ
ョ
ー

（
趙
利
済
）
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ダ



人ロ･開発アジア国会議員代表者会議開く

な
時
期
に
あ
る
。
人
口
の
面
か
ら
見
る
と
私

た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
ま
問
題
に
直
面
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
世
界
人
口
は
一
八
○
四

年
に
始
め
て
一
○
億
人
に
達
し
た
。
そ
の

後
、
｜
世
紀
か
か
っ
て
さ
ら
に
一
○
億
人
の

人
口
が
増
加
し
、
二
○
億
人
と
な
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
世
界
人
口
が
五
○
億
人
か
ら

六
○
億
人
に
な
る
の
に
わ
ず
か
十
二
年
し
か

か
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
人
口
増
加
の
増
加

率
が
低
下
し
、
世
界
人
口
は
二
○
五
○
年
に

九
○
億
人
の
極
大
値
に
達
す
る
と
下
方
修
正

さ
れ
た
。

こ
こ
で
世
界
の
現
状
を
大
き
く
二
つ
に
分
け

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑪
途
上
国
は
、
な
お
貧
困
に
苦
し
ん
で
お

り
、
人
口
増
加
が
続
い
て
い
る
。

②
先
進
国
は
、
豊
か
で
、
出
生
力
の
急
減
に

直
面
し
て
い
る
。

人
口
転
換
を
考
え
る
場
合
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
一
○
○
年
か
ら
二
○
○
年
か
か
っ
て
人

口
転
換
を
達
成
し
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ

て
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
口
転
換
は
数
十
年
で

行
わ
れ
て
お
り
、
韓
国
、
中
国
な
ど
で
は
一

○
年
～
二
○
年
未
満
と
い
う
極
め
て
短
い
期

間
で
人
口
転
換
が
達
成
さ
れ
た
。

日
本
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
は
深

刻
な
出
生
力
の
減
少
に
直
面
し
、
平
均
年
齢

が
四
○
歳
以
上
担
っ
て
い
る
。
こ
の
人
口
高

齢
化
は
経
済
的
な
意
味
も
大
き
く
、
経
済
も

ま
た
高
齢
化
す
る
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
こ
で
、
経
済
の
高
齢
化
と
人

口
の
高
齢
化
の
違
い
を
考
え
て
み
る
と
、
経

済
は
適
切
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
れ
ば
若

返
る
こ
と
が
で
き
る
が
人
口
の
高
齢
化
は
そ

う
は
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

イ
ン
ド
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
政
府
が

努
力
し
、
ま
た
多
く
の
人
々
が
子
供
数
を
少

な
く
し
よ
う
と
思
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
出
生
率
は
高
い
。
逆
に
、
日
本
で
は
、
若

い
女
性
の
な
か
に
結
婚
し
た
く
な
い
と
い
う

意
識
も
増
え
て
お
り
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
を
起

こ
そ
う
と
思
っ
て
も
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が
生
じ

に
く
く
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
こ
の
意
識
の

変
化
に
伴
い
、
親
孝
行
な
ど
は
自
分
の
子
供

に
頼
め
な
い
と
い
う
意
識
が
出
て
き
て
い
る
。

日
本
の
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
予
測
に
よ
れ
ば
、
一
三
○
年
後
に
は
日

本
人
ロ
の
か
な
り
の
部
分
が
減
少
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
眼
を
世
界
に
転
じ

れ
ば
、
人
口
増
加
率
は
下
が
っ
て
き
た
が
、

人
口
増
加
は
引
き
続
い
て
お
り
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
途
上
国
で
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
世

界
人
口
の
半
分
が
都
市
人
口
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
都
市
化
は
先
進
国
の
五
倍
の
速
さ

で
途
上
国
で
起
こ
る
。
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
の
中
で
労
働
の
自
由
な
移
動
が
可
能

に
な
っ
て
き
た
。
労
働
問
題
も
一
国
だ
け
で

考
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
。
地
球

環
境
の
面
か
ら
考
え
る
と
環
境
に
対
す
る
負

荷
が
増
大
し
、
砂
漠
化
が
進
展
し
、
水
資
源

不
足
の
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
多
様
化
し
、
複
雑
化
す
る
問
題

を
考
え
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
遠
心
力
と
求

心
力
と
い
う
二
つ
の
力
が
働
い
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
遠
心
力
と
は
経
済
、
情
報
の

グ
ー
ロ
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
人
類
の
活
動
が
地
球
規
模
で
拡
大
す
る

こ
と
を
指
し
、
求
心
力
と
は
、
Ｅ
Ｕ
や
Ｎ
Ａ

Ｆ
Ｔ
Ａ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
よ
う
に
地
域
的
な

結
束
が
強
ま
り
、
地
域
を
単
位
と
し
て
の
統

合
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
一
兆
現
在
は
こ

の
二
つ
の
力
が
共
に
働
き
、
拮
抗
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
誰
の

た
め
の
も
の
か
と
い
う
問
題
提
起
を
す
る
必

要
が
あ
る
。
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
農
作
物
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や
、
居
住
空
間
の
た
め
に
新
し
い
土
地
に
対

す
る
需
要
は
高
ま
る
け
れ
ど
も
、
新
し
い
士

地
の
拡
大
は
あ
り
え
な
い
。
ま
た
、
｜
定
の

土
地
の
中
で
収
量
を
増
す
た
め
に
単
収
を
上

昇
さ
せ
る
と
士
地
に
負
荷
を
か
け
て
し
ま

う
。
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
「
誰
が
中
国

を
養
う
の
か
」
と
い
う
問
い
に
応
え
て
、
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
や
農
学
者
が
技
術
の
改
善
に

よ
っ
て
中
国
の
人
口
を
扶
養
す
る
こ
と
は
で

き
る
と
い
う
分
析
を
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、
経
済
成
長
に
伴
い
、
食
生
活
も

変
化
し
、
穀
類
を
主
に
摂
っ
て
い
た
人
た
ち

が
肉
の
消
費
量
が
増
え
る
と
、
そ
の
必
要
を

量
を
満
た
す
た
め
の
増
産
を
行
う
こ
と
で
環

境
に
大
き
な
負
荷
を
変
え
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
人
口
が
増
加
し
て
い
る
国
々
で
は
そ

の
国
民
に
い
か
に
食
料
を
供
給
す
る
か
と
い

う
こ
と
は
最
も
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
貧
し

い
国
に
と
っ
て
は
食
料
増
産
の
負
荷
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
球
環
境
の
面
か
ら
言
え
ば
工
業

国
の
行
為
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

生
活
が
豊
か
に
な
る
と
Ｃ
Ｏ
２
を
は
じ
め
と

す
る
炭
素
排
出
が
大
き
く
な
る
。
中
国
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
は
一
○
％
以
上
増
加
し
て
い

る
。
も
し
中
国
人
が
ア
メ
リ
カ
な
み
に
炭
素

排
出
を
す
れ
ば
、
中
国
一
国
の
炭
素
排
出
量

だ
け
で
一
九
八
○
年
の
世
界
の
炭
素
排
出
に

匹
敵
す
る
こ
と
に
な
る
。
二
十
五
年
程
度
、

一
世
代
で
炭
素
排
出
量
が
急
増
し
て
い
く
。

ま
た
、
人
口
増
加
と
そ
の
対
策
を
考
え
る

と
き
淡
水
資
源
が
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
く

る
。
し
か
し
な
が
ら
淡
水
資
源
は
必
要
な
と

こ
ろ
に
は
な
い
。
一
人
当
り
の
年
間
淡
水
量

が
一
七
○
○
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
水
の
ス

ト
レ
ス
に
直
面
し
て
い
る
人
た
ち
は
世
界
中

で
五
○
億
人
。
水
不
足
の
定
義
で
あ
る
一
○

○
○
立
方
メ
ー
ト
ル
／
人
は
急
速
に
増
加
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
中
国
と
カ
ナ
ダ
の
土
地

面
積
は
同
じ
だ
が
、
し
か
し
、
中
国
人
一
人

あ
た
り
の
淡
水
資
源
は
カ
ナ
ダ
人
の
三
％
し

か
な
い
。
地
下
水
の
過
剰
汲
み
上
げ
に
よ
っ

て
昨
年
、
北
京
の
地
下
水
位
は
約
三
フ
ィ
ー

ト
低
下
し
た
。

世
界
で
は
、
そ
の
日
の
最
低
必
要
な
カ
ロ

リ
ー
す
ら
摂
取
で
き
な
い
絶
対
貧
困
が
増
大

し
そ
の
数
は
一
○
億
人
と
も
言
わ
れ
る
。
同

時
に
、
過
食
に
悩
む
人
口
も
ま
た
多
い
。
東

ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
も
、
食
料
不
足
に
直

面
し
て
い
る
北
朝
鮮
の
よ
う
な
国
も
あ
り
、

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
が
尽
力
し
て
日
本
か
ら
一
幻

○
万
ト
ン
の
食
料
援
助
が
行
わ
れ
る
。

短
い
時
間
で
達
成
さ
れ
た
ア
ジ
ア
の
人
口

転
換
を
生
か
す
た
め
に
は
政
治
家
の
強
い
意

志
が
必
要
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
知
恵
は
西
欧

と
違
い
別
に
あ
る
。
禍
福
は
あ
ざ
な
え
る
縄

の
ご
と
し
で
あ
り
、
一
つ
の
問
題
を
解
決
す

れ
ば
次
の
問
題
が
発
生
し
て
く
る
か
も
し
れ

な
い
。

ア
ジ
ア
の
人
口
転
換
は
非
常
に
短
い
時
間

で
達
成
さ
れ
た
。
こ
の
短
さ
ゆ
え
に
、
人
口

転
換
の
も
た
ら
す
効
果
や
影
響
も
大
き
く
で

て
く
る
。
急
速
に
高
齢
化
も
進
み
、
人
口
学

的
な
黄
金
期
を
生
か
し
、
社
会
的
資
本
を
蓄

積
し
、
将
来
へ
対
応
す
る
た
め
に
は
五
年
間

毎
年
五
％
の
経
済
成
長
が
な
け
れ
ば
大
き
な

影
響
が
生
じ
て
く
る
。

工
業
生
産
で
一
ド
ル
の
利
益
を
生
み
出
す

た
め
に
生
じ
る
工
業
廃
棄
物
を
ど
れ
だ
け
出

す
か
に
つ
い
て
は
日
本
が
最
も
効
率
的
。
環

境
の
面
か
ら
言
え
ば
、
経
済
成
長
を
達
成
し

よ
う
と
す
る
ア
ジ
ア
の
諸
国
に
環
境
の
面
で

の
技
術
移
転
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
も
地
球

の
限
界
を
考
え
る
上
で
重
要
に
な
る
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
利
益
を
途
上
国

￣



人口･開発アジア国会蟻員代表者会議開く

世
界
の
食
料
需
給
の
状
態
を
示
す
重
要
な

指
標
と
し
て
世
界
の
穀
物
備
蓄
率
が
あ
る
。

米
国
農
務
省
（
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
）
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
一
九
九
四
年
以
降
そ
の
備
蓄
率
が
一
七

％
を
割
り
、
世
界
の
穀
物
備
蓄
は
危
機
的
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
世
界
の
穀
物
備
蓄
率
は
世
界
食
料
危
機
の

一
九
七
四
年
の
レ
ベ
ル
ま
で
下
が
っ
て
い

る
。
コ
メ
の
場
合
、
一
九
九
一
／
九
九
年
に

は
二
％
ま
で
低
下
し
非
常
に
危
機
的
な
状

況
に
あ
る
。

こ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
引
き
起
こ
さ
れ

て
き
た
か
と
い
え
ば
、
そ
の
第
一
の
原
因
は

に
も
た
ら
す
た
め
に
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
。
そ
の
た
め
に
は
調
和
の
取
れ
た

経
済
が
必
要
で
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
将
来
に

大
き
な
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
し
く

持
続
可
能
な
開
発
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
し
、

将
来
の
人
々
も
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

画
穀
物
備
蓄
は
危
険
な
水
準

辻
井
博

一
九
八
○
年
代
後
半
か
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
農
業
政
策
の
変
更
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
自
由
貿
易
の
原
則
を
徹
底

さ
せ
る
と
い
う
方
向
が
明
確
に
な
り
、
農
業

補
助
金
・
輸
出
補
助
金
が
削
減
さ
れ
た
。
第

二
に
供
給
側
の
要
因
は
農
業
技
術
の
進
歩
が

以
前
ほ
ど
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

土
壌
劣
化
や
塩
害
に
よ
っ
て
も
生
産
性
の
向

上
が
頭
打
ち
に
な
っ
て
い
る
。
第
三
に
需
要

側
の
要
因
と
し
て
は
人
口
増
加
に
よ
る
需
要

の
増
大
、
特
に
中
国
に
お
け
る
畜
肉
の
消
費

量
の
増
大
に
伴
う
飼
料
穀
物
需
要
の
急
増
が

あ
る
。
そ
の
結
果
、
国
際
的
な
備
蓄
余
裕
が

二
二
○
○
年
前
、
中
国
の
孟
子
が
一
一
一
一
口
っ
た

言
葉
と
し
て
〃
天
が
作
っ
た
災
い
は
何
と
か

な
る
。
人
間
が
作
っ
た
災
い
は
避
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
“
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
私
た

ち
は
こ
の
言
葉
を
肝
に
銘
じ
て
将
来
へ
の
対

処
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
く
な
っ
て
き
た
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
シ
ス
テ
ム
の

も
と
で
は
二
十
一
世
紀
に
お
い
て
も
穀
物
の

在
庫
率
は
低
い
水
準
に
留
ま
ろ
う
。

供
給
側
の
要
因
を
詳
し
く
見
て
み
る
と
、

耕
作
地
面
積
は
急
速
に
減
少
し
、
ヘ
ク
タ
ー

ル
当
た
り
穀
物
収
量
は
そ
れ
と
逆
相
関
で
増

加
し
て
き
た
。
し
か
し
、
過
去
四
○
年
間
単

位
当
り
収
量
の
増
加
率
が
年
々
低
下
し
て
い

る
。
一
九
六
○
年
代
三
％
で
増
加
し
て
い
た

も
の
が
、
現
在
お
よ
そ
一
％
程
度
し
か
見
込

め
な
い
。
人
口
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
は

年
間
三
％
の
反
収
の
増
加
が
必
要
で
あ
る
。

近
代
農
業
に
お
け
る
増
産
は
灌
概
開
発
に

よ
る
部
分
が
大
き
い
。
と
こ
ろ
が
一
九
八
○

年
代
か
ら
灌
概
投
資
が
横
這
い
、
低
下
を
来

た
し
て
き
た
。
ま
た
世
界
の
穀
物
収
穫
面
積

が
一
九
七
○
年
代
後
半
を
頂
点
と
し
て
下

が
っ
て
き
て
い
る
。
一
人
当
り
で
は
過
去
半

世
紀
一
貫
し
て
下
が
っ
て
き
て
い
る
。

水
不
足
も
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

非
農
業
分
野
で
の
水
の
需
要
が
増
大
し
淡
水

資
源
の
奪
い
合
い
に
な
っ
て
い
る
。
中
国
の

華
北
平
原
を
流
れ
る
黄
河
に
お
い
て
状
況
は

一
九
七
○
年
代
か
ら
断
流
が
悪
化
し
、
一
九

九
七
年
に
は
二
二
一
日
以
上
に
わ
た
っ
て
河

2J



口
ま
で
水
が
届
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
も
河
口
か
ら
七
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
上

流
ま
で
干
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
’
九
九
八

年
か
ら
は
降
雨
が
多
く
こ
の
問
題
は
起
こ
っ

て
い
な
い
。

最
近
黄
河
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
過
去
二
年

間
は
干
上
が
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

北
中
国
の
主
要
な
穀
倉
地
帯
で
は
毎
年
地
下

水
位
が
下
が
っ
て
き
て
お
り
、
年
一
メ
ー
ト

ル
も
下
が
っ
て
き
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
の
問
題
は
中
国
だ
け
で
は
な
く
イ
ン
ド

で
も
深
刻
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
主
要
な
穀
倉

地
帯
で
あ
る
パ
ン
ジ
ャ
ブ
・
ハ
リ
ャ
ナ
州
で

は
毎
年
地
下
水
位
が
五
○
セ
ン
チ
下
が
っ
て

い
る
。
そ
の
主
な
原
因
は
地
下
水
の
揚
水
過

剰
で
あ
る
。
両
州
で
は
管
井
戸
を
使
っ
て
地

下
水
を
電
気
で
揚
水
し
て
い
る
。
こ
の
電
気

代
が
無
料
で
あ
る
た
め
農
民
は
過
剰
揚
水
し

て
い
る
。

こ
の
過
剰
揚
水
を
防
ぎ
、
本
当
に
必
要
な

量
だ
け
農
民
が
取
水
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
パ
ン
ジ
ャ
ブ
・
ハ
リ
ャ
ナ
地
域
の
水
資
源

は
枯
渇
し
、
イ
ン
ド
全
体
の
食
料
危
機
を
も

た
ら
す
。
揚
水
を
本
当
に
必
要
な
量
だ
け
に

制
約
す
る
た
め
に
は
両
州
で
電
気
代
を
有
料

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
、
農

民
の
反
感
を
買
う
た
め
に
政
治
的
に
実
現
が

難
し
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

今
年
ア
メ
リ
カ
は
干
魅
に
見
ま
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
ラ
ー
ー
ャ
ー
ニ
ャ
の
影
響
と
い
わ

れ
て
い
る
。
過
去
数
年
間
、
世
界
は
気
象
条

件
が
良
好
で
、
穀
物
需
給
は
過
剰
気
味
で

あ
っ
た
。
し
か
し
二
○
○
○
年
に
は
世
界
的

に
干
魅
の
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な
気

候
変
動
の
問
題
も
食
料
の
安
定
供
給
に
脅
威

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
森
林
破
壊
と
土
壌
肥
沃
度
の
減
少

も
深
刻
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア

や
ア
マ
ゾ
ン
で
森
林
破
壊
と
耕
地
へ
の
転
換

で
あ
る
焼
畑
が
行
わ
れ
て
き
た
。
伝
統
的
な

焼
畑
の
技
法
は
十
分
な
休
閑
期
間
を
あ
け
て

焼
畑
を
行
い
、
持
続
可
能
な
農
法
で
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
口
爆
発
と
耕
地
の

限
界
の
た
め
、
．
こ
の
休
閑
期
間
を
あ
け
ず
焼

畑
耕
作
を
毎
年
連
作
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
土
壌
の
肥
沃
度
は
低

下
し
、
土
壌
流
出
な
ど
も
深
刻
な
っ
て
き
て

い
る
。

二
○
○
○
年
三
月
私
は
ハ
ル
ビ
ン
か
ら
北

京
ま
で
の
一
○
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
飛
行

中
、
地
上
を
観
察
し
た
が
、
山
に
も
ま
っ
た

く
木
が
な
い
。
川
に
も
水
が
な
か
っ
た
。
東

北
中
国
の
長
期
の
森
林
破
壊
の
結
果
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

次
に
需
要
要
因
を
検
討
す
る
。
一
九
六
○

年
以
降
、
世
界
人
口
は
二
五
億
人
増
加
し

た
。
人
口
爆
発
は
食
料
需
要
を
爆
発
さ
せ

る
。
経
済
状
態
が
向
上
す
る
と
畜
肉
の
消
費

が
増
え
、
餌
と
し
て
の
穀
物
需
要
を
急
速
に

高
め
る
。

以
上
の
供
給
と
需
要
要
因
を
総
合
し
た
私

の
予
測
で
は
二
○
二
○
年
に
お
け
る
世
界
の

穀
物
不
足
は
四
一
七
百
万
ト
ン
に
達
す
る
。

ワ
ー
ル
ド
ウ
オ
ッ
チ
研
究
所
の
レ
ス
タ
ー
・

ブ
ラ
ウ
ン
の
予
測
で
は
そ
れ
以
上
不
足
す

る
。
私
の
予
測
で
は
二
○
二
○
年
に
世
界
の

穀
物
価
格
は
五
○
％
上
昇
す
る
。
世
界
食
料

政
策
研
究
所
や
世
界
銀
行
は
過
剰
に
な
る
と

予
測
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
予
測
は
余
り

に
も
楽
観
的
で
あ
る
。

将
来
需
給
予
測
は
ど
の
よ
う
な
仮
定
を
置

く
か
に
よ
る
。
再
び
緑
の
革
命
が
行
わ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
そ
う

で
は
な
い
。
緑
の
革
命
は
収
量
増
加
を
達
成

し
、
一
九
七
○
年
代
、
’
九
八
○
年
代
に
は

2２
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ましら

確
か
に
飢
餓
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。
し

か
し
一
九
七
○
年
代
以
降
は
収
量
の
伸
び
は

低
下
し
て
き
た
。
同
時
に
、
肥
料
や
農
薬
な

ど
の
単
位
面
積
当
り
の
農
業
投
入
物
が
増
加

し
、
環
境
を
破
壊
し
て
き
た
。
ま
た
、
耕
地

の
限
界
は
前
述
の
よ
う
に
非
常
に
厳
し
い
。

こ
の
よ
う
に
世
界
の
食
料
需
給
条
件
が
悪

化
す
る
と
予
測
さ
れ
る
中
で
、
ア
メ
リ
カ
が

主
張
す
る
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

を
推
し
進
め
、
農
産
物
の
国
際
貿
易
を
自
由

化
す
れ
ば
、
第
一
に
世
界
の
膨
大
な
飢
餓
・

貧
困
者
を
更
に
困
窮
化
さ
せ
る
。
こ
の
自
由

貿
易
化
に
よ
る
北
の
食
料
減
産
を
南
（
途
上

国
）
の
増
産
で
は
補
い
得
な
い
事
が
、
多
く

の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
結

果
、
貧
者
の
主
食
で
あ
る
穀
物
価
格
は
長
期

的
に
上
昇
す
る
。

自
由
化
の
利
益
の
分
配
は
非
常
に
不
公
平

で
あ
る
。
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
事
務
局
の
研
究
に
よ
る

と
、
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
の
自
由
化
に

よ
る
経
済
利
益
は
総
額
で
五
一
億
ド
ル
ぐ
ら

い
で
あ
る
。
そ
の
七
○
％
は
北
米
・
Ｅ
Ｕ
な

ど
先
進
国
が
受
益
す
る
。
途
上
国
と
旧
計
画

経
済
諸
国
は
二
一
一
一
％
し
か
恩
恵
を
受
け
な

い
。
途
上
国
地
域
が
十
分
な
利
益
を
享
受
で

■■■■■■■■■■■■■■■■■■

各国の発表

き
る
よ
う
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
ル
ー
ル
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

自
由
貿
易
は
世
界
人
口
の
希
薄
な
地
域
で

農
業
生
産
を
増
加
さ
せ
、
そ
こ
で
の
環
境
破

壊
を
急
速
に
進
め
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な

食
料
増
産
で
は
途
上
国
の
飢
餓
人
口
を
救
う

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
彼
ら
に
は
十
分
な
所

得
が
な
い
。
彼
ら
自
身
が
食
料
増
産
し
、
所

得
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
農
業
に
関
し
て
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
貿
易
交

渉
の
自
由
貿
易
ル
ー
ル
を
修
正
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
修
正
さ
れ
た
ル
ー
ル
と

整
合
し
た
最
適
な
農
業
と
貿
易
の
政
策
を
考

え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
途
上
国
の
膨
大
な
飢
餓
・
貧
困

中国

Ｉ

開
発
を
進
め
る

人
ロ
問
題
が
基
本

張
懐
西
議
員

人
口
問
題
が
根
本
で
あ
り
、
現
在
水
資
源

は
一
つ
の
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
中

国
人
口
の
三
分
の
一
が
水
不
足
に
悩
ん
で
い

る
。
中
国
の
淡
水
資
源
は
不
足
し
て
お
り
、
躯

人
口
に
利
益
を
も
た
ら
し
、
貿
易
の
利
益
を

平
等
に
分
配
し
、
環
境
を
保
全
し
、
食
料
の

安
全
保
障
を
高
め
る
貿
易
交
渉
ル
ー
ル
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

具
体
的
な
方
策
と
し
て
は
自
律
関
税
化
が

一
つ
の
方
法
で
あ
ろ
う
。
主
食
自
給
向
上
政

策
に
基
づ
い
て
各
国
が
国
民
の
望
む
水
準
に

関
税
を
自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
食
料
安
全
保

障
を
守
り
、
各
国
の
農
業
・
農
村
が
共
存
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
同
時
に
、
規
律
と
し
て

各
国
が
各
国
の
農
業
生
産
性
上
昇
に
努
力

し
、
上
昇
に
伴
っ
て
関
税
を
下
げ
て
い
く
よ

う
な
国
際
合
意
も
必
要
で
あ
ろ
う
。



人
口
規
模
が
大
き
い
た
め
に
一
人
当
り
淡
水

資
源
の
量
は
世
界
水
準
の
二
五
％
し
か
な

い
。
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
に
参
加
す
る
前
に
全
人

大
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、
中
国
は
政
策
と
し

て
水
不
足
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。
北
部
で
は
深
刻
な
状
態
に
な
っ
て

お
り
、
北
と
西
部
に
全
人
大
が
視
察
団
を
派

遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
水
の
汚
染

も
深
刻
で
川
の
水
質
調
査
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

環
境
と
資
源
の
問
題
は
国
境
を
越
え
た
地

域
の
問
題
で
あ
る
。
人
口
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は

中
国
に
と
っ
て
持
続
可
能
な
開
発
を
実
現
す

る
う
え
で
必
須
と
な
る
。
中
国
は
、
耕
地
面

積
が
少
な
く
、
人
口
は
多
い
。
中
国
政
府
は

今
後
と
も
人
口
抑
制
を
確
実
に
進
め
る
。
中

国
政
府
が
二
○
年
間
懸
命
の
努
力
を
し
た
結

果
。
人
口
増
加
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
人

口
増
加
率
は
○
・
九
％
に
ま
で
下
が
っ
た
。

中
国
政
府
と
し
て
は
人
口
問
題
に
対
す
る

国
民
の
啓
発
に
勤
め
て
き
た
。
現
在
で
は
国

民
の
理
解
も
形
成
さ
れ
賛
同
を
得
て
い
る
。

人
口
の
質
の
向
上
、
女
性
の
地
位
向
上
に
勤

め
て
い
る
。
つ
い
先
ほ
ど
、
開
発
の
送
れ
て

い
た
海
南
省
を
訪
問
し
た
が
、
草
の
根
し
べ

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ル
ま
で
家
族
計
画
が
行
き
届
い
て
い
る
。

中
国
と
し
て
多
大
な
努
力
を
払
っ
た
結
果
、

人
口
増
加
は
抑
制
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
そ
れ
で

も
人
口
規
模
が
巨
大
で
あ
る
た
め
に
毎
年
一

一
○
○
万
人
ず
つ
増
加
し
、
’
’
○
年
で
三
億

増
加
す
る
。
今
後
、
過
疎
地
の
人
口
問
題
に

力
を
入
れ
、
生
活
の
向
上
を
果
た
す
必
要
が

あ
る
。

貧
困
の
原
因
は
人
口
だ
け
で
は
な
い
。
人

口
密
度
が
高
く
と
も
成
功
し
て
い
る
先
進
国

は
、
日
本
や
、
ベ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
数
多
く

あ
る
。
し
か
し
一
般
的
に
い
っ
て
、
途
上
国

で
は
人
口
増
加
は
経
済
発
展
の
阻
害
要
因
で

各国の発表

鐘

』
家
》
八
二

許
容
能
力
を
超
え
た

悪
影
響
し
か
与
え
な
い

ラ
ク
シ
ュ
マ
ン
・
シ
ン
議
員

全
人
大
の
役
割
と
し
て
、
国
の
政
策
の
実
塑

施
を
監
視
す
る
。
法
を
整
備
す
る
。
国
政
に

人
々
の
声
を
反
映
さ
せ
る
。
草
の
根
の
か
ら

改
善
す
る
な
ど
の
機
能
が
あ
る
。
今
後
と
も

非
識
字
者
を
な
く
し
、
健
康
衛
生
状
態
の
改

善
を
推
し
進
め
て
い
く
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
枠

を
つ
か
っ
て
、
中
国
は
今
後
も
人
口
と
持
続

可
能
な
開
発
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

あ
る
。

イ
ン
ド
の
場
合
、
現
在
、
農
業
生
産
は
年

率
二
％
以
上
の
増
加
率
を
示
し
、
現
在
、
穀

物
備
蓄
は
余
剰
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
一
九

七
○
年
代
～
一
九
八
○
年
代
に
か
け
て
雇
用

創
出
の
た
め
に
産
業
を
興
し
た
が
、
こ
れ
ら

政
府
の
努
力
も
、
人
口
増
加
に
よ
っ
て
相
殺

さ
れ
て
い
る
。

一
九
六
○
年
か
ら
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

作
付
け
面
積
は
二
五
％
し
か
増
え
な
か
っ
た

が
食
料
生
産
は
四
倍
に
増
え
た
。
し
か
し
な
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が
ら
人
口
増
加
に
よ
っ
て
一
人
あ
た
り
の
食

料
摂
取
は
増
え
な
か
っ
た
。
人
口
は
開
発
の

資
源
で
も
あ
る
が
、
生
態
系
の
許
容
能
力
を

越
え
た
場
合
、
悪
い
影
響
を
与
え
る
。
イ
ン

ド
の
国
士
の
一
一
一
三
％
が
高
原
で
あ
り
、
生
態

的
な
環
境
は
脆
弱
で
あ
る
。
現
在
、
動
植
物

の
多
様
性
が
脅
か
さ
れ
て
お
り
約
四
○
○
種

が
絶
滅
に
瀕
し
て
い
る
。
生
物
多
様
性
を
失

う
こ
と
は
今
後
の
開
発
の
可
能
性
を
失
う
こ

と
で
あ
り
、
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、

揚
水
の
過
多
に
よ
り
河
川
水
で
も
塩
害
が
生

じ
、
農
業
生
産
を
脅
か
し
て
い
る
。
湾
岸
で

は
沼
地
に
生
え
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
が
枯
渇
し

て
お
り
、
山
岳
地
帯
で
は
森
林
も
劣
化
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
人
口
増
加
に
伴
う
人
災
で

あ
り
、
都
市
部
の
環
境
劣
化
も
同
様
で
あ

る
。イ
ン
ド
は
国
士
面
積
の
割
に
人
口
が
多

い
。
独
立
時
三
億
四
六
○
○
万
人
で
あ
っ
た

も
の
が
、
’
○
億
人
に
ま
で
増
加
し
た
。
社

会
的
な
条
件
や
地
球
環
境
や
受
容
で
き
る
限

度
を
越
え
た
人
口
増
加
は
い
ず
れ
に
し
て
も

悪
い
影
響
し
か
与
え
な
い
。
人
口
は
イ
ン
ド

の
開
発
政
策
の
基
本
で
あ
る
。

●
マ
レ
ー
シ
ア

世
界
の
極
く
一
部
が
余
り
に
も
富
を
占
有

し
て
い
る
。
国
会
議
員
と
し
て
何
を
な
す
べ

き
か
。
認
識
の
普
及
に
果
た
す
役
割
は
大
き

な
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府

は
大
規
模
に
生
産
性
を
上
げ
て
い
る
。
マ

レ
ー
シ
ア
は
穀
物
自
給
率
七
○
％
を
目
標
と

し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
今
後
生
産
性
を

上
げ
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
意
見
は
当
ら

な
い
よ
う
に
思
う
の
だ
が
。

〆
薑
、

●
谷
津
議
長

二
十
一
世
紀
を
迎
え
て
ど
の
よ
う
な
課
題

が
あ
り
ま
す
か
。
二
人
の
卓
越
し
た
リ
ソ
ー

ス
パ
ー
ソ
ン
の
ご
発
表
だ
け
で
な
く
、
開
会

式
に
お
け
る
中
山
理
事
長
の
挨
拶
や
、
桜
井

議
長
の
挨
拶
で
も
重
要
な
問
題
提
示
、
二
十

一
世
紀
の
課
題
は
な
に
か
と
い
う
こ
と
を
踏

ま
え
て
発
言
や
問
題
が
な
に
か
あ
り
ま
せ
ん

か
。

●
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

ァ
ラ
ル
海
周
辺
の
干
魅
は
、
計
画
経
済
の

悪
い
結
果
で
あ
り
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
資
源
が
枯
渇
し
て
塩
害
が
生
じ
て
き
て

●
辻
弁

こ
の
よ
う
な
政
策
は
マ
レ
ー
シ
ア
だ
け
で

可
能
な
か
も
知
れ
な
い
。
日
本
な
ど
で
は
到

底
不
可
能
。
ア
ジ
ア
に
お
い
て
コ
メ
は
政
治

で
あ
り
、
一
九
九
五
年
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
米
飢

饅
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
で
も
コ
メ
不
足

が
生
じ
た
ら
政
治
が
大
き
く
変
革
し
た
。
そ

の
昔
、
タ
イ
に
駐
在
し
て
い
た
と
き
コ
メ
不

足
が
起
こ
り
、
行
列
を
起
っ
た
。
そ
の
後

ク
ー
デ
タ
ー
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、

ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
に
と
っ
て
コ
メ
は
単
な

る
商
品
で
は
な
く
、
政
治
的
に
大
き
な
意
味

を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
マ
レ
ー
シ
ア

は
ア
ジ
ア
の
中
で
特
別
な
事
例
で
あ
り
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
や
香
港
と
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

括
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
農
業
投
入
が
余
り
に
も
大
き
け

れ
ば
環
境
劣
化
が
生
じ
る
か
も
知
れ
な
い
。

日
本
の
水
汚
染
は
肥
料
の
過
剰
投
入
に
よ

る
。

2５



●
桜
井
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長

皆
そ
れ
ぞ
れ
に
違
う
環
境
に
生
ま
れ
、
住

ん
で
い
る
。
数
千
年
も
生
き
て
き
た
。
先
祖

の
生
活
を
維
持
す
れ
ば
持
続
可
能
。
こ
の
よ

う
な
違
い
を
無
視
し
て
同
じ
基
準
を
適
用
す

れ
ば
環
境
的
条
件
の
悪
い
地
域
は
競
争
力
を

失
う
。
こ
の
多
様
性
を
反
映
さ
せ
る
べ
く
Ｗ

Ｔ
Ｏ
に
働
き
か
け
て
い
る
。
中
央
ア
ジ
ア
の

よ
う
に
一
箇
所
に
余
り
に
も
負
荷
を
か
け
続

け
た
結
果
、
環
境
被
害
が
生
じ
た
。
環
境
が

耐
え
ら
れ
る
範
囲
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で

生
産
を
図
る
こ
と
が
重
要
。
二
十
一
世
紀
に

は
、
世
界
中
で
完
全
な
自
由
競
争
に
基
づ
く

単
一
の
貿
易
基
準
を
適
用
す
る
か
、
各
国
の

多
様
性
を
認
め
る
か
。
ど
ち
ら
か
一
方
の
方

法
で
は
不
充
分
で
、
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
。

い
る
。
同
時
に
、
重
要
な
淡
水
資
源
の
貯
水

池
で
あ
る
氷
河
が
解
け
て
、
河
川
に
流
出
す

る
量
が
増
え
て
い
る
、
重
要
な
淡
水
資
源
の

貯
水
池
で
あ
る
氷
河
の
溶
解
は
今
後
問
題
を

引
き
起
こ
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

●
趙文
化
的
価
値
の
問
題
を
見
逃
し
て
は
な
ら

な
い
。
欧
米
は
ア
ジ
ア
の
価
値
と
は
違
い
、

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
自
由
経
済
を
基
本
と
し
て

い
る
。
宗
教
的
に
見
て
も
神
と
個
人
と
の
係

わ
り
合
い
が
重
視
さ
れ
個
人
主
義
が
基
本
的

原
理
と
な
る
。
ア
ジ
ア
は
固
有
の
価
値
を

持
っ
て
い
る
。
家
族
や
民
族
に
帰
属
す
る
こ

と
に
価
値
を
み
い
だ
す
。
人
間
が
み
ん
な
と

一
緒
に
行
動
す
る
こ
と
で
安
心
を
見
い
だ

す
。
全
体
的
な
調
和
を
図
る
こ
と
が
必
要
。

例
え
ば
、
ア
ジ
ア
の
絵
を
見
る
と
人
間
は
自

然
の
一
部
と
し
て
描
か
れ
、
人
間
の
生
活
と

自
然
の
か
か
わ
り
あ
い
が
強
調
さ
れ
て
い

る
。ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
神
の
見
え
ざ
る
手
の

よ
う
に
、
市
場
原
理
を
徹
底
し
て
追
及
し
市

場
原
理
に
ま
か
せ
て
も
市
場
の
見
え
ざ
る
手

が
働
き
、
市
場
の
不
均
衡
の
問
題
も
時
間
が

た
て
ば
解
決
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の

と
き
に
は
余
り
に
も
大
き
な
人
災
が
生
じ
て

い
て
回
復
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
現
実

問
題
と
し
て
、
市
場
の
も
つ
調
整
機
能
で
調

整
さ
れ
る
ま
で
待
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。
自

由
な
競
争
に
基
づ
く
市
場
経
済
と
い
う
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
は
か
な
ら
ず
し
も
普
遍
的
で
は
な

い
。

●
辻
井

自
由
貿
易
と
い
う
仮
説
が
言
う
と
こ
ろ
の

メ
リ
ッ
ト
に
は
外
部
要
因
が
考
慮
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
れ
は
金
銭
的
な
価
値
で
は
図
れ
な

い
も
の
は
考
慮
に
い
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
ア
ジ
ア
の
場
合
、
各
国
と
も

米
価
の
安
定
に
意
を
注
い
で
き
た
。
そ
れ

は
、
米
価
の
安
定
が
政
治
的
に
も
非
常
に
重

要
だ
っ
た
か
ら
だ
。
と
こ
ろ
が
自
由
貿
易
の

中
に
は
農
村
の
安
定
、
米
価
の
安
定
な
ど
経

済
外
的
的
要
因
で
は
あ
る
が
現
実
の
社
会
で

重
要
な
要
素
を
全
く
反
映
し
て
お
ら
ず
、
ア

ジ
ア
の
現
実
に
適
合
し
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。
慎
重
に
自
由
市
場
を
前
提
と
す
る
仮
説

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

●
中
山
太
郎
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長

水
の
問
題
が
重
要
で
あ
る
。
水
道
が
普
及

し
、
水
道
の
水
が
美
味
し
い
と
い
わ
れ
て
い

た
日
本
で
、
飲
料
水
と
し
て
ペ
ッ
ト
ポ
ト
ル

の
水
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
水
道
水
の

劣
化
が
も
た
ら
し
た
現
象
で
、
途
上
国
の
水

道
が
ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
国
の
問
題
と
は

ま
た
異
な
っ
た
形
で
、
先
進
国
に
お
け
る
水

の
問
題
が
出
て
き
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

2６
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●
趙水
の
問
題
は
極
め
て
重
要
。
農
業
生
産
の

増
大
、
工
業
の
発
達
、
水
を
巡
る
競
争
が
激

し
く
な
る
。
中
国
の
西
部
を
開
発
す
る
た
め

に
も
水
が
重
要
で
あ
る
が
、
環
境
的
に
難
し

い
状
態
に
あ
る
。
日
本
で
も
農
業
肥
料
を
つ

か
っ
た
結
果
、
農
地
に
塩
類
集
積
が
お
こ
っ

て
い
る
。
水
が
十
分
に
な
い
状
態
（
水
ス
ト

レ
ス
）
が
か
な
り
広
が
っ
て
い
る
。
昔
は
ど

こ
で
水
を
飲
ん
で
も
大
丈
夫
だ
っ
た
。
し
か

し
今
で
は
安
全
の
た
め
に
飛
行
機
の
な
か
で

も
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
を
飲
む
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

洪
水
で
悩
ん
だ
ア
フ
リ
カ
が
そ
の
翌
年
に

は
干
魅
で
悩
む
。
こ
れ
に
は
気
候
変
動
が
影

響
し
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
が
影
響
し
て
い
る
。
そ

の
意
味
で
は
先
進
国
の
環
境
問
題
が
途
上
国

水
の
問
題
は
途
上
国
ば
か
り
で
は
な
く
先
進

国
に
お
い
て
も
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
来

週
オ
ラ
ン
ダ
で
水
を
巡
る
会
議
が
開
か
れ

る
。
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
水
は
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
重
要
性
を
ま
す
問
題
で
あ
る
。
今

後
、
水
資
源
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
っ
て

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

●
趙黄
河
を
こ
れ
以
上
放
置
で
き
な
い
。
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
研
究
所
に
よ
る
と
黄
河
の
水
不

足
は
今
後
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
国
会
議
員
の
皆
様
の
努
力
に
よ
っ

て
水
不
足
の
問
題
が
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

●
辻
井

多
く
の
農
地
が
水
不
足
に
直
面
し
て
い

る
。
デ
カ
ン
高
原
の
ほ
と
ん
ど
の
大
き
な
川

は
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
悪
臭
を
放
っ
て
い

る
。
イ
ン
ド
大
都
市
の
ほ
と
ん
ど
二
四
時
間

給
水
が
で
き
な
い
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
も
同
じ

で
マ
ン
ダ
レ
ー
で
は
家
庭
へ
の
給
水
が
制
限

さ
れ
て
い
る
。

●
フ
ィ
リ
ピ
ン

食
料
問
題
も
取
り
上
げ
て
欲
し
い
。
特

の
問
題
に
密
接
に
連
携
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
相
関
し
て
い
る
。
国
会
議
員
が

国
を
越
え
て
、
国
内
状
況
を
越
え
て
、
地

域
、
地
球
の
連
帯
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

●
趙

私
は
専
門
家
で
は
な
い
が
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
適
用
に
は
最
低
の
基
準
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
。
食
料
の
輸
出
入
が
そ
の
基
準

に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
例

え
ば
、
農
家
が
食
べ
な
い
よ
う
な
も
の
を
輸

出
入
し
て
は
い
け
な
い
。

西
洋
と
東
洋
の
価
値
観
、
特
に
食
料
の
文

化
的
な
側
面
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
二
○

年
前
日
本
で
大
豆
が
払
底
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
米
国
か
ら
の
輸
入
に
全
面
的
に
依
存
し

て
い
た
が
不
作
の
た
め
輸
出
で
き
な
く
な
っ

●
辻
井

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
は
、
灌
概

な
ど
の
問
題
を
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
二
○
二
○
年
ま
で
人
口
増
加
が
続
く
以

上
、
食
料
増
産
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
バ
イ
オ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
詳
細
に
つ

い
て
は
様
々
な
議
論
が
あ
る
が
、
個
人
的
に

は
遺
伝
子
組
み
替
え
の
食
品
を
食
べ
た
く
な

い
。

に
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
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た
。
大
豆
は
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
詔

だ
っ
た
の
で
各
新
聞
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
こ

ぞ
っ
て
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
し
か
し

一
三
－
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ス
な
ど
米
国
の
メ

デ
ィ
ア
で
は
ま
っ
た
く
報
道
さ
れ
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
、
米
国
の
大
豆
農
家
は
一
万
人

ほ
ど
で
し
か
な
く
、
大
豆
不
作
の
ニ
ュ
ー
ス

は
米
国
に
と
っ
て
ま
っ
た
く
ニ
ュ
ー
ス
バ

リ
ュ
ー
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ほ

ど
の
格
差
が
生
産
者
と
消
費
者
の
間
に
あ
っ

た
。い
ず
れ
に
し
て
も
食
料
貿
易
を
扱
う
場

合
、
な
ん
ら
か
の
基
準
が
必
要
で
、
そ
こ
に

は
文
化
的
価
値
観
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
と

思
う
。
こ
の
文
化
的
な
格
差
は
音
楽
に
も
現

れ
る
。
ド
イ
ツ
の
経
済
学
者
に
と
っ
て
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
に
は
価
値
が
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス

の
経
済
学
者
は
無
形
の
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
に
価

値
が
な
い
、
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
文
化
的

背
景
し
だ
い
で
価
値
と
い
う
も
の
は
大
き
く

異
な
っ
て
く
る
。

●
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

市
場
経
済
化
に
よ
り
様
々
な
問
題
が
生
じ

て
き
て
い
る
。
飲
料
水
の
不
足
な
ど
も
深
刻
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●
モ
ン
ゴ
ル

世
界
の
淡
水
資
源
の
二
○
％
を
し
め
る
バ

イ
カ
ル
湖
の
水
は
そ
の
八
○
％
が
モ
ン
ゴ
ル

を
源
流
と
し
て
い
る
。
市
場
経
済
か
ら
一
○

年
、
様
々
な
問
題
が
出
て
来
て
い
る
。
モ
ン

ゴ
ル
が
余
裕
の
な
い
ま
ま
に
経
済
発
展
を
押

し
進
め
れ
ば
、
こ
の
世
界
最
大
の
淡
水
資
源

で
あ
る
バ
イ
カ
ル
湖
を
将
来
と
も
き
れ
い
な

州餓鰍州脈舳細洲〃洲繩医哨掩刎孵洲期

で
、
状
況
は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
首
都
に

お
い
て
も
水
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
場
を
借
り
て
地
域
を
越
え
た
協
力
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
い
。
具
体
的
な
協

力
と
し
て
は
旧
ソ
連
邦
時
代
に
開
発
が
進
め

ら
れ
六
○
の
鉱
山
が
創
業
し
て
い
た
カ
タ
リ

ン
ガ
地
域
で
三
五
鉱
山
が
閉
山
し
た
。
こ
の

地
域
で
は
石
炭
を
燃
や
し
て
鉄
を
作
っ
て
い

た
が
、
閉
山
し
鉱
山
が
浸
水
す
る
こ
と
で
水

質
悪
化
が
生
じ
た
。
こ
の
地
域
の
人
口
は
七

六
万
人
の
か
ら
五
○
万
人
に
減
少
し
て
し

ま
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
飲
料
水
不
足
は
一
国
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
地
域
の
問
題
で
あ
る
。



の
問
題
も
取
り
上
げ
て
欲
し
い
。
モ
ン
ゴ
ル

の
当
面
し
て
い
る
も
う
一
つ
の
問
題
は
人
口

二
四
○
万
人
程
度
の
人
口
が
急
激
な
出
生
力

の
低
下
が
あ
る
。
同
時
に
、
人
口
の
三
分
一

が
首
都
に
集
中
し
て
い
る
。
人
口
の
一
極
集

中
の
問
題
が
重
要
で
あ
る
。
人
口
の
三
分
の

一
が
遊
牧
民
と
し
て
生
計
を
立
て
て
い
る
。

’
九
九
九
年
に
干
魅
が
起
こ
り
、
今
年
の
冬

に
は
ゾ
ド
（
雪
害
）
が
発
生
し
、
家
畜
二
○

○
万
頭
が
死
亡
し
た
。
来
月
に
は
四
○
○
万

頭
が
死
ぬ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
多
く
の
遊
牧

民
に
と
っ
て
家
畜
は
ま
さ
し
く
い
き
る
糧
で

あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
全
体
を
考
え
て
も
社
会
的

な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
今
回
、
こ
の
モ
ン
ゴ
ル
の
雪
害
に

日
本
を
中
心
と
す
る
支
援
に
感
謝
し
て
い
る
。

●
桜
井
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
飲
料
水
の
砒
素
汚
染

が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
表
面
水
の

不
足
で
井
戸
水
に
依
存
し
た
結
果
、
砒
素
を

●
谷
津
議
長

メ
コ
ン
川
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
河
川
の

問
題
も
重
要
で
あ
る
。

含
ん
だ
地
層
を
通
っ
た
井
戸
水
を
使
用
し
た

こ
と
に
よ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
を
流
れ
る
河
川
の
源
流
は
ヒ
マ
ャ
ラ

で
あ
る
が
表
層
水
を
使
う
こ
と
で
い
か
に
砒

素
対
策
を
行
う
か
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

こ
の
会
議
の
後
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
訪
問

し
、
現
地
で
協
議
し
て
く
る
。

水
の
問
題
の
重
要
性
を
具
体
的
に
ど
う
問

題
解
決
に
結
び
付
け
る
か
。
こ
の
会
議
は
国

会
議
員
会
議
な
の
で
、
こ
の
場
で
一
定
の
方

向
づ
け
を
し
て
、
政
府
間
協
議
反
映
さ
せ
、

援
助
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
、
こ
れ

が
国
会
議
員
の
役
割
で
あ
る
と
い
え
る
。
国

会
議
員
が
交
流
や
対
話
を
進
め
る
こ
と
で
、

実
効
の
あ
る
方
法
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

●
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
小
国
で
歴
史
も
浅

い
。
一
億
二
七
○
○
万
人
の
人
口
が
狭
い
国

士
に
ひ
し
め
き
あ
っ
て
い
る
。
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
政
府
と
し
て
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
も
協
力
し
、

人
口
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
努
力
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
非
識
字
率
も
高
く
、
宗
教
も
阻
害

要
因
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
、
識
字
率
が
向

上
し
、
六
○
％
に
な
っ
て
か
ら
人
口
抑
制
が

う
ま
く
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
河
川
は
イ
ン
ド
や
ネ

パ
ー
ル
か
ら
流
れ
て
く
る
。
昨
年
も
一
○
○

年
に
一
度
と
い
う
大
洪
水
が
記
録
さ
れ
た
。

洪
水
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
た
が
。
一
・
八

二
ク
ロ
ー
ル
と
い
う
か
な
り
の
高
収
量
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

国
民
一
人
当
り
Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
二
五
○
＄
程
度

で
、
世
界
の
最
貧
国
の
一
つ
で
あ
る
。
桜
井

先
生
が
指
摘
さ
れ
た
、
砒
素
汚
染
だ
け
で
は

な
く
河
川
水
の
汚
染
も
進
ん
で
お
り
、
と
く

に
国
の
南
部
で
水
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
い

る
。

3０
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世
界
各
地
で
人
口
の
変
化
が
生
じ
、
人
口
転
換

が
お
き
つ
つ
あ
る
。
こ
の
人
口
転
換
に
伴
う
社
会

の
高
齢
化
や
年
齢
構
造
の
変
化
は
、
否
応
な
く
政

治
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
健
康
、
文
化
す
べ
て
を
変
化
さ

せ
る
。
現
在
、
米
国
で
人
口
の
二
五
％
は
高
齢
者

に
な
っ
て
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア
で
も
人
口
転
換
が

進
ん
で
お
り
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
二
○
五
○
年
に

は
竹
の
子
の
よ
う
な
形
に
な
る
。
二
○
○
○
年
に

は
高
齢
化
が
進
展
し
始
め
る
し
、
人
口
転
換
に

伴
っ
て
人
口
が
最
も
増
え
た
世
代
ヨ
ー
ホ
ー

ト
）
の
年
齢
そ
の
も
の
が
上
が
っ
て
い
く
。
こ
の

人
口
転
換
と
平
均
余
命
の
延
び
に
伴
っ
て
高
齢
化

は
急
速
に
進
む
こ
と
に
な
る
。
二
○
一
五
年
に
は

タ
イ
で
も
二
五
％
が
高
齢
者
に
な
る
。

こ
の
平
均
余
命
の
延
び
は
今
世
紀
に
入
っ
て
生

じ
た
現
象
で
す
。
先
進
国
で
も
、
’
九
一
○
年
代

の
平
均
余
命
は
五
十
歳
程
度
で
、
現
在
で
は
七
十

歳
以
上
。
ま
た
、
乳
児
死
亡
率
が
急
速
に
改
善
さ

れ
、
出
生
一
○
○
○
人
に
対
し
て
六
○
人
か
ら
二

○
人
へ
と
、
東
南
ア
ジ
ア
、
太
平
洋
地
域
で
劇
的

に
低
下
し
た
。

◇
人
ロ
構
造
・
動
態
の
変
化

讃

;寅
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乳
児
死
亡
率
と
所
得
の
関
係
に
は
相
関
関

係
が
あ
っ
て
、
所
得
が
向
上
す
る
と
乳
児
死

亡
率
が
減
少
す
る
。
ま
た
、
こ
の
二
○
年
で

妊
産
婦
死
亡
率
も
急
速
に
低
下
し
た
。
ま

た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
か
ん
し
て
い
え
ば
、

途
上
国
で
も
か
な
り
普
及
し
て
き
た
。
し
か

し
、
「
は
し
か
（
ポ
リ
オ
）
・
ワ
ク
チ
ン
」
の

摂
取
は
十
分
で
は
な
い
。

経
済
発
展
、
社
会
開
発
に
伴
っ
て
、
そ
れ

ま
で
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
醤
病
が
増

加
す
る
な
ど
の
傾
向
が
出
て
き
た
。
死
亡
・

疾
病
の
原
因
と
し
て
も
以
前
は
経
水
感
染

症
、
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
伝
染
性
疾
患
が
主
な

原
因
を
し
め
て
い
た
が
、
現
在
で
は
非
伝
染

病
の
影
響
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
生
活
習

慣
病
や
交
通
事
故
な
ど
の
事
故
や
怪
我
、
ガ

ン
な
ど
が
死
亡
原
因
の
上
位
に
な
っ
て
き

た
。

制
度
的
な
問
題
か
ら
健
康
を
見
て
い
く
。
健

康
に
は
集
団
的
な
影
響
が
あ
る
。
個
人
。
健

康
・
環
境
の
相
互
作
用
が
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
乳
児
死
亡
率
の
減
少
に
は
教
育
程

度
と
大
き
な
相
関
が
あ
る
。

高
齢
化
が
進
み
、
社
会
が
発
展
す
る
と
ヘ

ル
ス
ケ
ア
経
費
の
増
大
が
生
じ
る
。
医
療
が

高
度
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
支
出
に
対
す
る
効

果
が
対
応
し
な
く
な
る
。
限
界
効
用
が
低
減

す
る
。
タ
イ
の
場
合
、
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
と

比
べ
て
財
政
支
出
に
占
め
る
割
合
が
大
き

い
。健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
健
全
な
公
共

政
策
が
必
要
と
な
る
。
現
在
、
都
市
部
で
も

農
村
部
で
も
そ
の
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、

栄
養
状
態
や
住
居
を
含
め
農
民
の
生
活
が
大

き
く
変
わ
っ
て
い
る
。

多
く
の
国
に
お
い
て
開
発
過
程
に
お
い
て

健
康
改
善
に
必
要
な
経
費
を
社
会
的
負
担
と

捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、
健
康
は
負
担
で
は

な
く
開
発
の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り

と
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
健
康
は
資
産
で

あ
り
、
健
康
は
人
間
社
会
に
お
け
る
目
的
な

の
で
あ
る
。
こ
の
良
い
健
康
を
達
成
し
、
維

持
す
る
た
め
に
は
良
い
行
政
（
Ｏ
Ｏ
ａ
Ｏ
ｏ
‐

『
の
目
自
８
）
が
必
要
。

◇
健
康
サ
ー
ビ
ス
と
財
政
支
出

●
回
答

現
在
起
こ
っ
て
い
る
感
染
症
に
は
既
存
の

感
染
症
の
再
興
と
新
た
な
ウ
イ
ル
ス
の
発
生

と
が
あ
る
。
結
核
の
拡
大
は
エ
イ
ズ
と
の
関

係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
し
、
マ
ラ
リ
ア
は
人

口
移
動
に
よ
っ
て
免
疫
の
な
い
人
が
感
染
地

域
に
入
っ
て
い
っ
た
結
果
、
新
た
に
罹
患
者

が
増
え
て
し
ま
っ
た
。

●
回
答

社
会
資
本
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、
。
且

四
。
こ
の
目
色
目
の
が
必
要
で
、
、
。
。
』
、
。
『
の
目
‐

四
目
の
と
社
会
資
本
と
は
相
補
的
な
関
係
に

あ
る
。
い
く
ら
物
が
あ
っ
て
も
そ
れ
を
適
切

●
フ
ィ
リ
ピ
ン
鞁
ア
コ
ス
タ
議
員

社
会
資
本
の
作
用
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
す
の
か
。

ノ
舅
「

●
マ
レ
ー
シ
ア

再
興
感
染
症
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
そ

の
原
因
は
何
だ
ろ
う
か
。

3２
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に
使
う
こ
と
が
必
要
。
こ
れ
ま
で
投
資
と
い

う
と
物
質
的
な
イ
ン
プ
ッ
ト
し
か
考
え
な

か
っ
た
。
経
済
学
者
は
医
療
も
取
引
き
コ
ス

ト
と
し
て
考
え
る
。
こ
の
コ
ス
ト
が
低
く
な

れ
ば
社
会
コ
ス
ト
が
低
下
す
る
。
米
国
に
お

け
る
医
療
費
の
高
騰
の
背
景
に
は
医
療
過
誤

な
ど
に
対
す
る
裁
判
が
多
発
し
、
賠
償
金
な

ど
の
社
会
コ
ス
ト
が
高
く
な
り
過
ぎ
た
た

め
、
そ
れ
が
医
療
費
に
転
化
さ
れ
た
と
い
う

側
面
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
社
会
的

な
側
面
に
関
し
て
言
え
ば
、
現
在
様
々
な
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
そ
の
活
動
の
場
を
拡
大
し
、
社
会
的

に
も
大
き
な
影
響
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
政
治
の
変
化
に
も
か
か
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

か
つ
て
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
中
国
訪
れ

た
と
き
、
毛
沢
東
が
私
に
は
中
国
を
変
え
る

力
が
あ
る
と
い
っ
た
。
し
か
し
現
在
の
中
国

の
発
展
を
考
え
る
と
、
も
っ
と
重
要
だ
っ
た

の
は
中
国
人
の
根
底
に
あ
っ
た
儒
教
思
想
で

あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
意
味
で
も
社
会
的
な

基
盤
や
環
境
、
文
化
の
重
要
性
が
わ
か
る
と

思
う
。

日
本
は
長
寿
社
会
に
な
っ
た
。
新
興
感
染

症
、
再
興
感
染
症
の
対
応
が
進
み
あ
ま
り
問

題
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
日
本
で

は
非
婚
が
増
え
、
Ｔ
Ｆ
Ｒ
が
一
・
三
八
と
い

う
極
端
な
少
子
化
に
悩
ん
で
い
る
。
国
会
で

も
少
子
化
対
策
基
本
法
を
制
定
し
対
策
を
協

●
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

こ
れ
ま
で
医
療
は
一
雇
用
者
の
義
務
で
あ
っ

た
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
の
責
任
で
あ

る
と
、
考
え
方
の
変
化
を
推
し
進
め
て
い

る
。
市
民
に
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た

上
で
、
自
己
決
定
、
自
己
責
任
の
原
則
を
医

療
の
分
野
で
も
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
現

在
、
自
由
競
争
の
中
で
企
業
化
が
か
つ
て
抱

●
能
勢
和
子
・
衆
議
院
議
員
（
日
本
）

…■シマ

●
回
答

人
口
政
策
を
出
生
率
の
上
げ
下
げ
だ
け
で

考
え
る
の
は
狭
い
考
え
方
だ
と
思
う
。
国
の

範
囲
を
越
え
て
影
響
が
起
っ
て
く
る
。
自
分

自
身
が
中
国
系
二
世
で
あ
り
、
タ
イ
の
場

合
、
人
口
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
自
国
で

再
生
産
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
他
国

か
ら
流
入
し
て
く
る
の
か
は
っ
き
り
し
な
い

ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
タ
イ
の
ス
ト
リ
ー
ト
チ

ル
ド
レ
ン
の
多
く
は
移
民
労
働
者
の
子
供
達

で
こ
の
問
題
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

警
察
に
と
っ
て
子
供
を
い
か
に
排
除
す
る
か
鋼

が
課
題
で
あ
る
が
、
本
当
に
排
除
で
き
る
も

議
し
て
い
る
が
何
か
良
い
対
策
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

●
回
答

ど
の
よ
う
な
方
向
で
政
策
を
立
て
る
に
せ

よ
、
そ
の
も
た
ら
す
意
味
を
人
々
が
十
分
理

解
で
き
る
よ
う
教
育
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

え
て
い
た
こ
の
負
担
を
は
ず
す
こ
と
で
、
競

争
を
容
易
に
す
る
政
策
を
と
っ
て
い
る
。



●
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

提
供
さ
れ
た
資
料
を
見
る
と
、
乳
幼
児
死

亡
率
に
与
え
る
影
響
と
し
て
は
所
得
よ
り
も

女
性
の
教
育
の
影
響
の
方
が
大
き
い
よ
う
に

思
う
。
そ
の
意
味
で
、
女
性
の
教
育
を
向
上

す
る
こ
と
が
社
会
資
本
の
向
上
に
繋
が
る
と

お
も
う
が
、
い
か
が
か
。

の
な
の
か
、
ま
た
排
除
す
れ
ば
き
れ
い
に
な

る
の
か
。
現
在
の
社
会
で
は
、
国
境
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
て
行
く
こ
と
が

必
要
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
力
を
考
え
る
場

合
に
は
外
国
人
労
働
力
も
含
め
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

●
モ
ン
ゴ
ル

地
域
会
議
で
も
協
議
し
た
。
中
央
ア
ジ
ア

地
域
で
新
し
い
国
家
が
誕
生
し
た
。
国
が
増

え
た
。
か
つ
て
東
西
冷
戦
下
の
も
と
で
、
計

画
経
済
諸
国
に
お
い
て
は
ソ
連
邦
の
〃
見

●
回
答

健
康
の
た
め
に
女
性
を
教
育
す
る
わ
け
で

は
な
い
。
そ
の
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
あ

る
。

え
“
も
あ
っ
て
医
療
・
社
会
開
発
は
重
要
視

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
市
場
経
済
化
の
な

か
で
新
し
い
問
題
が
生
じ
て
き
て
お
り
、
医

療
や
す
べ
て
の
社
会
開
発
に
関
す
る
分
野
が

む
し
ろ
後
退
し
て
い
る
。
経
済
移
行
期
諸
国

の
問
題
も
取
り
上
げ
て
欲
し
い
。

●
回
答

か
つ
て
市
場
経
済
化
の
初
期
に
お
い
て
は

何
で
も
民
営
化
し
、
政
府
の
関
与
を
な
く
す

こ
と
で
全
て
が
う
ま
く
い
く
と
考
え
ら
れ
て

い
た
が
、
約
十
年
の
と
き
を
経
て
、
そ
う
で

も
な
い
こ
と
が
だ
ん
だ
ん
は
っ
き
り
し
て
き

た
。
政
府
の
役
割
が
再
評
価
さ
れ
て
き
て
い

る
が
、
ど
の
程
度
関
与
す
る
の
が
適
切
な
の

か
に
つ
い
て
は
議
論
が
百
出
し
て
お
り
、
ま

だ
結
論
は
出
て
い
な
い
。
い
づ
れ
に
し
て
も

政
府
が
ど
の
程
度
関
与
し
た
ら
良
い
の
か
に

つ
い
て
は
政
府
の
持
つ
資
金
規
模
に
も
よ

る
。
ま
た
、
政
府
に
資
金
が
あ
れ
ば
そ
の
効

率
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

●
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

Ｃ
Ｉ
Ｓ
の
諸
国
の
政
府
は
深
刻
な
資
金
不

足
に
直
面
し
て
お
り
、
財
政
の
確
保
が
Ｃ
ｌ

Ｓ
で
は
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
タ
イ
鍵

の
公
衆
衛
生
制
度
を
参
考
に
し
た
い
の
で

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
の
か
、
公
衆
衛
生
に
ど
の
く
ら
い
予
算
を

さ
い
て
い
る
の
か
を
含
め
、
タ
イ
の
統
計
を

下
さ
い
。

●
回
答

統
計
に
よ
る
と
衛
生
保
健
関
係
の
支
出
は

一
人
当
り
一
二
六
Ｕ
Ｓ
＄
に
な
っ
て
お
り
、

政
府
支
出
の
四
倍
に
な
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
政
府
支
出
は
国
民
の
衛
生
保
健
関

係
の
支
出
の
二
五
％
を
ま
か
な
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
政
府
支
出
の
九
九
％
を
保

健
省
で
管
轄
し
て
い
る
。
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腓

露

，瀞鰹

Uill
雇麺私

は
一
つ
の
仮
説
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

よ
い
人
達
に
よ
い
情
報
を
渡
せ
ば
よ
い
決
定
を
す

る
、
と
い
う
も
の
だ
。
こ
こ
に
集
ま
ら
れ
た
各
国

国
会
議
員
の
皆
様
は
人
口
と
開
発
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
良
い
人
達
な
の
で
、
私
が
精
一
杯
良
い

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
き
っ
と
良
い
結
果
が

生
ま
れ
て
く
る
と
確
信
し
て
い
る
。

エ
イ
ズ
は
、
限
ら
れ
た
人
達
の
問
題
で
は
な

い
。
み
ん
な
の
問
題
だ
。
性
行
動
が
活
発
な
あ
い

だ
、
子
供
や
配
偶
者
が
い
る
あ
い
だ
は
誰
で
も
当

事
者
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
問
題
で
あ
る
。
エ
イ

ズ
は
確
実
に
拡
大
し
て
い
る
。
一
九
九
八
年
、
世

界
中
で
五
○
○
○
万
人
の
感
染
者
が
い
て
、
そ
の

三
分
の
一
が
死
亡
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
毎
年
六

○
○
万
人
が
新
し
く
感
染
し
て
い
る
。
こ
の
七
○

％
は
ア
フ
リ
カ
で
生
じ
て
お
り
、
ア
フ
リ
カ
の
多

く
の
国
々
で
は
、
軍
、
警
察
の
六
～
七
割
が
感
染

し
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

５

エ
イ
ズ
の
蔓
延
を
防
ぐ
つ
え
で
最
も
重
要
な
一
」
３

エ
イ
ズ
に
眼
を

塞
ぐ
こ
と
が

最
も
危
険



と
の
一
つ
は
、
エ
イ
ズ
患
者
の
人
権
を
重
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
健
康
な
人
と
同
じ
よ
う
に
、
結
婚
も
見

と
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
通
常
と
変
わ
り

な
く
働
く
こ
と
も
で
き
る
。
社
会
が
エ
イ
ズ

患
者
の
人
権
を
無
視
し
、
差
別
し
、
抑
圧
し

た
と
し
た
ら
、
エ
イ
ズ
は
表
に
出
な
い
と
こ

ろ
で
瞭
原
の
火
の
ご
と
く
蔓
延
す
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。

現
在
、
エ
イ
ズ
は
ア
ジ
ア
に
蔓
延
し
つ
つ

あ
る
。
一
○
年
前
の
ア
フ
リ
カ
と
現
在
の
ア

ジ
ア
が
同
じ
水
準
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
イ
ン

ド
で
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
。
パ
プ
ア
・

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
で
も
急
速
に
蔓
延
し
て
い
る
。

エ
イ
ズ
を
予
防
す
る
上
で
国
会
議
員
に
は
大

き
な
役
割
が
あ
る
と
思
う
。
そ
の
役
割
と
は
、

Ⅲ
国
民
の
啓
発
を
行
う
。

②
エ
イ
ズ
問
題
に
対
し
声
を
大
に
し
て
欲
し

い
。

③
人
権
、
感
染
予
防
、
ケ
ァ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

た
め
の
立
法
を
行
う
。

側
政
府
、
民
間
、
市
民
社
会
の
資
源
を
動
員

す
る
。

⑤
資
金
援
助
を
行
う
。

等
が
あ
る
。

エ
イ
ズ
は
拡
大
し
つ
つ
あ
る
し
、
世
界
は

止
っ
て
い
な
い
。
今
日
取
る
べ
き
行
動
は
今

日
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

南
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
で
一
三
○
万
人

（
’
九
九
八
年
で
感
染
）
。
’
九
九
四
年
か

ら
一
九
九
七
年
で
倍
増
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
と
し
て
も
エ
イ
ズ
の
蔓
延
を
危
倶
し
て
お

り
、
国
会
議
員
と
し
て
努
力
す
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ

法
の
立
法
が
必
要
で
あ
り
、
参
加
者
か
ら
法

の
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
欲
し
い
。

●
フ
ィ
リ
ピ
ン

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
エ
イ
ズ
患
者
に
対
す

る
差
別
撤
廃
が
法
律
の
条
項
に
入
っ
て
い

る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
支
援
し
て
も
ら
う
。
地
方
自

治
体
で
コ
ン
ド
ー
ム
の
無
料
配
付
を
始
め

た
。
ま
た
、
遊
興
施
設
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

セ
ン
タ
ー
に
コ
ン
ド
ー
ム
の
自
動
販
売
機
を

設
置
す
る
な
ど
の
対
策
を
取
っ
て
い
る
。

ノ
舅
「

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
よ
う
に
カ
ト
リ
ッ
ク
が
強
い

国
で
は
よ
ほ
ど
堅
固
な
意
志
な
け
れ
ば
こ
の
よ

う
な
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

●
回
答

現
在
、
エ
イ
ズ
・
ワ
ク
チ
ン
は
な
い
。
基

本
的
に
治
療
法
も
な
い
。
し
か
し
研
究
は
進

ん
で
お
り
、
タ
イ
と
ア
メ
リ
カ
で
臨
床
テ
ス

ト
が
進
ん
で
い
る
が
、
本
当
に
開
発
す
る
た

め
に
は
七
～
八
年
必
要
。

ま
た
、
最
近
開
発
さ
れ
た
エ
イ
ズ
の
進
行
を

押
さ
え
る
治
療
法
と
し
て
治
療
薬
を
三
種
混

合
す
る
方
法
が
開
発
さ
れ
た
が
、
毎
年
一
人

当
り
一
五
○
○
○
Ｕ
Ｓ
＄
の
経
費
が
必
要

で
、
多
く
の
国
に
お
い
て
現
実
的
で
は
な

い
。
現
在
で
き
る
こ
と
は
予
防
し
か
な
い
。

●
ベ
ト
ナ
ム

最
善
の
予
防
法
は
差
別
の
撤
廃
。
叩
け
ば

逃
げ
て
し
ま
う
。
敵
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

人
権
の
面
か
ら
も
、
公
衆
衛
生
の
面
か
ら
も

差
別
に
は
な
ん
の
利
益
も
な
い
。
差
別
す
る

と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
を
広
げ
て
し
ま
う
。

3６
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●
回
答

現
在
世
界
中
で
三
五
○
○
万
人
が
感
染
し

て
い
る
。
解
決
に
取
り
込
む
の
か
、
問
題
視

し
て
し
ま
う
の
か
そ
の
態
度
の
違
い
が
将
来

を
大
き
く
決
め
る
こ
と
に
な
る
。
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

Ｉ Ｉ

患
者
の
結
婚
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

成
功
例
も
多
い
。
情
報
の
公
開
が
必
要
で
あ

る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
も
国
会
議
員
も
関
係
を

持
ち
に
く
い
人
達
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
国

会
議
員
が
働
き
か
け
て
い
け
ば
、
大
き
な
違

ｻﾞｉ愈
瀧ｆⅡ､慰懲

･議長

･講師

ラクシュマン・シン（インド）（右）

ヴィエンピニド・ローラ（ESCAP）（左）

アジア太平洋経済社会委員会・社会開発局長代行）

鼠社
会
開
発
に
関
し
て
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

で
大
き
な
進
展
が
あ
っ
た
。
’
九
九
五
年
世

界
社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト
、
初
め
て
サ
ミ
ッ
ト

レ
ペ
ル
で
会
議
が
行
わ
れ
た
。
一
九
九
一
年

ア
ジ
ア
地
域
の
社
会
開
発
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を

作
成
し
た
。
そ
の
後
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
会

議
に
提
出
し
、
行
動
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
決

ま
っ
た
。
本
年
の
六
月
に
は
そ
の
成
果
を
協

議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

’
九
九
七
年
の
経
済
危
機
の
影
響
を
受
け

な
い
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
で
評
価
活
動
を
行
っ
た
。

社
会
開
発
は
不
平
等
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ

い
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

●
議
長
叩
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン

一
度
限
り
の
喜
び
を
求
め
る
の
で
は
な

く
、
準
備
を
す
る
こ
と
で
真
の
幸
福
が
得
ら

れ
る
。
コ
ン
ド
ー
ム
が
重
要
。

社
会
開
発
は

ま
だ
ら
模
様

3７



る
。
貧
困
地
域
の
な
か
で
は
最
低
生
存
線
を

満
た
し
て
い
な
か
っ
た
。
一
九
九
八
年
か
ら

社
会
開
発
が
逆
流
し
た
地
域
も
あ
る
。
｜
雇
用

機
会
の
創
出
が
十
分
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
湖

の
社
会
環
境
が
悪
化
し
た
中
で
社
会
的
弱
者

の
保
護
が
必
要
。
制
度
お
よ
び
資
金
的
に
十

分
で
は
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
経
済
危

機
が
非
常
な
悪
影
響
を
与
え
た
。
教
育
も
、

社
会
的
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
な

状
況
。
貧
困
者
比
率
が
九
○
年
代
後
半
に
上

ノ
童
、

世
界
サ
ミ
ッ
ト
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
の

か
。
ア
ジ
ア
の
経
済
危
機
に
よ
っ
て
十
分
達

成
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
貿
易
障
壁
を
取
り
除
く
こ
と

が
、
ど
の
程
度
貧
困
緩
和
に
影
響
す
る
か
。

●
回
答

Ｗ
Ｔ
Ｏ
／
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
会
議
の
影
響
は

は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
発
展
途
上
国
に
は

よ
く
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
平
等
な
影

●
キ
ル
ギ
ス
タ
ン

中
央
ア
ジ
ア
諸
国
は
市
場
経
済
移
行
期
に

あ
り
、
人
口
と
社
会
開
発
、
教
育
、
栄
養
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
が
特
別
な
状
況
に
あ
る
。
独
立

し
て
か
ら
数
年
こ
の
問
題
が
い
つ
鎮
静
化
す

る
か
わ
か
ら
な
い
。
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
は
こ
の
中

央
ア
ジ
ア
諸
国
を
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ

て
、
ど
の
程
度
の
重
要
度
を
与
え
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

昇
し
て
き
て
い
る
。
開
発
の
ト
レ
ン
ド
と
そ

れ
に
か
か
わ
る
問
題
。

出
生
率
と
死
亡
率
の
低
下
に
よ
る
人
口
転

換
の
結
果
、
高
齢
化
も
進
展
し
て
い
る
。
人

口
移
動
が
進
ん
で
き
た
。
高
齢
化
が
進
展
し

て
し
ま
う
前
に
対
策
を
立
て
る
こ
と
が
必

要
。
各
国
政
府
単
独
で
は
対
処
で
き
な
い
。

Ｗ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
＋
５
寸
前
。
提
言
を
生
か
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

響
を
及
ぼ
す
わ
け
で
は
な
い
。
議
論
が
反
映

さ
れ
れ
ば
よ
い
と
思
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
規
制

が
導
入
さ
れ
る
必
要
性
が
あ
る
。
遺
伝
子
操

作
な
ど
は
長
期
的
影
響
が
わ
か
ら
な
い
。

●
回
答

中
央
ア
ジ
ア
諸
国
に
関
し
て
は
十
分
な

デ
ー
タ
ー
が
な
い
。
特
別
な
考
慮
を
し
て
い

る
。
し
か
し
、
開
発
は
ま
だ
経
済
開
発
の
段

階
に
あ
り
社
会
開
発
の
優
先
順
位
が
低
い
。

社
会
開
発
の
優
先
順
位
を
上
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
二
○
年
前
か
ら
取

り
組
ん
で
は
い
る
。

●
回
答

国
内
の
こ
と
に
介
入
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
児
童
労
働
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ

で
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
人
口
動

態
的
な
視
点
か
ら
は
見
て
い
な
い
の
で
介
入

は
で
き
な
い
。

●
イ
ン
ド

女
性
の
社
会
的
地
位
、
特
に
雇
用
の
な
か

で
ど
の
様
な
地
位
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
考

え
る
こ
と
が
重
要
。
機
会
の
平
等
を
全
て
の

人
達
に
与
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思

う
。
児
童
労
働
な
ど
の
問
題
も
あ
る
が
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ａ
Ｐ
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
政
策
を
と
っ

て
い
る
か
。
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腿
子
》

必
□
｜
玉

函
い
か
な
る
場
所
で
も

男
性
と
同
数
の

代
表
を

最
初
に
、
女
性
問
題
と
い
う
が
〃
女
性
は
問
題

で
は
な
い
“
。
女
性
を
取
り
巻
く
環
境
が
正
当
に

評
価
さ
れ
て
い
な
い
の
が
問
題
で
あ
る
。
中
国
・

北
京
の
第
四
回
世
界
女
性
会
議
か
ら
五
年
が
た
っ

た
が
、
多
く
の
進
展
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
同
時

に
多
く
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
残
っ
て
い
る
。
北
京
会
議

は
女
性
と
人
口
に
つ
い
て
何
を
述
べ
た
か
。
北
京

会
議
は
第
三
回
世
界
女
性
会
議
の
ナ
イ
ロ
ビ
会
議

か
ら
十
年
目
に
開
か
れ
た
。
こ
の
ナ
イ
ロ
ビ
会
議

か
ら
北
京
会
議
ま
で
の
間
に
、
国
際
人
口
開
発
会

議
が
開
か
れ
、
そ
の
行
動
計
画
の
中
で
女
性
の
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
や
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ

ッ
が
主
要
な
概
念
と
し
て
登
場
し
、
女
性
が
出
生

を
決
め
る
こ
と
の
重
要
性
が
調
わ
れ
た
。

女
性
の
性
行
動
に
関
す
る
権
利
は
人
権
で
あ

る
。
女
性
の
人
権
だ
け
、
児
童
の
人
権
だ
け
を
わ

ざ
わ
ざ
取
り
上
げ
て
言
う
必
要
が
な
い
で
は
な
い

か
。
女
性
の
人
権
も
人
権
に
違
い
な
い
で
は
な
い

か
と
い
う
意
見
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
調



的
に
は
女
性
の
人
権
、
児
童
に
人
権
と
改
め

て
強
調
す
る
必
要
が
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
女
性
も
児
童
も
男
性

も
人
権
の
な
か
に
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
か
つ
て
世
界
的
に
人
権
が
討
議
さ

れ
た
際
、
女
性
に
固
有
の
人
権
や
女
性
を
取

り
巻
く
事
情
な
ど
は
考
慮
に
上
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
当
時
、
会
議
に
参
加
し
た
各
国
代
表

に
女
性
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
ず
、
そ
の
問
題
に

ほ
と
ん
ど
な
に
も
注
意
が
払
わ
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
女
性
特
有
の
権

利
を
人
権
と
主
張
す
る
必
要
が
出
て
き
た
。

人
権
に
関
す
る
議
論
に
抜
け
て
い
た
部
分

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
で
確
認
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
女
性
の
権
利
は
人
権
の
一
部
で
あ

る
。
性
行
動
お
よ
び
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ラ
イ
ッ
（
再
生
産
に
関
す
る
権
利
）
、
性
行

動
に
関
す
る
権
利
は
現
在
Ｆ
Ｗ
Ｃ
Ｗ
五
年
目
の

国
連
総
会
向
け
た
準
備
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
議
論
が
続
い
て
い
る
。

ア
ジ
ア
地
域
の
人
口
は
劇
的
な
進
展
を
見

せ
た
。
ア
ジ
ア
地
域
の
人
口
は
ま
だ
増
加
し

て
い
る
し
、
経
済
危
機
の
イ
ン
パ
ク
ト
も
大

き
な
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
思
春
期
の
出
生

率
の
高
さ
や
、
妊
産
婦
死
亡
率
の
高
さ
、
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
貧
弱
さ
、
ま

た
男
児
選
好
、
高
齢
化
の
進
展
、
不
適
切
か

つ
貧
弱
な
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
な
ど

ま
だ
ま
だ
解
決
す
べ
き
問
題
は
多
い
。

経
済
危
機
の
影
響
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
管
理
が
入
り

各
国
と
も
予
算
カ
ッ
ト
を
迫
ら
れ
た
。
特

に
、
医
療
や
家
族
計
画
な
ど
女
性
に
大
き
く

影
響
す
る
こ
と
が
ら
に
配
慮
が
不
足
し
、
大

幅
な
カ
ッ
ト
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
も
、
Ｉ

Ｍ
Ｆ
が
各
国
政
府
に
融
資
条
件
の
設
定
を
行

う
際
に
、
男
性
だ
け
が
決
定
の
場
に
い
て
、

決
定
し
た
か
ら
で
あ
る
。
人
口
は
ま
だ
増
加

し
て
お
り
、
経
済
危
機
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
人

口
問
題
を
直
撃
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

例
え
ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
経
済
危
機
で

ミ
ル
ク
は
価
格
統
制
を
行
う
不
可
決
食
品
の

リ
ス
ト
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
一

例
。
母
乳
育
児
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
家
庭

は
ミ
ル
ク
を
購
入
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
商
品
価
格
が
高
騰
す
れ
ば
生
活
に

甚
大
な
被
害
を
与
え
る
と
し
て
、
価
格
が
政

府
統
制
下
に
お
か
れ
た
商
品
の
中
に
ミ
ル
ク

は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
乳

児
を
抱
え
た
多
く
の
家
庭
が
厳
し
い
状
況
に

お
か
れ
、
母
親
の
健
康
と
乳
児
の
健
康
が
脅

か
さ
れ
た
。

ま
た
、
現
在
で
は
紛
争
が
激
化
し
、
あ
ま

り
行
き
た
く
な
い
場
所
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
チ
ェ
で
次
の
よ
う

な
事
例
に
直
面
し
た
。
ア
チ
ェ
の
農
村
女
性

が
妊
娠
に
伴
い
死
亡
し
た
。
そ
の
時
そ
の
理

由
を
村
の
ヘ
ル
ス
・
セ
ン
タ
ー
で
問
い
た
だ

し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
女
性
は
、
資
格
の
あ

る
助
産
婦
の
下
で
出
産
し
な
い
と
い
う
返
事

が
返
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
死
亡
し
た

女
性
の
周
辺
で
聴
き
取
り
調
査
を
し
て
み
る

と
違
っ
た
実
態
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
そ

の
死
亡
し
た
、
女
性
は
出
産
を
畏
れ
て
お

り
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
行
き
た
い
と
い
う
強
い

希
望
が
あ
っ
た
が
、
夫
や
姑
が
反
対
し
た
。

陣
痛
が
長
引
い
た
と
き
病
院
へ
つ
れ
て
い
っ

て
く
れ
と
女
性
は
懇
願
し
た
が
、
夫
や
姑
は

ど
う
せ
死
ぬ
な
ら
自
宅
で
死
ん
で
も
ら
っ
た

ほ
う
が
体
裁
が
良
い
と
し
て
、
病
院
に
つ
れ

て
い
か
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
長
い
時
間

苦
し
ん
で
そ
の
女
性
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
女
性
を
取
り
巻
く
環
境
を
改

善
す
る
た
め
に
は
、
男
性
に
対
す
る
、
姑
に

対
す
る
教
育
が
必
要
で
あ
る
。
同
時
に
、
女

性
が
自
分
の
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
満
た

4０
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す
た
め
の
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜

（
力
）
が
不
足
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
性
行
為
感
染
症
（
Ｓ
Ｔ
Ｄ
）
の
罹
患

率
が
高
い
地
域
の
多
く
で
は
、
女
性
の
無
知

が
そ
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
男
児
選
好
な
ど
も
大
き
な
社
会
的

影
響
を
与
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
南
ア
ジ
ア

で
は
極
端
に
性
比
が
違
う
。
こ
れ
は
、
女
児

を
選
ん
で
中
絶
す
る
割
合
が
高
く
、
ま
た
生

ま
れ
て
来
て
も
女
児
は
栄
養
の
面
で
も
男
児

と
差
別
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
い
っ

た
ん
病
気
に
か
か
っ
た
時
で
も
ほ
と
ん
ど
何

の
処
置
も
と
ら
れ
ず
死
亡
率
が
極
め
て
高
く

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
に
、
不
自
然
に

男
女
の
性
比
が
違
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合

は
、
女
性
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
が
非
常
に

悪
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
妊

産
婦
死
亡
率
の
高
さ
な
ど
も
、
不
適
切
か
つ

貧
弱
な
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
の
現
状
を

示
し
て
お
り
、
女
性
が
お
か
れ
て
い
る
環
境
の

悪
さ
を
示
す
指
標
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
高
齢
化
の
進
展
も
様
々
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。
現
在
一
人
っ
子
政
策
を
推
し

進
め
て
き
た
中
国
で
も
、
高
齢
化
対
策
の
た

め
に
一
人
っ
子
政
策
を
見
直
し
て
い
る
。
ま

た
、
高
齢
者
が
増
加
し
、
社
会
的
な
負
担
が

増
す
と
共
に
、
世
間
の
高
齢
者
を
見
る
目
が

悪
い
方
向
へ
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ア

ジ
ア
で
広
く
見
ら
れ
る
、
思
春
期
の
出
生
率
の

高
さ
も
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
が
十
分

に
実
行
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
。

Ｆ
Ｗ
Ｃ
Ｗ
で
決
ま
っ
た
こ
と
を
、
ど
の
よ

う
に
実
行
し
て
く
か
。
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
会
議
に

併
せ
て
各
国
政
府
に
政
府
報
告
書
を
出
す
よ

う
要
請
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
期
限
ま
で

に
報
告
を
寄
せ
た
政
府
は
僅
か
で
し
か
な

か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
カ
セ
サ
ー
ト
大

学
で
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
議
に
お
い
て
は

各
国
か
ら
参
加
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
各
国
の
現
状

に
つ
い
て
詳
細
な
各
国
レ
ポ
ー
ト
を
準
備
し

て
い
た
。
つ
い
最
近
開
催
さ
れ
た
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ

Ｔ
Ａ
Ｄ
の
会
議
で
、
女
性
の
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ミ
ン
グ
や
経
済
政
策
に
お
け
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
主
流
化
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
な
か
っ

た
。
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
は
権
利
で

あ
り
、
各
会
議
に
は
女
性
が
そ
の
権
利
と
し

て
参
画
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
か
な
る
政
府

間
会
議
で
あ
っ
て
も
、
政
府
代
表
の
男
女
比

は
ど
の
レ
ベ
ル
で
で
も
五
○
曲
五
○
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
多
く
の
女
性
が
男
性
か
ら
の
身
体

的
・
精
神
的
な
暴
力
に
苦
し
ん
で
い
る
。
ま

た
多
く
の
女
性
や
子
供
が
、
非
合
法
人
口
移

動
（
人
身
売
買
）
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
の
中
で
、
世

界
中
で
人
の
流
れ
が
活
発
化
し
て
お
り
、
こ
の

趨
勢
の
中
に
、
人
身
売
買
も
ま
ぎ
れ
込
ん
で
い

る
。
こ
の
解
決
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
な

ん
と
し
て
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

近
年
、
平
和
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
が
忘

れ
ら
れ
て
い
る
。
ナ
イ
ロ
ビ
の
女
性
会
議
の

主
要
な
テ
ー
マ
は
、
平
等
と
開
発
と
平
和
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
平
和
は
余
り
扱
わ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。

女
性
の
立
場
か
ら
平
和
を
考
え
る
場
合
、

そ
れ
は
、
国
レ
ベ
ル
の
抽
象
的
な
問
題
で
は
な

い
。
家
庭
の
平
和
、
地
域
の
平
和
の
問
題
で
あ

る
。
夫
が
妻
に
当
た
る
、
妻
が
子
供
に
当
た

る
、
子
供
は
犬
に
当
た
る
。
こ
う
や
っ
て
育
っ

た
子
供
た
ち
は
暴
力
を
当
然
だ
と
思
い
、
こ
の

よ
う
な
環
境
で
育
っ
た
子
供
た
ち
が
大
人
に

な
っ
て
も
、
暴
力
の
な
い
社
会
は
で
き
な
い
。

地
域
紛
争
を
収
め
る
の
に
国
連
平
和
維
持

軍
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
つ
つ
あ
る
が
、

こ
の
平
和
維
持
軍
に
女
性
が
一
人
参
加
す
る
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と
い
う
の
で
大
き
な
話
題
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
当
然
な
が
ら
女
性
が
国
連
平
和
維
持
軍

に
入
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
和
平
を

決
め
た
の
は
全
て
男
性
で
あ
り
、
男
性
の
視

点
か
ら
様
々
な
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
和
平
の
場
で
も
女
性
の
視
点

が
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

避
妊
や
エ
イ
ズ
に
関
し
て
も
様
々
な
問
題

が
残
っ
て
い
る
。
女
性
に
優
し
い
避
妊
は
ま

だ
実
用
的
で
は
な
い
し
、
コ
ン
ド
ー
ム
な
ど

女
性
が
好
む
避
妊
具
は
余
り
男
性
に
好
ま
れ

な
い
。
男
性
を
対
象
と
し
た
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
も
必
要
で
あ
る
。
現
在
の

女
性
の
置
か
れ
た
状
況
の
も
と
で
は
、
エ
イ

ズ
感
染
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
男
性
が
女
性
に
性
病
を
伝
染
さ
せ
て
い

る
。
ど
ん
な
に
リ
ス
ク
が
あ
っ
て
も
女
性
は

そ
れ
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

人
口
問
題
に
社
会
・
経
済
的
変
革
が
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
マ
ク
ロ
経
済
の
変

化
が
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
。
今
後
へ
男
女
と
も
に
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
役
割
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
化
や
、
暴
力
と
平

和
、
人
口
移
動
（
非
合
法
移
民
）
に
お
い
て

女
性
が
お
か
れ
た
現
状
に
注
意
を
払
い
、
そ

の
改
善
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

女
性
が
男
性
か
ら
暴
力
を
振
る
わ
れ
て
い

る
と
い
う
話
は
古
い
の
で
は
な
い
か
。
い
ま

や
家
庭
で
女
性
は
保
護
さ
れ
て
お
り
、
男
性

こ
そ
暴
力
を
受
け
て
い
る
。

●
回
答

男
性
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
正
し
い
。
女
性

の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
も
し
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が

平
等
で
あ
れ
ば
同
じ
選
択
肢
を
与
え
ら
れ
る

は
ず
だ
と
思
う
。
自
分
の
例
で
あ
れ
ば
、
自

分
が
国
連
に
職
を
得
て
ア
ジ
ア
に
赴
任
す
る

こ
と
に
な
っ
と
き
、
夫
よ
り
も
給
与
が
良

か
っ
た
の
で
、
夫
は
数
十
年
勤
め
た
イ
ギ
リ

ス
の
軍
隊
を
や
め
、
大
学
院
に
入
っ
た
。

ま
た
、
男
性
と
同
じ
地
位
に
女
性
が
平
等

に
参
画
す
る
こ
と
で
社
会
的
な
犯
罪
が
減
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
問
題
と
し

て
、
人
口
に
対
す
る
女
性
の
投
獄
は
男
性
に

比
べ
て
少
な
い
。

ノ
童
、

●
マ
レ
ー
シ
ア

オ
コ
ー
ナ
ー
さ
ん
に
賛
成
。
大
臣
が
男
性

な
ら
、
次
官
が
女
性
。
大
臣
が
女
性
な
ら
、

次
官
は
男
性
が
望
ま
し
い
。
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
か
ら

今
回
の
会
議
を
開
く
際
に
、
女
性
議
員
に
参

画
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
請
が
あ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
女
性
が
女
性
の
問
題
に
か
か
わ

る
こ
と
が
重
要
．
ま
た
、
人
口
問
題
の
ほ
と
ん

ど
の
組
織
は
男
性
が
ト
ッ
プ
。
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
も
女

性
の
問
題
を
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
状
況
が
よ
い
方
向
に

変
化
し
て
い
る
。
女
性
問
題
担
当
大
臣
は
三

十
五
歳
の
女
性
。
副
大
統
領
も
女
性
。

●
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
女
性
が
女
性
の
権

利
を
誤
解
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
社
会
的

な
問
題
を
起
こ
し
て
い
る
。
ま
た
当
然
、
女

性
の
被
選
挙
権
が
あ
り
、
首
相
も
、
野
党
党

首
も
女
性
で
選
挙
で
信
任
さ
れ
て
い
る
。
三

五
議
席
は
女
性
枠
が
あ
る
。
女
性
の
権
利
に

対
す
る
正
し
い
解
釈
を
社
会
に
普
及
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。
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工邇■
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
人
口
移
動

国
際
移
動
を
促
進
し
て
い
る
。
移
動
手
段
の
変

化
は
、
各
国
政
府
に
と
っ
て
も
重
要
な
問
題
と

な
っ
て
き
た
。
未
熟
練
労
働
者
が
非
合
法
に
移
動

を
初
め
た
。
各
国
の
医
療
費
な
ど
に
大
き
な
影
響

■
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
人
ｐ

現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
世
界
的
な
傾
向
と

な
っ
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
人
口
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
間
、
経

済
、
政
治
、
社
会
の
分
野
で
相
関
関
係
が
強
化
さ

れ
、
相
互
の
連
携
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
拡
大
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
タ
イ
の
経
済
危
機
が
世
界
的

に
波
及
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は

諸
刃
の
刃

口
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を
与
え
初
め
て
い
る
。

マ
ラ
リ
ア
、
象
皮
病
な
ど
の
一
度
撲
滅
さ

れ
た
感
染
症
が
で
て
き
た
。
タ
イ
の
場
合
、

漁
民
の
間
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
が
高
い
、
こ
れ

も
移
民
労
働
者
の
影
響
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
送
り
だ
し
国
の
政
策
と
し
て
は
、

労
働
力
移
動
を
奨
励
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

そ
の
国
の
失
業
を
解
消
、
外
貨
の
獲
得
な
ど

の
利
益
を
送
り
だ
し
国
に
も
た
ら
す
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
ら
労
働
力
を
送
り
出
し
て
い
る

国
々
で
は
労
働
者
の
権
利
確
保
が
重
要
に

な
っ
て
い
る
。
一
方
、
受
け
入
れ
国
で
は
合

法
移
動
の
条
件
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
主
権
国
家
は
、
自
ら
の
判
断
で
外
国
人

の
受
入
を
決
め
て
い
る
。
し
か
し
現
状
は
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。

■
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
死
亡
率
と
出
生
率
の

与
え
る
影
響
お
よ
び
年
齢
構
造
の
変
化

一
九
五
○
年
に
出
生
一
○
○
○
人
当
り
乳

児
死
亡
率
（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
）
は
一
七
八
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
二
○
○
○
年
に
は
五
六
に
ま
で

減
っ
た
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
の
Ｔ
Ｆ
Ｒ
が
急
速

に
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
影
響
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

結
果
、
情
報
の
入
手
が
容
易
に
な
り
、
医
学

的
な
処
置
を
受
け
や
す
く
な
り
、
子
供
数
は

夫
婦
が
決
定
す
る
様
に
な
っ
た
。
ま
た
、
社

会
的
価
値
観
が
変
化
し
、
社
会
環
境
の
変
化

で
子
供
の
将
来
を
考
え
れ
ば
高
学
歴
が
必
要

と
な
り
、
資
金
が
必
要
に
な
っ
た
、
女
性
が

選
択
肢
を
持
っ
て
き
た
な
ど
の
現
象
が
引
き

起
こ
さ
れ
た
。
出
生
率
の
急
速
な
低
下
は
人

口
高
齢
化
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

現
在
、
世
界
人
口
の
一
割
が
高
齢
者
で
あ

り
、
二
○
五
○
年
に
は
二
割
が
高
齢
者
と
な

る
。
二
○
五
○
年
に
は
八
○
歳
以
上
の
超
高

齢
者
が
高
齢
者
の
五
○
％
を
占
め
る
事
に
な

る
。
公
的
支
援
が
弱
い
。
社
会
的
紐
帯
の
脆

弱
化
に
よ
っ
て
、
家
族
や
地
域
の
社
会
保
障

機
能
が
低
下
し
て
き
て
い
る
。

■
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
人
ロ
、
環
境

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
環
境
劣
化
も
引
き
起
こ

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
非
常
に
複
雑
な
問
題

で
あ
る
。
先
進
国
で
人
口
が
増
加
し
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
人
口
の
一
七
％

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
四
一
％
を
使
用
し
て
い

る
。
ま
た
、
経
済
の
拡
大
に
伴
い
、
畜
肉
の

消
費
が
東
ア
ジ
ア
で
増
加
し
て
い
る
。
同
時

に
、
途
上
国
で
現
時
点
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
が
低
い
と
い
え
る
も
の
の
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
誤
使
用
も
多
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
展
に
よ
っ
て
途
上
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

が
促
進
さ
れ
て
い
る
。

■
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
人
ロ
政
策

人
口
政
策
に
つ
い
て
初
め
て
世
界
的
に
議

論
さ
れ
た
の
は
一
九
七
四
年
ブ
カ
レ
ス
ト
で

の
世
界
人
ロ
会
議
で
あ
り
、
同
会
議
で
は
人

口
増
加
抑
制
の
目
標
設
定
が
な
さ
れ
た
。
そ

の
後
二
○
年
た
っ
て
、
カ
イ
ロ
会
議
で
は
、

人
口
政
策
は
地
球
規
模
的
な
視
点
か
ら
見
て

い
く
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
が
主
流
と
な

り
、
ハ
ー
グ
会
議
で
は
人
口
と
持
続
可
能
な

開
発
を
考
え
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
改
め

て
提
案
さ
れ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
は
幅
広
い
議
題
を
カ

バ
ー
し
た
。
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス

や
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
の
問
題
が

取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
重
要
な
の
は
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
質
を
重
視
す
る
こ

と
で
あ
っ
て
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
と
い
う
言
葉
は
単
な
る
パ
ス
ワ
ー
ド
で
し

か
な
い
。
も
っ
と
大
き
く
人
的
開
発
が
取
り
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〈
手
段
と
目
標
を

取
り
違
え
て
は
な
ら
な
い
〉

●
議
長

今
後
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
く
中
で
誰
か

誰
を
扶
養
す
る
か
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
く

る
。
長
寿
は
誰
も
が
望
む
も
の
だ
が
、
そ
れ
が

時
と
し
て
負
担
と
な
っ
て
し
ま
う
。
人
口
政
策

上
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
人
口
と
持
続
可

能
な
開
発
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

意
識
の
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
で
、
人
口
問

題
の
解
決
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
部
分
も

あ
る
が
、
同
時
に
、
食
料
生
産
、
環
境
な
ど

に
大
き
な
負
荷
を
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
人

口
移
動
の
も
た
ら
す
負
の
側
面
な
ど
中
止
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
多
い
。
一
国
の
政

策
が
一
国
の
中
だ
け
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は

な
く
、
他
国
の
政
策
に
も
影
響
を
与
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
グ
ロ
ー

バ
ル
化
は
功
罪
あ
い
ま
っ
て
い
る
。
国
際
的
な

人
口
目
標
を
達
成
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

ノ
童
、

●
回
答

タ
イ
で
は
伝
統
医
学
も
保
健
省
が
普
及
し

て
い
る
。
バ
イ
ア
グ
ラ
と
同
じ
効
果
を
も
つ

伝
統
医
薬
も
あ
る
が
伝
統
的
に
効
果
が
認
め

ら
れ
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
無
条
件
に
認

め
て
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
現
代
医
学
的
治
験
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
。
経
験

的
知
識
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
ま

た
、
多
国
籍
企
業
に
か
ん
し
て
は
、
そ
の
活
動

●
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

現
在
、
国
際
的
に
見
て
た
く
さ
ん
の
条
約

が
あ
る
が
必
ず
し
も
整
合
性
が
と
れ
て
い
な

い
。
多
国
籍
企
業
が
あ
る
が
、
そ
の
功
罪
は

ど
う
か
。
特
に
環
境
に
関
す
る
問
題
な
ど
は

国
際
協
約
を
も
っ
て
規
制
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

●
イ
ン
ド

一
局
齢
者
の
医
療
負
担
な
ど
を
軽
減
す
る
た

め
に
、
東
洋
医
学
の
活
用
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

の
歩
む
べ
き
道
を
探
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
を
国
際
的
な
機
関
が
規
制
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
モ
ン
ゴ
ル

現
在
モ
ン
ゴ
ル
で
は
急
激
な
出
生
力
の
減

少
が
起
こ
っ
て
お
り
、
人
口
構
造
が
変
化
し

て
き
て
い
る
。
人
口
の
年
齢
構
造
が
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
型
で
あ
っ
た
も
の
が
、
変
化
し
て
弾

丸
の
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
、
こ
の
急
速
な

人
口
減
少
に
対
応
す
べ
く
、
モ
ン
ゴ
ル
で
は

人
口
増
加
策
を
取
っ
て
い
る
。
計
画
経
済
か

●
中
国

人
口
問
題
を
解
決
す
る
上
で
中
国
は
相
当

な
努
力
を
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｆ
Ｒ
が
五
・
八
で

あ
っ
た
も
の
が
現
在
で
は
一
・
八
に
低
下
し

て
い
る
。
乳
幼
児
死
亡
率
は
四
○
ま
で
低
下

し
、
二
○
年
前
に
二
○
○
近
く
あ
っ
た
も
の

が
劇
的
な
変
化
を
遂
げ
た
。
ま
た
、
平
均
余

命
は
三
五
年
で
あ
っ
た
も
の
が
七
○
年
へ
と

延
び
、
世
界
人
口
に
占
め
る
中
国
人
の
比
率

が
二
五
％
か
ら
一
一
○
％
へ
と
変
化
。
現
在
六

分
の
一
と
な
り
、
二
○
五
○
年
に
は
十
分
の

一
に
な
る
。
様
々
な
問
題
を
調
整
し
た
う
え

で
開
発
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
各
国
の

協
力
を
推
し
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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ら
、
市
場
経
済
に
な
っ
て
経
済
的
な
困
窮
が

生
じ
て
、
出
生
が
急
減
し
た
。
こ
れ
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
問
題
だ
ろ
う
か
。

●
回
答

モ
ン
ゴ
ル
の
場
合
は
途
上
国
一
般
か
ら
考

え
る
と
例
外
的
な
事
例
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
人
々
の
意
識
変
革
を
も
た

ら
し
、
人
口
転
換
に
影
響
を
与
え
る
。
し
か

し
モ
ン
ゴ
ル
の
場
合
、
社
会
開
発
が
よ
く
進

ん
で
お
り
、
そ
の
結
果
、
経
済
的
困
窮
に
対

し
て
自
衛
策
を
採
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
問
題
と
は
関
係
な
い
と
思

う
。
ど
の
く
ら
い
の
人
口
が
適
切
か
は
そ
の

地
域
の
生
態
系
や
様
々
な
条
件
に
よ
っ
て
変

化
す
る
の
で
一
概
に
言
え
な
い
が
、
モ
ン
ゴ

ル
の
人
口
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
を
考
え
る

よ
り
は
、
人
々
に
い
か
に
食
料
を
与
え
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

●
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
特
殊
な
状
況
に
あ

る
国
で
、
教
育
を
受
け
た
多
く
の
若
者
が
欧

米
に
出
て
い
っ
て
し
ま
う
、
頭
脳
流
失
に
直

面
し
て
い
る
と
同
時
に
、
太
平
洋
地
域
を
中

心
と
し
て
入
国
を
希
望
す
る
多
く
未
熟
練
労

働
者
の
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

経
済
成
長
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、
人
口
と
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
な
に
か

上
手
い
解
決
方
法
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

●
議
長

未
熟
練
工
の
労
働
力
輸
出
は
短
期
的
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
長
期
的
な
現
象
と
な
っ

て
し
ま
う
と
そ
れ
は
送
り
だ
し
国
に
と
っ

て
、
状
況
の
改
善
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
し
、
国
内
的
に
保
護
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
自
国
民
の
未
熟
練
労
働
者
と
競

合
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

●
・
タ
イ

タ
イ
皿
も
同
様
で
、
単
純
労
働
力
が
入
っ
て

く
る
と
同
時
に
、
頭
脳
労
働
力
が
流
失
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
漁
業
で
外
国
人
の
比
率
は

非
常
に
高
い
が
、
そ
れ
は
危
険
な
た
め
に
タ

イ
人
は
働
き
た
が
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
、
多
く
の
タ
イ
人
労
働
が
研
修
を
受
け
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、
な
か
な
か
訓
練
を
受

け
る
機
会
は
な
い
。

●
カ
ン
ボ
ジ
ア

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
場
合
、
法
制
度
も
未
整
備

で
不
法
・
未
熟
練
労
働
者
の
問
題
で
は
ど
れ

だ
け
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
か
と
い
う
こ
と
す
ら

は
っ
き
り
と
し
て
い
な
い
。
ま
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
ど
う
処
置
す
る
か
に
つ
い
て
も

対
処
が
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
先
進
国
か

ら
の
労
働
者
が
途
上
国
に
来
て
、
利
益
の
大

部
分
を
持
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
な
ど
と
い
う

こ
と
も
あ
る
。

●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

一
部
の
国
で
は
規
則
を
策
定
す
る
こ
と
が

必
要
。
タ
イ
に
、
未
熟
練
労
働
者
の
保
護
規

定
が
あ
る
か
。

●
議
長

先
進
国
か
ら
の
労
働
者
が
来
た
場
合
、
そ

の
メ
リ
ッ
ト
を
途
上
国
自
身
が
吸
い
取
る
必

要
が
あ
る
。

●
回
答

タ
イ
で
は
か
っ
て
は
未
熟
練
労
働
に
寛
容

で
あ
っ
た
。
経
済
危
機
以
降
ま
ず
タ
イ
人
を

一
雇
用
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
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●
・
タ
イ

現
在
、
タ
イ
で
も
家
族
制
度
の
援
助
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
多
く
の
高
齢
者
は
タ
イ

で
も
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
し
て
い
る
。

高
齢
者
の
多
く
は
小
学
校
程
度
の
教
育
程
度

で
老
人
ホ
ー
ム
を
望
ん
で
い
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
高
齢
化
は
不
可
避
で
あ
る
。
多
く
の

国
は
長
寿
を
願
っ
て
い
る
。
タ
イ
に
と
っ
て

置
き
換
え
水
準
程
度
の
出
生
率
を
希
望
し
て

い
る
が
、
経
済
危
機
で
そ
れ
以
下
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。

●
回
答

経
済
危
機
で
短
期
的
に
家
族
の
結
び
付
き

が
強
く
な
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
を
維
持
す
る

社
会
シ
ス
テ
ム
が
備
わ
っ
て
い
な
い
。
経
済

危
機
以
降
、
家
族
の
負
担
能
力
が
な
く
な

る
。
経
済
危
機
の
下
で
は
子
供
の
こ
と
を
最

初
に
考
え
、
高
齢
者
は
取
り
残
さ
れ
る
。

●
フ
ィ
リ
ピ
ン

ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
ア
ジ
ア
的
家
族
制
度

が
あ
っ
た
か
ら
ア
ジ
ア
経
済
危
機
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
か
つ
て
の
ア
ジ
ア
的

価
値
が
戻
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

●
回
答

法
の
制
定
と
運
用
が
極
め
て
重
要
。
一
国

だ
け
で
は
実
行
性
が
な
い
。

●
議
長

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
労
働
力
送
り
出
し
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
海
外

に
送
り
出
し
た
労
働
力
が
国
に
収
入
を
も
た

ら
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
ま
た
人
身
売
買

は
ど
の
程
度
実
際
に
行
わ
れ
て
お
り
、
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
調
べ
る
こ

と
も
重
要
。

●
フ
ィ
リ
ピ
ン

議
会
で
人
身
売
買
禁
止
の
た
め
の
法
律
を

●
辻
井

一
九
九
八
年
の
ジ
ョ
ン
グ
レ
イ
は
そ
の
著

書
の
中
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
経
済
自
由
化

の
な
か
で
一
人
の
収
入
で
は
家
族
が
養
え
な

く
な
り
、
両
親
と
も
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
、
家
族
や
社
会
の
紐
帯
が
減
っ
て
し

ま
う
と
指
摘
し
て
い
る
。
自
由
化
の
社
会
的

側
面
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

●
桜
井
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
家
族
の
機
能
を
弱
め

る
。
経
済
、
科
学
も
手
段
で
あ
っ
て
目
的
で

は
な
い
。
｜
度
の
人
生
、
色
々
な
努
力
を
す

る
。
幸
せ
に
な
る
た
め
の
手
段
。
幸
せ
が
目

標
。
手
段
と
目
標
を
混
同
。
全
体
と
し
て
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
と
思
う
。
大
学
で
研
究
を

進
め
て
欲
し
い
。
手
段
と
目
的
を
分
け
な
い

こ
と
に
最
大
の
問
題
が
あ
る
。
強
者
の
論
理

で
、
全
て
を
縛
ろ
う
と
し
て
い
る
。
幸
せ
を

実
現
で
き
る
よ
う
に
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
。

準
備
し
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
被
害
者
の

国
。
ヒ
ト
の
移
動
が
重
要
。
海
外
出
稼
ぎ
労

働
者
は
六
○
○
万
人
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
最
大

の
送
り
出
し
国
に
な
っ
て
い
る
。
三
○
○
○

万
人
の
労
働
力
人
口
の
う
ち
五
分
の
一
に
あ

た
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
卒
業
す
る
医
学
部
、

法
学
部
の
卒
業
生
は
非
常
に
多
い
が
フ
ィ
リ

ピ
ン
国
内
に
は
留
ま
ら
ず
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ

リ
カ
に
い
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
現
実
に
は
人

身
売
買
も
あ
る
。
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パネルディスカッションでは議長を務めた

オーストラリアのコリン・ホリス議員が各

セッションを簡単に要約した。その後、パ

ネリストの発表、全体討議を行った。

●パネリストの各氏（左から）

ポコショフ議員(キルギスタン)、議長：コリン･ホリス議員(オーストラリア）

Ｌ･ボルド議員(モンゴル)、チョー議員(シンガポール）

モ
ン
ゴ
ル
ボ
ル
ド
議
員

細
ア
ジ
ア
で
二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
人
口
と

開
発
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
主
催
者
に

感
謝
。
国
際
的
な
協
力
の
場
で
も
各
国
国
民

か
ら
選
ば
れ
た
国
会
議
員
に
よ
る
議
員
外
交

が
中
心
と
な
る
べ
き
だ
。
国
民
が
選
ん
だ
国

会
議
員
が
活
躍
す
る
こ
と
な
く
、
平
和
の
実

現
は
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
議
会
が

も
っ
と
活
動
す
る
こ
と
が
必
要
。
民
主
主
義

が
真
の
価
値
を
持
つ
た
め
に
は
女
性
の
参
画

が
も
っ
と
必
要
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
お
こ
っ
て
き
た
。
国
会
議
員
が
十
分
機

能
を
果
た
す
こ
と
が
必
要
。
社
会
の
正
当
な

代
表
と
し
て
国
会
の
役
割
を
増
す
た
め
で
あ

る
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ａ
Ｐ
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
、
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
は
国
会
議
員
と
国
際
社
会
と
の
協
力
の
よ

い
例
で
あ
る
。

国
際
法
の
整
備
。
民
主
制
度
は
国
連
の
中

心
で
あ
る
。
民
主
主
義
的
な
手
続
き
で
、
突

破
口
が
開
か
れ
る
。
実
あ
る
対
話
を
す
る
こ

と
で
、
人
々
に
啓
発
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

新
し
い
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
Ｗ
Ｔ
Ｏ
な
ど
社

会
は
オ
ー
プ
ン
に
な
り
、
相
互
依
存
を
深
め

て
い
る
。
現
在
難
し
い
問
題
で
あ
れ
ば
、
後
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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
チ
ョ
ー
議
員

経
済
学
者
と
し
て
二
つ
の
レ
ベ
ル
か
ら
協

議
し
て
い
く
。
人
口
問
題
の
外
部
か
ら
話

キ
ル
ギ
ス
タ
ン
ボ
コ
シ
ョ
フ
議
員

一
九
九
六
年
か
ら
参
加
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
会

議
の
重
要
性
を
認
識
し
て
き
た
。
変
化
が
お

こ
っ
て
人
口
問
題
が
国
会
議
員
の
間
で
認
識

さ
れ
て
き
た
。
共
産
主
義
の
下
で
理
想
社
会

を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
大
き
な
変
革

に
直
面
し
た
。
今
、
世
界
に
乗
り
遅
れ
な
い

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
経
済
移
行
に

と
も
な
っ
て
、
経
済
問
題
が
で
て
き
た
。
以

前
は
教
育
問
題
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
現
在

で
は
、
衣
服
の
問
題
、
女
性
の
問
題
も
出
て

き
た
。
以
前
は
、
貧
困
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
が
現
在
で
は
六
五
％
の
人
口
が
貧
困
線
以

下
の
生
活
と
な
っ
て
い
る
。
世
界
の
全
て
は

関
連
し
て
い
る
。
近
い
将
来
問
題
に
対
処
で

き
る
機
構
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
キ

ル
ギ
ス
タ
ン
の
人
口
問
題
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
手
に

か
か
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
と
に
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
に
感
謝
し
た
い
。

に
な
れ
ば
も
っ
と
難
し
い
問
題
に
な
る
。

す
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
過
去
五
○
年
間
に

劇
的
な
変
化
が
あ
っ
た
。
現
在
の
Ｔ
Ｆ
Ｒ
は

一
・
五
に
ま
で
下
が
り
、
高
齢
化
が
進
展
し

て
い
る
。
外
国
人
労
働
者
、
人
口
移
動
、
医

療
、
全
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
問
題
で
も
あ

る
。
二
十
一
世
紀
に
ま
す
ま
す
切
実
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
口
は
五
○
年
間
で
一

○
○
万
人
か
ら
四
○
○
万
人
に
増
加
し
た
。

現
在
、
七
％
が
高
齢
者
で
あ
る
。
今
後
高
齢

化
が
急
速
に
進
展
す
る
。
政
府
は
省
庁
間
を

越
え
て
対
策
を
策
定
し
て
い
る
。
現
在
、
女

性
問
題
は
な
い
。
高
齢
者
対
策
法
の
副
次
的

な
結
果
と
し
て
家
庭
が
幸
せ
と
い
う
現
象
も

で
て
き
た
。

ま
た
、
医
療
は
個
人
の
責
任
で
あ
る
と
言

う
考
え
方
を
普
及
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

貧
し
い
市
民
に
対
し
て
は
、
公
的
医
療
機
関

で
補
助
が
な
さ
れ
安
価
に
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
金
持
ち
は
民
間
病
院
に

行
っ
て
い
る
。
今
後
、
高
齢
化
が
進
ん
だ

ら
、
余
暇
活
動
の
創
出
が
も
っ
と
必
要
と

な
っ
て
く
る
し
、
政
府
は
高
齢
者
を
含
む
す

べ
て
の
労
働
者
の
技
能
を
維
持
し
、
そ
の
力

を
活
用
す
る
た
め
に
教
育
、
再
訓
練
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

ま
た
、
外
国
人
労
働
者
の
問
題
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
も
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
現
在
、

三
○
○
万
人
の
人
口
に
対
し
、
七
○
万
人
の

外
国
人
労
働
者
が
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

場
合
、
島
国
な
の
で
ほ
と
ん
ど
が
合
法
移
民

で
あ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
よ
う
な
非
合
法
労

働
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

地
球
規
模
の
問
題
は
国
内
問
題
と
矛
盾
し

て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
問
題
解
決
が
第
一
歩
で
あ

る
。
人
材
流
出
、
頭
脳
流
出
に
ど
う
対
処
し

た
ら
よ
い
の
か
。
雇
用
の
視
点
に
も
公
衆
衛

生
、
生
活
水
準
の
向
上
を
考
え
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
人
口
を
資
産
す
る
か
、
負
債
と

し
て
し
ま
う
か
で
国
の
将
来
は
大
き
く
変
わ

る
。
今
日
の
技
能
は
明
日
の
技
能
で
は
な
く

な
る
。
人
口
を
資
産
と
し
て
維
持
す
る
た
め

に
、
再
訓
練
が
必
要
に
な
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

政
策
が
、
各
国
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
昔
か
ら
の
格
言
に
あ

る
よ
う
に
良
い
こ
と
を
進
め
、
悪
い
こ
と
を

し
な
い
（
諸
善
奉
行
、
諸
悪
幕
作
）
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
国
会
議
員
が
国
際
社

会
に
そ
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
る
す
べ
て
の
国
連

総
会
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
二
名
国
会
議
員
を
代

表
と
し
て
送
り
込
ん
で
い
る
。
三
ヶ
月
間
に

渡
っ
て
、
国
会
議
員
を
派
遣
す
る
こ
と
は
金

銭
的
負
担
は
あ
る
が
国
連
の
機
能
を
理
解

し
、
国
会
議
員
が
国
際
社
会
に
関
わ
っ
て
い

く
上
で
重
要
で
あ
る
と
思
い
、
実
行
し
て
い

る
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
事
例
を
紹
介
し

た
。 国
会
議
員
は
ど
の
よ
う
に
し
て
国
際
社
会

と
連
携
を
と
り
、
国
際
社
会
に
そ
の
意
見
を

反
映
さ
せ
て
い
け
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

人
身
売
買
が
現
実
問
題
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
被
害
者
の
国
で
あ

る
。
現
在
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
人
口
開
発
委
員
会
で
幅
広
い
人
を
巻
き

込
み
、
討
議
を
行
っ
て
お
り
、
マ
ス
コ
ミ
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
Ｐ
Ｄ

で
は
現
在
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員

活
動
の
た
め
の
資
料
を
集
積
し
た
デ
ー
タ
ー

野
党
の
人
間
で
政
府
を
代
表
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
色
々
や
り
た
い
こ
と
が
あ

る
。
今
回
の
会
議
開
催
に
感
謝
す
る
。
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
の
諸
国
に
も
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
と
共
通
す
る
高
齢
化
問
題
を
は
じ
め
と
す

る
人
口
問
題
が
あ
る
事
が
わ
か
っ
た
。
人
口

問
題
が
地
球
の
共
通
問
題
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
た
。
今
回
の
会
議
の
内
容
を
政
府
に
提

言
し
た
い
と
思
う
。

ベ
ー
ス
を
作
っ
て
い
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
口
問
題
に
関
連
す
る
問

題
と
し
て
は
ゴ
ミ
問
題
が
あ
る
。
ゴ
ミ
の
予

測
と
対
応
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
現

在
、
マ
ニ
ラ
は
、
世
界
で
も
最
も
汚
染
さ
れ

た
都
市
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
と
も
、
デ
ー
タ
の
交
換
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
国
会
議
員
と

し
て
政
策
へ
反
映
を
図
る
と
同
時
に
、
国
会

議
員
が
、
政
府
や
、
同
僚
の
国
会
議
員
、
選

挙
民
を
意
識
づ
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

女
性
問
題
に
関
し
て
は
大
き
な
成
果
が
成

し
遂
げ
ら
れ
た
。
大
統
領
の
直
接
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
で
女
性
の
た
め
の
シ
ェ
ル
タ
ー
も

設
立
さ
れ
、
女
性
問
題
が
平
和
的
に
解
決
さ

れ
た
。
ま
た
、
ス
ト
リ
ー
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン

に
も
シ
ェ
ル
タ
ー
が
準
備
さ
れ
た
。

5０



人ロ･開発アジア国会議員代表者会議開く

人
身
売
買
を
認
め
て
い
る
政
府
な
ど
が
あ

る
わ
け
は
な
い
。
ど
の
国
も
認
め
て
い
る
わ

け
は
な
い
。
無
法
者
が
や
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
り
、
国
際
社
会
が
こ
れ
ほ
ど
情
報
化
し
、

様
々
情
報
が
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
で
も
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組

も
う
。
ま
た
、
私
自
身
も
日
本
に
戻
っ
て
委

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
会
議
員
は
五
○
○
人

で
二
億
人
を
代
表
し
て
い
る
。
七
万
の
島
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
国
会
議
員
に
と
っ
て
立

法
や
予
算
審
議
、
様
々
な
施
策
を
実
施
す
る

上
で
国
会
議
員
の
役
割
が
非
常
に
重
要
で
あ

る
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
／
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
役
割
が
極

め
て
重
要
。
児
童
労
働
を
禁
止
し
、
排
除
し

て
い
く
う
え
で
も
こ
の
会
議
の
役
割
が
重
要

で
あ
ろ
う
と
思
う
。

仏
丹
刀
八
【
Ｆ
ｒ
Ｄ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
〔
し
室
輯
医
便

世
界
の
貿
易
ル
ー
ル
を
決
め
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が

反
生
産
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
辻
井
先

生
の
指
摘
を
重
視
し
て
、
国
会
議
員
と
し
て

こ
の
会
議
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
各
国

共
通
の
問
題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
自

分
の
問
題
と
し
て
共
同
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
お
い
て
水
資

源
は
ま
だ
問
題
と
な
っ
て
な
い
。
し
か
し
、

他
国
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
自
国
の

将
来
の
問
題
で
あ
る
。
他
国
の
問
題
で
あ
っ

て
も
予
防
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
。
こ

の
意
味
か
ら
、
水
資
源
の
保
全
を
考
え
て
い

き
た
い
。
女
性
の
問
題
に
関
し
て
は
ど
の
よ

う
な
行
政
を
行
う
か
が
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
る
。

員
会
の
委
員
長
に
付
託
し
、
協
議
し
た
い
と

田
呰
つ
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
、
議
席
の
数
値

割
当
は
ま
だ
達
成
し
て
い
な
い
。

も
っ
と
取
り
組
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
人
口
増

加
は
環
境
や
生
産
の
問
題
に
関
わ
っ
て
い

る
。
今
後
、
代
替
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
開
発

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
例

え
ば
、
イ
ン
ド
で
あ
れ
ば
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
等
も
あ
る
と
思
う
。

ま
た
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
つ

い
て
も
議
論
が
行
わ
れ
た
が
、
イ
ン
ド
の
場

合
、
地
方
議
会
で
は
そ
の
議
席
の
一
一
一
三
％
を

女
性
議
員
の
割
り
当
て
て
い
る
。
ま
た
、
連

邦
議
会
に
関
し
て
も
そ
の
議
席
の
三
三
％
を

女
性
議
員
に
割
り
当
て
る
法
案
を
提
出
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
下
水
の
問
題

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
雨
水
を

水
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
特
に
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。
国
会
議
員
に
と
っ

て
は
、
立
法
と
監
督
が
重
要
な
役
割
で
あ
る

と
お
も
う
。
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問隻

ゾ
ー＜￣
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iili
●閉会式で佐から）

コリン・ホリスＡＦＰＰＤ事務総長

ラージ･カリム|ＰＰＦ東･東南アジア地域局長

安藤博文・前ＵＮＦＰＡ事務局次長

桜井新・ＡＦＰＰＤ議長

プラソップ･ラタナコーンＡＦＰＰＤ前事務総長

和気邦夫ＵＮＦＰＡ事務局次長

「
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｊ

ｌ
閉
会
式
で
は
桜
井
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｄ
議
長
一

一
が
調
和
こ
そ
採
る
べ
き
道
で
あ
る
と
述
一

一
べ
、
来
年
の
再
会
を
誓
っ
た
。

←ＩＩＩＩＩ０ＩＩＩＩ０ＩＩＩ１ＩＩＩ－１ｌＩｌＩＩＩＩｌｌｌＩｌｌＩ１Ｉ‐１１１１－－

今
回
参
加
さ
れ
た
国
会
議
員
の
方
々
。
も

し
、
皆
様
方
の
国
の
人
口
が
半
分
で
あ
っ
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
人
口
の
増
え
過
ぎ
が

現
在
の
問
題
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
現
在
、
貧
困
の

撲
滅
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
経
済
の

ル
ー
ル
の
中
で
は
健
康
や
人
口
に
関
わ
る
こ

と
は
余
り
重
視
さ
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
国

際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
の
政
策
の
中
で
は

健
康
、
人
口
に
関
わ
る
こ
と
は
な
い
が
し
ろ

に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
南
ア
ジ
ア
の
現

実
を
考
え
る
と
き
人
口
を
考
え
な
い
で
ど
の

よ
う
に
貧
困
を
考
え
る
の
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
水
の
問
題
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
水
を

ラ
ソ
ッ
プ

閉
会
の
挨
拶

前
事
務
総
長
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人ロ･開発アジア国会議員代表者会議開く

プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
先
生
、
和

気
邦
夫
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長
、
ラ
ー
ジ

ヵ
リ
ム
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
東
、
東
南
ア
ジ
ア
、
太
平

洋
地
域
局
長
、
ご
参
集
の
各
国
国
会
議
員
の

皆
様
、
す
ば
ら
し
い
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た

専
門
家
の
皆
様
。

皆
様
の
熱
心
な
ご
討
議
と
ご
協
力
に
よ
り

ま
し
て
第
十
六
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア

ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
は
、
実
り
多

い
、
す
ば
ら
し
い
成
果
を
収
め
て
無
事
終
了

監
視
し
て
く
だ
さ
い
。

最
善
を
尽
く
し
て
努
力
し
ま
し
ょ
う
。
良

い
こ
と
は
い
く
ら
や
っ
て
も
や
り
過
ぎ
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
善
を
尽
く
す
こ

と
が
成
功
を
保
証
す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
タ
イ
上
院
か
ら
の
引
退
に
と
も
な
っ

て
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
も
引
退
し
ま
し

た
。
こ
の
引
退
に
当
っ
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の

‐
１
１
挨

桜
井
新

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

拶

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
主
催
者
で
あ
り

ま
す
中
山
太
郎
・
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・

開
発
協
会
理
事
長
が
公
務
の
た
め
、
緊
急
に

帰
国
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
誠
に
残

念
な
が
ら
閉
会
式
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
主

催
者
に
な
り
か
わ
り
皆
様
の
熱
心
な
ご
討
議

に
深
い
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
に
と
っ
て

も
非
常
に
大
き
な
意
義
を
持
つ
会
議
で
あ
り

ま
す
。
年
に
一
度
、
過
去
一
六
年
間
に
わ

た
っ
て
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
主
催
で
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
の
正
規
会
員
国
を
中
心
に
人
口
と
開
発
問

題
を
討
議
し
て
き
た
こ
の
会
議
は
、
ア
ジ
ア

に
お
け
る
国
会
議
員
の
人
口
と
開
発
活
動
の

中
核
と
し
て
、
そ
の
活
動
を
継
続
・
推
進
す

る
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り

言
葉
を
引
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
老
兵
は
死
な
ず
、
た
だ
消
え
去

る
の
み
と
申
し
ま
し
た
。
し
か
し
私
は
こ
う

言
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
老
上
院
議
員
は
死

な
ず
、
ま
だ
ま
だ
活
躍
す
る
、
と
。
多
く
の

方
々
か
ら
、
も
う
後
百
年
長
生
き
し
て
く
だ

さ
い
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
タ
イ
の
国
会
か

ら
も
外
交
顧
問
と
し
て
活
躍
す
る
よ
う
に
と

ま
し
た
。
今
回
の
会
議
で
も
、
三
日
間
に
亘

る
皆
様
の
熱
心
な
ご
討
議
、
専
門
家
の
す
ば

ら
し
い
ご
講
演
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
人
類
が

二
十
世
紀
に
何
を
な
し
て
き
た
の
か
、
今
な

す
べ
き
こ
と
は
何
な
の
か
が
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ほ
ど
の
科
学
技
術
を
手
に
入
れ
た
人

類
が
、
そ
の
発
達
し
た
文
明
ゆ
え
に
滅
び

る
、
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
人
類
が
手
に
入
れ
た
叡
知
は
、
地
球

環
境
を
守
り
、
人
類
の
未
来
を
明
る
い
も
の

と
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
べ
き
で
す
。

人
間
の
限
り
な
き
欲
望
も
、
経
済
の
制
限

な
き
自
由
競
争
も
共
に
取
る
べ
き
道
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
調
和
こ
そ
人
類
平
和
の
原
点
で
魔

あ
る
と
思
い
ま
す
。

要
請
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
皆
様
に
次
の
言
葉
を
贈
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
成
功
を
望
む
な
か
れ
、
価

値
あ
る
人
間
に
な
っ
て
欲
し
い
。
そ
の
価
値

と
は
人
類
に
と
っ
て
の
価
値
で
あ
る
。
最
後

に
、
最
善
を
尽
く
し
ま
し
ょ
う
、
私
の
で
き

る
最
善
を
最
後
の
一
瞬
ま
で
尽
く
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。



志
あ
る
と
こ
ろ
に
私
た
ち
国
会
議
員
の
役

割
と
存
在
意
義
が
あ
る
の
だ
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。
私
た
ち
国
会
議
員
が
強
い
意
志
を

持
っ
て
、
二
十
一
世
紀
の
あ
る
べ
き
姿
、
ビ

ジ
ョ
ン
を
積
極
的
に
提
示
し
て
い
こ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
と
し
て

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
活
動
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
と

共
に
、
今
後
と
も
密
接
な
協
力
の
下
、
人
口

と
開
発
問
題
の
解
決
に
向
け
た
活
動
を
積
極

的
に
推
し
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
た
び
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
活
動
を
発

展
さ
せ
て
い
く
上
で
大
き
な
駆
動
力
で
あ
っ

た
プ
ラ
ソ
ッ
プ
先
生
が
タ
イ
国
上
院
議
員
を

引
退
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務

総
長
の
後
任
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
コ
リ
ン

・
ホ
リ
ス
先
生
が
就
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス
先
生
は
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

で
財
務
担
当
役
員
お
よ
び
副
議
長
と
し
て
長

年
に
わ
た
り
重
責
を
担
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
そ
の
事
業
を
さ
ら
に

拡
大
し
て
い
く
上
で
、
コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス
先

生
以
上
の
適
任
者
は
い
な
い
と
確
信
致
し
ま

す
。
コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス
先
生
、
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
空
席
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
副
議
長
に
イ
ン
ド
の
ラ
ク
シ
ュ
マ

ン
・
シ
ン
議
員
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
わ
た
っ
て
そ
の
お
人
柄
が
皆
様
に
親

し
ま
れ
て
き
た
プ
ラ
ソ
ッ
プ
先
生
が
タ
イ
上

院
を
勇
退
さ
れ
、
ま
た
、
人
口
と
開
発
に
関

す
る
国
会
議
員
活
動
を
実
務
的
に
支
え
て
こ

ら
れ
た
安
藤
さ
ん
が
国
連
人
口
基
金
を
勇
退

さ
れ
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
残
念
で
あ
り
ま

す
。プ
ラ
ソ
ッ
プ
先
生
、
そ
し
て
安
藤
さ
ん
、

長
年
に
わ
た
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
と
も
ご
指
導
を
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
プ
ラ
ソ
ッ
プ
先
生
の
引
退
に
伴

い
、
先
生
を
名
誉
創
設
会
員
と
し
て
お
迎
え

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
何
人

も
の
役
員
の
方
が
引
退
さ
れ
ま
し
た
が
、
特

別
に
遇
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
プ
ラ
ソ
ッ
プ
先
生
が
特
に

創
設
期
か
ら
の
役
員
と
し
て
活
躍
し
て
こ
ら

れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
の
よ
う
な
肩
書
き

で
お
迎
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
安
藤
さ
ん
の
後
任
の
和
気
さ
ん
に

は
、
今
後
と
も
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
／
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の

活
動
が
十
分
で
き
る
よ
う
に
こ
れ
ま
で
以
上

の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
も
、
そ
し
て
Ａ
Ｐ

Ｄ
Ａ
も
、
ま
も
な
く
二
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。
新
し
い
体
制
の
下
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
発
展
す
る
よ
う
、
今
後
と
も

皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
ん
で
お
帰
り
く
だ
さ
い
。
来
年
こ
の

会
議
で
お
会
い
す
る
の
は
新
し
い
二
十
一
世

紀
で
す
。
ご
参
会
の
皆
様
、
会
議
へ
の
ご
参

加
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ

し
て
今
後
と
も
私
た
ち
の
使
命
を
果
た
す
た

め
に
手
を
取
り
合
っ
て
今
後
と
も
が
ん
ば
っ

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
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人口開発アジア国会議員代表者会議開く

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
の
イ
ン
ガ
ー
・
ブ

リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
の
代
わ
り
に
ご
挨
拶
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
が
今
回
の
討
議
を
終

え
、
各
国
に
戻
っ
て
国
会
議
員
と
し
て
の
仕

事
に
従
事
す
る
時
に
、
こ
こ
で
な
さ
れ
た
討

議
を
踏
ま
え
、
言
葉
を
越
え
て
行
動
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
立

法
府
の
議
員
と
し
て
の
力
が
あ
り
ま
す
。
人

口
を
め
ぐ
る
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
を
扱
う
た

め
に
は
政
治
的
な
意
志
が
必
要
で
す
。
私
た

ち
は
直
面
し
て
い
る
様
々
な
悲
劇
の
中
で
、

防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
悲
劇
を
防
ぐ
こ
と
が
重

要
で
す
。
例
え
ば
、
世
界
中
の
妊
産
婦
死
亡

の
四
分
の
三
は
予
防
で
き
ま
す
。
水
に
よ
る

感
染
症
で
年
間
三
○
○
万
人
の
子
供
が
死
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
ど
ち
ら
も
意
志
と
資
源
が

あ
れ
ば
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
悲
劇
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
私
ど
も
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
は
Ｎ

Ｇ
Ｏ
で
す
が
、
皆
様
方
が
各
国
に
戻
ら
れ
て

Ｐ
Ｐ
０
Ｆ
ｒ
牛
禾
・
主

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
と
し
て
指
名
を
受

け
た
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
事
務
総
長
と
し
て
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
こ
れ

ま
で
の
成
果
を
受
け
継
い
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
初
め
て
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
役
員
に
就

任
し
た
の
は
佐
藤
隆
先
生
が
議
長
を
勤
め
ら

れ
て
い
た
時
代
で
、
イ
ン
ド
・
ミ
ツ
タ
ー
ル

先
生
が
事
務
総
長
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
プ
ラ
ソ
ッ
プ
先
生
の
後
を
引
き
継
い
で

人
口
問
題
に
関
す
る
活
動
を
さ
れ
る
際
に

は
、
各
国
政
府
を
補
完
す
る
た
め
に
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｆ
の
支
部
を
つ
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
も
先
生
方
、
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
と
協
力
し
て
活
動
を
拡
大

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
お
二
人
の
リ
ー
ダ
ー
に
感
謝
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
プ
ラ
ソ
ッ
プ
先
生
と
、
安
藤
さ

ん
は
人
口
と
開
発
問
題
に
対
す
る
私
た
ち
の

コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長

挨
拶

事
務
総
長
を
務
め
る
の
は
大
変
だ
と
思
い
ま

す
が
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
会
議
で
も
二
～
三
年
前
か

ら
”
水
”
を
議
論
し
て
き
ま
し
た
。
人
口
と

開
発
に
分
野
で
は
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
問
題
な
ど
深

刻
な
問
題
が
数
多
く
発
生
し
て
き
て
い
る
。

私
た
ち
は
国
会
議
員
と
し
て
あ
ま
り
部
分
に

偏
る
の
で
は
な
く
人
口
問
題
を
包
括
的
に
見

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
と
し
て
ド
ナ
ー

機
関
か
ら
い
た
だ
い
た
資
金
を
効
果
的
に
運

用
し
て
い
く
こ
と
を
保
証
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
国
会
議
員
が
力
を
合
わ
せ
て
、

崇
高
な
目
的
を
一
人
一
人
が
達
成
し
て
く
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

活
動
の
あ
り
方
の
模
範
を
示
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
新
し
い
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
次
長
に

就
任
さ
れ
た
和
気
さ
ん
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
事

務
総
長
に
就
任
さ
れ
た
コ
リ
ン
先
生
に
お
祝

い
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
人
口
と
開
発
問
題
に
対
す
る
積
極
的
な

活
動
を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
様
方
に
も

御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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dliiilIiii． 会の要伏

藤溶的影響
●高橋重郷くたかはいしげさと＞
1951年、島根県生まれ

<現職>園寸針会保障・人口問題研究所

人口動向研究部部長

〈最終学歴>米国ペンシルバニア大学大学

院人口学研究科修了

<学位>人口学博士

く職歴>厚生省人ロ問題研究所人口情報部

人口解析センター室長、同所人口

政策研究部人口政策研究室室長

<箸圏＞「地域人ロの分析の基礎」共著古

今書院1997年、「日本の将来推

計人ロ(平成９年１月推計)」共著

厚生統計協会1997年、「人ロ変動

と家族」共著大明堂1997年、『生

命表研究」共署古今書院１９９５

年、『高齢化と人ロ問題」共著放

送大学教育振興会1994年､その他

二
十
一
世
紀
の
日
本
社
会
が
大
規
模
な
人
口
減
少
に
見
舞
わ
れ
る
こ

と
は
、
ほ
ぼ
不
可
避
的
な
情
勢
と
な
っ
て
い
る
。
周
知
の
ご
と
く
人
口

減
少
は
人
口
置
き
換
え
水
準
以
下
の
出
生
率
水
準
が
長
期
に
続
け
ば
、

人
口
は
縮
小
再
生
産
に
入
り
、
人
口
減
少
が
始
ま
る
。
人
口
置
き
換
え

水
準
の
出
生
率
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
（
Ｔ
Ｆ
Ｒ
）
で
二
・
○
七
～

、

は

じ
め

に

」
室
匠

鱸
罪
■
膳
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２１世紀少子化社会の要因と社会経済的影響

日
本
の
人
口
変
動
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
超
長
期

の
歴
史
時
間
の
中
で
現
在
の
趨
勢
を
み
て
お
く
こ
と
に
し
よ

う
。
図
ｌ
は
、
森
田
（
一
九
四
四
）
や
鬼
頭
（
一
九
八
三
）

の
近
代
以
前
の
日
本
人
口
デ
ー
タ
と
総
務
庁
デ
ー
タ
な
ら
び

に
、
一
九
九
八
年
の
出
生
率
と
死
亡
率
と
も
に
一
定
と
し

て
、
’
九
九
八
年
の
男
女
年
齢
各
歳
人
口
を
将
来
に
投
影
し

た
将
来
の
日
本
の
人
口
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
（
石
川
晃
算
定
）
『
人
口
統
計
資
料
集
二
九
九
九
年

八
、
純
再
生
産
率
（
Ｎ
Ｒ
Ｒ
）
で
一
・
○
で
あ
る
。
日
本
の

合
計
特
殊
出
生
率
は
一
九
七
三
年
の
二
・
一
四
を
最
後
に
、

そ
の
後
、
こ
の
人
口
置
き
換
え
水
準
を
大
き
く
割
り
込
み
、

一
九
九
八
年
の
統
計
で
は
一
・
三
八
の
水
準
に
低
迷
し
て
い

る
。
純
再
生
産
率
は
一
九
九
八
年
現
在
で
○
・
六
七
と
、
世

代
間
の
相
対
的
な
人
口
規
模
は
、
親
世
代
を
一
○
○
％
と
す

る
と
子
の
世
代
六
七
％
と
い
う
勢
い
で
世
代
間
交
代
が
起
き

て
い
る
。
そ
の
結
果
二
十
一
世
紀
の
早
い
時
期
か
ら
、
日
本

の
総
人
口
は
減
少
を
始
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
人
口
減
少
社
会
の
人
口
学
的
特
徴
に
つ

い
て
触
れ
、
そ
れ
が
持
つ
社
会
経
済
的
な
意
味
に
つ
い
て
み

る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
人
口
減
少
社
会
を
生
み
出

す
少
子
化
現
象
に
つ
い
て
、
現
代
日
本
社
会
の
再
生
産
行
動

の
質
的
変
化
に
つ
い
て
検
証
し
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
、
超
長
欺
の
人
ロ
鴎

図１ 日本の長期人口趨勢
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資料：国立社会保障・人口問題研究所『人口統計資料集：1999年版』による

9００２０００２１００２２００２３００２４００２５００
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版
）
己
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
図
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
近
世
の
日
本
人
口
は
お
よ

そ
一
千
万
人
規
模
で
、
徐
々
に
増
加
し
て
い
た
が
、
徳
川
幕

府
成
立
と
と
も
に
や
や
大
き
な
人
口
増
加
を
経
験
し
、
ま
も

な
く
三
千
万
人
規
模
で
お
お
よ
そ
徳
川
期
を
推
移
し
た
。
そ

し
て
明
治
期
に
入
る
と
現
在
に
至
る
急
速
な
人
口
爆
発
を
経

験
し
、
今
ま
さ
に
人
口
増
加
か
ら
人
口
減
少
へ
の
転
換
点
に

さ
し
か
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。
今
の
ま
ま
の
出
生
率
水
準
が

続
け
ば
と
い
う
前
提
に
た
て
ば
、
こ
れ
か
ら
一
○
○
年
後
す

な
わ
ち
、
西
暦
二
一
○
○
年
に
お
よ
そ
四
千
六
百
万
人
の
人

口
規
模
に
減
少
す
る
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
西
暦
一
九
○
○
年

の
人
口
規
模
に
相
当
す
る
人
口
規
模
で
、
一
○
○
年
か
け
た

人
口
爆
発
が
一
○
○
年
か
け
て
収
束
す
る
こ
と
に
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
現
代
と
い
う
時
代
は
こ
の
人
口
大
変
動
の
分
水

嶺
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
図

は
次
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
出
生
率
の
水
準
が
こ
の
ま

ま
の
水
準
に
と
ど
ま
る
と
、
近
代
以
前
の
人
口
規
模
に
戻
る

ど
こ
ろ
か
、
超
長
期
の
将
来
で
は
、
限
り
な
く
人
口
減
少
が

続
き
、
西
暦
二
二
○
○
年
の
総
人
口
は
一
千
二
百
万
人
を
割

り
込
み
、
さ
ら
に
西
暦
二
一
一
一
○
○
年
に
は
お
よ
そ
三
百
万
人

に
ま
で
減
少
し
て
行
く
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま

り
出
生
率
水
準
が
人
口
置
換
水
準
へ
回
帰
し
な
い
限
り
、
｜

定
の
人
口
規
模
に
安
定
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
超
長
期
的
な
人
口
趨
勢
の
問
題
と
し
て
指
摘
で

き
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
出
生
率
水
準
が
極
め

図２．年齢３区分別人口の推移：中位推計の結果
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で
は
、
当
面
の
問
題
と
し
て
今
後
五
十
年

間
の
タ
イ
ム
ス
パ
ン
の
中
で
、
人
口
減
少
社

会
は
一
体
ど
の
よ
う
な
影
響
を
日
本
社
会
に

も
た
ら
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
平
成
九
年
一

月
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が

公
表
し
た
『
日
本
の
将
来
推
計
人
口
（
平
成

九
年
一
月
推
計
）
』
か
ら
、
わ
が
国
が
経
験

す
る
人
口
変
化
の
特
徴
を
み
る
こ
と
に
し
よ

》
っ
。明
治
以
降
、
日
本
の
人
口
は
右
肩
上
が
り

に
増
加
す
る
人
口
増
加
社
会
で
あ
っ
た
。
と

く
に
戦
後
日
本
が
経
験
し
た
人
口
増
加
は
、

経
済
と
の
関
係
で
み
る
と
ど
う
い
う
意
味
を

持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

若
い
人
口
が
豊
富
に
あ
り
、
ま
た
人
口
増

加
が
続
い
て
い
る
時
代
は
、
労
働
力
供
給
が

過
剰
な
た
め
、
新
規
労
働
力
人
口
は
相
対
的

に
企
業
に
と
っ
て
み
れ
ば
賃
金
コ
ス
ト
が
安

い
。
す
な
わ
ち
安
価
な
労
働
力
が
豊
富
に
存

在
す
る
た
め
、
企
業
に
と
っ
て
は
低
い
賃
金

て
大
規
模
な
人
口
減
少
を
引
き
起
こ
す
水
準

に
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
出
生
率
が
今
後
回
復

三
、
人
ロ
減
少
社
会
の
及
ぼ
す
影
響

圧
力
の
も
と
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
企

業
が
生
産
す
る
商
品
の
国
際
競
争
力
は
相
対

賃
金
が
安
い
分
国
際
競
争
力
が
強
く
な
る
。

一
九
六
○
年
代
の
日
本
の
高
度
経
済
成
長
期

は
ち
ょ
う
ど
戦
後
に
生
ま
れ
た
大
規
模
出
生

集
団
で
あ
る
団
塊
の
世
代
が
新
規
労
働
力
人

口
と
し
て
参
入
し
た
時
期
に
該
当
し
、
経
済

に
と
っ
て
は
人
口
構
造
が
極
め
て
有
利
に
働

い
た
時
代
で
あ
る
。
一
方
、
一
九
九
五
年
以

降
、
’
五
～
六
四
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は
九

千
万
人
弱
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
減
少
過
程
に

入
っ
た
。
今
後
、
出
生
数
減
を
起
因
と
し
て

減
少
が
続
き
、
二
○
五
○
年
に
は
五
千
五
百

万
人
程
度
ま
で
に
減
少
す
る
も
の
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
高
度
経
済
成
長
期
と
は
全

く
逆
の
人
口
構
造
上
の
変
動
が
起
き
る
。
経

済
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
新
規
労
働
力
人
口
は

年
々
減
少
し
、
企
業
が
新
規
労
働
力
人
口
を

求
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
相
対
的
に
少
な
い
新

し
な
い
も
と
で
は
、
回
復
不
可
能
な
人
口
減
少

社
会
に
至
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

規
労
働
力
人
口
か
ら
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
。
そ
の
た
め
人
口
減
少
社
会
で
は

新
規
労
働
力
人
口
の
相
対
賃
金
は
潜
在
的
に

上
昇
し
、
企
業
の
賃
金
コ
ス
ト
を
上
昇
さ
せ

る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
人
口
構
造
の

変
動
に
よ
る
企
業
収
益
の
減
少
で
あ
る
。

実
際
に
労
働
力
市
場
で
活
動
す
る
人
口
と

十
五
～
六
十
四
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は
異
な

る
。
そ
こ
で
、
一
九
九
五
年
の
男
女
年
齢
別

労
働
力
率
を
一
定
（
図
３
）
と
し
て
、
将
来

人
口
推
計
を
も
と
に
将
来
の
労
働
力
人
口
を

算
出
し
て
み
る
と
図
４
の
よ
う
な
結
果
が
得

ら
れ
る
。

一
九
九
五
年
時
点
の
労
働
力
人
口
は
、
お

よ
そ
六
千
二
百
万
人
で
、
生
産
年
齢
人
口
の

約
七
割
に
相
当
す
る
。
今
後
生
産
年
齢
人
口

の
縮
小
に
伴
い
、
’
九
九
五
年
の
男
女
年
齢

別
労
働
力
率
に
変
化
が
な
い
と
す
れ
ば
、
労

働
力
人
口
も
徐
々
に
減
少
し
、
二
○
二
五
年

に
お
よ
そ
五
千
二
百
万
人
、
二
○
五
○
年
に

お
よ
そ
三
千
九
百
万
人
と
な
る
。
仮
に
一
九

九
五
年
前
後
の
労
働
力
規
模
を
維
持
し
よ
う

と
す
れ
ば
、
二
○
一
○
年
に
お
よ
そ
一
一
一
百
九

○
万
人
の
労
働
力
不
足
が
生
じ
、
二
○
二
五

年
で
は
、
お
よ
そ
一
千
万
人
の
不
足
が
生
じ

5９



図3．人口ピラミッド:1995年
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る
。
し
か
も
、
こ
の
不
足
分
を
生
産
年
齢
人

口
か
ら
調
達
し
よ
う
と
し
て
も
、
生
産
年
齢

人
口
自
体
が
減
少
し
て
行
く
た
め
、
一
一
○
三

九
年
か
ら
は
、
生
産
年
齢
人
口
が
全
て
労
働
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人口規模

000.000

力
市
場
に
参
入
し
た
と

し
て
も
絶
対
的
不
足
が

生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
の
経
済
活
動
を

考
え
た
場
合
、
人
口
構

造
の
変
動
は
、
次
の
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
Ⅲ
労
働
力

人
口
の
減
少
傾
向
は
、

必
然
的
に
非
労
働
力
人

口
を
労
働
力
市
場
に
誘

導
す
る
。
②
非
労
働
力

人
口
は
、
女
性
人
口
と

六
五
歳
以
上
の
老
年
人

口
で
あ
る
（
図
３
参

照
）
。
③
労
働
力
人
口

一
九
七
○
年
代
半
ば

か
ら
始
ま
る
出
生
率
低

下
現
象
は
、
そ
の
大
き

な
部
分
は
晩
婚
化
・
未

四
、
少
子
化
現
象
と
人
ロ
趨
勢

の
減
少
圧
力
の
な
か
で
、
賃
金
圧
力
が
高
ま

り
、
経
済
の
成
長
性
を
鈍
化
さ
せ
る
。
山
国

内
の
非
労
働
力
人
口
だ
け
で
は
、
一
九
九
五

年
時
点
の
労
働
力
人
口
規
模
を
確
保
で
き
な

い
。
⑤
し
た
が
っ
て
、
外
国
人
労
働
力
の
受

け
入
れ
を
遠
か
ら
ず
経
済
が
必
要
と
す
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

上
記
の
人
口
構
造
上
の
変
化
か
ら
導
か
れ

る
結
論
は
、
社
会
保
障
制
度
や
家
族
政
策
な

ど
の
多
面
に
わ
た
り
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
。
た
と
え
ば
、
非
労
働
力
人
口
を
労
働
力

市
場
に
誘
導
す
る
た
め
、
社
会
保
障
の
原
資

で
あ
る
保
険
料
を
支
払
う
側
の
人
口
を
相
対

的
に
増
加
さ
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
方

で
、
出
産
・
子
育
て
期
の
人
口
を
大
量
に
労

働
市
場
に
誘
導
す
る
た
め
、
出
生
率
に
対
し

て
は
低
下
要
因
を
大
き
く
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
。

婚
化
現
象
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
一
九
八

○
年
代
半
ば
以
降
夫
婦
出
生
力
の
低
下
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
人
口
構
造
の
変
化
は
、
女
性
を
中
心
と

6０
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図4．生産年齢人口と労働力人ロの推移
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男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
が
家

庭
生
活
、
社
会
生
活
一
般
で
必
要
と
さ
れ
る

理
由
の
一
つ
は
、
経
済
原
理
が
女
性
労
働
力

を
必
要
と
し
、
今
後
労
働
力
減
少
社
会
で
ま

す
ま
す
そ
れ
を
誘
導
す
る
情
勢
に
あ
っ
て
、

製
造
業
を
中
心
と
し
た
産
業
構
造
か

ら
そ
の
後
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
中
心

と
す
る
産
業
構
造
の
変
化
を
背
景
と

し
て
、
女
性
の
労
働
力
市
場
へ
の
参

入
を
促
進
さ
せ
、
そ
れ
が
従
来
の
性

別
役
割
分
業
社
会
（
高
度
経
済
成
長

期
に
一
般
化
し
た
、
男
性
が
外
で
働

き
女
性
が
専
業
主
婦
と
し
て
出
産
・

育
児
を
担
当
す
る
と
い
う
家
族
形
成

規
範
）
の
行
動
原
理
と
矛
盾
を
あ
ら

わ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

結
婚
の
経
済
的
合
理
性
（
性
別
役
割

分
業
の
メ
リ
ッ
ト
）
が
相
対
的
に
低

下
し
、
結
婚
の
愛
情
面
・
情
緒
面
が

全
面
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
た
め
、
従
来
の
結
婚
行
動
原
理
で

あ
る
結
婚
年
齢
規
範
や
適
齢
期
規
範

が
弱
体
化
し
、
晩
婚
・
非
婚
化
現
象

が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ

る
。
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男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
移
行
を
抜
き
に
し

て
は
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
と
い
う
家
族

形
成
と
経
済
原
理
に
対
立
構
造
が
出
来
上

が
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
将
来
の
日
本
の
人
口
趨
勢
を
考
え
た
と

き
、
女
性
が
働
く
こ
と
を
前
提
と
し
て
再
生

産
行
動
を
社
会
が
支
援
す
る
社
会
シ
ス
テ
ム

の
構
築
と
意
識
改
革
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ

れ
が
唯
一
人
口
ゼ
ロ
社
会
を
回
避
す
る
道
で

あ
り
、
人
口
減
少
社
会
の
衝
撃
を
弱
め
る
手

だ
て
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

臼



次
の
世
紀
に
お
け
る
日
本
の
ア
ジ
ア
へ
の
関
わ
り
方

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
長
原
洋
之
介

ア
ジ
ア
か
ら
ロ
シ
ア
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ

カ
へ
と
拡
散
し
た
経
済
危
機
は
、
今
一
応
の

回
復
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
時
代
状
況

に
満
足
し
て
お
い
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ

し
て
、
日
本
は
こ
れ
ま
で
通
り
の
対
ア
ジ
ア
関

係
を
続
け
れ
ば
、
そ
れ
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

戦
後
日
本
は
、
特
に
日
本
が
先
進
国
と
し

て
国
際
社
会
の
な
か
で
地
位
を
か
た
め
て
以

来
、
経
済
援
助
の
提
供
と
い
う
ル
ー
ト
を
通

し
て
、
ア
ジ
ア
発
展
途
上
国
と
接
し
て
き

た
。
こ
れ
は
、
日
本
と
ア
ジ
ア
と
の
関
係

を
、
「
先
進
地
域
対
発
展
途
上
地
域
」
と
い

う
発
展
段
階
の
軸
に
位
置
づ
け
た
こ
と
に
基

づ
い
て
い
る
。
こ
の
発
展
段
階
と
い
う
時
間

軸
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て
、
「
西
欧
対
ア

ジ
ア
」
と
い
う
文
明
の
類
型
を
強
調
す
る
も

う
ひ
と
つ
の
空
間
軸
が
、
わ
が
国
に
は
存
在

6２
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〔右頁･写真〕ラオスの

幼い兄弟。’96年撮影

し
続
け
て
き
た
。
戦
前
期
の
一
ア
ジ
ア
主

義
一
へ
の
悲
し
い
記
憶
が
強
か
っ
た
た
め
で

あ
ろ
う
、
こ
の
文
明
の
類
型
軸
は
、
こ
れ
ま

で
我
が
国
で
ア
ジ
ア
外
交
を
律
す
る
有
力
な

パ
ラ
ダ
イ
ム
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
冷
戦
終
了
後
、
リ
ベ
ラ
ル
・

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
世
界
的
勝
利
が
声
高
に
さ

け
ば
れ
る
な
か
で
、
事
態
は
大
き
な
変
化
を

み
せ
は
じ
め
て
い
る
。
資
本
主
義
対
社
会
主

義
と
い
う
二
十
世
紀
を
特
徴
づ
け
た
対
立
が

終
り
、
「
歴
史
の
終
焉
」
が
語
ら
れ
る
な
か

で
、
ア
メ
リ
カ
主
義
で
自
由
な
る
資
本
主
義

経
済
と
普
遍
的
人
権
に
立
脚
し
た
民
主
主
義

体
制
と
い
う
ひ
と
つ
の
政
治
・
経
済
シ
ス
テ

ム
の
有
効
性
だ
け
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し

て
世
界
を
席
巻
し
は
じ
め
た
。
し
か
し
、
こ

五
刑
期
の
一
ア
ジ
ア
主
の
動
き
の
な
か
で
、
「
文
明
の
衝
突
」
も
現

憶
が
強
か
っ
た
た
め
で
実
味
を
お
び
た
シ
ナ
リ
オ
と
な
っ
て
き
て
い

の
類
型
軸
は
、
こ
れ
ま
る
。
特
に
、
二
十
世
紀
末
の
東
ア
ジ
ア
経
済

外
交
を
律
す
る
有
力
な
危
機
を
契
機
と
し
て
、
西
欧
は
東
ア
ジ
ア
の

ら
な
か
っ
た
。

ク
ロ
ー
ニ
ー
型
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
の
大
改

終
了
後
、
リ
ベ
ラ
ル
．
造
を
要
求
し
た
。
そ
の
た
め
、
東
ア
ジ
ア
側

界
的
勝
利
が
声
高
に
さ
に
強
い
反
発
が
お
こ
り
、
「
文
明
の
衝
突
」

事
態
は
大
き
な
変
化
を
も
決
し
て
非
現
実
的
で
は
な
い
よ
う
な
状
態

）
資
本
主
義
対
社
会
主
に
な
っ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
を
西
欧
・
ア
メ
リ

を
特
徴
づ
け
た
対
立
が
力
に
対
抗
さ
せ
て
い
く
路
線
で
あ
る
。

邑
が
語
ら
れ
る
な
か

挑
戦
す
る
文
明
と
し
て
の
中
国
と
支
配
す

で
自
由
な
る
資
本
主
義
る
文
明
と
し
て
の
西
欧
と
の
対
立
が
深
ま
る

に
立
脚
し
た
民
主
主
義
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
な
か
で
、
我
が
国
は
そ

の
政
治
・
経
済
シ
ス
テ
の
間
で
「
揺
れ
る
特
異
な
文
明
」
（
サ
ミ
ュ

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
、
『
文
明
の
衝
突
と

し
め
た
。
し
か
し
、
こ
こ
十
一
世
紀
の
日
本
』
）
で
あ
り
続
け
る
の

だ
ろ
う
か
。
パ
ワ
ー
と
し
て
、
曰

ｍ
諄
轆
曄
序
＋
澤
曄
欄
か
岬
本
は
あ
い
ま
い
な
存
在
で
し
か
な

》』》瘤｝】》碑》『銅》稻鋤一一口噸吋陥鮴鯛壯酬砒乢云

》》》帝叶》》》》》》》『》十》朴打閂伊辨辨忰降誇雫》
●
“
韓
緯
住

地
勢
学
上
そ
こ
に
属
さ
ざ
る
を
え

「
世
界
の
中
の
日
本
」
と
い
う
問
題
を

は
っ
き
り
と
自
覚
的
に
認
識
し
た
上
で
、
外

交
戦
略
を
構
想
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
自

己
認
識
の
た
め
に
は
、
現
代
社
会
の
動
き
を

ど
う
と
ら
え
る
べ
き
か
を
、
は
っ
き
り
と
さ

せ
て
お
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

二
十
世
紀
を
通
し
て
、
我
々
人
類
は
、
資

本
主
義
と
い
う
枠
組
み
を
乗
り
こ
え
る
こ
と

が
出
来
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。

資
本
主
義
以
外
に
、
信
頼
出
来
る
経
済
シ
ス

テ
ム
あ
る
い
は
経
済
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
は
存

在
し
な
い
。
こ
の
事
を
知
っ
た
の
が
、
二
十

世
紀
の
最
大
の
教
訓
で
あ
ろ
う
。
資
本
主
義
術

と
は
、
「
共
同
体
と
共
同
体
と
の
間
に
始
ま

な
い
東
ア
ジ
ア
は
、
多
数
の
文
明
が
併
存

し
、
か
つ
不
確
実
で
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す

る
力
関
係
が
存
在
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

こ
う
い
う
東
ア
ジ
ア
で
、
日
本
は
ど
う
い
う

国
際
関
係
な
い
し
秩
序
を
作
り
あ
げ
て
い
く

べ
き
な
の
か
。



る
一
（
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
第
一
巻
）
流

通
・
商
業
を
そ
の
本
質
と
し
て
い
る
。
商
人

は
、
ノ
ア
の
洪
水
以
前
か
ら
存
在
し
た
。
つ

ま
り
、
世
界
史
の
な
か
で
資
本
主
義
は
通
時

的
に
存
在
し
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
、
資
本

主
義
と
は
常
に
成
長
し
続
け
る
こ
と
で
し
か

存
在
し
え
な
い
も
の
で
も
あ
る
。
二
十
世
紀

も
ま
た
こ
の
世
界
史
の
通
則
を
の
り
こ
え
る

こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
訳
だ
。
資
本
主
義
と

は
、
分
散
し
た
個
人
が
社
会
・
経
済
関
係
を

作
る
た
め
に
は
交
換
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
必
然
性
に
根
ざ

す
か
ぎ
り
、
歴
史
の
ど
の
時
代
に
も
ま
た
ど

の
地
域
に
も
存
在
し
つ
づ
け
て
い
る
現
実
そ

の
も
の
で
あ
る
。

資
本
主
義
下
で
の
交
換
は
、
貨
幣
と
い
う

媒
体
を
通
し
て
し
か
実
現
さ
れ
え
な
い
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
資
本
主
義
と
は
貨
幣
経
済

な
の
で
あ
る
。
交
換
に
は
、
商
品
と
い
う
相

対
的
価
値
形
態
と
貨
幣
と
い
う
等
価
形
態
と

の
間
に
非
対
称
的
関
係
が
本
来
的
に
付
随
し

て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
常
に
交
換
の
困
難
を

発
生
さ
せ
る
。
貨
幣
経
済
で
は
、
売
り
と
買

い
と
は
分
離
し
て
お
り
、
貨
幣
と
い
う
買
う

立
場
が
強
い
能
動
性
を
持
つ
。
マ
ル
ク
ス
が

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
引
用
し
て
記
し
て
い
る

通
り
、
「
商
品
は
貨
幣
を
恋
し
て
い
る
が
、

ま
こ
と
の
恋
路
は
本
当
に
ま
ま
な
ら
ぬ
も
の

で
あ
る
」
。
そ
の
た
め
、
売
れ
残
り
が
大
量

に
発
生
す
る
恐
慌
の
可
能
性
が
存
在
し
続
け

て
い
る
。

ま
た
、
交
換
に
は
人
と
人
と
の
間
の
信
用

が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
し
か
し
、
こ
れ

は
非
常
に
不
安
定
な
も
の
で
あ
る
。
貨
幣
と

い
う
モ
ノ
が
他
人
に
よ
っ
て
も
受
け
入
れ
ら

れ
る
価
値
あ
る
も
の
だ
と
い
う
信
念
が
社
会

内
で
共
有
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て

交
換
は
媒
介
さ
れ
す
す
む
。
こ
れ
に
対
し

て
、
信
用
は
、
人
と
人
と
の
間
の
信
頼
、
つ

ま
り
取
引
相
手
に
対
す
る
共
感
や
同
情
、
さ

ら
に
は
主
観
的
な
公
正
観
と
い
っ
た
も
の
に

支
え
ら
れ
て
く
る
。
貨
幣
と
い
う
媒
体
は
、

若
し
社
会
の
人
々
が
価
値
あ
る
も
の
と
認
め

な
く
な
る
と
、
．
交
換
を
媒
介
し
え
な
く
な

る
。
そ
の
時
に
は
、
資
本
主
義
自
体
が
崩
壊

し
て
し
ま
お
う
。
そ
れ
以
上
に
、
人
間
的
主

観
を
前
提
と
し
て
い
る
信
用
は
、
崩
壊
し
や

す
い
。
つ
ま
り
、
必
然
的
に
貨
幣
経
済
で
し

か
あ
り
え
な
い
資
本
主
義
は
、
歴
史
を
通
し

て
不
安
定
性
を
か
か
え
続
け
て
い
る
。
そ
し

て
時
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
存
在
す
ら
保
証
さ
“

れ
な
く
な
り
う
る
。
現
在
世
界
を
席
巻
し
て

い
る
自
由
主
義
経
済
論
は
、
交
換
が
貨
幣
と

い
う
媒
体
な
ら
び
に
信
用
と
い
う
媒
介
を
通

さ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
事
態
を
無
視
し
た

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。
貨
幣
経

済
と
し
て
資
本
主
義
が
鈍
化
す
れ
ば
す
る

程
、
シ
ス
テ
ム
上
）
し
て
は
不
安
定
化
す
る
。

東
ア
ジ
ア
か
ら
世
界
中
に
ひ
ろ
が
っ
た
、
二

十
世
紀
末
の
通
貨
・
金
融
危
機
は
、
ま
さ
に

こ
の
事
を
我
々
の
目
に
明
ら
か
に
し
て
く
れ

た
。さ
ら
に
、
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
の
部
分
で

あ
る
産
業
資
本
主
義
は
、
国
民
国
家
な
い
し

地
域
社
会
と
不
可
分
に
結
び
付
い
て
い
る
。

こ
こ
に
、
そ
の
本
性
上
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の

で
あ
る
資
本
主
義
に
と
っ
て
の
大
き
な
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
が
存
在
し
て
い
る
。
産
業
資
本
主

義
の
核
た
る
工
場
生
産
の
場
に
お
い
て
は
、

従
業
員
全
体
が
共
通
の
言
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
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ケ
ー
シ
ョ
ン
し
、
営
利
組
織
へ
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
を
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

同
一
の
言
語
、
共
通
の
生
活
ス
タ
イ
ル
、
相

似
た
価
値
観
と
い
っ
た
も
の
を
人
々
に
植
え

つ
け
る
の
に
、
国
民
国
家
の
画
一
的
な
教
育

が
必
須
と
な
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
限
定
さ

れ
た
範
域
内
に
均
質
な
言
語
・
文
化
を
普
及

さ
せ
て
人
々
を
同
質
化
さ
せ
る
国
民
国
家
の

存
在
が
、
産
業
資
本
主
義
に
は
不
可
欠
と

な
っ
て
く
る
訳
だ
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
生
産

と
は
、
人
と
士
地
と
の
結
び
付
き
の
一
形
式

で
あ
る
。
自
然
・
生
態
を
利
用
す
る
農
林
水

産
業
と
は
ま
さ
に
こ
の
典
型
で
あ
る
。
生
産

と
は
、
そ
の
基
本
で
各
地
域
の
生
態
に
ま
で

埋
め
こ
ま
れ
た
共
同
体
の
内
側
に
属
す
る
も

の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
流
通
・
商
業
は
社
会
的

な
い
し
間
共
同
体
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

生
産
は
共
同
体
内
的
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
生
産
と
流
通
・
商
業
と
は
、
相
互
に

影
響
し
あ
う
関
係
に
お
か
れ
る
。
そ
し
て
、

流
通
の
間
共
同
体
的
な
い
し
社
会
的
な
力
と

共
同
体
的
な
生
産
と
の
相
互
作
用
は
、
常
に

緊
張
を
は
ら
ん
だ
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
。
最
近
の
東
ア
ジ
ア
の
経
済
危
機
の
な
か

で
、
社
会
的
流
通
の
極
限
に
ま
で
達
し
た
金

融
の
バ
ブ
ル
化
が
、
長
い
時
間
が
必
要
と
な

る
製
造
現
場
で
の
生
産
性
向
上
に
悪
い
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
社
会
的
力
と
共
同
体

と
の
相
互
作
用
の
典
型
的
事
例
で
あ
る
。
そ

こ
に
、
生
産
と
交
通
と
を
あ
る
程
度
隔
離
す

る
装
置
を
設
計
す
る
こ
と
が
、
必
要
不
可
欠

と
な
っ
て
く
る
。

こ
こ
で
、
少
し
各
国
経
済
の
基
盤
で
あ
る

農
業
問
題
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
食
料
の
安
全

保
障
は
、
社
会
の
土
台
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
ス

ト
ラ
ク
チ
ュ
ァ
で
あ
る
。
食
料
供
給
の
途
が

断
た
れ
た
異
常
事
態
の
下
で
は
、
市
場
メ
カ

ー
ー
ズ
ム
は
正
常
に
機
能
し
な
い
。
こ
れ
は
、

経
済
危
機
下
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
起
こ
っ
た

事
態
を
み
れ
ば
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。
農
業
の
背
景
に
あ
る
、
定
住
性
の
高

い
農
村
社
会
は
、
社
会
全
体
の
モ
ラ
ル
・
ス

タ
ビ
リ
テ
ィ
の
重
要
な
源
泉
で
あ
る
。
経
済

危
機
下
の
タ
イ
で
農
村
・
農
業
の
重
要
性

が
、
ひ
ろ
く
再
認
識
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
事

と
関
係
し
て
い
る
。
食
料
の
安
全
保
障
と
農

村
・
農
業
の
多
面
的
価
値
。
こ
の
二
つ
の
主

張
に
は
、
共
通
の
士
壌
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

ほ
か
な
ら
ぬ
国
民
国
家
と
い
う
存
在
で
あ

フ（》ｏこ
の
二
つ
以
外
に
、
途
上
国
の
人
々
や
将

来
世
代
の
福
祉
に
思
い
を
寄
せ
た
食
料
自
給

論
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
漂
流
者
と
な
る
こ

と
な
く
、
国
際
社
会
の
な
か
で
生
き
る
に

は
、
将
来
世
代
ま
で
含
め
た
国
民
国
家
と
い

う
軸
足
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
強
さ
と
保
証

す
る
も
の
と
し
て
の
食
料
生
産
力
の
強
調
で

あ
る
。

農
業
政
策
ま
で
含
め
た
国
の
経
済
政
策

を
、
国
際
的
に
調
和
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
昨
年
度
ノ
ー
ベ
ル
経
済

学
賞
を
受
け
た
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ン
デ
ル
が
い

う
協
同
命
令
○
・
○
℃
⑩
３
冒
旦
［
：
。
国
冒
の
⑪

（
函
○
ヶ
の
『
一
三
臣
ご
」
の
」
」
一
三
津
『
］
色
ゴ
ー
因
８
口
Ｏ
Ｂ
‐

＆
⑪
’
○
冨
己
．
ご
）
な
し
に
、
次
の
世
紀
の
世

界
に
存
在
し
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
協
調

は
経
済
政
策
の
画
一
化
で
は
決
し
て
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
に
歴
史
的
・
文
化
的
な
背
景
を

も
っ
た
制
度
的
条
件
の
も
と
で
、
ど
う
国
際

的
な
協
調
を
作
り
あ
げ
る
か
。
そ
れ
が
我
々

に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
挑
戦
で
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
と
て
、
決
し
て
「
世
界
は
じ
め
て
の
非

帝
国
主
義
的
大
国
」
（
ロ
ー
レ
ン
ス
・
サ
マ
ー

ズ
）
で
あ
る
訳
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
国
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家
戦
略
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ズ
ム
。
そ

れ
に
は
大
き
な
危
険
が
存
在
し
て
い
る
。
各

国
の
食
料
供
給
も
、
国
民
国
家
存
続
と
い
う

基
本
問
題
と
不
可
分
の
問
題
と
し
て
構
想
さ

れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

国
際
資
本
市
場
が
そ
の
中
で
期
待
収
益
を

考
え
る
時
間
単
位
と
、
国
民
国
家
が
産
業
化

や
環
境
保
全
に
む
け
て
必
要
な
投
資
を
す
る

と
き
に
予
想
す
る
時
間
軸
と
は
、
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
時
間
単
位
の
格

差
が
余
り
に
も
ひ
ろ
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
、
変
動
相
場
制
の
も
つ
ポ
タ

リ
テ
ィ
を
飼
い
馴
ら
す
よ
う
な
国
際
金
融
の

仕
組
み
を
設
計
す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で

あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
マ
ン
デ
ル
の
有
名
な
政

策
割
当
て
論
を
想
い
お
こ
し
て
、
財
政
政
策

の
有
効
性
を
た
か
め
る
目
的
で
固
定
相
場
制

へ
復
帰
し
て
国
民
経
済
と
い
う
枠
の
再
建
を

は
か
る
こ
と
も
必
要
と
な
っ
て
こ
よ
う
。
資

本
主
義
と
は
、
そ
れ
へ
の
社
会
主
義
の
側
か

ら
の
批
判
に
直
面
し
て
自
ら
の
も
つ
最
悪
の

欠
陥
へ
の
力
強
い
対
応
を
し
て
生
き
の
び
て

き
た
歴
史
（
ジ
ャ
グ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
・
バ
グ
ワ

テ
ィ
、
「
資
本
主
義
の
過
去
・
現
在
そ
し
て

未
来
」
『
読
売
ぶ
つ
く
れ
つ
れ
肋
羽
、
国
家

と
資
本
主
義
の
二
十
一
世
紀
巳
を
我
々
は

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

資
本
主
義
は
、
歴
史
を
通
し
て
存
在
し
続

け
て
い
る
普
遍
的
経
済
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

し
か
し
、
資
本
主
義
は
、
生
産
活
動
な
し
に

は
存
在
し
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
資
本
主
義

の
展
開
に
世
界
各
地
域
の
特
性
に
対
応
し
た

地
域
性
が
共
存
し
続
け
る
こ
と
も
ま
た
間
違

い
な
い
も
う
ひ
と
つ
の
現
実
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
を
は
っ
き
り
と
認
識
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

現
在
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
等
国
際
機
関
は
、
マ
ク
ロ

経
済
指
標
だ
け
を
形
式
的
な
マ
ク
ロ
経
済
モ

デ
ル
に
そ
っ
て
観
察
す
る
こ
と
で
、
ど
の
国

が
成
功
し
て
い
な
い
か
を
順
列
を
つ
け
て
判

断
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
単
純

な
判
断
に
も
と
づ
い
て
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ

テ
ィ
を
課
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
余
り
に
も
狭

い
物
の
見
方
に
過
ぎ
な
い
（
バ
グ
ワ
テ
ィ
）
。

市
場
原
理
主
義
論
者
は
、
近
代
資
本
主
義

」
ｒ

の
動
き
が
え
が
き
出
す
曲
線
の
最
先
端
で
接

線
を
ひ
き
、
そ
の
延
長
線
上
に
、
予
定
調
和

的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
を
み
す
え
て
い
る
。

し
か
し
、
彼
等
が
接
線
を
ひ
く
と
き
に
当
然

の
前
提
と
し
て
い
る
経
済
理
論
が
、
予
定
調

和
的
自
由
原
理
主
義
で
あ
る
限
り
、
そ
の
予

想
は
常
に
裏
切
ら
れ
続
け
る
運
命
に
あ
る
。

多
様
な
地
域
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
る
と
、
明

ら
か
に
各
地
域
の
経
済
発
展
は
直
線
上
を
ス

ム
ー
ズ
に
す
す
ん
で
き
た
訳
で
は
な
い
。
経

済
発
展
は
湾
曲
し
た
り
反
転
し
た
り
す
る
。

こ
の
循
環
し
な
が
ら
の
前
進
に
お
い
て
は
、

そ
の
地
域
の
深
層
に
生
き
続
け
る
社
会
的
個

性
が
表
面
に
浮
上
し
た
り
、
ま
た
新
た
な
形

で
創
造
さ
れ
た
り
す
る
。
歴
史
過
程
の
も
つ

こ
う
い
う
循
環
性
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
は
ず
で
あ
る
。

次
の
世
紀
を
前
に
し
て
ア
ジ
ア
諸
国
が
直

面
し
て
い
る
問
題
は
、
西
欧
文
明
対
ア
ジ
ア

文
明
と
の
対
立
で
は
な
い
。
一
切
の
倫
理
的

価
値
を
相
対
化
さ
せ
放
棄
さ
せ
な
が
ら
激
し

い
速
度
で
拡
大
し
つ
づ
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
資

本
主
義
と
、
各
地
域
の
文
化
の
保
持
と
の
対

立
と
い
う
、
そ
れ
こ
そ
世
界
規
模
で
の
対
立

が
問
題
な
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
を
野
放
し
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に
し
て
お
く
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
れ
ま

で
、
資
本
主
義
は
、
そ
の
欠
陥
へ
の
対
応
を

積
み
重
ね
て
き
た
か
ら
生
き
の
び
て
き
た
と

い
う
歴
史
を
我
々
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ア
ジ
ア
諸
国
も
、
過
去
四
半
世
紀
以
上
に

わ
た
る
経
済
発
展
の
な
か
で
、
資
本
主
義
と

し
て
充
分
に
成
長
し
て
き
て
い
る
。
つ
ま

り
、
も
は
や
我
が
国
は
、
「
先
進
国
日
本
対

途
上
国
ア
ジ
ア
」
と
い
う
発
展
段
階
論
的
二

分
法
だ
け
で
は
、
ア
ジ
ア
地
域
と
接
す
る
こ

と
は
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
と
伝
統
社
会
の
保
持
と

の
対
立
と
い
う
点
で
は
、
我
が
国
も
、
近
隣

の
ア
ジ
ア
諸
国
と
全
く
同
じ
問
題
を
か
か
え

て
い
る
。
こ
の
点
で
、
我
が
国
は
ア
ジ
ア
諸

国
の
か
か
え
る
問
題
を
的
確
に
理
解
し
、
効

果
的
な
協
調
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
必
要
が

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
決
し
て
、
「
西
欧

文
明
」
に
対
抗
す
る
一
ア
ジ
ア
文
明
」
の
主

張
で
は
な
い
。
民
主
主
義
や
人
権
概
念
だ
け

で
な
く
、
市
場
経
済
と
い
う
近
代
文
明
の
要

素
も
、
各
地
域
で
生
き
る
人
々
の
も
つ
文
化

と
分
離
し
て
機
能
し
て
い
く
訳
で
は
な
い
。

人
々
の
行
動
パ
タ
ー
ン
や
そ
の
下
で
の
社
会

制
度
に
対
し
て
、
文
化
と
は
実
に
濃
密
に
影

響
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
は
、

文
化
的
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
な
か
で
機
能
し
て

い
く
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
資
本
主
義
は
多

様
な
形
で
我
々
の
前
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
「
力
を
つ
か
っ
て
、
こ
れ
ら
多
様
な

も
の
を
均
質
化
す
る
べ
き
で
は
な
い
」
（
バ

グ
ワ
テ
ィ
）
の
だ
。
我
々
日
本
人
は
、
非
西

欧
文
明
圏
の
な
か
で
最
も
は
や
く
近
代
化
を

達
成
さ
せ
た
特
異
な
文
明
圏
に
住
ん
で
い

る
。
こ
う
い
う
来
歴
を
も
つ
我
々
日
本
人
こ

そ
、
自
ら
の
過
去
の
経
験
を
素
直
に
ふ
り
か

え
り
、
近
代
文
明
と
日
本
伝
統
と
の
関
連
に

つ
い
て
明
確
な
理
解
を
う
ち
出
し
て
い
く
義

務
を
負
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。
次
の

世
紀
は
、
「
普
遍
性
を
放
棄
し
多
様
性
を
受

け
入
れ
、
そ
の
上
で
共
通
性
を
追
求
す
る
」

（
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
）
以
外
に
、
世
界
秩
序
が

安
定
化
し
う
る
途
は
な
い
。
二
十
一
世
紀
を

間
近
に
ひ
か
え
た
現
在
、
我
が
国
に
課
せ
ら

れ
て
い
る
最
大
の
課
題
は
、
自
ら
の
位
置
を

は
っ
き
り
と
確
か
め
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
た

世
界
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。
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第
２
回
世
界
鞭
フ
ォ
ー
ラ
ム

及
び
閣
僚
会
議
に
参
加
し
て

岩田元一
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環境庁水質保全局地下水･地盤環境室長

｜
、
は
じ
め
に

平
成
十
二
年
三
月
十
七
日
（
金
）
～
二
十
一
一

日
（
水
）
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
（
オ
ラ
ン
ダ

会
議
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
、
’
第
二
回
世

界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
及
び
閣
僚
会
議
」
が
開
催

さ
れ
た
。
（
最
終
日
の
三
月
一
一
十
一
一
日
は
、

国
連
「
世
界
水
の
日
」
に
あ
た
る
。
）

世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
四
千
人
以
上
の
参

加
が
あ
り
、
閣
僚
会
議
に
は
約
百
二
十
カ
国

の
水
資
源
担
当
大
臣
等
が
参
加
し
た
。
（
我

が
国
か
ら
は
岸
田
建
設
政
務
次
官
が
参
加
。
）

筆
者
も
国
土
庁
、
厚
生
省
、
農
水
省
及
び

建
設
省
の
担
当
職
員
と
と
も
に
閣
僚
会
議

（
及
び
そ
の
準
備
会
合
）
等
に
出
席
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
会
議
の
概
要
を
ご
紹
介

す
る
。

二
、
第
一
一
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム

世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
「
世
界
水
会

I

議
」
の
提
唱
に
よ
り
、
三
年
前
に
第
一
回

（
モ
ロ
ッ
コ
の
マ
ラ
ヶ
シ
ュ
）
が
開
催
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
今
回
は
、
前
回
以
降
策
定

の
準
備
が
な
さ
れ
て
き
た
「
世
界
水
ビ
ジ
ョ

ン
」
及
び
そ
れ
に
付
属
す
る
「
行
動
の
枠

組
」
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
地
域
別
、
水

利
用
別
、
関
係
グ
ル
ー
プ
別
等
の
分
類
の
下

に
各
種
の
テ
ー
マ
に
係
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開

催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
に
関
す
る
社
会
的

関
心
を
高
め
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
た
（
三
月
十
七
日
～
一
一
十
二
日
）
。

な
お
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
議
長
は
、
オ
ラ
ン

ダ
皇
太
子
オ
レ
ン
ジ
公
が
務
め
ら
れ
た
。

Ⅲ
世
界
水
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
行
動
の
枠
組

世
界
水
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
第
一
回
世
界
水

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
後
、
世
界
水
会
議
が
一
九
九

八
年
に
発
足
さ
せ
た
「
二
十
一
世
紀
の
水
に

関
す
る
世
界
委
員
会
」
に
よ
り
策
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
二
○
一
一
五
年
の
水
利
用
予
測
硲

等
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
行
動
の
枠
組

は
、
「
世
界
水
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
よ

り
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
水
資
源
の
保

全
に
係
る
施
設
等
の
基
本
的
な
考
え
方
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。

②
セ
ッ
シ
ョ
ン

次
の
よ
う
な
テ
ー
マ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開

催
さ
れ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
討
議

が
な
さ
れ
た
。

・
地
域
別
》
ラ
イ
ン
川
流
域
、
南
部
ア
フ
リ

カ
、
中
国
、
琵
琶
湖
等

・
水
利
用
別
擁
人
々
の
た
め
の
水
、
地
下

水
、
水
と
自
然
、
川
と
水
、
水
と
観
光
等

・
関
係
グ
ル
ー
プ
別
》
水
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

青
年
、
女
性
実
業
家
等

．
特
別
テ
ー
マ
“
水
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
と

国
際
法
、
水
と
倫
理
、
水
と
巨
大
都
市
、

水
と
歴
史
、
水
と
ダ
ム
、
官
民
協
力
等

三
、
閣
僚
会
議

閣
僚
会
議
は
世
界
水
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
行
動

の
枠
組
に
つ
い
て
政
治
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
を
確
保
す
る
た
め
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
併
せ



第２回世界水フォーラム及び閣僚会議に参加して

IillllIll1iL

て
、
三
月
一
一
十
一
日
及
び
一
一
十
一
一
日
に
開
催

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
宣
言
案
を
調
整
す

る
た
め
の
準
備
会
合
は
、
三
月
十
八
日
及
び

十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
。
）

閣
僚
会
議
初
日
午
前
の
全
体
会
合
に
お
い

て
は
、
ベ
ア
ト
リ
ク
ス
女
王
臨
席
の
下
、
閣

僚
会
議
（
全
体
会
合
）
議
長
、
世
界
水
会
議

会
長
、
二
十
一
世
紀
の
水
に
関
す
る
世
界
委

員
会
議
長
及
び
第
二
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム

議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が
あ
っ
た
。
最
後

に
、
閣
僚
会
議
準
備
会
合
の
議
長
か
ら
、
閣

僚
宣
言
案
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

閣
僚
会
議
初
日
の
午
後
は
、
テ
ー
マ
別
分

科
会
及
び
地
域
別
分
科
会
が
行
わ
れ
た
。

〔
各
閣
僚
が
そ
れ
ぞ
れ
関
心
の
あ
る
分
科
会

（
テ
ー
マ
別
・
地
域
別
各
一
つ
ず
つ
。
）
に
参
加

Ｕ
二
十
二
日
に
開
催
し
、
自
由
に
討
議
を
行
う
と
い
う
も
の
に
。
〕

（
宣
言
案
を
調
整
す
な
お
、
テ
ー
マ
別
分
科
会
は
、
宣
言
案
で

三
月
十
八
日
及
び
明
記
さ
れ
た
主
要
課
題
ご
と
に
（
七
分
科

）
会
）
、
ま
た
、
地
域
別
分
科
会
は
、
ア
プ
リ

）
全
体
会
合
に
お
い
力
、
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
、
ヨ
ー

堯
王
臨
席
の
下
、
閣
ロ
ッ
パ
及
び
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
地
域
ご

感
長
、
世
界
水
会
議
と
に
（
五
分
科
会
）
開
催
さ
れ
た
。

小
に
関
す
る
世
界
委
閣
僚
会
議
二
日
目
の
全
体
会
合
に
お
い
て

』
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
各
分
科
会
（
計
十
二
）
に
お
け
る
討
議

し
が
あ
っ
た
。
最
後
状
況
の
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
議
長
か
ら
、

ロ
の
議
長
か
ら
、
閣
準
備
会
合
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
案
に
対
し

》
れ
た
。

て
若
干
の
修
正
を
行
い
た
い
旨
の
説
明
が
了

陛
は
、
テ
ー
マ
別
分
承
さ
れ
た
上
で
、
閣
僚
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。

会
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
閣
僚
宣
言
に
お
い
て
は
、
直
面
す

－
心
の
あ
る
分
科
会
る
水
に
関
す
る
主
要
課
題
と
し
て
次
の
七
項

つ
ず
つ
。
）
に
参
加
目
が
示
さ
れ
て
い
る
。

①
基
本
的
ニ
ー
ズ
の
充
足
（
安
全

環
エ
イ
道

で
十
分
な
水
の
確
保
等
）

，
盤
生
、
派

ザ
地
衛
る
向
の

②
食
料
供
給
の
確
保
（
食
料
生
産

力
・
科
至
出
へ

塗
水
究
に
の
庁

・
下
研
在
へ
理

の
た
め
の
水
の
効
率
的
な
利
用

た
地
学
了
現
等
管

坤
銅
艇
藻
砺
蔬
騨

等
）

く
れ
保
学
課
庁
水
ア

｜
ま
質
大
士
境
、
シ
〕
③
生
態
系
の
保
全
（
生
態
系
の
健

元
確
融
長
檸
薙
壗
率
時
謎

全
性
の
確
保
）

田
癒
率
罎
識
篝
酩
汗
ン
を

④
水
資
源
の
共
有
（
河
川
流
域
菅

端
膀
辨
》
》

理
等
を
通
じ
た
用
途
間
協
力
の

四
、
お
わ
り
に

今
日
、
我
々
人
間
及
び
生
態
系
は
、
水
に

関
す
る
様
々
な
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
期
間
中
、
世
界
の
十
億
の

人
が
安
全
な
飲
み
水
を
得
ら
れ
な
い
状
況
に

あ
る
こ
と
が
度
々
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
例

え
ば
黄
河
で
は
年
に
七
ヶ
月
間
も
河
口
に
水

が
届
か
な
い
状
態
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る

し
、
一
方
、
最
近
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
例
を

待
つ
ま
で
も
な
く
各
地
で
洪
水
の
被
害
が
発

生
し
て
い
る
。
「
水
」
は
、
二
十
一
世
紀
の

人
類
が
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
の
一
つ

で
あ
る
。
我
が
国
と
し
て
も
、
国
内
の
水
に

関
わ
る
諸
問
題
へ
の
対
処
は
も
と
よ
り
、
国

際
的
な
動
向
に
も
留
意
し
な
が
ら
、
世
界
の

水
問
題
解
決
の
た
め
の
貢
献
を
一
層
進
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

推
進
等
）

⑤
リ
ス
ク
の
管
理
（
洪
水
、
干
ば
つ
、
汚
染

等
か
ら
の
安
全
の
確
保
）

⑥
水
の
価
値
評
価
（
経
済
的
、
社
会
的
、
環

境
的
、
文
化
的
な
価
値
の
反
映
等
）

⑦
水
の
賢
明
な
統
治
（
公
衆
の
関
与
を
含
む

良
好
な
統
治
制
度
の
確
保
）

6９
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■
二
十
一
世
紀
労
働
力
不
足
を

補
う
の
は
外
国
人

過
去
一
一
五
～
三
○
年
間
に
先
進
国
の
出
生

率
と
死
亡
率
は
急
速
に
低
下
し
、
少
子
・
高

齢
化
社
会
に
突
入
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二

十
一
世
紀
に
か
け
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
が
大

集
団
と
し
て
高
齢
者
に
な
る
た
め
、
二
十
一

世
紀
に
低
下
す
る
労
働
力
で
高
齢
化
社
会
を

支
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
一
六
カ
国
の
将
来
予
測
さ
れ
る

労
働
力
の
供
給
傾
向
を
み
る
と
、
ア
ジ
ア
の

龍
と
呼
ば
れ
た
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
韓

国
は
、
一
九
七
○
年
か
ら
九
○
年
に
か
け
て

労
働
力
の
供
給
が
二
倍
に
な
っ
た
。
カ
ナ

ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
は
、
移
住
で
労
働
力
を
補
っ
て
き
た
。
｜

方
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
や
日

本
で
は
労
働
力
の
伸
び
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

二
十
一
世
紀
に
は
、
先
進
国
の
み
な
ら
ず

中
進
国
で
も
深
刻
な
少
子
・
高
齢
化
が
す
す

み
国
内
の
労
働
力
不
足
が
一
気
に
表
面
化

し
、
他
国
か
ら
の
労
働
力
移
動
に
た
よ
ら
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。

’
九
七
五
年
と
九
五
年
の
五
十
五
歳
～
六

十
四
歳
の
男
性
の
労
働
参
加
率
を
み
る
と
、

日
本
は
、
七
○
年
が
九
○
％
で
九
五
年
は
八

五
％
で
参
加
率
が
高
い
が
、
オ
ラ
ン
ダ
は
、

七
○
年
に
八
一
％
で
あ
っ
た
が
九
五
年
に
は

半
減
し
四
二
％
と
な
る
。
欧
米
諸
国
で
は
、

九
五
年
に
は
ほ
ぼ
六
○
％
台
と
な
り
深
刻
な

労
働
力
不
足
に
直
面
し
て
い
る
。
二
十
一
世
紀

に
こ
の
労
識
働
力
不
足
を
補
う
の
は
、
外
国
人
労

働
者
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
る
。

日
本
を
は
じ
め
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
イ
タ
リ

ア
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
先
進
国
で
は
、
二
○

二
五
年
を
境
に
労
働
力
人
口
不
足
が
顕
著
に

な
る
こ
と
が
確
実
に
起
き
る
。
そ
こ
で
、

…
Ｉ

、
二
十
二
日
の
両
日
特
別
講
演
会

学
教
授
で
人
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム
長
の

る
も
の
ｌ
労
働
供
給
と
国
際
移

旨
は
、
次
の
通
り
。

１
１
１
１

サ
ー
ビ
ス
業
や
建
設
業
な
ど
国
内
で
必
要
と
刀

さ
れ
る
業
種
は
外
国
人
労
働
者
の
奪
い
合
い

も
発
生
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
二
十
一

世
紀
は
、
少
子
・
高
齢
化
が
労
働
力
人
口
の

不
足
も
た
ら
す
世
紀
と
な
る
と
さ
れ
る
。

〈
｜
｜
｜
月
一
一
十
二
日
〉

■
宗
教
に
み
る
女
性
の

環
境
対
応
の
相
違

三
月
一
一
十
一
一
日
の
特
別
講
演
会
は
、
第
一

部
が
同
研
究
所
小
島
宏
国
際
関
係
部
長
が

「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
持
続
可
能
な
都
市

化
、
女
性
の
地
位
、
宗
教
」
に
関
す
る
研
究

に
つ
い
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
と
ダ
バ

オ
及
び
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
と
ハ
ジ
ャ
イ
の
各

２
都
市
で
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
報
告
し

た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
人

口
の
九
○
％
以
上
を
占
め
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒

は
少
数
派
で
あ
る
。
タ
イ
で
も
九
○
％
以
上

が
仏
教
徒
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
少
数
派

で
あ
る
。
今
回
の
調
査
は
、
両
国
の
少
数
派
で

あ
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
女
性
の
移
動
、
環
境
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
環
境
に
関
す
る
女
性



人ロ研特別講演会開かれる

の
意
識
。
行
動
に
対
す
る
宗
教
の
影
響
と
し

て
、
ま
ず
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
女
性
は
環
境
に

関
す
る
女
性
の
役
割
を
能
動
的
に
と
ら
え
る

が
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
受
動
的
に
と
ら
え
る

傾
向
が
あ
る
。
第
二
に
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の

教
義
は
環
境
に
つ
い
て
は
間
接
的
に
と
ら
え

る
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
教
義
は
清
潔
さ
を

強
調
す
る
。
第
三
に
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
環

境
に
対
し
女
性
の
役
割
を
論
じ
て
い
な
い

が
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
清
潔
さ
の
維
持
に
女

性
の
役
割
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
農
村
か

ら
都
市
へ
の
移
動
に
対
す
る
宗
教
の
影
響
で

は
、
第
一
に
、
教
会
・
モ
ス
ク
へ
の
近
接
性

が
移
動
者
と
非
移
動
者
が
居
住
地
を
決
定
す

る
重
要
な
要
因
で
あ
る
。
第
二
は
、
イ
ス
ラ

ム
教
徒
が
都
市
環
境
に
適
応
す
る
際
に
宗
教

指
導
者
の
協
力
を
求
め
る
傾
向
が
あ
る
。

タ
イ
に
お
い
て
も
、
仏
教
徒
と
イ
ス
ラ
ム

教
徒
に
お
け
る
環
境
及
び
都
市
へ
の
移
動
で

同
様
な
傾
向
が
見
い
だ
さ
れ
た
。

■
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
女
性
は

環
境
問
題
に
高
い
関
心

第
二
部
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
環
境
に
関
す
る

女
性
の
意
識
・
行
動
に
対
す
る
宗
教
の
影
響

の
事
例
と
し
て
、
ハ
ノ
イ
に
つ
い
て
は
ア
イ

ン
．
Ｎ
・
ダ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
国
立
社
会
科
学

研
究
所
人
口
部
部
長
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
に
つ
い

て
は
ト
ラ
ン
．
Ｔ
・
ホ
ア
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

医
科
薬
科
大
学
講
師
が
そ
れ
ぞ
れ
予
備
調
査

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
総
人
口
は
、
一
九
九
八
年
現

在
七
千
八
百
万
人
で
二
○
二
五
年
に
は
一
億

九
百
五
十
万
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
人
口
都
市
化
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
は
ア
セ

ァ
ン
諸
国
の
中
で
は
最
も
低
く
、
一
九
五
○

年
は
ア
セ
ア
ン
全
体
が
一
四
・
八
％
で
あ
っ

た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
は
同
年
一
一
・
六
％
、
二

○
○
○
年
に
ア
セ
ア
ン
全
体
で
三
六
、
九
％

と
な
る
が
ベ
ト
ナ
ム
は
一
九
・
七
％
で
あ

る
。
す
で
に
、
同
年
の
都
市
化
率
は
ア
レ
ー

シ
ァ
が
五
七
・
三
％
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
五
八
・

六
％
に
達
し
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
の
都
市
化

の
緩
慢
さ
が
う
か
が
え
る
。

ベ
ト
ナ
ム
の
都
市
化
が
緩
慢
な
の
は
、
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
時
に
都
市
の
人
々
が
戦
禍
を
の

が
れ
る
た
め
農
村
に
移
住
し
た
こ
と
が
大
き

な
要
因
で
あ
る
。

調
査
の
対
象
で
あ
る
宗
教
人
口
で
み
る

と
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
八
百
万
人
で
全
人
口

の
約
十
％
を
占
め
、
仏
教
徒
は
三
千
七
百
万

人
を
数
え
全
体
の
四
七
％
を
占
め
る
。
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
は
四
十
万
人
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒

は
わ
ず
か
五
万
人
に
す
ぎ
な
い
。

今
回
の
調
査
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
非

キ
リ
ス
ト
教
徒
で
分
類
す
る
と
、
調
査
対
象

地
区
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
移
動
者
は

四
七
％
で
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
五
三
％
、
平

均
年
齢
で
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
三
二
・
六
歳

非
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
三
六
・
七
歳
と
非
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
ほ
う
が
年
齢
が
高
い
こ
と
が
わ

か
る
。
結
婚
年
齢
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が

二
四
・
五
歳
で
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
よ
り
約
一

歳
高
い
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
居
住
地
は
、
ハ

ノ
イ
及
び
ホ
ー
チ
ミ
ン
と
そ
れ
ぞ
れ
郊
外
に

集
中
し
て
居
住
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
女
性

の
環
境
へ
の
取
り
組
み
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
方
が
教
義
に
従
い
熱
心
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
特
に
、
女
性
が
地
域
を
清
掃
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
人
が
多

く
見
ら
れ
た
。

Zr
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第
一
部
で
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
が
基
調
護
頂

一
回
目
不
ロ
モ
ン
Ｃ
ア
ジ
■
エ
ン
ダ
回
セ
ミ
ナ
ー
闘
權

二
月
二
十
八
日
、
東
京
・
半
蔵
門
の

グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で
、
外
務
省

主
催
の
「
第
二
回
日
米
コ
モ
ン
・
ア

ジ
ェ
ン
ダ
・
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ

た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
日
米
政
府
代
表
や

非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
代
表
者
が
集

ま
り
、
人
口
・
健
康
、
緊
急
災
害
援
助

に
関
す
る
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
白
熱
し
た
討
議
が
行
わ
れ
た
。

冒
頭
挨
拶
で
山
本
－
太
・
外
務
政
務

次
官
は
「
人
口
・
健
康
関
連
分
野
で
は

目
覚
ま
し
い
状
況
の
改
善
が
見
ら
れ
た

一
方
、
緊
急
援
助
分
野
は
今
後
更
に
力

を
注
ぐ
必
要
が
あ
る
」
「
今
後
は
政
府

間
だ
け
で
は
な
く
、
現
場
に
精
通
し
て

い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
政
府
の
提
携
・
協
力
が

重
要
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
Ｆ
・
ロ
イ
米
国
政
務
次
官
は

「
疾
病
、
災
害
な
ど
の
『
災
難
』
は
、

経
験
や
資
源
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
そ

の
損
害
を
最
小
限
に
く
い
と
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
日
米
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
一
体
と
な

り
、
コ
モ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
通
じ
て
意
見

交
換
を
行
い
、
共
に
学
び
な
が
ら
現
状
の
改

善
を
進
め
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
等
の
感
染
症
に
焦
点
を
あ
て
た

「
第
一
部
人
口
・
健
康
」
で
は
、
ア
グ
ネ
ス
・

チ
ャ
ン
・
㈱
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
大
使
が
基

調
講
演
を
行
い
、
自
ら
の
ア
フ
リ
カ
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
に
も
触
れ
な
が
ら
、
コ
モ

ン
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
子
供
の
視
点
か
ら
取
り

上
げ
た
。

日
米
政
府
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
代
表
ら
を
パ

ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
た
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
ら
の
活
動
経

験
を
ふ
ま
え
て
、
現
状
の
報
告
と
今
後
の
協

力
体
制
の
改
善
に
む
け
て
意
見
・
提
言
を

行
っ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
に
対
す
る
質
問
の
な

か
に
は
、
「
保
健
問
題
に
は
『
貧
困
』
と
い

う
経
済
開
発
の
格
差
が
根
底
に
横
た
わ
っ
て

西



書評＆セミナー

重誕人ﾛ大国･中国への提言の書として好適Ｉ書評
『大国の難~2111紀中国は人口問題を克服できるか」

著
者
の
田
雪
原
は
一
九
三
八
年
生
ま
れ
の

六
一
歳
、
九
八
年
末
ま
で
は
中
国
社
会
科
学

ｊ辮岬洲洲剛川蹴蜥則蜥脹眈輔川柳醐埖帆卵
敬
価
人
口
学
会
常
務
副
会
長
な
ど
の
要
職
に
あ

馴侘る。
訳
刊
本
書
は
中
国
人
口
研
究
の
第
一
人
者
に
よ

美
明
る
二
十
一
世
紀
中
国
論
で
あ
る
。
序
文
の
な

椒
咋
か
で
筆
者
は
、
中
国
が
抱
え
る
最
大
の
困
難

崎
汕
は
人
口
が
多
い
こ
と
で
あ
り
、
中
国
の
将
来

著
拙
に
つ
い
て
知
り
た
け
れ
ば
、
「
人
口
に
問
う

訓
繩
し
か
な
い
」
と
述
べ
、
人
口
大
国
ゆ
え
の
困

田
難
を
出
発
点
と
し
て
、
一
一
十
一
世
紀
中
国
の

発
展
を
展
望
す
る
と
い
う
執
筆
の
意
図
を
示

し
て
い
る
。

人
口
が
多
い
こ
と
か
ら
く
る
問
題
は
、
食

糧
、
教
育
、
雇
用
、
高
齢
化
、
都
市
化
、
地

域
格
差
、
資
源
、
環
境
な
ど
多
方
面
に
及

お
り
、
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
を
今
後
Ｎ
Ｇ
Ｏ

は
ど
の
よ
う
に
と
っ
て
い
く
べ
き
か
一
な

ど
、
保
健
・
開
発
問
題
の
複
雑
さ
と
現
場
に

携
わ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
苦
悩
を
表
す
も
の
も
あ
っ

１
１

ぶ
。
著
者
は
こ
れ
ら
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
分
析

し
、
独
自
の
政
策
提
案
を
行
っ
て
お
り
、
中

国
が
人
口
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
よ
う

と
し
て
い
る
か
を
知
る
上
で
非
常
に
参
考
に

な
る
。

た
と
え
ば
、
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
の

「
誰
が
中
国
を
養
う
の
か
」
に
対
す
る
筆
者

の
答
え
は
「
中
国
人
は
中
国
人
自
ら
が
養

う
」
で
あ
る
。
孫
子
の
兵
法
を
引
い
て
食
糧

の
重
要
性
を
強
調
し
、
自
給
と
輸
出
入
を
組

み
合
わ
せ
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

巨
大
な
雇
用
圧
力
に
対
し
て
は
、
ま
ず
労

働
集
約
型
産
業
の
発
展
を
重
点
的
に
す
す

め
、
そ
の
後
資
本
・
技
術
集
約
型
産
業
の
発

展
を
は
か
る
と
い
う
処
方
菱
を
示
し
、
経
済

が
十
分
に
発
展
す
る
前
に
訪
れ
る
高
齢
化
に

対
し
て
は
、
社
会
に
よ
る
扶
養
、
家
族
に
よ

る
扶
養
、
再
就
職
に
よ
る
自
己
扶
養
を
組
み

た
。午
後
は
「
第
二
部
緊
急
災
害
援
助
」
に
つ

い
て
、
ジ
ム
・
ム
ー
デ
ィ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ア

ク
シ
ョ
ン
会
長
の
基
調
講
演
、
日
米
政
府
機

合
わ
せ
た
扶
養
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
て
い

る
。こ
の
他
、
教
育
へ
の
投
資
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
高
め
る
改
革
、
資
源
の
合
理
的
配
置
、
｝

市
場
志
向
の
環
境
保
護
改
革
、
人
口
政
策
に
蚫

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
の
強
化
、
市

場
経
済
に
見
合
っ
た
人
口
抑
制
メ
カ
ー
ー
ズ
ム

の
確
立
な
ど
積
極
的
な
提
言
が
目
立
つ
。

全
体
と
し
て
筆
者
は
二
十
一
世
紀
に
お
け

る
人
口
問
題
の
解
決
に
楽
観
的
な
見
方
を
示

し
て
い
る
が
、
新
た
な
問
題
発
生
の
可
能
性

に
つ
い
て
も
随
所
で
言
及
し
て
い
る
。
中
国

が
二
十
一
世
紀
に
人
口
問
題
を
克
服
で
き
る

か
否
か
は
、
筆
者
の
提
案
す
る
改
革
の
実
現

あ
る
い
は
実
効
性
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
え

そ
う
だ
。

〈
筒
井
紀
美
〉

関
及
び
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
の
ほ
か
、
駐
日
ト
ル
コ

共
和
国
特
命
全
権
大
使
を
招
い
て
パ
ネ
ル
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
セ
ミ
ナ
ー

は
閉
会
し
た
。

”



【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
３
日
Ⅱ
松
浦
一
樹
】

二
十
一
世
紀
が
「
ア
ジ
ア
の
世
紀
」
に

な
る
と
し
て
も
、
日
本
が
そ
の
先
頭
に

立
つ
こ
と
は
難
し
い
’
三
日
発
売

の
米
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
誌
最
新
号

（
ア
ジ
ア
版
、
１
月
ｎ
日
号
）
は
こ
の

よ
う
に
指
摘
す
る
論
説
記
事
を
掲
載

し
、
そ
の
理
由
は
、
中
国
が
台
頭
す
る

た
め
で
は
な
く
、
日
本
自
身
が
「
変
化

を
拒
む
」
体
質
を
持
つ
た
め
で
あ
る
と

解
説
し
た
。 囮 に
功
う
す
ふ
ぉ
１
ｓ
わ

２１世紀日本は

アジアの先頭に

立てない弓繍一

変化を拒む体質が原因

同
誌
は
、
日
本
の
先
行
き
が
不
透
明

で
あ
る
と
分
析
。
そ
の
指
標
と
し
て
、

九
○
年
代
の
経
済
成
長
率
（
平
均
１
．

５
％
）
を
米
国
（
同
３
％
）
と
比
較
、

ま
た
、
日
本
の
低
い
出
生
率
（
平
均
一

・
五
人
）
を
挙
げ
、
日
本
が
経
済
の
低

迷
と
出
生
率
の
低
下
と
い
う
二
つ
の
深

刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
論
じ
た
。

と
く
に
経
済
に
つ
い
て
は
、
日
本
が

「
雇
用
の
保
障
」
と
い
う
社
会
習
慣
を

守
る
た
め
、
政
府
の
規
制
や
商
慣
行
を

囮
生
霊
蕊
州
震

い
び
つ
な
「
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」

二
○
○
○
年
代
、
わ
が
国
は
超
高
齢

通
じ
て
国
内
産
業
を
保
護
し
、
競
争
を

奨
励
し
て
こ
な
か
っ
た
結
果
、
内
需
拡

大
と
雇
用
創
出
に
失
敗
し
た
と
批
評
。

最
近
の
大
規
模
リ
ス
ト
ラ
計
画
の
例
を

挙
げ
、
過
去
の
清
算
に
苦
し
む
日
本
の

状
況
を
説
明
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
が
あ
る
程
度
の
回
復
を

遂
げ
る
と
し
て
も
、
人
□
の
急
激
な
減

少
と
高
齢
化
を
も
た
ら
し
日
本
の
活
力
を

そ
ぐ
可
能
性
の
あ
る
出
生
率
の
低
下
は
、

回
復
す
る
兆
し
は
な
い
と
し
て
い
る
。

同
誌
は
、
激
烈
な
競
争
を
乗
り
切
る

か
失
敗
す
る
か
の
こ
者
択
一
を
人
や
企

業
に
迫
っ
て
「
変
化
に
適
応
し
て
い

く
」
米
国
の
や
り
方
と
、
規
制
や
慣
行

を
重
視
し
「
変
化
を
管
理
し
よ
う
と
す

る
」
日
本
の
や
り
方
と
を
比
較
し
、
双

方
に
長
短
が
あ
る
と
し
て
も
、
結
局

は
、
米
国
の
方
が
ま
さ
る
よ
う
だ
と
結

論
づ
け
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
二
○
○
○
・
｜
・
四
）

・
少
子
社
会
が
本
格
化
す
る
と
と
も

に
、
人
口
が
減
少
に
転
じ
る
と
い
う
、

●
ア
ジ
ア
の
先
頭
に
立
て
な
い
…
掴

・
生
き
が
い
の
超
高
齢
社
会
に
…
刺

。
中
国
の
所
得
格
差
深
刻
に
…
…
布

・
生
き
が
い
の
持
て
る
役
割
を
…
両

・
水
が
世
界
を
脅
か
す
…
…
…
…
ね

・
移
民
年
印
万
人
受
入
れ
必
要
…
ね

・
外
国
人
就
労
期
間
も
延
長
…
…
帥

・
途
上
国
で
も
少
子
高
齢
化
…
…
別

ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
和
気
事
務
次
長
…
別

・
地
球
延
命
は
人
ロ
加
億
人
に
…
別

・
凶
世
紀
の
脅
威
、
人
口
増
加
…
配

。
、
歳
、
過
去
国
内
最
高
齢
者
…
皿

・
低
所
得
・
高
成
長
の
発
展
…
…
開

。
「
欧
州
は
移
民
受
け
入
れ
よ
」
…
開

●
環
境
破
壊
は
人
口
が
課
題
…
…
別

・
余
裕
生
み
出
す
少
子
社
会
に
…
開

・
食
料
自
給
率
「
印
％
議
論
」
…
…
船

・
日
本
型
人
ロ
転
換
を
生
か
す
…
師

●
猛
威
ふ
る
う
エ
イ
ズ
…
…
…
…
肥

・
飽
食
と
併
存
、
現
代
の
飢
餓
…
明

・
児
童
手
当
よ
り
先
に
な
す
事
…
卯

杖じ

河



にゅ－ずふぉ－らむ

い
ま
だ
か
っ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

時
代
に
突
入
す
る
。

図
は
、
一
九
九
五
年
と
二
○
五
○
年

の
日
本
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
重
ね
合

わ
せ
た
も
の
だ
。
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
が
一
九
九
七
年
に
推
計

し
た
「
将
来
人
目
を
も
と
に
作
成
し

た
が
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
推
移
は
、
わ
が

国
の
人
口
構
成
が
い
か
に
い
び
つ
に

な
っ
て
い
く
か
を
端
的
に
示
し
て
い

る
。九
五
年
時
点
で
み
る
と
、
五
十
歳
直

前
で
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
る
の
が
第
一

次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
。
さ
ら
に
、
二

十
歳
代
前
半
で
も
う
一
つ
の
団
塊
を
形

成
し
て
い
る
の
が
、
そ
の
子
供
た
ち
に

鑿
醗
酵
に

Ｄ４０御１

現
行
制
度
で
は
支
え
切
れ
な
い

そ
う
し
た
中
で
、
年
金
、
医
療
、
介

護
と
い
っ
た
高
齢
者
を
取
り
巻
く
各
種

社
会
保
障
制
度
は
、
大
き
な
曲
が
り
角

に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
”
先
細
り
〃
の

現
役
世
代
で
、
”
多
数
派
〃
の
高
齢
者

を
支
え
き
れ
な
く
な
る
の
は
明
白
だ
か

あ
た
る
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代

だ
。だ
が
、
そ
の
後
の
世
代
は
急
激
に
減

少
し
て
お
り
、
人
口
構
造
は
、
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
型
と
は
程
遠
い
不
安
定
な
”
花

瓶
型
“
に
移
行
し
て
い
く
。

二
○
二
五
年
こ
ろ
に
は
、
六
十
五
歳

以
上
の
人
口
の
構
成
比
で
あ
る
高
齢
化

率
が
町
。
４
％
と
、
四
人
に
一
人
は
高

齢
者
と
い
う
社
会
が
現
出
す
る
。
二
○

五
○
年
に
は
さ
ら
に
進
ん
で
犯
・
３
％

で
、
三
人
に
一
人
が
高
齢
者
と
い
う
社

会
だ
。

さ
ら
に
推
計
は
、
少
子
化
に
伴
っ
て

日
本
の
人
口
は
二
○
○
七
年
の
約
一
億

二
千
七
百
七
十
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少

に
転
じ
る
と
予
測
し
て
い
る
。
だ
が
、

少
子
化
は
、
推
計
時
の
予
想
を
は
る
か

に
上
回
る
速
度
で
進
行
し
て
お
り
、
人

口
が
減
少
に
転
じ
る
の
も
早
ま
り
そ
う

だ
。

ら
だ
。

し
か
も
、
現
在
の
わ
が
国
の
社
会
保

障
制
度
は
福
祉
先
進
国
に
比
べ
て
高
齢

者
に
偏
っ
て
い
る
。
社
会
保
障
給
付
費

の
“
％
が
高
齢
者
関
係
に
充
て
ら
れ
て

お
り
、
全
国
民
平
均
の
年
間
受
給
額
が

五
十
四
万
円
な
の
に
対
し
、
高
齢
者
一

人
当
た
り
の
受
給
額
は
二
百
三
十
万
円

に
の
ぼ
る
。

給
付
が
高
齢
者
中
心
に
な
る
の
は
あ

る
意
味
で
当
然
だ
が
、
教
育
費
や
住
宅

費
な
ど
金
の
か
か
る
子
育
て
世
代
へ
の

再
配
分
所
得
の
低
さ
を
考
え
る
と
、
世

代
間
の
不
公
平
も
無
視
で
き
な
い
。

将
来
に
わ
た
る
高
負
担
へ
の
嫌
気
や

制
度
へ
の
不
信
か
ら
、
若
年
世
代
に

－
１
年
金
離
れ
」
も
起
き
て
い
る
。
医
療

保
険
制
度
も
、
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

拠
出
金
負
担
で
保
険
財
政
は
悪
化
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
超
高
齢
・
少
子

社
会
の
本
番
は
こ
れ
か
ら
だ
と
い
う
の

に
、
で
あ
る
。

制
度
を
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
高

齢
者
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
、
社
会
保

険
料
負
担
は
さ
ら
に
重
く
な
る
。
現
役

世
代
に
だ
け
負
担
を
求
め
る
制
度
で
は

早
晩
行
き
詰
ま
る
だ
ろ
う
。

高
齢
者
に
も
応
分
の
負
担
を
求
め
な
け

れ
ば
、
制
度
自
体
が
崩
壊
し
か
ね
な
い
。

特
集
・
少
子
化
と
日
本
経
済
…
…
卯
１

。
‐
中
国
に
増
産
援
助
胆
億
円
…
…
川

・
食
料
自
給
率
鋤
％
台
に
…
…
…
９

・
人
口
増
が
動
植
物
絶
滅
危
機
…
胆

・
新
日
本
人
に
ど
う
備
え
る
か
…
蛇

・
若
者
が
多
け
れ
ば
不
安
定
…
…
肥

・
都
の
人
ロ
、
過
去
最
高
に
…
…
“

●
地
球
は
す
で
に
急
速
温
暖
化
…
“

Ｑ
中
国
、
加
歳
以
上
４
億
人
に
…
妬

・
外
国
人
受
入
れ
緩
和
検
討
…
…
妬

・
地
球
の
氷
、
急
速
に
解
け
る
…
妬

・
小
麦
生
産
一
・
四
倍
に
…
…
…
咄

●
温
暖
化
で
土
壌
水
分
減
少
…
…
妬

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
年
後
６
割
増
…
師

・
別
世
紀
温
暖
化
さ
ら
に
加
速
…
師

・
釘
世
紀
は
水
紛
争
の
時
代
…
…
卵

・
定
年
而
歳
か
移
民
年
一
千
万
…
肥

・
日
本
の
人
ロ
伸
び
戦
後
最
低
…
”

市



広
く
薄
く
負
担
を
求
め
る
に
は

も
ち
ろ
ん
、
生
活
手
段
の
な
い
お
年

寄
り
や
低
所
得
層
に
ま
で
負
担
を
求
め

る
の
は
酷
だ
。
働
く
意
欲
の
あ
る
人
に

は
働
く
場
を
確
保
し
て
、
”
支
え
る

側
〃
に
回
っ
て
も
ら
う
の
だ
。
適
度
な

労
働
と
社
会
参
加
は
、
老
後
の
生
き
が

い
に
も
つ
な
が
り
、
人
口
減
の
社
会
を

沽
性
化
さ
せ
る
。

さ
ら
に
、
財
源
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
消
費
税
を
福
祉
目
的
税
化
し
、
広

く
、
薄
く
負
担
を
求
め
て
い
か
ざ
る
を

え
な
い
。
そ
の
際
、
食
料
品
な
ど
の
生

沽
必
需
品
に
つ
い
て
は
、
税
率
を
軽
減

給
付
や
無
駄
な
給
付
が
横
行
し
て
財
政

の
関
係
が
あ
い
ま
い
に
な
り
、
安
易
な

り
る
な
ど
の
対
策
も
必
要
だ
ろ
う
。

社
会
保
障
を
全
額
、
税
に
よ
っ
て
賄

や
つ
と
い
う
主
張
が
あ
る
。
し
か
し
、

価
に
依
存
す
れ
ば
、
「
負
担
と
給
付
」

と
悪
化
さ
せ
る
と
同
時
に
、
モ
ラ
ル
ハ

リ
ー
ド
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
も
あ
る
。

公
平
で
効
率
的
な
給
付
の
た
め
に

蝿
相
互
扶
助
の
社
会
保
険
方
式
を
残

９
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

ま
た
、
全
額
税
方
式
で
は
、
将
来
、

煙
め
て
高
い
税
率
を
課
す
こ
と
に
な

り
、
社
会
の
活
力
を
奪
う
こ
と
に
も
な

り
か
ね
な
い
。

改
革
の
先
送
り
は
許
さ
れ
な
い

そ
れ
を
、
選
挙
に
不
利
に
働
く
の
で

は
な
い
か
と
い
う
思
惑
か
ら
、
与
党
三

党
は
、
高
齢
者
か
ら
の
保
険
料
徴
収
を

半
年
間
猶
予
し
た
上
に
、
さ
ら
に
一
年

間
、
半
額
徴
収
に
と
ど
め
る
特
別
対
策

を
打
ち
出
し
、
制
度
の
理
念
を
骨
抜
き

に
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
穴
埋
め
財
源

は
、
将
来
へ
の
ツ
ケ
回
し
で
あ
る
赤
字

国
債
だ
。

毎
年
一
兆
円
規
模
で
増
え
続
け
る
医

療
費
問
題
に
つ
い
て
も
、
そ
の
必
要
性

が
叫
ば
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

抜
本
改
革
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
診
療
報

酬
の
引
き
上
げ
だ
け
が
行
わ
れ
た
。

目
先
の
選
挙
対
策
で
し
か
物
事
を
考

え
ら
れ
な
い
政
治
で
は
、
社
会
保
障
制

高
齢
者
に
も
保
険
料
負
担
を
求
め
、

利
用
者
に
は
一
割
自
己
負
担
を
求
め
る

と
い
う
介
護
保
険
制
度
は
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
保
障
の
一
つ
の
在
り
方
を
示
し

て
い
た
。

さ
ら
に
は
、
市
町
村
を
運
営
主
体
に

す
る
こ
と
で
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
内

容
と
保
険
料
と
の
間
に
”
緊
張
関
係
“

を
持
た
せ
、
住
民
と
と
も
に
適
切
な
保

険
制
度
を
模
索
し
て
い
く
と
い
う
新
た

な
試
み
の
場
で
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。

度
の
再
構
築
は
困
難
だ
。
そ
ん
な
政
治

の
現
状
が
、
さ
ら
に
「
将
来
不
安
」
を

か
き
た
て
る
。

こ
れ
以
上
、
問
題
の
先
送
り
を
繰
り

返
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

超
高
齢
・
少
子
社
会
の
乗
り
切
る
総

【
北
京
６
日
Ⅱ
石
井
利
尚
】
中
国
の
都

市
と
農
村
の
経
済
格
差
が
拡
大
し
て
い

る
。
中
国
国
家
統
計
局
に
よ
る
と
、
九

九
年
の
住
民
一
人
当
た
り
平
均
年
収

は
、
都
市
部
が
五
千
八
百
五
十
九
元

（
一
元
は
十
二
・
四
円
）
で
前
年
比
９
．

３
％
増
だ
っ
た
の
に
対
し
、
全
人
口
の

七
割
を
占
め
る
農
村
部
が
二
千
二
百
五

元
と
４
％
増
に
と
ど
ま
り
、
格
差
は
二

・
六
六
倍
に
広
が
っ
た
。

朱
鎗
基
首
相
は
、
内
需
指
導
に
よ
る

持
続
的
な
経
済
成
長
を
目
指
す
方
針
を

示
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
都
市
と
農

村
の
格
差
拡
大
は
、
農
村
部
の
消
費
減

團園

中国の所得

格差深刻

都市部が

農村の2.6倍に

合
的
な
社
会
保
障
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、

必
要
な
負
担
増
に
つ
い
て
は
、
国
民
を

説
得
す
る
気
概
を
持
つ
こ
と
が
今
、
政

治
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
二
○
○
○
・
｜
・
六
）

少
を
招
く
だ
け
で
な
く
、
国
有
企
業
改

革
に
伴
う
失
業
者
の
増
大
と
と
も
に
、

中
国
社
会
の
大
き
な
不
安
定
要
因
と
な

り
そ
う
だ
。

国
家
発
展
計
画
委
員
会
の
曽
培
炎
主

任
は
四
日
の
記
者
会
見
で
、
「
農
民
の

収
入
増
大
は
、
中
国
経
済
発
展
の
た
め

に
解
決
す
べ
き
最
も
深
刻
な
課
題
だ
」

と
認
め
た
。
近
年
の
農
民
の
所
得
の
伸

び
悩
み
の
原
因
の
一
つ
は
、
農
産
物
の

市
場
価
格
の
低
迷
に
あ
る
。
五
日
の
英

字
紙
「
チ
ャ
イ
ナ
・
デ
イ
リ
ー
」
に
よ

る
と
、
九
九
年
秋
の
穀
物
価
格
は
、
大

豊
作
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
前
年
比
ｎ

％
下
落
し
た
。

ま
た
、
農
村
所
得
の
三
分
の
一
を
占

め
る
郷
鎮
（
農
村
）
企
業
の
競
争
力
低

下
も
大
き
い
。
農
業
省
に
よ
る
と
、
九

○
年
代
前
半
は
、
年
平
均
七
百
十
九
万

の
余
剰
労
働
力
を
吸
収
し
て
い
た
が
、

九
七
年
以
降
は
逆
に
、
従
業
員
が
計
一

千
万
人
以
上
も
減
少
し
て
い
る
。

巧



すふお－らむこゆ

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
仕
事

や
社
会
貢
献
に
参
加
で
き
る
社
会
に
し

た
い
。
と
こ
ろ
が
、
い
ま
の
日
本
は
、

そ
れ
に
は
、
ほ
ど
遠
い
と
こ
ろ
に
あ

る
。例
え
ば
、
開
歳
以
上
の
一
員
齢
者
の
自

殺
が
多
い
の
を
み
て
も
わ
か
る
。
長
ら

く
横
ば
い
だ
っ
た
が
、
１
９
９
７
年
か

ら
増
え
始
め
、
肥
年
は
前
年
よ
り
約
１

３
０
０
人
増
え
、
７
５
７
８
人
と
過
去

最
高
に
達
し
た
（
厚
生
省
一
人
口
動
態

統
計
二
。
、
万
人
あ
た
り
の
自
殺
死
亡

率
を
国
際
比
較
（
師
年
）
で
み
る
と
、

日
本
は
ほ
と
ん
ど
の
欧
米
主
要
国
よ
り

高
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
３
倍
、
ア
メ
リ
カ

の
２
倍
に
も
及
ぶ
。

そ
の
原
因
は
生
活
苦
だ
け
で
は
な
い

よ
う
だ
。

筋
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
の
平
均
貯

蓄
高
は
２
３
５
３
万
円
で
、
全
世
帯
平

さ
ら
に
、
都
市
部
企
業
の
リ
ス
ト
ラ

な
ど
に
よ
る
一
時
帰
休
（
レ
イ
オ
フ
）

労
働
者
の
増
加
で
、
出
稼
ぎ
の
機
会
と

園

生
き
が
い
の
持
て
る
役
割
を

自
立
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

均
の
１
．
４
倍
で
あ
る
。
公
的
年
金
の

水
準
も
国
際
的
に
見
劣
り
し
な
い
水
準

に
達
し
た
。
他
の
世
代
に
比
べ
、
高
齢

者
の
平
均
像
は
経
済
的
弱
者
と
は
い
え

な
い
。

自
殺
が
増
え
て
い
る
背
景
の
ひ
と
つ

は
介
護
地
獄
と
い
わ
れ
る
現
実
で
あ
る

》
つ
Ｃ寝
た
き
り
や
手
助
け
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
は
、
今
年
中
に
２
８
０
万
人
に

達
す
る
。
公
的
介
護
保
険
が
４
月
か
ら

よ
う
や
く
始
ま
る
が
、
全
体
の
》
悪
童
を
ま

か
な
え
る
の
は
せ
い
ぜ
い
４
割
程
度
だ
。

基
盤
の
整
備
度
も
、
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
民
間
企
業
の
参
入
度
も
市
町
村

に
よ
っ
て
相
当
な
差
が
出
そ
う
だ
。

坊
年
先
に
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
は
倍
増
す
る
。
寝
た
き
り
の
期

間
も
長
期
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。
介
護

保
険
は
深
刻
に
な
る
介
護
を
た
だ
ち
に
解

収
入
も
大
幅
に
減
っ
た
。

（
読
売
新
聞
二
○
○
○
・
｜
・
七
）

新千年紀の
長寿社会

元
気
な
高
齢
者
の
活
用
を

介
護
保
険
の
認
定
対
象
と
な
る
の

は
、
全
体
の
せ
い
ぜ
い
１
割
程
度
だ
。

元
気
な
高
齢
者
も
増
え
て
い
る
。

「
よ
り
長
く
生
き
た
い
」
と
い
う
の

は
人
々
の
夢
だ
っ
た
。
つ
い
半
世
紀
前

ま
で
「
人
生
印
年
」
と
い
わ
れ
た
平
均

寿
命
は
男
性
而
歳
、
女
性
は
別
歳
と
な

り
、
世
界
一
の
長
寿
国
と
な
っ
た
。

夢
が
ほ
ぼ
実
現
し
た
今
、
長
い
高
齢

決
し
て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
・

が
、
問
題
は
介
護
だ
け
で
は
な
い
。

=;i=覇高
齢
化
率

P匡需

期
を
ど
う
生
き
る
の
か
、
高
齢
者
を
社

会
に
ど
う
位
置
づ
け
る
の
か
と
い
う
新

た
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

そ
の
答
え
を
ど
の
国
も
ま
だ
見
つ
け

て
い
な
い
。
日
本
で
も
そ
の
実
験
、
挑

戦
が
い
ま
始
ま
っ
た
段
階
と
い
っ
て
い

い
。老
人
福
祉
法
３
条
２
項
に
は
「
老
人

は
、
そ
の
希
望
と
能
力
と
に
応
じ
、
適

当
な
仕
事
に
従
事
す
る
機
会
そ
の
他
社

会
的
活
動
に
参
加
す
る
機
会
を
与
え
ら

れ
る
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
。
だ
が
、

現
実
は
必
ず
し
も
そ
う
な
っ
て
い
な

い
○

ｌＩｌＩ

日
本
の
高
齢
者
の
就
労
意
欲

は
国
際
的
に
も
際
立
っ
て
高
い

が
、
釦
歳
を
過
ぎ
て
同
じ
企
業

で
働
き
続
け
ら
れ
る
人
は
２
割

足
ら
ず
だ
。

来
年
か
ら
公
的
年
金
の
支
給

年
齢
が
繰
り
延
べ
さ
れ
る
の
に

合
わ
せ
、
電
機
大
手
な
ど
一
部

で
、
妬
歳
ま
で
段
階
的
に
雇
用

延
長
を
認
め
る
企
業
も
出
始
め

た
が
、
企
業
で
も
、
社
会
貢
献

の
場
で
も
高
齢
者
が
参
加
で
き

る
場
が
、
日
本
の
社
会
で
は
十

分
に
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
が
生
き
が
い
を
失
わ
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せ
、
自
殺
の
遠
因
に
も
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

効
率
を
重
ん
じ
、
生
産
第
一
主
義
で

突
っ
走
っ
て
き
た
社
会
風
土
を
見
直
す

べ
き
だ
。
能
力
も
、
意
欲
も
、
豊
か
な

経
験
も
あ
る
高
齢
者
を
活
用
し
な
い
の

は
社
会
に
と
っ
て
は
大
き
な
損
失
と
考

え
る
視
点
が
、
こ
れ
か
ら
は
不
可
欠

だ
。昨
年
９
月
の
総
務
庁
推
計
に
よ
る

と
、
随
歳
以
上
の
高
齢
者
は
２
１
１
６

万
人
で
全
体
の
旧
・
７
％
を
占
め
る
。

今
年
中
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
追
い
越

し
、
世
界
で
最
高
の
高
齢
者
国
と
な
る

見
直
し
だ
。

２
０
０
５
年
に
は
５
人
に
１
人
、
旧

年
に
は
４
人
に
１
人
が
妬
歳
以
上
と
な

る
。仮
に
２
０
０
０
万
人
の
高
齢
者
が
短

時
間
で
も
仕
事
や
社
会
貢
献
を
す
れ

ば
、
年
間
数
兆
円
も
の
価
値
を
生
み
出

す
。
高
齢
者
を
社
会
福
祉
の
受
給
者
と

し
て
の
み
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

保
険
料
を
負
担
で
き
る
人
も
い
る
。
そ

う
な
れ
ば
社
会
保
障
財
政
も
好
転
す

る
。
高
齢
社
会
を
い
た
ず
ら
に
悲
観
的

に
み
る
こ
と
は
な
い
。

意
識
改
革
も
必
要

そ
う
な
る
た
め
に
は
、
社
会
の
仕
組

み
を
変
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
高
齢
者

自
身
の
意
識
改
革
も
必
要
だ
。

大
企
業
の
管
理
職
と
い
っ
た
以
前
の

肩
書
は
も
う
捨
て
去
る
べ
き
だ
。

変
革
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
自
立
」
と

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
二
つ
だ
ろ
う
。

そ
の
胎
動
も
見
え
始
め
た
。

例
え
ば
、
入
居
が
始
ま
っ
て
約
加
年

余
た
つ
東
京
や
大
阪
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

は
、
高
齢
化
が
進
み
、
退
職
者
が
続
々

出
始
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
家
に
帰
る

だ
け
の
「
定
時
制
」
だ
っ
た
の
が
「
全

日
制
」
住
民
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と

に
な
る
。

旧
万
人
が
住
む
日
本
最
大
の
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
学
者
や
官
庁
、
大
企

業
の
退
職
者
に
よ
る
「
多
摩
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
学
会
」
が
３
年
前
に
結
成
さ
れ
た
。

退
職
者
ら
の
力
も
結
集
し
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
り
、
時
に
は
自
治
体
や
国

に
も
働
き
か
け
、
住
み
良
い
町
づ
く
り

を
進
め
よ
う
と
い
う
狙
い
か
ら
だ
。

介
護
保
険
が
始
ま
る
の
を
き
っ
か
け

に
、
介
護
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民
間
非
営

利
組
織
）
も
い
く
つ
か
で
き
始
め
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
設
立
支
援
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
に
あ
た
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
業
サ
ポ
ー

二
十
世
紀
は
石
油
の
世
紀
だ
っ
た
。
大
国
は
石
油

の
利
権
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
二

十
一
世
紀
は
水
の
世
紀
に
な
る
、
と
い
わ
れ
る
。
人

口
増
と
と
も
に
水
不
足
が
深
刻
化
、
奪
い
合
い
が
激

し
さ
を
増
す
と
い
う
の
だ
。
水
に
は
代
替
品
が
な

い
ｂ
ヨ
ル
ダ
ン
の
故
フ
セ
イ
ン
国
王
が
「
将
来
の
中

東
の
戦
争
は
水
を
め
ぐ
っ
て
起
き
る
」
と
予
言
し
た

よ
う
に
、
水
を
め
ぐ
る
紛
争
が
頻
発
し
て
、
世
界
の

安
定
を
脅
か
す
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
芽
が
す
で
に
兆

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
大
河
に
は
ぐ
く
ま
れ
た

四
大
文
明
の
地
を
訪
ね
、
人
類
の
命
の
源
で
あ
る
水

の
現
在
を
見
た
。

ト
セ
ン
タ
ー
」
（
東
京
）
が
、
昨
年
末

か
ら
全
国
３
カ
所
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
の

た
め
の
研
修
会
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
３

０
０
人
が
参
加
、
そ
の
６
割
が
男
性

で
、
そ
の
大
半
は
退
職
し
た
、
も
し
く

は
退
職
す
る
予
定
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

だ
っ
た
と
い
う
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
参
加
者
は
こ
れ
ま
で
女
性

が
大
半
を
占
め
て
い
た
の
が
、
確
実
に

変
化
が
起
き
始
め
て
い
る
。

函

水
が
世
界
を
脅
か
す

枯
渇
・
汚
染
で
奪
い
合
い
懸
念

定
年
退
職
し
た
高
齢
者
た
ち
が
、
自

ら
が
住
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
参
加

意
識
を
持
ち
、
そ
れ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
さ
れ
、
大
き
な
力
を
持
ち
始
め
た

時
、
地
域
も
日
本
の
社
会
も
間
違
い
な

く
変
わ
る
。

世
界
に
先
駆
け
て
経
験
す
る
超
高
齢

社
会
の
展
望
も
開
け
る
だ
ろ
う
。

（
毎
日
新
聞
二
○
○
○
・
〒
十
一
）

主要な国と地域の水不足

（ZE蝋imi執鞭）
推定年間不足水量

インド104.0

中国３０ｐ
アメリカ１３．６

北アフリカ１ｑＯ

サウジアラビア6.0

世界の合計（最少値）163.6

（単位・’0億立方薊）
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すふお－らむこゆ

今
や
、
戦
争
よ
り
、
水
に
よ
っ
て
家

を
追
わ
れ
る
人
の
方
が
多
い
。
国
連
環

境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
、
本
部
ナ
イ
ロ

ビ
）
や
世
界
銀
行
な
ど
で
組
織
す
る

「
二
十
一
世
紀
の
水
に
関
す
る
世
界
委

員
会
」
は
昨
年
末
、
こ
ん
な
リ
ポ
ー
ト

を
発
表
し
た
。

河
川
流
域
の
水
危
機
に
よ
る
「
環
境

難
民
」
は
一
九
九
八
年
、
二
千
五
百
万

人
発
生
、
初
め
て
一
戦
争
難
民
」
を
超

え
た
。
水
に
よ
る
難
民
は
二
○
二
五
年

ま
で
に
一
億
人
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。

リ
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
世
界
の
主
要

河
川
の
半
分
以
上
で
枯
渇
や
汚
染
が
深

刻
化
、
農
業
や
工
業
用
水
、
飲
用
水
な

ど
を
川
に
頼
る
流
域
住
民
の
健
康
や
生

活
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
大
河
川
で
健

全
な
の
は
南
米
の
ア
マ
ゾ
ン
川
と
ア
フ

リ
カ
の
コ
ン
ゴ
川
ぐ
ら
い
。
流
量
が
大

き
く
開
発
が
進
ん
で
い
な
い
お
か
げ

だ
。世
界
の
水
需
要
は
今
世
紀
半
ば
と
比

べ
て
三
倍
に
な
っ
た
。
収
入
増
に
伴
っ

て
水
需
要
も
増
え
、
人
口
増
を
は
る
か

に
上
回
る
。
世
界
各
地
で
す
で
に
供
給

が
需
要
に
追
い
つ
か
な
い
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
一
十
一

世
紀
の
資
源
問
題
で
、
最
も
軽
視
さ
れ

て
い
る
の
が
水
だ
」
と
、
環
境
問
題
を

専
門
と
す
る
ワ
ー
ル
ド
ウ
オ
ッ
チ
研
究

所
の
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
所
長
は
断

言
す
る
。
水
不
足
が
社
会
不
安
を
生

み
、
地
域
の
安
定
を
脅
か
す
と
警
告
す

る
。同
所
長
が
懸
念
す
る
の
が
地
下
水
の

枯
渇
だ
。
今
世
紀
後
半
に
電
動
ポ
ン
プ

が
登
場
、
く
み
過
ぎ
で
雨
水
に
よ
る
補

給
が
追
い
つ
か
な
く
な
っ
た
。
地
下
水

位
の
低
下
は
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
中
東

か
ら
米
国
ま
で
広
が
る
。

水
収
支
の
マ
イ
ナ
ス
は
一
年
に
千
六

百
億
少
。
穀
物
一
少
を
生
産
す
る
た
め

に
水
は
千
少
必
要
と
さ
れ
る
。
だ
か

ら
、
穀
物
一
億
六
千
万
少
分
。
四
億
八

千
万
人
を
養
う
量
だ
。

穀
物
輸
入
は
、
形
を
変
え
た
水
の
輸

入
と
も
い
え
る
。
実
際
、
北
ア
フ
リ
カ

か
ら
中
東
に
か
け
て
ほ
ぼ
す
べ
て
の
国

で
水
不
足
が
進
行
、
穀
物
輸
入
が
急
増

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
国
が
一
昨
年
輸

入
し
た
穀
物
を
水
に
換
算
す
る
と
、
実

に
ナ
イ
ル
川
の
年
間
水
量
に
匹
敵
す

る
。地
域
の
水
不
足
は
、
国
際
的
な
穀
物

価
格
の
高
騰
に
は
ね
返
り
、
国
境
を
越

え
て
い
く
。

ブ
ラ
ウ
ン
所
長
は
、
「
水
の
生
産

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
Ⅲ
日
共
同
】
先
進
各

国
の
移
民
受
け
入
れ
問
題
に
初
め
て
焦

点
を
当
て
た
国
民
の
人
ロ
動
態
推
計
の

概
要
が
ｎ
日
ま
で
に
ま
と
ま
り
、
日
本

は
急
速
に
減
少
す
る
労
働
力
人
口
（
旧

～
倒
歳
）
を
維
持
す
る
た
め
、
今
後
別

年
間
に
わ
た
っ
て
毎
年
約
釦
万
人
以
上

の
移
民
受
け
入
れ
が
必
要
と
の
結
果
が

示
さ
れ
た
。

同
推
計
は
国
連
経
済
社
会
局
が
日

本
、
米
国
、
英
国
な
ど
８
カ
国
の
総
人

口
、
労
働
力
人
口
な
ど
２
０
５
０
年
ま

で
を
予
測
、
一
定
時
期
の
水
準
を
維
持

性
」
と
い
う
新
し
い
概
念
で
農
業
か
ら

工
業
、
生
活
ま
で
見
直
す
こ
と
を
提
案

す
る
。
効
率
的
な
か
ん
が
い
を
考
え
、

水
効
率
の
よ
い
作
物
の
生
産
を
目
指
す

べ
き
だ
と
い
う
。

（
ワ
シ
ン
ト
ン
Ⅱ
辻
篤
子
）

（
朝
日
新
聞
二
○
○
○
・
｜
・
＋
｜
）

皿
少子化日本…
移民60万人

受け入れ必要

国連が人口動態推計

す
る
た
め
受
け
入
れ
る
移
民
数
の
累
計

と
、
毎
年
ご
と
の
集
積
を
は
じ
き
出
し

た
。
最
終
結
果
は
３
月
末
に
発
表
さ
れ

る
。１
９
９
５
年
に
約
８
７
０
０
万
人

だ
っ
た
日
本
の
労
働
人
口
は
、
２
０
０

０
年
に
は
約
８
６
０
０
万
人
に
減
少
。

そ
の
後
、
急
激
な
減
少
に
見
舞
わ
れ
２

０
５
０
年
に
は
５
７
０
０
万
人
ま
で
低

下
す
る
こ
と
が
判
明
。
肥
年
の
水
準
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
２
０
５
０
年
ま

で
に
計
３
３
０
０
万
人
の
移
民
が
必
要

で
、
平
均
す
る
と
毎
年
約
釦
万
人
の
受

け
入
れ
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

総
人
口
に
つ
い
て
は
２
０
０
５
年
に

約
１
億
２
７
０
０
万
人
と
ピ
ー
ク
と

な
っ
た
後
に
減
少
に
転
じ
、
２
０
５
０

年
に
約
’
億
５
０
０
万
人
と
な
る
。

ピ
ー
ク
時
の
水
準
維
持
に
は
同
様
に
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
計
約
１
７
０
０
万

人
、
毎
年
約
蛆
万
人
の
移
民
が
必
要
。

さ
ら
に
妬
年
に
は
胆
～
倒
歳
の
４
．

８
人
が
開
歳
以
上
の
高
齢
者
１
人
を
支

え
て
い
た
が
、
２
０
５
０
年
に
は
１
．

７
人
ま
で
低
下
。
４
．
８
人
の
水
準
維

持
に
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
約
５
億
５

３
０
０
万
人
、
毎
年
約
１
０
１
０
万
人

の
移
民
が
必
要
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
毎
日
新
聞
一
一
○
○
○
・
｜
・
十
一
一
一
）
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人
手
不
足
に
悩
む
農
業
や
、
ホ
テ
ル

な
ど
で
、
外
国
人
が
「
技
能
実
習
」
と

し
て
働
け
る
道
が
開
け
そ
う
だ
。
法
務

省
が
八
年
ぶ
り
に
見
直
し
て
い
る
外
国

人
労
働
者
受
け
入
れ
政
策
の
指
針
「
出

入
国
管
理
基
本
計
画
」
案
で
、
受
け
入

れ
る
職
種
を
大
幅
に
増
や
し
た
う
え
、

就
労
期
間
も
延
ば
す
こ
と
を
打
ち
出
し

た
。
初
め
て
介
護
労
働
に
も
触
れ
て
、

「
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
枠
組
み
を
検

討
す
る
」
と
し
て
い
る
。
本
格
的
な
高

齢
化
社
会
の
到
来
を
見
す
え
、
要
望
が

強
い
分
野
に
積
極
的
に
外
国
人
を
受
け

入
れ
て
、
優
れ
た
人
材
を
確
保
す
る
方

向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

介
護
分
野
は
「
検
討
」

こ
の
基
本
計
画
案
は
、
今
後
五
年
間

の
社
会
の
変
化
を
想
定
し
、
中
長
期
の

入
管
行
政
の
基
本
と
な
る
。
法
務
省
は

関
係
省
庁
に
こ
の
案
を
示
し
て
細
部
を

詰
め
て
お
り
、
調
整
の
う
え
二
月
を
め

ど
に
公
表
す
る
。

図
臥
鮒
附
鍬
就
労
期
間
も
延
長

外
国
人
、
農
業
・
ホ
テ
ル
業
な
ど

一
‐
技
能
実
習
」
は
、
外
国
人
が
一
年

間
の
「
研
修
」
で
一
定
の
水
準
に
達
し

た
あ
と
、
現
場
で
よ
り
実
践
的
な
技
術

を
修
得
す
る
制
度
。
二
年
間
働
く
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
研
修
生
と
は
異

な
り
、
正
式
な
労
働
者
と
み
な
さ
れ
る
。

だ
が
、
実
習
が
認
め
ら
れ
る
職
種
は

い
ま
、
機
械
や
繊
維
、
建
設
な
ど
五
十

五
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
職
種

で
「
も
っ
と
働
き
た
い
」
と
い
う
研
修

生
が
途
中
で
行
方
を
く
ら
ま
し
不
法
滞

在
者
に
な
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
研

修
だ
け
で
実
習
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い

業
界
か
ら
も
、
「
研
修
一
年
で
帰
国
で

は
採
算
は
あ
わ
な
い
」
と
い
う
声
が
出

て
い
た
。

計
画
案
で
は
、
①
こ
れ
ま
で
技
能
実

習
の
な
か
っ
た
農
業
や
ホ
テ
ル
業
関
連

な
ど
大
幅
に
対
象
職
種
を
広
げ
②
研
修

は
集
中
し
て
時
間
を
縮
め
③
よ
り
長
期

間
の
技
能
実
習
を
可
能
に
す
る
、
と
し

て
い
る
。

農
水
省
に
よ
る
と
、
農
業
分
野
で
は

農
協
な
ど
が
外
国
人
を
受
け
入
れ
て
研

修
し
、
全
国
農
業
会
議
所
が
技
能
検
定

を
実
施
す
る
。
こ
れ
に
通
れ
ば
技
能
実

習
生
と
な
り
、
野
菜
や
果
樹
を
ハ
ウ
ス

栽
培
し
て
い
る
農
家
、
養
鶏
、
養
豚
業

の
三
つ
の
業
種
で
働
い
て
も
ら
う
方
向

で
準
備
を
進
め
て
い
る
。
す
で
に
技
能

検
定
の
評
価
シ
ス
テ
ム
を
申
請
中
だ
。

ま
た
、
成
長
が
著
し
い
情
報
通
信
産

業
で
も
外
国
人
労
働
力
導
入
へ
の
要
望

が
強
く
、
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
外

国
人
に
「
在
留
資
格
」
を
認
め
る
際
に

求
め
る
必
要
経
験
年
数
な
ど
の
基
準
を

緩
め
る
方
針
だ
。
こ
れ
ま
で
想
定
し
て

い
な
か
っ
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
に

は
、
｜
特
定
活
動
」
と
い
う
在
留
資
格

の
枠
を
広
げ
る
な
ど
、
受
け
入
れ
の
仕

組
み
を
検
討
す
る
。

中
長
期
的
に
は
、
高
齢
者
の
介
護
や

伝
統
産
業
で
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ

の
要
望
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
と
し

て
、
「
的
確
か
つ
機
動
的
」
に
入
国
者

数
を
調
整
で
き
る
「
受
け
入
れ
の
あ
り

方
」
を
検
討
す
る
。

介
護
は
こ
れ
ま
で
「
単
純
労
働
」
と

み
な
さ
れ
、
外
国
人
受
け
入
れ
を
認
め

て
い
な
か
っ
た
。
厚
生
省
や
労
働
省
は

「
安
価
な
労
働
力
」
と
し
て
の
受
け
入

れ
に
慎
重
で
、
基
本
計
画
に
「
介
護
労

働
」
の
言
葉
を
盛
り
込
む
か
を
含
め
協

ま
た
、
留
学
生
が
日
本
で
就
職
す
る

と
き
の
在
留
資
格
変
更
も
、
よ
り
「
積

極
的
に
」
認
め
て
い
く
。
さ
ら
に
、
長

期
滞
在
の
外
国
人
と
「
共
生
し
て
い
く

社
会
づ
く
り
」
に
も
努
め
る
必
要
が
あ

る
と
し
、
い
ま
日
系
二
世
ら
に
適
用
さ

れ
て
い
る
就
労
に
制
限
の
な
い
「
定
住

者
」
や
、
「
永
住
者
」
と
い
っ
た
在
留

資
格
の
活
用
を
検
討
す
る
。

一
方
で
、
二
月
に
は
不
法
在
留
罪
を

新
設
す
る
な
ど
、
不
法
滞
在
者
や
国
際

犯
罪
組
織
に
は
よ
り
強
力
で
効
果
的
な

取
り
組
み
を
目
指
す
と
い
う
。

（
朝
日
新
聞
二
○
○
○
・
｜
・
十
四
）

議

出
入
国
管
理
基
本
計
画

人
管
法
で
、
法
務
大
臣
が
関
係
省
庁

の
長
と
協
議
し
た
う
え
で
、
入
管
行
政

の
基
本
と
し
て
定
め
る
と
規
定
さ
れ
て

い
る
。
第
二
次
計
画
と
な
る
今
回
か
ら

は
五
年
ご
と
に
見
直
し
て
い
く
。
計
画

に
基
づ
き
関
連
法
や
省
令
の
見
直
し
を

図
る
。
一
九
九
二
年
の
第
一
次
計
画
で

は
技
能
実
習
制
度
の
検
討
を
打
ち
だ
し
、

翌
年
度
か
ら
実
施
し
た
。

し
て
い
る
。
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「
二
十
一
世
紀
に
な
る
少
子
高
齢
化

は
先
進
国
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
な

る
」
（
大
塚
柳
太
郎
、
鬼
頭
宏
箸
「
地

球
人
口
皿
億
の
世
紀
』

百
年
前
十
六
億
人
だ
っ
た
世
界
人
口

が
、
昨
年
は
四
倍
近
い
六
十
億
人
に
達

し
た
。
二
十
世
紀
は
ま
さ
に
人
口
爆
発

の
世
紀
だ
っ
た
。
し
か
し
、
二
十
一
世

紀
は
一
転
し
て
停
滞
の
時
代
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

世
界
人
口
は
来
世
紀
半
ば
に
は
百
億

人
を
突
破
す
る
と
い
わ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
国
連
の
見
通
し
は
改
定
の

た
び
に
下
方
修
正
さ
れ
、
二
十
一
世
紀

末
で
も
百
億
人
に
届
か
な
い
と
の
見
方

も
出
て
い
る
。
途
上
国
の
出
生
率
が
予

想
以
上
に
下
が
り
始
め
た
の
が
原
因

だ
。食
糧
や
資
源
の
面
で
は
朗
報
の
よ
う

だ
が
、
単
純
に
喜
ん
で
ば
か
り
も
い
ら

れ
な
い
。
途
上
国
で
は
来
世
紀
半
ば
に

囮
２１世紀は

途上国でも

少子高齢化

コラム、鐘より

国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
、
本

部
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
は
十
四
日
、
国

際
開
発
グ
ル
ー
プ
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｇ
）
事
務

局
次
長
の
和
気
邦
夫
氏
（
師
）
を
同
基

金
事
務
次
長
に
任
命
す
る
と
発
表
し

た
。
発
令
は
二
月
一
日
。
日
本
人
の
次

か
け
て
六
十
歳
以
上
の
高
齢
人
口
が
急

増
す
る
か
ら
だ
。
先
進
国
と
違
い
、
所

得
水
準
の
高
く
な
い
段
階
で
の
高
齢
者

の
急
増
は
、
そ
の
国
の
社
会
に
と
っ
て

大
き
な
負
担
と
な
る
。

｜
足
先
に
少
子
高
齢
化
に
直
面
し
て

い
る
日
本
。
こ
の
難
題
を
ど
う
乗
り
切

る
か
は
、
他
の
国
に
と
っ
て
も
入
ご
と

で
は
な
い
。
世
界
の
手
本
を
作
る
く
ら

い
の
意
気
込
み
で
知
恵
を
絞
る
と
き
で

は
な
い
か
ｃ
そ
れ
も
一
つ
の
国
際
貢
献

だ
。

（
輝
）

（
日
本
経
済
新
聞二
○
○
○
・
｜
・
十
四
）

囮

国連人口基金

事務局次長に

和気氏任命

こ
の
白
書
は
地
球
の
健
康
状
態
を
診

断
す
る
ね
ら
い
で
、
毎
年
発
表
さ
れ
て

【
ワ
シ
ン
ト
ン
嘔
曰
Ⅱ
辻
篤
子
】
環
境

問
題
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
米
ワ
ー

ル
ド
ウ
オ
ッ
チ
研
究
所
は
十
五
日
、
新

世
紀
の
課
題
は
気
温
と
人
口
の
安
定
化

だ
と
す
る
二
○
○
○
年
版
の
地
球
白
書

を
発
表
し
た
。
情
報
技
術
に
よ
る
経
済

の
活
性
化
の
陰
で
地
球
環
境
の
悪
化
は

忘
れ
ら
れ
が
ち
だ
が
、
最
終
的
に
将
来

を
左
右
す
る
の
は
地
球
の
健
康
状
態
で

あ
り
、
い
ま
手
を
打
た
な
け
れ
ば
孫
の

世
代
は
わ
れ
わ
れ
を
決
し
て
許
さ
な
い

だ
ろ
う
と
強
く
警
告
し
て
い
る
。

長
就
任
は
安
藤
博
文
・
現
事
務
局
次
長

に
次
ぐ
も
の
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
毎
年
、

一
世
界
人
ロ
白
書
」
を
作
成
す
る
開
発

援
助
機
関
。

（
読
売
新
聞
二
○
○
○
・
一
・
十
五
）

園
地球延命には
｢人口7(臆人に

抑制｣が必要

米研究所が白書

い
る
。

人
口
増
と
と
も
に
生
態
系
の
破
壊
は

加
速
し
て
い
る
。
｜
方
、
地
球
の
温
暖

化
は
顕
在
化
し
て
一
九
九
○
年
代
は
記

録
的
高
温
に
な
り
、
三
十
年
で
地
球
の

平
均
気
温
は
○
・
四
四
度
も
上
が
っ

た
。
南
極
や
氷
河
の
氷
も
急
速
に
解
け

て
お
り
、
ア
ル
プ
ス
な
ど
で
氷
の
中
か

ら
何
千
年
も
前
の
人
が
見
つ
か
っ
て
い

る
の
は
師
尿
が
温
曄
滞
叫
し
て
い
る
と
い

う
先
祖
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
し
た
。

新
世
紀
の
課
題
は
ま
ず
、
国
連
が
二

○
五
○
年
ま
で
に
九
十
億
人
近
く
に
な

る
と
見
込
む
人
口
を
七
十
億
人
に
抑
え

る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
世
界
的
な
家

族
計
画
と
教
育
が
必
要
だ
と
み
る
。
一

方
、
気
温
の
安
定
化
に
は
、
化
石
燃
料

中
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
か
ら
、
風

力
、
太
陽
な
ど
の
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
移
行
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
し

た
。こ
の
ほ
か
、
地
球
の
将
来
に
と
っ
て

重
要
な
問
題
と
し
て
、
地
下
水
位
の
低

下
に
よ
る
水
不
足
の
深
刻
化
と
、
ア
フ

リ
カ
で
の
エ
イ
ズ
の
拡
大
を
挙
げ
た
。

（
朝
日
新
聞
一
一
○
○
○
・
｜
・
十
七
）
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【
ワ
シ
ン
ト
ン
旧
日
Ⅱ
大
塚
隆
二
米

国
の
環
境
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
ワ
ー
ル
ド

ウ
オ
ッ
チ
研
究
所
」
（
レ
ス
タ
ー
・
ブ

ラ
ウ
ン
所
長
）
は
十
五
日
、
二
○
○
○

年
版
の
「
地
球
白
書
」
を
発
表
し
、
温

暖
化
と
人
口
増
加
の
克
服
が
二
十
一
世

紀
の
最
大
の
課
題
に
な
る
と
警
告
し

た
。地
球
白
書
は
ま
ず
、
｜
初
め
て
白
書

を
出
し
た
一
九
八
四
年
に
は
、
地
球
環

境
の
改
善
を
報
告
し
、
新
世
紀
に
入
れ

る
と
期
待
し
て
い
た
」
が
、
現
実
に
は

森
林
の
減
少
や
土
壌
の
流
出
、
水
不
足

な
ど
が
進
ん
だ
う
え
、
温
暖
化
と
い
う

新
た
な
脅
威
も
現
れ
た
と
指
摘
。
世
界

の
人
口
は
現
在
の
ペ
ー
ス
が
続
け
ば
、

二
○
五
○
年
に
一
・
五
倍
の
九
十
億
人

に
増
え
、
「
あ
ら
ゆ
る
環
境
問
題
を
悪

化
さ
せ
る
だ
ろ
う
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
。そ
の
う
え
で
、
「
気
候
と
人
口
の
安

磨圖
２１世紀の脅威

人口増加・
温暖化

米の研究所警告

定
化
な
し
に
、
地
球
の
生
態
系
は
救
え

な
い
」
と
強
調
。
対
策
と
し
て
、
温
暖

化
で
は
、
石
油
や
石
炭
な
ど
の
化
石
燃

料
か
ら
、
風
力
、
太
陽
電
池
な
ど
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
加
速
さ

厚
生
省
の
調
べ
で
は
、
一
九
九
八
年

の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
七
十

七
・
一
六
歳
、
女
性
八
十
四
・
○
｜
歳
・

自
殺
者
の
急
増
で
、
男
性
が
前
年
よ
り

わ
ず
か
に
伸
び
悩
ん
だ
も
の
の
、
世
界

み
ぞ
う

で
も
未
曾
有
の
速
度
で
平
均
寿
命
が
延

び
て
い
る
傾
向
に
変
り
は
な
い
。
驚
く

の
は
百
歳
を
超
え
た
人
（
百
寿
者
）
の

数
で
、
六
三
年
全
国
で
わ
ず
か
百
五
十

三
人
だ
っ
た
の
が
、
九
九
年
に
は
百
十

二
歳
を
最
高
齢
に
一
万
千
三
百
四
十
六

人
。
猛
烈
な
増
加
ぶ
り
で
あ
る
。

寿
命
は
際
限
な
く
延
び
る
の
だ
ろ
う

か
。
東
京
都
老
人
総
合
研
究
所
の
柴
田

博
副
所
長
は
独
自
に
、
各
年
次
の
国
内

最
高
齢
者
を
六
三
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
調
べ
た
。
そ
の
結
果
九
五
年
に
愛
知

県
の
女
性
が
百
十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た

園

二
六
歳
が
過
去
の
国
内
量
尚
齢
者

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ヒ
ト
の
寿
命
の
上
限

せ
、
人
口
抑
制
で
は
、
二
組
の
カ
ッ

プ
ル
に
子
供
は
二
人
ま
で
」
と
い
う
目

標
を
掲
げ
る
べ
き
だ
と
提
唱
し
た
。

（
読
売
新
聞
二
○
○
○
二
。
十
七
）

の
が
過
去
最
高
で
、
上
昇
一
途
の
寿
命

と
は
対
照
的
に
、
最
高
齢
者
の
年
齢
は

蕊

百
十
歳
あ
た
り
を
上
下
し
て
い
た
。
エ

ク
ア
ド
ル
の
ビ
ル
カ
バ
ン
バ
や
旧
ソ
連

の
コ
ー
カ
サ
ス
な
ど
、
世
界
に
は
伝
説

的
長
寿
地
域
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
近
年
、
資
料
や
戸
籍
の
不
備
が

証
明
さ
れ
て
お
り
、
百
二
十
歳
以
上
ま

で
も
生
き
た
人
が
い
る
と
い
う
科
学
的

な
根
拠
は
な
い
と
柴
田
さ
ん
。
百
十
六

歳
あ
た
り
が
、
ヒ
ト
の
寿
命
の
上
限
で

は
な
い
か
と
判
断
し
て
い
る
。
（
砂
）

（
読
売
新
聞
二
○
○
○
・
｜
・
十
八
）

P1

L｣

９
蕊
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にゅ-すふぉ－らむ

経
済
企
画
庁
は
旧
日
、
刀
年
代
か
ら

卯
年
代
に
か
け
て
高
成
長
を
実
現
し
た

東
ア
ジ
ア
諸
国
の
長
期
的
な
成
長
メ
カ

９６０～９０年代の国･lib域RIlC

罰
一
回
二
等
画

鰐・■■口熱■■獺

圏東アジアに特有の”逆Ｕ字形“の発展
「
低
所
得
・
高
成
長
」
を
経
過

型､{四十国唇
ＪＯＺＯＤ３００４００５００７５０１０００１５００２０００３00050007500

ニ
ズ
ム
を
分
析
し
た
研
究
リ
ポ
ー
ト
を

発
表
し
た
。
日
本
、
韓
国
な
ど
の
東
ア

ジ
ア
諸
国
・
地
域
の
多
く
が
、
途
上
国

ＤＯ２００３００４００５００７５０ＩＯＯＯ１５００２００Ｄ３0005000750（

苧
地
域
の
多
く
が
、
途
上
国

特
有
の
「
低
所
得
・
低
成

長
」
の
状
態
か
ら
、
工
業
化

に
よ
っ
て
低
所
得
な
が
ら
も

「
高
成
長
の
新
興
工
業
国
一

に
移
行
し
、
そ
の
後
次
第
に

欧
米
な
ど
の
先
進
国
同
様
の

「
高
所
得
・
低
成
長
」
の
段

階
へ
移
っ
て
い
く
過
程
を
た

ど
っ
て
い
る
と
分
析
し
た
。

所
得
水
準
と
成
長
率
の
相

関
図
で
見
る
と
、
日
本
や
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
軌
跡
は

や
や
例
外
だ
が
、
東
ア
ジ
ア

の
国
・
地
域
の
成
長
過
程
の

ほ
と
ん
ど
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
の
Ｕ
を
逆
に
し
た
形
と

な
っ
て
い
る
。

ア
フ
リ
カ
や
南
米
な
ど
の

途
上
国
が
「
低
所
得
・
低
成

長
」
の
状
態
か
ら
な
か
な
か

脱
せ
な
い
パ
タ
ー
ン
が
多
い

「
二
十
一
世
紀
に
人
口
が
減
少
す
る

欧
州
は
、
労
働
力
維
持
の
た
め
、
移
民

を
受
け
入
れ
る
べ
き
だ
」
と
提
言
す
る

国
連
報
告
書
が
今
月
発
表
さ
れ
、
移
民

報
告
書
は
国
連
経
済
社
会
局
作
成
の

「
移
民
受
け
入
れ
へ
の
転
換
は
、
人
口

の
に
比
べ
る
と
特
徴
的
だ
。
こ
の
た

め
、
リ
ポ
ー
ト
は
東
ア
ジ
ア
に
共
通
す

る
成
長
の
姿
を
「
逆
Ｕ
字
形
の
成
長
」

と
説
明
し
て
い
る
。

リ
ポ
ー
ト
は
ま
ず
、
東
ア
ジ
ア
諸
国

が
「
低
所
得
・
低
成
長
」
を
抜
け
出
し

て
成
長
率
を
高
め
た
要
因
と
し
て
、
高

い
貯
蓄
率
や
教
育
水
準
、
平
等
な
所
得
配

分
の
ほ
か
、
先
進
国
か
ら
の
直
接
投
資
、

輸
出
奨
励
な
ど
の
政
策
を
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
、
所
得
水
準
が
向
上
し
な
が

ら
低
成
長
に
収
束
す
る
過
程
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
産
業
構
造
の
変

化
に
加
え
て
、
東
ア
ジ
ア
地
域
間
で
主

力
産
業
が
先
行
国
か
ら
後
発
国
へ
順
番

労
働
力
維
持
年
間
必
要
数
Ⅱ
独
川
万
、
伊
加
万
人

匿函

「
欧
州
は
移
民
受
け
入
れ
よ
」

ｌ
国
連
提
言
、
各
国
に
波
紋
Ｉ

減
少
と
高
齢
化
へ
の
対
策
」
。
こ
の
中

で
、
欧
州
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴

制
限
を
強
化
し
て
い
る
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
加
盟
国
の
神
経
を
逆
な
で
し
て
い

る
。 に
引
き
継
が
れ
て
い
く
独
特
な
傾
向
を

挙
げ
た
。
具
体
的
に
は
、
東
ア
ジ
ア
諸

国
・
地
域
は
、
軽
工
業
か
ら
重
工
業
、

電
子
工
業
か
ら
ハ
イ
テ
ク
産
業
へ
と
時

間
差
を
伴
っ
て
産
業
構
造
を
変
化
さ
せ

て
き
た
。

日
本
の
主
力
産
業
が
繊
維
な
ど
の
軽

工
業
か
ら
鉄
鋼
な
ど
重
工
業
に
移
る

と
、
代
わ
っ
て
韓
国
や
台
湾
が
軽
工
業

を
成
功
さ
せ
、
韓
国
や
台
湾
が
重
工
業

に
進
む
と
、
タ
イ
や
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど

が
続
い
て
軽
工
業
を
振
興
さ
せ
る
と

い
っ
た
形
だ
。

（
読
売
新
聞
二
○
○
○
・
｜
・
十
九
）
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い
、
人
口
が
二
○
五
○
年
ま
で
に
著
し

く
減
少
、
特
に
深
刻
な
イ
タ
リ
ア
の
場

合
、
人
口
を
維
持
す
る
た
め
に
は
毎
年

二
十
四
万
人
の
移
民
を
新
規
に
受
け
入

れ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

報
告
書
は
ま
た
、
社
会
保
障
水
準
維

持
の
た
め
、
高
齢
者
一
人
に
対
し
十
五

’
六
十
四
歳
の
労
働
者
四
人
を
確
保
す

る
に
は
、
イ
タ
リ
ア
で
年
二
百
二
十
万

人
、
ド
イ
ツ
で
年
三
百
四
十
万
人
の
移

民
を
受
け
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
必
要
移
民
数
は
、
両
国

の
就
業
者
数
の
約
一
割
に
あ
た
る
。

Ｅ
Ｕ
統
計
で
は
、
昨
年
の
域
内
人
口

の
自
然
増
は
戦
後
最
低
の
二
十
七
万

人
、
こ
れ
に
対
し
流
入
移
民
は
七
十
二

万
人
だ
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
は
平
均
約
ｎ
％
の

高
失
業
率
に
悩
ん
で
お
り
、
就
労
目
的

の
移
民
制
限
に
力
を
入
れ
、
移
民
嫌
い

の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
国
連
報
告
書
は
複
雑
な

波
紋
を
投
じ
た
。

ベ
ル
ギ
ー
の
ル
・
ソ
ワ
ー
ル
紙
は

「
欧
州
が
移
民
大
陸
に
な
る
の
は
必
然
」

と
し
、
移
民
嫌
い
の
風
潮
を
受
け
て
、

移
民
労
働
力
活
用
を
タ
ブ
ー
視
す
る
政

治
家
た
ち
を
批
判
し
た
。

一
方
、
フ
ラ
ン
ス
の
ル
・
モ
ン
ド
紙

は
、
産
業
界
に
は
移
民
労
働
力
を
求
め

る
声
が
あ
る
と
紹
介
し
つ
つ
、
「
失
業

に
苦
し
む
欧
州
市
民
に
、
大
量
移
民
を

受
け
入
れ
さ
せ
る
こ
と
な
ど
で
き
る
だ

ろ
う
か
」
と
疑
問
を
提
示
し
た
。

ベ
ル
ギ
ー
経
済
省
計
画
局
の
ミ
シ
ュ

リ
ー
ヌ
・
ラ
ン
ブ
レ
ヒ
ト
研
究
員
は

「
二
十
一
世
紀
に
は
、
科
学
技
術
の
進

”
ビ
ッ
ク
バ
ン
以
来
の
宇
宙
の
歴
史

の
古
文
書
〃
が
、
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て

い
る
の
が
一
自
然
」
そ
の
も
の
だ
と
い

》
っ
。「
科
学
者
は
古
文
書
の
一
ペ
ー
ジ
を

だ
れ
も
見
な
い
前
に
、
こ
そ
つ
り
の
ぞ

け
る
。
感
動
と
興
奮
が
押
し
寄
せ
る
そ

の
瞬
間
が
あ
る
か
ら
や
め
ら
れ
な
い
」

日
本
を
代
表
す
る
惑
星
物
理
室
者
。

専
門
は
比
較
惑
星
学
。
昭
和
六
十
一

年
、
英
科
学
誌
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」
で
地

球
の
起
源
と
進
化
に
つ
い
て
世
界
で
初

め
て
立
証
、
科
学
界
の
注
目
を
浴
び

た
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
呼
び
声
も
高
か
つ

Ⅲ
世
紀
の
東
京
展
望
を
惑
星
物
理
学
者
松
井
孝
典
扇
）
さ
ん
に
聞
く

函

環
境
破
壊
は
人
口
問
題
が
課
題

「
人
間
圏
」
の
再
構
築
が
必
要
に

歩
で
労
働
人
口
が
減
少
す
る
一
方
、
労

働
市
場
で
女
性
と
高
齢
者
の
活
用
が
進

む
」
と
し
、
大
量
移
民
の
必
要
は
な
い

と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
三
井
美
奈
）

（
読
売
新
聞
一
一
○
○
○
二
・
十
九
）

た
。
米
ソ
両
国
が
火
星
探
査
を
計
画
す

る
前
に
日
本
の
研
究
成
果
を
示
す
必
要

が
あ
る
と
、
平
成
元
年
に
東
京
で
、
国

際
火
星
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。
ソ
連
な

ど
十
一
カ
国
の
「
火
星
鋼
一
計
画
で

は
、
日
本
初
の
惑
星
探
査
に
お
け
る
国

際
協
力
を
導
き
、
そ
の
推
進
役
を
担
っ

た
。大
学
（
東
大
）
で
は
、
助
手
を
十
四

年
間
務
め
た
。
教
授
に
な
っ
た
の
は
同

期
の
な
か
で
一
番
遅
い
と
、
ニ
ン
マ
リ
。

「
お
か
げ
で
、
雑
用
せ
ず
に
済
ん
だ
。

好
き
な
こ
と
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
、

得
し
た
と
思
っ
て
い
る
。
『
業
績
が
あ

る
の
に
、
助
手
な
ん
か
』
と
大
学
外
の

方
が
い
ろ
い
ろ
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
」

科
学
者
と
し
て
世
界
を
駆
け
巡
る
一

方
、
小
渕
恵
三
首
相
の
懇
談
会
ｎ
世

紀
日
本
の
構
想
」
の
メ
ン
バ
ー
を
務

め
、
日
本
の
あ
り
方
を
見
据
え
る
。

「
日
本
で
も
『
環
境
に
や
さ
し
い
二

十
一
世
紀
』
と
い
う
が
、
真
剣
に
考
え

て
い
る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
マ
ス
コ

ミ
も
リ
オ
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
や
京
都
会

議
で
環
境
問
題
が
問
わ
れ
た
と
き
は
、

日
本
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
急
務
と
主
張
し

な
が
ら
、
今
で
は
景
気
を
立
て
直
す
た

め
に
、
消
費
を
助
長
す
る
。
解
決
す
べ

き
二
十
一
世
紀
の
課
題
は
、
温
暖
化
よ

り
人
口
問
題
。
人
を
減
ら
せ
ば
温
暖
化

も
軽
減
で
き
る
」

そ
の
上
で
「
東
京
の
改
造
」
の
重
要

性
を
説
く
。

「
世
界
の
ど
こ
を
見
て
も
、
｜
都
市

に
国
の
す
べ
て
の
シ
ス
テ
ム
が
集
中
し

て
い
る
の
は
東
京
だ
け
。
石
原
慎
太
郎

知
事
が
提
唱
し
て
い
る
車
規
制
の
問
題

な
ど
、
東
京
は
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で

規
制
強
化
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
膨
れ
上
が
っ
た
人
口
を
地
方
に
分

散
さ
せ
、
一
極
集
中
し
た
『
人
間
の

圏
』
の
再
構
築
が
必
要
だ
」

環
境
破
壊
と
は
、
人
間
が
一
万
年
前
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すふお－らむこゆ

少
子
化
・
人
口
減
少
の
時
代
が
二
十

一
世
紀
の
日
本
に
訪
れ
る
。
厚
生
省
の

推
計
で
は
、
人
ロ
減
少
は
早
け
れ
ば
二

○
○
五
年
か
ら
始
ま
る
。
子
ど
も
の
少

な
い
社
会
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
起
き

る
の
か
。
社
会
面
の
連
載
「
少
子
の
新

世
紀
」
で
、
そ
の
予
兆
の
数
々
を
紹
介

し
た
。
少
子
化
を
前
提
に
、
住
み
や
す

い
社
会
と
は
何
か
、
生
活
レ
ベ
ル
で
考

に
森
林
を
農
地
に
変
え
自
ら
の
サ
ン
ク

チ
ュ
ァ
リ
を
造
っ
た
「
人
間
圏
」
の
始

ま
り
に
あ
る
と
い
う
。

「
人
間
は
、
生
物
圏
か
ら
飛
び
出
し

て
人
間
圏
を
創
造
し
た
。
今
や
生
物
圏

に
は
”
帰
化
”
で
き
な
い
。
大
切
な
の

は
、
わ
れ
わ
れ
が
消
費
し
て
い
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
物
は
、
歴
史
的
に
ス
ト
ッ
ク

さ
れ
て
き
た
も
の
で
限
り
が
あ
る
と
い

う
こ
と
。
解
決
の
か
ぎ
は
、
”
レ
ン
タ

ル
の
思
想
〃
・
人
間
の
体
そ
の
も
の

が
、
地
球
か
ら
レ
ン
タ
ル
。
自
分
は

“
借
り
物
〃
な
ん
で
す
」

四
歸
凱
騨
靴
唖
議

え
始
め
る
こ
と
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。

経
済
成
長
の
可
能
性
の
問
題
か
ら
、

大
学
受
験
、
子
育
て
支
援
、
不
妊
治
療

ま
で
、
課
題
は
幅
広
い
。
「
少
子
の
新

世
紀
」
で
は
、
少
子
化
に
絡
む
具
体
的

な
現
象
を
多
角
的
に
紹
介
し
た
が
、
読

者
か
ら
最
も
多
く
の
反
響
が
あ
っ
た
の

が
、
「
大
人
の
都
合
」
二
月
七
日
付
）

だ
っ
た
。
「
子
ど
も
の
声
が
う
る
さ

『
地
球
に
や
さ
し
い
』
な
ん
て
、
お

ご
っ
た
考
え
方
を
改
め
、
レ
ン
タ
ル
の

思
想
で
、
新
世
紀
に
向
け
た
都
市
づ
く

り
に
着
手
す
る
。

「
都
市
の
理
想
的
人
口
は
、
数
十
万

人
。
集
中
し
た
人
口
を
効
率
よ
く
各
都

市
に
分
散
可
能
に
す
る
た
め
、
各
地
方

都
市
の
独
自
の
機
能
を
将
来
的
に
高

め
、
人
を
含
め
た
”
総
量
“
を
こ
れ
以

上
増
や
さ
な
い
こ
と
が
必
要
だ
」
と
、

「
東
京
改
造
」
の
第
一
歩
を
説
く
。

（
末
永
恵
）

（
産
経
新
聞
二
○
○
○
・
｜
・
十
九
）

い
」
と
滑
り
台
が
公
園
か
ら
公
園
へ
た

ら
い
回
し
さ
れ
た
り
、
保
育
園
の
住
宅

地
へ
の
移
転
に
反
対
運
動
が
起
き
た
り

し
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。
寄
せ
ら

れ
た
声
の
大
半
は
、
大
人
の
身
勝
手
さ

を
批
判
し
た
も
の
だ
。

「
自
分
も
小
さ
い
と
き
は
騒
ぎ
な
が

ら
大
き
く
な
り
、
自
分
の
子
ど
も
も
そ

う
育
て
た
は
ず
。
お
年
寄
り
が
温
か
い

目
で
支
援
し
な
け
れ
ば
少
子
化
問
題
は

解
決
し
な
い
」
（
女
性
・
仇
歳
）
、
「
政

府
や
自
治
体
は
『
地
域
で
子
育
て
し
よ

う
』
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
子
ど

も
が
騒
音
に
し
か
感
じ
ら
な
い
人
た
ち

が
多
い
よ
う
で
は
無
理
」
（
女
性
・
拠

歳
）
。街
の
少
数
派
に
な
っ
た
子
ど
も
が
、

大
人
や
社
会
か
ら
大
切
に
さ
れ
て
い
な

い
。
大
人
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
街

が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
そ
う
だ
と
は
限

ら
な
い
。
そ
の
行
き
着
く
先
に
見
え
る

の
は
、
少
子
高
齢
社
会
が
い
ち
早
く
訪

れ
た
米
フ
ロ
リ
ダ
州
の
光
景
だ
。
そ
こ

で
は
、
税
金
を
子
ど
も
に
使
う
こ
と
に

反
対
す
る
高
齢
者
と
若
い
世
代
が
衝
突

を
繰
り
返
し
て
い
た
。

い
ま
、
日
本
で
一
人
の
女
性
が
生
涯

に
産
む
子
ど
も
の
数
（
合
計
特
殊
出
生

率
）
は
一
・
三
八
人
。
東
京
二
十
三
区

だ
と
一
・
○
○
人
に
な
っ
て
い
る
。
二
・

○
八
人
を
下
回
る
と
、
や
が
て
総
人
口

は
減
少
す
る
。

少
子
化
の
直
撃
で
枠
組
み
自
体
が
大

き
く
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が
教
育

の
世
界
だ
。
小
、
中
学
校
の
統
廃
合
が

進
み
、
大
学
・
短
大
で
は
定
員
割
れ
が

相
次
ぐ
。
定
員
が
横
ば
い
で
受
験
生
が

減
っ
て
い
け
ば
進
学
率
が
上
が
っ
た
と

し
て
も
、
人
気
の
な
い
大
学
・
短
大
に

は
入
学
者
が
い
な
く
な
る
。

都
銀
幹
部
の
話
で
は
、
銀
行
は
す
で

し
ゅ
ん
く
つ

に
学
校
法
人
を
峻
別
す
る
時
期
に
入
っ

て
い
る
。
銀
行
側
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
変
更
や
学
部
・
学
科
の
新
設
に
つ
い

て
注
文
を
つ
け
る
こ
と
も
少
な
く
な
い

と
い
う
。
し
か
し
、
国
の
保
護
が
手
厚

か
っ
た
大
学
側
の
動
き
は
ま
だ
に
ぶ
い

と
嘆
い
て
い
た
。

経
営
が
成
り
立
た
な
く
な
る
大
学
・

短
大
が
出
る
の
は
間
違
い
な
い
。
希
望

者
は
だ
れ
で
も
大
学
に
入
学
で
き
る
時

代
に
な
る
。
危
機
の
み
を
強
調
す
る
の

で
は
な
く
、
改
革
の
好
機
に
し
た
い
と

わ
た
し
は
思
う
。

偏
差
値
き
ざ
み
の
入
試
で
受
験
生
を

選
ぶ
の
で
は
な
く
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
そ

の
も
の
を
大
胆
に
変
え
て
、
入
学
し
た

あ
と
に
学
生
を
鍛
え
る
大
学
に
変
身
す
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現
在
蛆
％
（
九
八
年
度
、
カ
ロ
リ
ー

換
算
）
と
な
っ
て
い
る
食
料
自
給
率

を
、
十
年
間
に
ど
れ
く
ら
い
引
き
上
げ

る
か
を
巡
る
政
府
の
検
討
作
業
が
本
格

化
し
て
い
る
。
食
料
・
農
業
・
農
村
政

策
審
議
会
（
首
相
の
諮
問
機
関
）
が
二

十
四
日
ま
と
め
た
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
の
骨
子
で
は
、
具
体
的
な
自

給
率
に
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
生
産

者
、
消
費
者
と
も
お
お
む
ね
別
％
を
主

る
に
は
い
い
機
会
だ
。
こ
れ
ま
で
文
部

省
の
審
議
会
や
マ
ス
コ
ミ
な
ど
が
指
摘

し
て
も
実
現
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し

人
口
減
少
と
い
う
外
的
要
因
に
直
面
し

て
、
実
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な

い
か
。｜
人
っ
子
政
策
を
と
り
少
子
化
が
東

京
よ
り
も
一
歩
先
を
進
む
中
国
・
上
海

で
こ
ん
な
話
を
聞
い
た
。

〈
あ
る
家
庭
で
、
子
ど
も
の
ご
飯
の

お
か
ず
に
、
魚
で
最
も
肉
が
多
い
腹
の

部
分
を
与
え
、
親
は
遠
慮
し
て
頭
と

し
っ
ぽ
を
食
べ
続
け
た
。
そ
の
子
は
犬

図

自
給
率
「
印
％
目
標
」
議
論
本
格
化

難
し
い
諸
事
情
の
「
生
産
と
消
費
」

食
料
自
給
率
は
、
食
料
を
国
内
生
産

で
ど
の
程
度
確
保
し
て
い
る
か
を
示
す

も
の
で
、
カ
ロ
リ
ー
換
算
す
る
総
合
自

給
率
が
代
表
指
標
と
な
る
。

基
本
計
画
の
骨
子
で
は
、
こ
の
ほ

張
す
る
声
が
強
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
、

農
水
省
は
「
達
成
に
は
相
当
な
困
難
が

伴
う
」
と
、
理
想
と
厳
し
い
現
実
と
の

間
で
苦
慮
し
て
い
る
。

人
に
な
っ
て
、
親
の
好
物
だ
と
思
い
魚

の
頭
と
し
っ
ぽ
を
買
っ
て
親
の
お
か
ず

に
出
し
た
〉

過
保
護
で
わ
が
ま
ま
に
な
っ
た
一

人
っ
子
は
、
こ
の
街
で
は
「
小
皇
帝
一

と
呼
ば
れ
て
い
た
。

少
子
化
の
具
体
的
な
影
響
は
こ
れ
か

ら
出
る
。
人
口
が
減
る
こ
と
で
、
改
善

さ
れ
る
問
題
も
少
な
く
な
い
は
ず
だ
。

「
ひ
ず
み
」
で
は
な
く
「
余
裕
」
を
生

み
出
す
少
子
社
会
を
目
指
し
た
い
。

（
朝
日
新
聞
二
○
○
○
・
一
・
二
十
｜
）

か
、
品
目
別
と
穀
物
自
給
率
を
そ
れ
ぞ

れ
重
量
換
算
で
、
総
合
自
給
率
を
金
額

換
算
で
も
示
す
こ
と
を
打
ち
出
し
た
。

三
月
中
に
策
定
す
る
基
本
計
画
の
柱
と

し
て
盛
り
込
ま
れ
る
。

焦
点
は
、
蛆
％
ま
で
低
下
し
た
総
合

自
給
率
を
二
○
一
○
年
度
に
何
％
に
引

き
上
げ
る
目
標
を
立
て
る
か
だ
。

全
国
農
協
中
央
会
（
全
中
）
な
ど
生

産
者
団
体
は
早
く
か
ら
印
％
を
掲
げ
、

消
費
者
団
体
も
「
最
低
で
も
半
分
は
国

内
で
自
給
す
べ
き
だ
」
と
の
声
が
強

い
。
与
野
党
の
意
向
も
踏
ま
え
る
と
、

政
府
が
別
％
に
満
た
な
い
目
標
を
掲
げ

る
の
は
難
し
い
情
勢
に
な
っ
て
い
る
。

食料自給率(カロリー換算)の推移

く
１
１

ピ
（
Ｕ

ｎ
ｕ

ｎ
Ｕ

（
Ｕ

（
Ｕ

（
Ｕ

０
Ｗ
〔
Ｕ

叩
〔
Ｕ

ｎ
）

ｎ
Ｕ

ｎ
》

ロ
ワ
』

Ｒ
】

【
ワ

４
丁

フ
マ

瀞
憾
驍
｜
扇
。
躯
鑑

ゾコ

鯛
た

よ

し
か
し
、
現
実
に
は
、
別
％
へ
の
引

き
上
げ
は
き
わ
め
て
厳
し
い
。
農
水
省

は
、
「
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
だ
け

で
も
難
し
い
」
と
見
て
い
る
。

基
本
計
画
で
は
、
自
給
率
の
低
い
麦

や
大
豆
、
飼
料
作
物
な
ど
を
中
心
に
、

増
産
に
向
け
た
課
題
が
示
さ
れ
る
が
、

生
産
面
で
の
努
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ

る
。
同
省
の
試
算
で
は
、
自
給
率
全
体

を
１
％
底
上
げ
す
る
た
め
に
は
、
小
麦

の
場
合
は
国
内
生
産
量
の
二
倍
近
く

に
、
大
豆
で
は
ほ
ぼ
三
倍
に
拡
大
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

輸
入
農
産
物
の
生
産
に
使
わ
れ
て
い

る
海
外
の
農
地
面
積
は
、
国
内
耕
地
面

簡
圃
１
牧
草
地
合

(1996年度）
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積
の
二
・
四
倍
に
あ
た
る
千
二
百
万
粉

に
及
ぶ
自
給
率
を
高
め
る
た
め
に
は
、

国
内
耕
地
の
有
効
利
用
も
欠
か
せ
な

い
。生
産
だ
け
で
な
く
、
食
生
活
自
体
が

変
わ
っ
て
き
た
影
響
も
大
き
い
。
自
給

が
可
能
な
コ
メ
の
消
費
が
減
少
す
る
一

方
、
自
給
率
の
低
い
肉
類
や
油
脂
類
な

ど
の
消
費
が
増
え
て
い
る
。
食
糧
庁
に

よ
る
と
、
コ
メ
の
一
人
一
か
月
当
た
り

の
消
費
量
（
全
世
帯
）
は
、
九
九
年
十

一
月
ま
で
四
十
四
か
月
連
続
で
前
年
実

績
を
割
り
込
ん
だ
ま
ま
だ
。

海
外
の
目
も
厳
し
い
。
ア
メ
リ
カ
の

ト
ー
マ
ス
・
フ
ォ
ー
リ
ー
駐
日
大
使

は
、
食
料
自
給
率
の
目
標
設
定
に
つ
い

て
、
「
貿
易
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う

な
形
で
、
慎
重
に
検
討
し
て
ほ
し
い
」

と
注
文
を
つ
け
て
い
る
。
世
界
貿
易
機

関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
次
期
農
業
交
渉
で
、

関
税
が
引
き
下
げ
ら
れ
れ
ば
、
輸
入
が

増
え
や
す
く
な
る
。
自
給
率
を
高
め
る

た
め
に
、
貿
易
を
制
限
す
る
よ
う
な
形

で
輸
入
を
減
ら
す
こ
と
は
現
実
的
で
な

い
。自
給
率
の
目
標
に
つ
い
て
、
政
府

は
、
「
実
現
不
可
能
な
数
字
を
掲
げ
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
自
給
率
の
低

下
傾
向
に
は
何
と
か
し
て
歯
止
め
左
）
か

今
か
ら
二
十
年
前
の
一
九
七
九
年
に

米
国
の
社
会
学
者
エ
ブ
ラ
・
ポ
ー
ゲ
ル

氏
は
著
書
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
」
を
発
表
し
た
。
日
本
経
済

の
奇
跡
的
発
展
の
基
本
的
要
因
は
社
会

シ
ス
テ
ム
に
あ
る
と
し
て
、
企
業
、
官

僚
、
政
治
、
福
祉
、
国
民
性
の
分
析
を

行
っ
た
。
日
本
や
米
国
で
反
響
を
呼

び
、
東
南
ア
ジ
ア
や
東
ア
ジ
ア
の
国
々

で
も
注
目
さ
れ
た
。

だ
が
、
こ
の
本
に
は
一
つ
の
重
要
な

視
点
が
欠
け
て
い
た
。
当
時
す
で
に
国

際
的
に
重
大
な
関
心
を
持
た
れ
て
い
た

日
本
の
人
口
転
換
、
す
な
わ
ち
出
生
率

と
死
亡
率
の
異
例
的
な
低
下
と
い
う
人

口
的
側
面
に
つ
い
て
の
理
解
で
あ
る
。

西
欧
諸
国
で
は
早
く
て
五
十
年
、
遅
け

れ
ば
百
年
を
要
し
た
出
生
率
の
低
下

け
た
い
」
と
苦
慮
し
て
い
る
。

農
水
省
は
、
数
字
が
独
り
歩
き
す
る

こ
と
を
懸
念
し
、
「
数
字
そ
の
も
の
に

は
意
味
が
な
い
。
国
民
参
加
型
の
指
針

と
し
て
意
義
が
あ
る
」
（
高
木
勇
樹
事

囮

日
本
型
人
口
転
換
を
生
か
す
道

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
論
壇
・
黒
田
俊
夫

が
、
日
本
で
は
わ
ず
か
十
年
で
達
成
さ

れ
た
。
出
生
率
と
時
期
を
ほ
ぼ
同
じ
く

し
て
死
亡
率
も
十
年
で
半
減
し
た
。

人
口
動
態
の
変
化
に
つ
い
て
は
人
口

転
換
理
論
と
し
て
体
系
化
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
は
主
と
し
て
西
欧
文
化
圏
の

経
験
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
戦
後
日
本

は
西
欧
的
人
口
転
換
に
対
し
て
、
日
本

独
自
の
人
口
転
換
パ
タ
ー
ン
を
展
開
し

て
い
っ
た
。

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
日
本
的
人
口

転
換
が
持
っ
て
い
る
国
際
的
意
義
で
あ

る
。
そ
の
第
一
は
、
人
口
転
換
プ
ロ
セ

ス
の
も
っ
と
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
出

生
率
に
関
す
る
日
本
の
経
験
が
、
ア
ジ

ア
諸
国
の
出
生
率
低
下
に
と
っ
て
、
け

ん
引
車
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と

で
あ
る
。

務
次
官
）
と
、
義
務
的
な
達
成
目
標
で

は
な
く
、
｜
種
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

の
役
割
に
期
待
感
を
示
し
始
め
て
い

る
。

（
読
売
新
聞
二
○
○
○
・
｜
・
二
十
五
）

人
口
千
人
当
た
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の
出

生
数
を
示
す
出
生
率
に
つ
い
て
、
日
本

は
四
七
年
か
ら
の
十
年
間
で
三
十
四
人

か
ら
十
七
人
に
半
減
し
た
。
多
少
遅
れ

て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
十
五
年
で
、
中
国

は
十
年
で
、
韓
国
は
十
七
年
で
、
タ
イ

は
二
十
年
で
そ
れ
ぞ
れ
半
減
、
西
欧
諸

国
で
は
考
え
ら
れ
な
い
速
度
で
低
下
し

た
。国
際
的
意
義
の
第
二
点
は
日
本
の

「
死
亡
率
低
下
革
命
」
で
あ
る
。
そ
れ

に
は
二
つ
の
指
標
が
あ
る
。
一
つ
は
出

生
千
人
に
対
す
る
一
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ

ん
の
死
亡
数
（
乳
児
死
亡
率
）
で
、
現

在
三
・
六
人
で
世
界
最
低
の
比
率
を
達

成
し
て
い
る
。
二
つ
目
は
平
均
寿
命

で
、
九
八
年
簡
易
生
命
表
に
よ
る
と
女

性
は
八
十
四
歳
、
男
性
は
七
十
七
歳
で

と
も
に
世
界
最
長
に
達
し
て
い
る
こ
こ

の
二
つ
の
指
標
は
日
本
が
世
界
に
誇
る

べ
き
生
命
の
勝
利
で
あ
る
。

ど
う
や
ら
経
済
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に

は
赤
信
号
が
と
も
っ
て
い
る
が
、
死
亡

率
の
低
さ
と
い
う
社
会
的
側
面
で
は
押

し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で

あ
る
。
こ
の
面
で
の
日
本
の
役
割
は
忘

れ
ら
れ
が
ち
だ
が
、
日
本
に
と
っ
て
国

際
的
に
み
て
も
重
大
な
意
味
を
持
っ
て

い
る
。
乳
児
死
亡
率
も
平
均
寿
命
も
、
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そ
の
社
会
に
お
け
る
生
活
の
質
の
総
合

的
指
標
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
あ
る
。

乳
児
死
亡
率
は
先
進
国
全
体
で
も
十

人
、
ア
ジ
ア
で
は
六
十
－
七
十
人
の
国

も
少
な
く
な
い
。
ア
フ
リ
カ
の
い
く
つ

か
の
国
で
は
百
人
を
は
る
か
に
超
え
て

お
り
、
日
本
の
二
十
倍
、
三
十
倍
の
高

さ
で
赤
ち
ゃ
ん
が
死
ん
で
い
る
。
寿
命

に
つ
い
て
も
貧
困
国
で
は
た
か
だ
か
五

十
歳
、
ア
フ
リ
カ
の
ル
ワ
ン
ダ
で
は
内

戦
と
い
う
特
別
の
事
情
が
あ
っ
た
に
せ

よ
九
○
－
九
五
年
に
お
い
て
は
二
十
四

歳
と
い
う
驚
く
べ
き
短
命
が
見
ら
れ
た
。

人
間
の
生
命
の
尊
厳
、
人
間
の
安
全

保
障
、
生
活
の
質
の
向
上
が
厳
し
く
問

わ
れ
る
今
日
、
こ
の
よ
う
な
生
命
の
不

平
等
が
放
置
さ
れ
て
い
い
わ
け
は
あ
る

ま
い
。

九
四
年
に
カ
イ
ロ
で
開
か
れ
た
国
際

人
ロ
開
発
会
議
で
合
意
を
得
た
「
行
動

計
画
」
は
、
日
本
が
達
成
し
て
い
る
広

義
の
高
い
福
祉
水
準
を
、
二
十
一
世
紀

の
早
い
段
階
で
国
際
的
に
実
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

カ
イ
ロ
会
議
の
歴
史
的
な
意
義
は
女

性
を
舞
台
裏
か
ら
表
舞
台
へ
と
登
場
さ

せ
た
こ
と
で
あ
る
。
女
性
の
結
婚
、
妊

娠
、
出
産
、
養
育
と
い
っ
た
生
涯
に
わ

た
る
健
康
と
、
社
会
的
・
経
済
的
能
力

の
開
発
お
よ
び
社
会
参
加
が
人
類
の
持

続
的
発
展
の
基
礎
的
条
件
で
あ
る
と
位

置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
日
本
は
二
十
一
世
紀
の
人
類
的
課
題

の
先
駆
的
モ
デ
ル
と
し
て
貢
献
す
べ
き

責
任
と
資
格
を
持
っ
て
い
る
。

い
ま
関
係
者
の
間
で
「
ポ
ス
ト
・
力

日
本
で
は
一
時
期
に
比
べ
エ
イ
ズ
へ

の
関
心
が
薄
れ
て
き
た
。
だ
が
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
（
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
）
は
、
世
界
で

猛
威
を
ふ
る
い
続
け
て
い
る
。
ア
フ
リ

カ
が
特
に
ひ
ど
い
。
米
ニ
ュ
ー
ズ

ウ
ィ
ー
ク
誌
に
よ
る
と
、
世
界
で
昨
年

エ
イ
ズ
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
二
百
六

十
万
人
の
う
ち
約
八
五
％
が
ア
フ
リ
カ

の
人
だ
と
い
う
。

▼
つ
い
最
近
ま
で
、
ア
フ
リ
カ
の
社
会

問
題
の
一
つ
は
、
人
口
爆
発
だ
っ
た
。

Ⅵ胴■

□=云惠'･

猛威ふるうエイズ

経済成長率も低下

イ
ロ
」
の
次
回
世
界
人
口
会
議
を
十
年

目
に
当
た
る
二
○
○
四
年
に
日
本
で
開

催
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
つ
つ

あ
り
、
実
現
す
れ
ば
そ
の
意
義
は
極
め

て
大
き
い
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
国
際
会
議
の

開
催
の
た
め
に
は
い
ま
一
度
、
わ
が
国

の
過
去
を
振
り
返
っ
て
、
国
民
の
福
祉

と
発
展
の
基
礎
条
件
と
も
い
う
べ
き
乳

内
戦
や
飢
餓
の
犠
牲
者
が
少
な
く
な
っ

た
と
は
い
え
、
医
療
の
浸
透
に
伴
っ
て

乳
幼
児
の
死
亡
率
が
低
下
し
、
一
般
の

病
気
に
対
す
る
成
人
の
抵
抗
力
も
増
し

た
。
そ
の
結
果
、
経
済
成
長
率
が
人
口

増
加
率
に
追
い
つ
か
ず
、
｜
人
当
た
り

の
所
得
水
準
が
向
上
し
な
い
皮
肉
な
現

象
が
ア
フ
リ
カ
の
苦
悩
を
象
徴
し
て
い

た
。

▼
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
ま
ん
延
に
よ
っ
て
今
度
は

人
の
生
存
が
再
び
脅
か
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
エ
イ
ズ
の
猛
威
が
続
く
と
、

’
九
九
○
年
代
初
め
に
五
十
九
歳
に
達

し
て
い
た
ア
フ
リ
カ
南
部
の
住
民
の
平

均
寿
命
が
、
二
○
一
○
年
に
は
四
十
五

歳
に
ま
で
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い

う
。
エ
イ
ズ
で
親
を
失
っ
た
子
供
の
数

は
内
戦
や
飢
餓
に
よ
る
孤
児
の
数
を
は

る
か
に
し
の
ぎ
、
今
や
一
千
万
人
に
達

児
死
亡
率
の
低
下
や
長
寿
を
も
た
ら
し

た
要
因
お
よ
び
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
総

合
的
・
科
学
的
分
析
が
な
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
発
展
途
上
国

の
実
態
に
つ
い
て
も
十
分
な
知
識
が
必

要
で
あ
る
。

（
日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長

Ⅱ
投
稿
）

（
朝
日
新
聞
二
○
○
○
・
｜
・
二
十
六
）

す
る
そ
う
だ
。

▼
母
子
感
染
に
よ
る
子
供
の
エ
イ
ズ
の

問
題
も
深
刻
だ
。
国
際
機
関
や
米
政
府

な
ど
も
事
態
を
憂
慮
し
、
国
連
安
全
保

障
理
事
会
で
対
応
策
の
協
議
を
急
ぐ
べ

き
だ
と
の
声
も
出
て
き
た
。
社
会
問
題

の
レ
ベ
ル
を
超
え
安
全
保
障
の
命
題
に

な
っ
た
格
好
だ
が
、
背
景
に
あ
る
貧
困

の
解
消
自
体
が
難
し
い
。
生
命
科
学
の

進
歩
が
も
て
は
や
さ
れ
る
時
代
に
も
、

ふ
だ
ん
気
づ
か
な
い
重
い
現
実
が
世
界

に
は
あ
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
一
○
○
○
・
｜
・
二
十
六
）
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国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
の

調
査
に
よ
れ
ば
、
世
界
で
は
現
在
、
八

億
人
以
上
が
日
々
の
食
糧
を
十
分
に
得

ら
れ
ず
、
慢
性
的
な
栄
養
不
足
の
状
態

に
あ
る
。
地
域
別
に
み
る
と
、
ア
ジ
ア

で
五
億
人
、
ア
フ
リ
カ
で
二
億
人
、
そ

の
他
で
一
億
人
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ジ

ア
で
は
近
年
、
栄
養
水
準
が
急
速
に
改

善
さ
れ
た
と
は
い
え
、
イ
ン
ド
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
の
南
ア
ジ
ア
で
は
、

人
口
の
皿
％
に
当
た
る
人
々
が
な
お
栄

養
不
足
の
状
態
に
あ
り
、
サ
ハ
ラ
砂
漠

以
南
の
ア
フ
リ
カ
で
は
そ
の
割
合
が
蛆

％
を
超
す
。

情
報
網
が
世
界
的
に
整
備
さ
れ
、
輸

送
手
段
が
発
展
す
る
に
つ
れ
、
局
地
的

き
き
ん

な
飢
鐘
は
、
国
際
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民

間
活
動
団
体
）
な
ど
の
緊
急
支
援
等
に

よ
っ
て
、
多
く
は
未
然
に
防
止
さ
れ
た

り
、
救
済
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
最
近
は
、
一
定
の
期
間
に
多

く
の
餓
死
者
や
難
民
が
出
る
と
い
っ
た

食
糧
危
機
は
、
政
治
の
混
乱
と
重
な
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

図
論
点
ｌ
国
連
食
糧
農
篝
関
日
本
事
務
所
所
長
高
橋
梯
一
一

飽
食
と
併
存
す
る
現
代
の
飢
餓

こ
う
し
た
政
情
が
絡
む
食
糧
危
機
も

軽
視
で
き
な
い
が
、
よ
り
深
刻
な
の
は

い
ま
、
世
界
に
広
く
分
布
し
て
い
る
慢

性
的
な
栄
養
不
足
で
あ
る
。
慢
性
的
栄

養
不
足
は
、
干
ば
つ
や
洪
水
な
ど
の
天

候
不
順
や
病
害
な
ど
の
天
災
に
起
因
す

る
場
合
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
世
界
の
食

糧
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
や
、
個
人

の
経
済
格
差
な
ど
に
大
き
く
左
右
さ
れ

て
起
き
て
い
る
。

ワ
ー
ル
ド
ウ
オ
ッ
チ
研
究
所
代
表
の

レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏
は
「
現
代
の

飢
餓
は
特
定
の
地
域
に
集
中
せ
ず
、
世

界
の
貧
困
者
に
均
等
に
ば
ら
ま
か
れ
て

い
る
。
飢
餓
の
現
代
版
は
悲
惨
な
写
真

に
は
な
ら
な
い
が
、
苦
難
の
現
実
が
変

わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
一
と
述
べ
て

い
る
。

日
常
の
生
活
の
中
で
ご
く
普
通
に
発

生
し
て
い
る
こ
の
慢
性
的
な
栄
養
不
足

は
、
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
も
少
な
く
、
人
々
に
あ
ま
り
注
目
さ

れ
な
い
。
こ
の
「
隠
れ
た
飢
餓
」
が
、

現
代
版
飢
餓
の
第
一
の
問
題
で
あ
る
。

現
代
の
飢
餓
は
、
世
界
の
食
糧
需
給

と
密
接
に
関
連
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
部
の
開
発
途
上
国
で
は
、
経
済
成
長

に
よ
り
食
糧
の
輸
入
依
存
度
は
急
速
に

高
ま
っ
て
お
り
、
世
界
の
食
糧
の
国
際

価
格
の
高
騰
は
、
そ
の
ま
ま
途
上
国
の

食
糧
事
情
を
悪
化
さ
せ
る
。
世
界
全
体

で
み
る
と
食
糧
が
満
ち
足
り
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
場
合
で
も
、
開
発
途
上
国

の
飢
餓
が
解
消
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
。

食
糧
も
商
品
で
あ
り
、
価
格
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
基
本
と
す
る
現
在
の
経
済
シ
ス

テ
ム
で
は
、
購
入
で
き
る
経
済
力
の
あ

る
人
に
の
み
食
糧
も
供
給
さ
れ
る
。
ど

こ
か
に
余
剰
食
糧
が
あ
っ
て
も
そ
れ
が

不
足
し
て
い
る
人
に
配
分
さ
れ
る
と
は

限
ら
な
い
。
富
め
る
先
進
国
の
人
に
、

よ
り
多
く
の
食
糧
が
供
給
さ
れ
て
い
る

の
が
実
態
だ
。

途
上
国
と
先
進
国
の
一
人
当
た
り
の

穀
物
消
費
量
を
み
て
も
、
先
進
国
で
は

年
間
六
百
キ
ロ
．
甥
以
上
を
消
費
し
て
い

る
の
に
対
し
、
途
上
国
平
均
は
そ
の
三

分
の
一
強
で
し
か
な
い
。
サ
ハ
ラ
以
南

の
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
五
分
の
一
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
世
界
の
人
口
の
卯
％
を

占
め
る
先
進
国
の
人
々
が
世
界
の
食
糧

の
印
％
以
上
を
消
費
し
て
い
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
世
界
の
食
糧
は
偏
在

し
て
お
り
、
食
糧
が
満
ち
足
り
て
い
る

国
の
人
々
に
と
っ
て
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
関

心
事
で
あ
る
一
方
、
不
足
し
て
い
る
国

の
人
々
に
と
っ
て
は
、
日
々
の
食
糧
に

も
事
欠
く
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

十
八
世
紀
以
前
は
、
住
民
の
大
部
分

が
慢
性
的
な
栄
養
不
足
状
態
で
あ
っ
た

と
指
摘
さ
れ
る
が
、
現
代
は
、
飽
食
と

飢
餓
が
併
存
し
て
い
る
。
日
本
人
が
大

量
の
食
糧
を
輸
入
し
な
が
ら
、
年
間
四

百
五
十
万
少
も
食
べ
残
し
て
い
る
の

は
、
偏
在
の
典
型
と
も
い
え
る
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
「
偏
在
に
よ
る
飢

餓
」
が
現
代
版
飢
餓
の
第
二
の
問
題
で

あ
る
。

第
三
の
問
題
は
、
世
界
人
口
六
十
億

の
時
代
に
突
入
し
、
「
人
口
増
加
に
よ

き
く

る
飢
餓
」
が
危
倶
さ
れ
て
い
る
一
」
と
で

あ
る
。
地
球
は
急
速
に
増
え
続
け
る
人

口
を
将
来
も
養
え
る
の
か
と
い
う
難
問

に
直
面
し
て
い
る
。
人
ロ
増
加
に
よ
る

食
糧
不
足
が
や
っ
て
く
る
と
し
た
マ
ル

サ
ス
の
理
論
が
世
界
的
な
規
模
で
息
を

吹
き
返
し
て
く
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

こ
う
し
た
時
代
の
飢
餓
に
対
し
、
世

界
は
ど
う
戦
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る

の
か
。
一
九
九
六
年
の
世
界
食
糧
サ

ミ
ッ
ト
に
参
加
し
た
百
八
十
以
上
の
国
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の
首
脳
は
、
八
億
の
栄
養
不
足
人
口
を

二
○
’
五
年
ま
で
に
半
減
さ
せ
る
と
い

う
目
標
に
合
意
し
た
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
な
ど
国

際
機
関
は
「
人
類
の
飢
餓
か
ら
の
解

放
」
を
二
十
一
世
紀
の
人
類
の
共
通
の

課
題
と
し
て
と
ら
え
て
行
動
を
開
始
し

て
い
る
。

世
界
食
糧
デ
ー
（
十
月
十
六
日
）
を

中
心
に
毎
年
、
「
テ
レ
フ
ー
ド
」
と
い

本
社
の
世
論
調
査
で
、
「
あ
と
一

人
」
の
子
供
を
望
み
な
が
ら
産
め
な
い

で
い
る
わ
が
国
の
少
子
化
の
現
状
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
。

豊
か
な
社
会
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
国

ち
ゆ
っ
ち
よ

民
の
多
く
が
出
産
を
蹄
路
す
る
現
状

は
、
い
び
つ
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

安
心
し
て
子
供
が
産
め
る
環
境
整
備

を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
政
府
は
児
童
手

当
の
支
給
対
象
を
広
げ
る
意
向
だ
が
、

調
査
結
果
は
、
手
当
よ
り
も
子
育
て
後

の
再
就
職
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
な

ど
を
求
め
て
お
り
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
に

囮

児
童
手
当
よ
り
先
に
や
る
べ
き
こ
と

安
心
し
て
出
産
の
環
境
整
備

う
世
界
規
模
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ

れ
て
い
る
。
現
代
版
飢
餓
撲
滅
の
た
め

に
、
先
進
国
の
人
た
ち
に
ま
ず
、
そ
の

現
状
の
認
識
と
理
解
を
訴
え
た
い
。

高
橋
梯
一
一
ｍ
六
七
年
に
農
水
省
へ
入

省
し
、
国
際
企
画
課
長
、
内
閣
審
議

官
な
ど
歴
任
。
九
七
年
か
ら
現
職
。

弱
歳
。（
読
売
新
聞
二
○
○
○
・
二
・
｜
）

沿
っ
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。

選
挙
目
当
て
に
ば
ら
ま
き
を
す
る
の

で
は
な
く
、
真
に
求
め
ら
れ
て
い
る
少

子
化
対
策
と
は
何
か
を
改
め
て
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
理
想

と
す
る
子
供
の
数
は
「
三
人
」
が
岨
％

と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
二
人
」
の
蛆

％
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
現
実
の

子
供
の
数
は
「
２
人
Ｆ
が
蛆
％
と
最
も

多
く
、
次
い
で
「
三
人
」
の
出
％
、
「
一

人
」
の
担
％
の
順
だ
っ
た
。

子
供
が
二
人
い
る
人
の
半
数
近
く
は

「
三
人
」
を
理
想
と
考
え
て
お
り
、
子

供
が
一
人
と
い
う
人
も
一
二
人
」
も
し

く
は
「
三
人
」
が
理
想
と
い
う
回
答
が

九
割
以
上
を
占
め
た
。
つ
ま
り
、
多
く

の
人
が
－
，
あ
と
一
人
」
を
産
め
ず
に
い

る
の
だ
。

ど
ん
な
対
策
が
必
要
か
、
と
い
う
問

い
（
複
数
回
答
）
に
対
し
て
は
、
①
出

産
・
子
育
て
で
退
職
し
た
人
が
再
就
職

し
や
す
く
す
る
記
％
②
延
長
保
育
や
休

日
保
育
な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

す
る
蛇
％
③
育
児
休
業
制
度
を
充
実
さ

せ
る
蛇
％
と
い
う
順
だ
っ
た
。
ち
な
み

に
、
児
童
手
当
の
増
額
な
ど
、
子
育
て

へ
の
経
済
支
援
を
求
め
た
の
は
弱
％

だ
っ
た
。

一
九
九
七
年
の
調
査
だ
が
、
夫
婦
の

蛆
％
は
共
働
き
で
あ
り
、
妻
が
専
業
主

婦
と
い
う
世
帯
の
ｗ
％
を
す
で
に
上

回
っ
て
い
る
。
高
齢
化
の
進
展
は
さ
ら

に
女
性
の
社
会
進
出
を
促
す
も
の
と
み

ら
れ
る
。
結
婚
・
出
産
後
も
仕
事
を
続

け
た
い
と
い
う
女
性
側
の
ニ
ー
ズ
も
高

い
。そ
う
し
た
中
で
、
子
育
て
を
支
え
て

く
れ
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
や
、
出

産
・
育
児
の
た
め
に
い
っ
た
ん
は
退
職

し
て
も
再
就
職
で
き
る
よ
う
な
雇
用
環

境
の
整
備
を
、
多
く
の
人
が
求
め
て
い

る
こ
と
を
こ
の
調
査
結
果
は
示
し
て
い

プ（）ｏ確
か
に
子
育
て
に
は
金
が
か
か
る
。

と
り
わ
け
多
額
の
費
用
が
か
か
る
教
育

の
現
状
は
問
題
だ
。
自
宅
以
外
か
ら
私

大
に
通
う
学
生
の
場
合
、
授
業
料
や
生

活
費
で
平
均
年
間
二
百
五
十
四
万
円
も

か
か
っ
て
い
る
と
デ
ー
タ
も
あ
る
。

だ
が
、
今
回
、
政
府
・
与
党
が
打
ち

出
し
た
児
童
手
当
の
拡
充
案
は
、
対
象

を
三
歳
未
満
児
か
ら
就
学
前
児
童
に
ま

で
広
げ
る
も
の
で
、
教
育
費
負
担
の
軽

減
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
い
。

し
か
も
、
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、

昨
年
引
き
上
げ
た
ば
か
り
の
十
六
歳
未

満
の
「
年
少
扶
養
控
除
」
を
引
き
下
げ

る
こ
と
に
し
て
お
り
、
小
・
中
学
生
を

抱
え
る
世
帯
で
は
逆
に
増
税
に
な
る
。

児
童
手
当
の
拡
充
を
強
く
求
め
る
公

明
党
に
配
慮
し
て
、
財
源
の
な
い
ま
ま

”
見
切
り
発
車
“
し
た
た
め
で
、
制
度

の
理
念
よ
り
連
立
の
都
合
を
優
先
さ
せ

た
結
果
だ
。

児
童
手
当
や
そ
れ
に
類
し
た
制
度
は

諸
外
国
で
も
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
が
顕
著
な
出
生
増
に
つ
な
が
っ
た
と

い
う
例
は
聞
か
な
い
。

（
読
売
新
聞
二
○
○
○
・
｜
｜
・
二
）
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こゆ－すふぉ－らむ

【
北
京
６
日
Ⅱ
古
森
義
久
】
中
国
で
大

豊
作
が
続
き
、
食
糧
も
余
剰
が
出
て
備

蓄
が
増
し
て
い
る
な
か
で
、
日
本
か
ら

食
糧
増
産
援
助
十
二
億
円
以
上
が
与
え

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
日
本
側
で

は
、
中
国
の
食
糧
生
産
の
構
造
改
善
に

寄
与
す
る
援
助
と
し
て
い
る
が
、
中
国

側
で
は
中
央
政
府
が
食
糧
減
産
を
当

面
、
目
指
す
と
い
う
動
き
も
伝
え
ら
れ

て
お
り
、
今
回
の
日
本
の
食
糧
増
産
援

助
は
奇
異
な
感
じ
が
ぬ
ぐ
え
な
い
。

日
本
政
府
が
中
国
へ
の
食
糧
増
産
援

助
と
し
て
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

の
無
償
資
金
十
二
億
三
千
万
円
を
与
え

る
た
め
の
公
式
文
書
が
一
日
、
両
国
政

府
代
表
に
よ
り
北
京
で
署
名
さ
れ
た
。

こ
の
援
助
は
二
○
○
○
年
度
分
の
食
糧

増
産
援
助
で
、
湖
南
省
、
湖
北
省
、
河

北
省
な
ど
の
貧
困
地
域
が
対
象
と
な
っ

て
い
る
。
中
国
へ
の
食
糧
増
産
援
助
は

毎
年
、
十
数
億
円
の
規
模
で
贈
ら
れ
て

お
り
、
昨
年
分
は
十
三
億
二
千
万
円

だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
中
国
で
は
こ
こ
数
年
間
、

函
中
国
に
増
産
援
助
烟
億
円

食
糧
余
剰

農
水
省
は
十
四
日
開
い
た
「
食
料
・

農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
」
の
企
画
部

大
豊
作
が
続
い
て
い
る
。
コ
メ
、
小

麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
合
わ
せ
た
食
糧

生
産
は
九
六
年
以
来
、
連
続
し
て
目
標

四
億
九
千
万
少
を
超
え
た
。
備
蓄
も
五

億
ト
ン
と
一
年
分
の
生
産
目
標
を
超
え
余

剰
気
味
と
な
っ
て
、
農
産
物
の
価
格
の

下
落
を
も
た
ら
し
た
。

中
国
政
府
は
、
食
糧
増
産
目
標
と
し

て
二
○
○
○
年
の
時
点
で
国
民
一
人
当

た
り
年
間
平
均
食
糧
供
給
量
を
四
百
キ
ロ

と
定
め
て
き
た
。
こ
の
目
標
は
人
口
十

二
億
余
全
体
の
供
給
量
と
す
る
と
約
四

億
九
千
万
少
と
な
る
。
だ
が
、
九
九
年

■塞薊
自給率30%台に
10年後コメ横ばい

肉類など低下
｢農業の構造
改善｣名目に農水省推計

会
で
、
十
年
後
の
平
成
二
十
二
（
二
○

’
○
）
年
度
時
点
の
品
目
別
食
糧
自
給

率
の
推
計
値
を
示
し
た
。
コ
メ
は
九
六

％
で
十
年
度
（
九
五
％
、
速
報
値
）
と

比
べ
ほ
ぼ
横
ば
い
。
小
麦
、
大
豆
も
そ

れ
ぞ
れ
九
％
、
三
％
と
十
年
度
と
変
わ

ら
な
い
が
、
肉
類
は
四
九
％
か
ら
六
ポ

イ
ン
ト
ダ
ウ
ン
、
魚
介
類
も
低
下
す
る

と
み
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
積
み
上
げ
た

全
体
の
食
糧
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー

の
中
国
の
食
糧
生
産
は
五
億
少
を
超
え

た
と
さ
れ
、
中
国
政
府
は
一
部
の
農
業

地
区
に
生
産
の
減
少
を
奨
励
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
食
糧
余
剰
の
状
態
の
な
か

で
の
日
本
か
ら
の
食
糧
増
産
援
助
は
、

対
象
が
貧
困
地
域
と
い
っ
て
も
余
剰
食

糧
を
貧
困
地
域
に
供
給
す
る
こ
と
は
可

能
な
は
ず
だ
か
ら
、
奇
異
に
も
映
る
わ

け
だ
。
し
か
し
北
京
の
日
本
大
使
館
で

は
、
こ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
食
糧
自
体
を
与
え

る
の
で
は
な
く
貧
困
地
域
の
農
業
の
構

造
的
改
善
に
つ
な
が
る
肥
料
、
農
薬
、

農
機
具
な
ど
の
供
与
で
あ
り
、
中
国
政

府
か
ら
援
助
継
続
の
要
請
が
あ
る
以

上
、
意
義
は
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
二
○
○
○
・
二
・
七
）

ス
）
は
十
年
度
の
四
○
％
か
ら
数
ポ
イ

ン
ト
ダ
ウ
ン
し
三
○
％
台
に
な
る
と
厳

し
い
予
測
を
示
し
た
。

食
糧
自
給
率
は
国
民
に
供
給
さ
れ
る

食
糧
の
う
ち
国
産
の
農
水
産
物
が
占
め

る
割
合
。
コ
メ
の
消
費
量
は
十
年
度
の

九
百
九
十
一
万
少
か
ら
二
十
二
年
度
に

は
九
百
四
十
五
万
少
と
減
少
傾
向
が
続

く
と
み
て
お
り
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
生

産
量
も
減
少
し
、
自
給
率
自
体
は
横
ば

い
を
予
測
し
た
。

肉
類
は
今
後
も
消
費
量
が
拡
大
す
る

傾
向
が
続
き
、
自
給
率
は
低
下
。
魚
介

類
も
資
源
の
枯
渇
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

た
め
、
自
給
率
も
悪
化
す
る
と
予
測
し

た
。全
体
の
自
給
率
は
昭
和
三
十
五
年
に

は
七
九
％
だ
っ
た
が
、
肉
類
を
中
心
と

し
た
食
生
活
の
洋
風
化
や
自
給
率
の
高

い
コ
メ
の
消
費
量
が
減
少
し
た
こ
と
か

ら
低
下
傾
向
が
続
き
、
十
年
度
に
は
四

○
％
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
こ
の
た
め

政
府
は
、
昨
年
成
立
し
た
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
」
（
新
農
基
法
）
で

自
給
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
明
記

し
、
三
月
末
ま
で
に
目
標
値
を
掲
げ
る

方
針
を
示
し
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
二
○
○
○
・
二
・
十
五
）

虹



地
球
上
で
最
も
豊
か
な
生
物
多
様
性

を
示
す
地
域
で
人
口
が
急
増
し
、
生
物

種
を
絶
滅
に
追
い
や
る
圧
力
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
米
国
の
非
政
府
組
織
（
Ｎ

Ｇ
Ｏ
）
の
報
告
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

な
っ
た
。

報
告
書
は
人
口
問
題
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ポ

ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｐ
Ａ
Ｉ
）
が
、

生
物
多
様
性
保
全
活
動
を
し
て
い
る
Ｎ

Ｇ
Ｏ
コ
ン
サ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｃ
ｌ
）
と
協
力
し
て
作

成
し
た
。

Ｃ
ｌ
は
開
発
の
影
響
で
豊
か
な
生
物

多
様
性
が
失
わ
れ
る
恐
れ
の
大
き
い
妬

地
域
を
「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」
と
認
定

し
、
優
先
的
な
保
護
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
は
、
ア
ン
デ

ス
山
脈
、
ア
マ
ゾ
ン
川
流
域
、
西
ア
フ

リ
カ
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
森
林
が
含

ま
れ
て
い
る
。
合
計
面
積
は
陸
地
の
２

Ⅲ
人口増が

動植物絶滅

危機要因に

米ＮＧＯ報告

％
に
満
た
な
い
が
、
そ
こ
に
は
世
界
の

植
物
種
の
蝋
％
、
魚
類
を
除
く
せ
き
つ

い
動
物
の
弱
％
が
生
息
し
て
い
る
と
い

》
っ
Ｏ報
告
書
に
よ
る
と
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ

ト
に
は
約
ｎ
億
人
が
住
む
。
平
均
人
口

密
度
は
世
界
平
均
の
約
２
倍
、
人
口
増

加
率
は
同
１
．
５
倍
で
、
環
境
破
壊
の

進
行
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

五
十
年
後
三
千
万
が
外
国
人

国
連
の
国
際
人
口
動
態
に
つ
い
て
の

推
計
に
よ
る
と
、
こ
ん
ご
五
十
年
間
に

わ
た
っ
て
日
本
は
毎
年
六
十
万
人
の
外

国
人
労
働
者
を
必
要
と
す
る
、
と
い

う
。
現
在
、
日
本
に
居
住
し
て
い
る
外

国
人
は
約
三
百
万
人
だ
が
、
も
し
こ
の

推
計
が
た
だ
し
い
と
す
る
な
ら
、
あ
と

五
年
で
外
国
人
数
は
六
百
万
人
に
倍
増

す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
長
期
的
に
み
た
場
合
、
国
連

推
計
は
二
○
五
○
年
の
日
本
の
人
口
の

う
ち
三
千
万
人
以
上
は
外
国
人
に
な

る
、
と
し
て
い
る
。
一
年
間
に
六
十
万

囮

正
論
ｌ
中
部
高
等
学
術
研
究
所
長
加
藤
秀
俊

「
新
日
本
人
」
に
ど
う
備
え
る
か

移
民
と
共
存
の
将
来
像
を
読
む

Ｐ
Ａ
Ｉ
は
「
人
口
増
加
は
食
料
と
住

居
の
必
要
性
を
増
し
、
他
の
生
物
種
を

絶
滅
さ
せ
る
要
因
に
な
る
。
生
物
多
様

性
の
保
全
の
た
め
に
は
、
家
族
計
画
へ

の
援
助
な
ど
人
間
へ
の
投
資
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
て
い
る
。

【
生
長
恵
理
】

（
毎
日
新
聞
二
○
○
○
・
二
・
十
七
）

人
な
の
だ
か
ら
、
五
十
年
間
で
三
千
万

人
と
い
う
の
は
単
純
な
算
術
の
問
題

だ
。
日
本
の
総
人
口
を
一
億
と
仮
定
す

る
と
、
こ
の
日
本
列
島
で
生
活
す
る
人

間
の
三
分
の
一
が
外
国
人
に
な
る
、
と

い
う
勘
定
に
な
る
。
何
し
ろ
「
少
子

化
」
が
こ
こ
ま
で
進
行
し
て
し
ま
っ
た

の
だ
か
ら
、
人
口
不
足
の
空
白
を
埋
め

る
た
め
に
は
外
国
人
か
ら
の
「
移
民
」

が
こ
れ
だ
け
ふ
え
る
の
も
い
た
し
か
た

あ
る
ま
い
。

そ
れ
は
ど
ん
な
結
果
を
も
た
ら
す
の

だ
ろ
う
か
。
い
ま
の
わ
れ
わ
れ
に
は
予

測
も
で
き
な
い
。
し
か
し
、
ひ
と
っ
た

し
か
な
こ
と
は
、
こ
の
日
本
列
島
で
こ

れ
ま
で
な
か
っ
た
よ
う
な
規
模
の
「
混

住
現
象
」
が
は
じ
ま
る
で
あ
ろ
う
、
と

い
う
こ
と
だ
。
た
ぶ
ん
、
中
国
、
東
南

ア
ジ
ア
、
西
ア
ジ
ア
な
ど
の
人
び
と
が

中
心
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
移

民
た
ち
と
日
本
人
の
あ
い
だ
で
、
あ
る

い
は
か
れ
ら
の
内
部
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

民
族
摩
擦
も
発
生
す
る
だ
ろ
う
し
、
一

部
で
は
混
血
も
は
じ
ま
る
だ
ろ
う
。
純

粋
な
「
大
和
民
族
一
と
い
う
単
一
民
族

神
話
は
や
が
て
き
え
ゆ
く
に
ち
が
い
な

い
。こ
う
し
た
混
住
現
象
に
つ
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
解
釈
は
あ
り
う
る
だ
ろ
う
が
、

す
で
に
そ
れ
が
日
本
の
将
来
の
「
運

命
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
以
上
、
そ
の

な
か
に
積
極
的
な
意
味
を
さ
ぐ
て
み
る

の
も
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
義
務
で
あ

る
。
い
っ
た
い
、
ど
ん
な
い
い
こ
と
が

あ
る
の
か
。

新
し
い
価
値
体
系
の
出
現

そ
れ
は
混
在
に
よ
っ
て
異
質
な
も
の

が
ま
ざ
り
あ
い
、
と
き
に
は
衝
突
し
な

が
ら
あ
た
ら
し
い
価
値
体
系
が
う
ま

れ
、
そ
れ
が
活
力
に
な
っ
て
飛
躍
し
て

ゆ
く
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
だ
。
単

一
民
族
の
な
か
に
あ
る
甘
え
は
も
は
や

9２
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ゆ
る
さ
れ
な
い
。
つ
ら
い
経
験
に
な
る

だ
ろ
う
が
、
人
口
の
三
割
を
し
め
る
外

国
人
と
の
共
存
の
中
で
、
た
ぶ
ん
日
本

は
新
た
な
歴
史
の
階
段
を
つ
く
り
あ
げ

て
ゆ
く
に
ち
が
い
な
い
。
い
う
な
れ

ば
、
「
在
来
人
」
と
「
外
国
人
」
の
相

互
刺
激
に
よ
る
「
新
日
本
人
一
の
誕
生

で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は

こ
れ
ら
外
国
人
の
法
的
地
位
で
あ
る
。

彼
ら
が
外
来
の
新
入
者
で
あ
る
こ
と
に

ま
ち
が
い
な
い
が
、
い
つ
ま
で
も
「
外

国
人
」
で
あ
っ
て
よ
ろ
し
い
の
で
あ
ろ

う
か
。
日
本
列
島
に
居
住
し
、
は
た
ら

き
、
そ
し
て
こ
こ
で
一
生
を
す
ご
し
、

子
孫
も
定
住
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る

な
ら
ば
、
こ
れ
ら
外
国
人
は
あ
ら
た
な

「
日
本
人
」
と
し
て
法
的
に
認
知
さ
れ

る
の
が
正
当
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は

国
籍
に
つ
い
て
の
法
律
を
も
う
い
ち
ど

見
な
お
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
日

本
国
籍
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
外
国
人

に
ひ
ろ
く
門
戸
を
開
放
し
な
け
れ
ば
な

る
ま
い
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
「
新
日
本

人
」
の
基
礎
は
あ
や
ふ
や
な
も
の
に
な

る
。折
し
も
地
方
自
治
体
で
は
外
国
人
に

参
政
権
を
与
え
る
べ
き
だ
、
と
い
う
議

論
が
あ
る
。
現
状
で
は
外
国
人
人
口
が

日
本
国
籍
も
つ
仲
間
と
し
て

そ
れ
に
、
い
っ
た
ん
選
挙
権
が
あ
た

え
ら
れ
れ
ば
、
つ
ぎ
に
は
被
選
挙
権
の

問
題
も
で
て
く
る
。
極
端
な
想
定
を
す

れ
ば
、
日
本
国
籍
を
も
た
な
い
人
び
と

が
地
方
議
会
の
議
員
や
首
長
に
な
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
地
方
政
治
は
国
を
う
ご
か
す
力

を
も
っ
て
い
る
。
地
方
の
住
民
投
票
が

国
の
政
治
や
事
業
に
影
響
を
あ
た
え
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
な
の
だ
か
ら
、
「
外

国
人
」
の
圧
力
は
国
政
に
も
つ
な
が
っ

て
く
る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
外
国
か
ら
の
移
民
を

い
つ
ま
で
も
「
外
国
人
」
と
し
て
と
り

日
本
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
二

パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
だ
か
ら
、
地
方
自
治

へ
の
外
国
人
の
参
加
と
い
っ
て
も
、
さ

し
あ
た
り
大
問
題
に
は
な
る
ま
い
が
、

人
口
の
三
割
が
外
国
人
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
そ
の
地
方
政
治
へ
の
参
政

権
は
問
題
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ

れ
に
三
割
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
も
全

国
平
均
だ
か
ら
、
地
域
に
よ
っ
て
は
半

数
が
外
国
人
と
い
う
市
町
村
も
で
て
く

る
だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
地
方
政
治
の

実
権
が
外
国
人
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た

り
す
る
か
も
し
れ
ぬ
。

人
口
構
成
が
社
会
の
あ
り
方
に
大
き

く
影
響
す
る
と
い
う
議
論
は
な
る
ほ
ど

と
い
う
面
白
さ
が
あ
る
。
「
文
明
の
衝

突
」
論
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト

ン
教
授
も
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
紛
争
が

多
い
理
由
の
一
つ
に
「
若
年
人
口
の
激

増
」
を
あ
げ
て
い
る
。
応
歳
か
ら
皿
歳

ま
で
の
世
代
の
若
者
が
「
人
口
の
二
○

あ
つ
か
う
の
で
は
な
く
、
日
本
国
籍
を

も
っ
た
あ
た
ら
し
い
仲
間
と
し
て
迎
え

い
れ
る
こ
と
が
だ
い
じ
な
の
だ
。
そ
う

い
う
「
開
国
」
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
日

本
の
将
来
は
ひ
ら
け
て
く
る
。

し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
毎
年
六
十

万
の
移
民
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け

い
い
人
た
ち
に
き
て
ほ
し
い
、
と
お
も

う
。
じ
っ
さ
い
、
現
実
を
み
る
と
外
国

人
人
口
を
わ
ず
か
二
パ
ー
セ
ン
ト
な
の

に
、
府
中
刑
務
所
の
服
役
者
の
う
ち
二

○
パ
ー
セ
ン
ト
は
外
国
人
だ
と
い
う
。

現
状
に
お
い
て
す
で
に
そ
う
な
の
だ
か

ら
、
外
国
人
が
三
割
と
い
う
人
口
構
成

比
に
な
っ
た
と
き
、
日
本
の
治
安
は
ど

囮
文化という
劇場

若
者
が
多
け
れ
ば
不
安
定

別
代
が
多
け
れ
ば
繁
栄
？

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
る
と
社
会
は

不
安
定
に
な
り
、
暴
力
や
紛
争
が
エ
ス

カ
レ
ー
ト
す
る
傾
向
が
あ
る
一
と
い
う

の
で
あ
る
（
『
文
明
の
衝
突
と
Ⅲ
世
紀
の

日
本
』
集
英
社
新
書
）
。

確
か
に
若
者
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
あ
ふ

れ
て
い
る
一
方
で
、
不
安
定
で
も
あ

る
。
欧
米
の
先
進
諸
国
で
も
、
第
二
次

う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

外
国
人
の
う
け
い
れ
に
あ
た
っ
て
選

別
す
る
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
に
近
い

だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
日
本
の
将
来
を
に

な
っ
て
く
れ
る
「
新
日
本
人
」
に
は
、

そ
れ
な
り
の
気
持
ち
を
も
っ
て
い
っ

し
ょ
に
生
活
し
て
ほ
し
い
。
さ
も
な
け

れ
ば
、
ち
か
い
将
来
、
日
本
に
や
っ
て

く
る
「
混
住
社
会
」
は
新
し
い
価
値
を

う
む
ど
こ
ろ
か
、
混
乱
と
破
滅
へ
の
第

一
歩
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

の
で
あ
る
。

（
か
と
う
ひ
で
と
し
）

（
産
経
新
聞
二
○
○
○
・
二
・
’
一
十
一
）

人ロ構成

と社会
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前
後
に
達
し
た
１
９
６
０
年
代
末
ご

ろ
、
｜
斉
に
若
者
の
反
乱
の
時
代
を
迎

え
た
。
日
本
で
も
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の

世
代
、
全
共
闘
世
代
が
世
の
中
を
震
か

ん
さ
せ
た
も
の
だ
。

そ
う
し
た
人
口
構
成
論
の
系
譜
に
連

な
る
「
団
塊
世
代
の
経
済
学
』
（
日
経

Ｂ
Ｐ
社
）
も
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い

る
。
著
者
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
タ
ー
リ

ン
グ
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ウ
エ
イ
ト
両

氏
は
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
し
て
金
融
界

の
奇
才
」
（
本
の
帯
よ
り
）
だ
そ
う

だ
。
原
題
は
「
ブ
ー
マ
ー
ノ
ミ
ク
ス
｜

で
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
の
人
口
経
済

学
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
議
論
を
思

い
切
り
要
約
す
る
と
、
過
酷
な
力
仕
事

以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
職
業
に
お
い
て
、

現
在
達
し
て
い
る
年

仙
代
末
か
ら
加
代
に
か
け
て
仕
事
の
生

￣》
ま
さ
に
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
が

戦
後
の
ペ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
が
刎
歳

性
は
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。
特
に
情
報

、
サ
ー
ビ
ス
化
が
進
ん
で
い
る
昨
今

お
い
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
そ
れ

経
済
が
今
絶
好
調
期
を
迎
え
、
こ
の

ｎ
年
は
順
風
満
帆
が
予
想
さ
れ
る
の

、
や
は
り
、
こ
の
年
齢
層
の
人
口
が

き
な
比
率
を
占
め
続
け
る
か
ら
だ
と

う
の
だ
。
そ
し
て
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー

齢
層
で
あ
り
、
米

マ
ー
の
退
職
が
進
む
２
０
１
０
年
あ
た

り
か
ら
ア
メ
リ
カ
経
済
は
危
険
水
域
に

入
る
か
ら
用
心
し
て
お
き
な
さ
い
と
い

マ
フ
Ｏか
く
い
う
私
も
如
代
後
半
、
と
い
う

こ
と
は
「
ま
だ
ま
だ
生
産
性
は
あ
が
り

ま
す
ぜ
」
と
励
ま
し
て
く
れ
る
大
変
あ

り
が
た
い
議
論
で
は
あ
る
。
そ
れ
は
さ

て
お
き
、
日
本
経
済
も
、
団
塊
世
代
が

加
代
を
迎
え
て
い
る
今
、
そ
ろ
そ
ろ
好

転
す
る
は
ず
だ
が
。
【
冠
木
雅
夫
】

（
毎
日
新
聞
一
一
○
○
○
・
二
・
’
’
十
一
）

東
京
都
の
二
○
○
○
年
一
月
一
日
現

在
の
人
口
は
千
百
九
十
五
万
三
千
百
九

十
八
人
と
、
前
年
同
期
比
で
○
・
五
七

％
増
え
た
。
四
年
連
続
の
増
加
で
、
現

在
の
推
計
方
法
に
な
っ
た
五
六
年
以
降

で
過
去
最
高
。
転
入
者
数
か
ら
転
出
者

数
を
引
い
た
社
会
増
が
三
万
六
千
人
を

超
え
た
ほ
か
、
外
国
人
登
録
人
口
も
約

囮
都の人口

1195万人

過去最高に

目立つ外国人登録

一
万
二
千
七
百
人
増
え
た
。

人
口
増
加
率
は
区
部
が
○
・
五
％
、

市
郡
部
が
○
・
七
四
％
・
市
区
町
村
別

の
増
加
数
で
は
、
江
戸
川
区
が
七
千
八

百
十
二
人
と
ト
ッ
プ
で
、
八
王
子
市

（
七
千
二
百
八
十
七
人
）
、
町
田
市
（
五

千
四
百
四
十
四
人
）
と
続
い
た
。
反
対

に
人
口
が
最
も
減
っ
た
の
は
昭
島
市

（
八
百
五
十
七
人
減
）
だ
っ
た
。

外
国
人
登
録
人
口
は
新
宿
区
が
二
万

千
七
百
八
十
人
と
最
も
多
く
、
足
立
区

二
万
七
千
七
百
二
十
六
人
）
、
江
戸
川

区
（
一
万
四
千
三
百
九
十
七
人
）
が
続

い
た
。
人
口
総
数
に
占
め
る
外
国
人
の

割
合
で
は
港
区
が
九
・
四
％
で
最
も
高

く
な
っ
た
。

（
日
本
経
済
新
聞

二
○
○
○
・
｜
｜
・
二
十
一
一
）４年連続増－１月現在

【
ワ
シ
ン
ト
ン
塑
日
Ⅱ
共
同
】
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
排
出
の
た
め
に
来
世

紀
に
起
き
る
と
さ
れ
て
い
た
地
球
の
急

速
な
温
暖
化
が
、
既
に
始
ま
っ
て
い
る

と
す
る
分
析
結
果
を
米
海
洋
大
気
局
の

研
究
チ
ー
ム
が
二
十
二
日
、
発
表
し

た
。同
チ
ー
ム
は
世
界
全
体
の
月
平
均
気

温
が
十
六
カ
月
連
続
で
各
月
の
最
高
記

録
を
更
新
し
た
一
九
九
七
年
か
ら
九
八

年
の
気
温
に
注
目
。
統
計
的
な
解
析
の

結
果
、
こ
の
高
温
が
偶
然
の
変
動
の
結

果
起
き
る
率
は
二
十
分
の
一
と
小
さ

く
、
九
七
年
は
温
暖
化
傾
向
が
始
ま
る

転
換
点
だ
っ
た
と
結
論
を
出
し
た
。

’
九
七
五
年
か
ら
九
八
年
ま
で
の
気

温
上
昇
率
は
、
百
年
当
た
り
に
し
て
セ

氏
約
三
度
。
こ
の
上
昇
率
は
同
期
間
を

除
く
二
十
世
紀
と
十
九
世
紀
の
ど
の
期

間
よ
り
も
大
き
い
、
と
い
う
。
各
国
の

科
学
者
や
行
政
官
が
参
加
し
て
温
暖
化

團圀

地球はすでに

急速温暖化

米海洋大気局

来世紀の予想覆す
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す２５､お－らむこゆ

【
北
京
題
曰
Ⅱ
杉
山
祐
之
】
中
国
紙

「
経
済
日
報
」
な
ど
は
二
十
三
日
、
中

国
の
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
が
、

二
十
一
世
紀
半
ば
に
は
四
億
人
前
後
に

達
す
る
、
と
の
見
通
し
を
伝
え
た
。
中

国
社
会
科
学
院
老
年
科
学
研
究
会
の
分

の
科
学
的
な
検
討
を
進
め
て
い
る
「
気

候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
」

（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
は
、
百
年
当
た
り
三
度

の
上
昇
は
二
十
一
世
紀
に
な
っ
て
か
ら

起
き
る
と
予
測
し
て
い
た
。
同
研
究

チ
ー
ム
は
高
温
傾
向
が
始
ま
っ
た
原
因

に
つ
い
て
完
全
に
は
結
論
を
出
し
て
い

な
い
が
、
温
室
効
果
が
あ
る
Ｃ
Ｏ
辺
の

大
気
中
濃
度
が
上
昇
し
続
け
て
い
る
こ

と
か
ら
、
人
為
的
な
温
暖
化
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
、
と
指
摘
。
温
暖
化
は
急

速
な
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
対
策
を

急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
一
○
○
○
・
’
一
・
二
十
’
’
一
）

皿
2050年の中国
６０歳以上
４億人

社会科学院が分析

折
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
そ
れ

に
よ
る
と
、
二
○
五
○
年
の
総
人
口
は

「
最
大
十
六
億
人
」
で
、
中
国
は
四
人

に
一
人
が
高
齢
者
と
い
う
超
高
齢
化
社

会
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
。

中
国
人
口
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
と
、
中
国
の
総
人
口
は
現
在
、
十
二

億
七
千
万
人
で
、
高
齢
者
の
比
率
は
約

、
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
中
国
で
は

一
九
四
九
年
の
建
国
か
ら
七
一
年
ま

で
、
女
性
一
人
あ
た
り
の
平
均
出
生
児

数
が
五
人
を
上
回
っ
て
い
た
。

（
読
売
新
聞
一
一
○
○
○
・
二
・
’
一
十
四
）

法
務
省
は
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け

入
れ
な
ど
入
管
政
策
の
新
た
な
指
針
と

な
る
「
第
二
次
出
入
国
管
理
基
本
計

画
」
を
ま
と
め
、
二
十
四
日
午
前
、
自

民
党
の
法
務
部
会
に
計
画
の
骨
子
を
報

告
し
た
。
少
子
化
・
高
齢
化
に
伴
っ
て
囮

外国人受け入れ

緩和検討

入管基本計画

法務省が報告

労
働
力
が
不
足
す
る
こ
と
を
理
由
に
、

介
護
労
働
な
ど
の
分
野
で
の
受
け
入
れ

を
検
討
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。
政
府

は
こ
れ
ま
で
、
単
純
労
働
者
の
受
け
入

れ
に
慎
重
な
姿
勢
を
と
っ
て
き
た
が
、

国
際
化
と
本
格
的
な
「
人
口
減
少
時

代
一
の
到
来
を
背
景
に
、
需
要
が
高
い

分
野
に
つ
い
て
は
基
準
を
緩
め
、
積
極

的
に
外
国
人
を
受
け
入
れ
て
い
く
方
針

を
打
ち
出
し
て
い
る
。

計
画
の
骨
子
に
よ
る
と
、
機
械
や
建

設
な
ど
五
十
五
に
限
ら
れ
て
い
る
「
技

能
実
習
一
の
対
象
職
種
を
農
業
や
水
産

加
工
業
、
ホ
テ
ル
業
な
ど
の
分
野
に
も

広
げ
る
方
法
を
検
討
す
る
。
技
能
実
習

は
、
外
国
人
が
研
修
を
受
け
た
後
、
一

定
期
間
働
く
こ
と
を
認
め
る
制
限
で
、

見
直
し
と
合
わ
せ
て
、
技
能
実
習
生
に

合
わ
せ
た
在
留
資
格
を
新
た
に
設
け
る

な
ど
、
法
的
基
盤
を
整
備
す
る
。

ま
た
、
技
術
・
技
能
の
高
い
人
材
に

つ
い
て
は
、
必
要
経
験
年
数
や
職
種
な

ど
就
労
資
格
の
基
準
を
緩
和
し
、
こ
れ

ま
で
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
な
ど
需
要
が
高
い
分
野
で
も
、

受
け
入
れ
の
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

さ
ら
に
、
「
外
国
人
と
共
生
し
て
い

く
社
会
づ
く
り
が
必
要
」
と
指
摘
。
社

会
の
受
け
入
れ
状
況
な
ど
を
見
た
う
え

【
ワ
シ
ン
ト
ン
６
日
Ⅱ
大
塚
隆
二
米

国
の
環
境
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
ワ
ー
ル
ド

ウ
ォ
ッ
チ
研
究
所
」
は
六
日
、
地
球
上

の
氷
が
急
速
に
解
け
て
い
る
と
報
告
し

た
。
氷
の
減
少
が
報
告
さ
れ
た
地
域
の

数
、
氷
の
解
け
る
ス
ピ
ー
ド
と
も
観
測

史
上
最
高
で
、
地
球
温
暖
化
の
兆
候
が

一
つ
と
み
ら
れ
る
と
い
う
。

世
界
各
地
の
観
測
結
果
を
ま
と
め
た

同
研
究
所
に
よ
る
と
、
劇
的
な
現
象
が

起
き
て
い
る
の
は
両
極
地
方
で
、
北
極

海
を
覆
う
氷
の
面
積
は
、
一
九
七
八
年

か
ら
九
六
年
の
間
に
約
６
％
減
少
し

た
。
ま
た
、
氷
の
厚
さ
は
七
○
年
前
後

で
、
長
期
間
在
留
し
て
い
る
外
国
人
に

つ
い
て
は
今
後
、
就
労
と
制
限
の
な
い

「
定
住
者
」
や
「
永
住
者
」
と
い
っ
た
在

留
資
格
の
活
用
を
検
討
す
る
と
し
て
い

る
。

（
朝
日
新
聞
一
一
○
○
○
・
二
・
’
’
十
四
）

画題

地球の氷、

急速に解ける

観測史上

最高速度
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に
は
平
均
三
・
｜
メ
ー
ト
ル
あ
っ
た
の

が
、
九
○
年
半
ば
に
は
平
均
一
・
八

メ
ー
ト
ル
に
な
り
、
約
蛆
％
薄
く
な
っ

た
と
い
う
。

地
球
上
の
氷
の
皿
％
が
あ
る
南
極
で

は
、
こ
の
十
年
間
に
三
つ
の
棚
氷
が
相

次
い
で
崩
壊
し
、
巨
大
な
氷
山
が
海
に

流
れ
出
し
た
。
同
研
究
所
は
、
氷
が
解

け
る
と
、
海
面
の
水
位
が
上
が
る
だ
け

で
な
く
、
太
陽
光
を
反
射
し
て
熱
を
宇

宙
に
逃
が
す
「
冷
却
効
果
」
が
失
わ

れ
、
温
暖
化
を
一
段
と
加
速
さ
せ
る
恐

れ
も
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
二
○
○
○
・
’
一
一
・
七
）

農
水
省
の
「
食
料
。
農
業
。
農
村
政

策
審
議
会
企
画
部
会
」
は
９
日
、
２
０

１
０
年
度
の
食
糧
自
給
率
の
目
標
を
含

ん
だ
「
食
糧
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

（
新
農
業
基
本
法
）
の
基
本
計
画
案
を

了
承
し
た
。
食
糧
自
給
率
に
つ
い
て
帽

Ⅲ

小麦生産

1.4倍に

新農業基本法

％
に
高
め
る
こ
と
を
掲
げ
、
小
麦
は
１

９
９
８
年
度
の
１
．
４
倍
の
帥
万
ト

ン
、
大
麦
・
は
だ
か
麦
は
２
．
５
倍
の

弱
万
ト
ン
、
大
豆
は
１
．
６
倍
の
妬
万

ト
ン
と
い
う
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。

疽
日
の
同
審
議
会
答
申
を
受
け
、
今
月

中
に
閣
議
決
定
し
国
会
に
報
告
さ
れ
る

予
定
。

総
合
自
給
率
は
コ
メ
な
ど
の
穀
物
や

果
実
、
肉
類
、
魚
介
類
な
ど
主
要
配
品

目
に
つ
い
て
、
皿
年
後
の
生
産
努
力
目

標
を
掲
げ
、
そ
れ
を
積
み
上
げ
て
算
定

し
て
い
る
。
品
質
改
良
や
生
産
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
な
ど
の
課
題
克
服
が
前
提
だ

が
、
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
が
自
給
率

向
上
の
主
力
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
小
麦
な
ど
の
具
体
的

な
生
産
目
標
を
示
し
て
い
る
が
、
小
麦

は
弧
％
程
度
コ
ス
ト
を
低
減
し
て
需
要

拡
大
を
図
る
こ
と
を
提
示
。
コ
メ
も
消

費
増
を
見
込
み
、
耕
地
利
用
率
も
高
め

る
。基
本
計
画
は
、
「
熱
量
の
５
割
以
上

を
国
内
生
産
で
ま
か
な
う
こ
と
が
適

当
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実

現
可
能
性
を
考
慮
し
て
総
合
食
糧
自
給

率
は
妬
％
と
設
定
し
た
。

【
塚
本
弘
毅
】

（
毎
日
新
聞
一
一
○
○
○
・
三
・
十
）

科
技
庁
・
研
究
グ
ル
ー
プ
予
測

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
増
加
で
地
球

温
暖
化
が
進
む
と
、
来
世
紀
後
半
に
は

北
米
な
ど
の
半
乾
燥
地
帯
で
夏
季
の
乾

燥
化
が
大
幅
に
進
み
、
世
界
の
農
産
物

供
給
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

の
あ
る
こ
と
が
、
科
学
技
術
庁
の
地
球

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
気
候
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
二
十
四

日
か
ら
の
同
シ
ス
テ
ム
の
成
果
報
告
会

で
発
表
さ
れ
る
。

研
究
グ
ル
ー
プ
の
阿
部
彩
子
・
東
大

気
候
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
助
手

は
、
高
精
度
の
温
暖
化
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
開
発
、
大
気
中
の
二

酸
化
炭
素
を
徐
々
に
増
や
し
、
土
壌
に

含
ま
れ
る
水
分
量
が
ど
の
よ
う
に
変
化

す
る
か
を
調
べ
た
。

そ
の
結
果
、
現
在
に
比
べ
て
水
分
の

割
合
の
減
少
割
合
が
最
も
大
き
か
っ
た

の
は
、
北
米
や
地
中
海
沿
岸
な
ど
の
半

乾
燥
地
域
。
温
暖
化
で
地
表
付
近
の
温

度
が
上
昇
す
る
と
、
水
分
の
蒸
発
量
が

園

温
暖
化
が
こ
の
ま
ま
進
め
ば

…
…
土
壌
水
分
減
少
Ｉ

増
え
る
と
と
も
に
、
雲
が
で
き
に
く
く

な
っ
て
降
雨
も
減
り
、
乾
燥
化
が
急
激

に
進
む
。
二
十
一
世
紀
後
半
ま
で
現
状

を
放
置
し
た
場
合
、
六
－
八
月
の
土
壌

水
分
は
三
割
も
減
少
す
る
デ
ー
タ
が
得

ら
れ
た
。

地
球
温
暖
化
の
環
境
影
響
に
詳
し
い

内
嶋
善
兵
衛
・
宮
崎
公
立
大
学
長
に
よ

る
と
、
植
物
が
吸
収
で
き
る
「
有
効
水

分
」
は
全
土
壌
水
分
の
一
部
で
、
土
壌

水
分
が
三
割
減
少
す
れ
ば
、
十
分
な
か

ん
が
い
を
行
わ
な
い
限
り
、
大
干
ば
つ

が
予
想
さ
れ
る
と
い
う
。
日
射
量
が
豊

富
な
半
乾
燥
地
域
は
そ
の
ま
ま
で
は
農

耕
に
適
さ
な
い
が
、
か
ん
が
い
の
成
功

に
よ
り
穀
物
や
か
ん
き
つ
類
な
ど
の
世

界
的
産
地
と
な
っ
て
い
る
。

半
乾
燥
地
域
で
土
壌
水
分
が
大
幅
に

減
る
と
、
か
ん
が
い
用
水
が
大
量
に
必

要
に
な
る
う
え
、
ま
い
た
水
も
急
速
に

蒸
発
し
て
し
ま
う
。
農
作
物
へ
の
影
響

は
、
そ
の
耕
作
地
の
給
水
能
力
に
大
き

く
依
存
す
る
が
、
現
在
で
も
、
日
照
り

が
続
い
た
だ
け
で
農
作
物
に
大
被
害
が

北米に

大打撃

9６



こゅ－すふぉ－らむ

【
ワ
シ
ン
ト
ン
佃
日
Ⅱ
安
藤
淳
】
米
エ

ネ
ル
ギ
ー
省
は
十
六
日
、
世
界
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
は
急
増
を
続
け
、
二
○
二

○
年
に
は
一
九
九
七
年
比
で
六
○
％
増

え
る
と
の
長
期
予
測
を
発
表
し
た
。
自

動
車
用
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
、
運
輸
部
門
の

需
要
の
伸
び
が
け
ん
引
役
と
な
る
。
平

均
原
油
価
格
は
九
八
年
十
二
月
の
一
バ

レ
ル
当
た
り
九
ド
ル
三
十
九
セ
ン
ト
か

ら
二
○
○
○
年
一
月
に
は
二
十
五
ド
ル

に
急
上
昇
し
た
が
、
二
○
二
○
年
に
は

三
十
六
ド
ル
に
達
す
る
見
通
し
と
い

う
。
長
期
的
に
は
安
価
な
天
然
ガ
ス
の

利
用
増
な
ど
を
受
け
て
原
油
価
格
の
上

出
て
い
る
状
況
を
考
え
る
と
、
地
域
に

よ
っ
て
は
耕
作
不
適
の
深
刻
な
影
響
が

心
配
さ
れ
る
。

現
在
、
世
界
各
地
の
河
川
流
域
で
水

不
足
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
開
墾
な

ど
に
よ
る
表
土
流
出
と
い
っ
た
人
為
的

影
響
が
大
き
い
と
見
ら
れ
、
こ
れ
に
温

暖
化
の
乾
燥
化
が
拍
車
を
か
け
る
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
。

園

エ
ネ
ル
ギ
ー
世
界
の
消
費

別
年
後
に
６
割
増
加

昇
は
緩
や
か
に
な
る
が
、
短
期
的
に
は

激
し
い
変
動
も
あ
り
得
る
と
し
て
い

る
。同
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
局
が
発
表
し

た
「
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
予
測
二
○
○
○

年
版
」
に
よ
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

増
大
に
伴
っ
て
世
界
の
原
油
消
費
は
一

九
九
七
’
二
○
二
○
年
に
年
率
平
均
一

・
九
％
の
ペ
ー
ス
で
伸
び
る
。
二
○
二

○
年
の
原
油
消
費
は
曰
量
一
億
千
三
百

万
バ
レ
ル
に
達
す
る
見
通
し
だ
。

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
な
ど
地
球

温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
量
は
二
○
二
○
年

に
は
九
七
年
の
約
一
・
六
倍
に
増
え
、

気
候
モ
デ
ル
の
世
界
的
研
究
者
で
あ

る
同
シ
ス
テ
ム
の
真
鍋
淑
郎
・
研
究
領

域
長
は
「
温
暖
化
で
、
も
と
も
と
水
が

豊
富
な
地
域
の
降
雨
は
増
え
、
不
足
が

ち
の
地
域
で
は
さ
ら
に
不
足
す
る
。
将

来
は
水
資
源
問
題
が
深
刻
化
す
る
だ
ろ

う
」
と
警
告
し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
一
○
○
○
・
三
・
十
四
）

原油36ﾄﾞル

に上昇

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
な
ど
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
増
え
続
け
る
た

め
、
皿
世
紀
末
に
は
地
球
の
平
均
気
温

が
当
初
の
予
測
よ
り
さ
ら
に
高
く
な
る

と
の
分
析
を
、
国
連
の
政
府
間
組
織

「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
」
が
ま
と
め
た
。
５
月
カ

ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
開
か
れ
る

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
総
会
で
報
告
す
る
。
世
界
の

一
線
級
の
研
究
者
で
構
成
さ
れ
る
ｌ
Ｐ

Ｃ
Ｃ
が
地
球
温
暖
化
へ
の
警
告
を
強
め

炭
素
換
算
で
百
億
ト
ン
に
達
す
る
。
地

球
温
暖
化
防
止
条
約
京
都
議
定
書
は
日

米
欧
な
ど
は
一
一
○
○
八
’
二
○
｜
二
年

に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
九
○
年
比
で
六
’

八
％
下
げ
る
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
が
、

世
界
の
排
出
量
は
九
○
年
水
準
を
二
○

一
○
年
に
四
○
％
、
二
○
二
○
年
に
は

七
二
％
上
回
る
と
い
う
。

原
油
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て

最
大
の
伸
び
が
予
想
さ
れ
る
の
が
天
然

ガ
ス
で
、
二
○
二
○
年
に
は
九
七
年
の

約
二
倍
の
百
六
十
七
兆
立
方
フ
ィ
ー
ト

週国

Ⅲ
世
紀
▽
温
暖
化
△
さ
ら
に
加
速

舅
涜
璽
肘
間
組
織
が
予
製
司
温
を
上
去
鯵
正

た
こ
と
で
、
温
暖
化
対
策
に
影
響
を
与

え
そ
う
だ
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
１
９
９
５
年
に
発
表
し

た
第
２
次
報
告
書
で
、
皿
世
紀
末
の
気

温
は
加
年
に
比
べ
て
ｌ
～
３
．
５
度
上

昇
す
る
と
予
測
し
て
い
た
。
し
か
し
、

今
月
咀
日
ま
で
ネ
パ
ー
ル
で
開
か
れ
た

専
門
家
会
合
で
新
た
に
採
用
し
た
６
種

類
の
温
暖
化
モ
デ
ル
を
使
っ
て
分
析
を

始
め
、
暫
定
的
な
計
画
で
は
１
．
８
～
３

・
８
度
上
昇
す
る
と
予
測
を
修
正
し
た
。

に
達
す
る
見
通
し
だ
。
全
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
に
し
め
る
天
然
ガ
ス
消
費
の
割
合

は
同
じ
期
間
に
二
一
一
％
か
ら
二
九
％
に

拡
大
す
る
と
し
て
い
る
。
特
に
発
電
用

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
需
要
の
伸
び
が

大
き
い
。
原
子
力
発
電
は
複
数
の
国
で

老
朽
化
な
ど
に
よ
る
原
子
炉
の
運
転
停

止
が
増
え
、
今
後
も
重
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
し
て
の
地
位
を
保
て
る
か
ど

う
か
は
不
透
明
だ
と
し
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞一
一
○
○
○
・
三
・
十
七
）

９７



Ⅲ
世
紀
前
半
は
特
に
発
展
途
上
国
の

経
済
成
長
が
著
し
く
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

が
増
え
続
け
る
▽
温
暖
化
を
緩
和
し
、

火
力
発
電
所
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
硫

黄
酸
化
物
の
排
出
対
策
が
進
む
ｌ

な
ど
の
理
由
か
ら
気
温
が
よ
り
高
く
な

る
と
判
断
し
た
。

今
後
、
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
天
然

ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
か
ら
漏
れ
出
す
メ

タ
ン
量
な
ど
の
条
件
を
精
査
し
、
来
年

米
国
で
今
年
、
記
録
的
な
干
ば
つ
が

起
き
る
恐
れ
が
あ
る
ｌ
米
政
府
は

異
例
の
警
告
を
発
し
た
。
太
平
洋
東
部

の
水
温
が
低
く
、
米
国
で
雨
の
少
な
い

気
候
が
続
く
ら
し
い
。
ア
フ
リ
カ
の
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
は
最
近
、
大
洪
水
に
見
舞

わ
れ
た
。
水
没
を
免
れ
た
建
物
の
屋
上

に
ひ
し
め
く
群
衆
は
「
ノ
ア
の
箱
舟
」

を
思
わ
せ
た
。

水
は
様
々
な
形
で
人
間
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
。
水
の
供
給
能
力
を
超
え

て
人
口
が
増
え
た
結
果
、
い
ま
世
界
で

暮
ら
す
六
十
億
人
の
う
ち
五
人
に
一
人

Ⅲ
Ⅲ
世
紀
は
水
を
め
ぐ
る
紛
争
の
時
代

国
際
会
議
の
テ
ー
マ
は
水
資
源
の
有
効
利
用

３
月
に
も
公
表
す
る
第
３
次
報
告
書
に

新
た
な
予
測
を
盛
り
込
む
方
針
で
い
る
。

ｌ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
、
第
２
次
報
告
書
の

後
、
ロ
シ
ア
な
ど
世
界
各
国
の
経
済
情

勢
が
変
わ
っ
た
ほ
か
、
新
た
な
油
田
や

ガ
ス
田
の
発
見
な
ど
で
化
石
燃
料
の
利

用
が
続
い
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
師

年
か
ら
予
測
の
見
直
し
作
業
を
進
め
て

い
る
。

【
田
中
泰
義
】

（
毎
日
新
聞
一
一
○
○
○
・
一
一
一
・
二
十
一
）

が
生
活
に
必
要
な
安
全
な
水
を
確
保
で

き
な
い
状
態
だ
と
い
う
。
「
二
十
一
世

紀
は
水
を
め
ぐ
る
紛
争
の
時
代
に
な

る
」
と
予
言
す
る
人
も
い
る
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
食
糧
と
同
じ
く
、
資
源
と
し
て

の
水
の
意
味
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
の

だ
ろ
う
。

先
週
末
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ

で
、
「
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う

国
際
会
議
が
開
か
れ
て
い
る
。
世
界
銀

行
な
ど
の
国
際
機
関
や
各
国
政
府
、
非

政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
代
表
、
学
識

経
験
者
ら
が
参
加
。
テ
ー
マ
は
水
資
源

の
有
効
利
用
、
治
水
、
水
を
め
ぐ
る
環

境
問
題
、
水
と
文
化
な
ど
、
幅
広
い
。

平
行
し
て
二
十
一
日
か
ら
、
お
よ
そ
百

カ
国
が
参
加
し
て
、
閣
僚
級
の
政
府
間

会
合
も
開
く
。

閣
僚
級
会
合
の
宣
言
の
草
案
は
「
人

類
は
等
し
く
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
水

資
源
安
全
保
障
と
い
う
共
通
の
課
題
に

直
面
し
て
い
る
」
と
強
調
し
て
い
る
。

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
塑
日
Ⅱ
村
上
伸
二

日
本
が
お
年
寄
り
一
人
に
対
し
生
産
年

齢
人
口
が
四
・
八
人
と
い
う
一
九
九
五

年
の
水
準
を
五
十
年
間
維
持
す
る
に

は
、
毎
年
約
千
万
人
の
移
民
を
受
け
入

れ
て
人
口
八
億
を
超
え
る
「
移
民
大

国
」
に
な
る
か
、
定
年
を
七
十
七
歳
ま

で
延
長
す
る
必
要
が
あ
る
１
．
国

連
人
口
部
は
二
十
一
日
、
日
本
な
ど
で

広
が
る
出
生
率
の
低
下
と
高
齢
化
に
伴

い
、
経
済
を
支
え
る
労
働
力
人
□
を
確

保
す
る
の
に
ど
れ
だ
け
の
「
補
充
移

民
」
が
必
要
と
な
る
か
を
予
測
す
る
報

告
書
を
発
表
し
た
。

國
議
刎
騨
蕊
蝋
薫
雑

日
本
は
水
に
恵
ま
れ
て
い
る
国
だ
が
、

日
本
が
輸
入
す
る
食
糧
や
木
材
な
ど
は

他
の
地
域
の
水
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
産
物

だ
。
そ
し
て
日
本
で
も
、
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
を
買
っ
て
飲
む
人
が
増
え

て
き
た
。
｜
杯
の
お
い
し
い
水
に
世
界

の
動
き
が
映
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

二
○
○
○
・
一
一
一
・
二
十
一
）

報
告
書
に
よ
る
と
、
移
民
を
受
け
入

れ
な
か
っ
た
場
合
、
九
五
年
に
一
億
二

千
五
百
万
人
だ
っ
た
日
本
の
総
人
口

は
、
二
○
○
五
年
に
一
億
二
千
七
百
万

人
で
天
井
を
打
ち
、
二
○
五
○
年
に
は

約
一
億
五
百
万
人
に
減
る
。
こ
の
う
ち

生
産
年
齢
人
口
（
十
五
’
六
十
四
歳
）

は
九
五
年
の
約
八
千
七
百
万
人
か
ら
、

二
○
五
○
年
に
は
約
五
千
七
百
万
人
に

減
少
。
六
十
五
歳
以
上
は
、
約
千
八
百

万
人
か
ら
約
三
千
三
百
万
人
に
増
え

る
。
そ
の
結
果
、
六
十
五
歳
以
上
の
一

人
に
対
す
る
生
産
年
齢
人
口
の
比
率

は
、
九
五
年
の
四
・
八
人
が
二
○
五
○

9８



するこゆ お一らむ

生
産
年
齢
人
口
の
う
ち
、
実
際
に
働

い
て
い
る
人
と
、
働
く
意
欲
を
持
っ
て

い
る
人
を
一
労
働
力
人
口
」
と
呼
ぶ
。

日
本
の
労
働
省
の
研
究
会
が
昨
年
ま
と

め
た
推
計
で
も
、
’
九
九
八
年
に
約
六

千
八
百
万
人
い
た
労
働
力
人
口
は
二
○

○
五
年
に
約
六
千
九
百
万
人
の
ピ
ー
ク

に
達
し
、
そ
の
後
は
減
少
し
て
二
○
’

○
年
に
は
約
六
千
七
百
万
人
に
な
る
。

だ
が
、
同
省
は
「
労
働
力
が
ど
れ
だ

け
不
足
す
る
か
は
、
一
雇
用
す
る
側
の
需

要
に
も
大
き
く
左
右
さ
れ
る
」
と
、
国

連
と
は
別
の
見
方
を
し
て
い
る
。

む
し
ろ
、
問
題
視
し
て
い
る
の
は
、

年
に
は
一
・
七
人
へ
と
減
り
続
け
る
。

六
十
五
歳
以
上
に
対
す
る
生
産
年
齢

人
口
の
比
率
を
九
五
年
水
準
で
維
持
す

る
に
は
、
毎
年
約
千
万
人
の
移
民
受
け

入
れ
が
必
要
で
、
こ
の
場
合
二
○
五
○

年
の
総
人
口
は
八
億
人
を
超
え
、
九
割

近
く
が
移
民
と
そ
の
子
孫
に
な
る
と
い

う
。
移
民
な
し
な
ら
ば
、
二
○
五
○
年

時
点
で
七
十
七
歳
ま
で
生
産
年
齢
人
口

に
含
め
る
一
七
十
七
歳
定
年
社
会
」
が

必
要
と
い
う
。

労
働
力
の
高
齢
化

労
働
省
は
問
題
視

総
務
庁
が
二
十
三
日
発
表
し
た
一
九

九
九
年
十
月
一
日
現
在
の
推
計
人
口
に

よ
る
と
、
全
国
の
総
人
口
は
前
年
に
比

べ
０
．
旧
％
、
二
十
万
人
増
の
一
億
二
千

労
働
人
口
の
高
齢
化
だ
。
二
○
一
○
年

ま
で
の
予
測
で
も
、
若
年
層
（
十
五
’

二
十
九
歳
）
が
四
百
万
人
減
る
半
面
、

四回抑（％） 一
億
二
六
六
八
万
人
（
曰
本
の
人
ロ
）

伸
び
戦
後
最
低

1.5

1.0

六
百
六
十
八
万
六
千
人
で
、
増
加
率
、
増

加
数
は
い
ず
れ
も
戦
後
最
低
を
記
録
し

た
。
ま
た
、
平
成
生
ま
れ
が
総
人
口
の
皿

・
２
％
を
占
め
、
初
め
て
二
け
た
台
に

五
十
五
歳
以
上
の
層
は
三
百
八
十
万
人

増
え
ろ
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
一
一
○
○
○
・
三
・
’
’
十
’
一
｜
）

0.5

凶

０．０
１９５０５５６０６５７０７５８０８５９０９５年

な
っ
た
。

年
少
（
十
四
歳
以
下
）
、
生
産
年
齢

（
十
五
’
六
十
四
歳
）
、
老
年
（
六
十

五
歳
以
上
）
の
年
齢
区
分
別
で
は
、
年

少
人
口
は
千
八
百
七
十
四
万
二
千
人

（
ｕ
・
８
％
）
で
、
総
人
口
に
占
め
る
割

合
が
過
去
最
低
を
更
新
。
一
方
、
老
年

人
口
は
二
千
百
十
八
万
六
千
人
（
烟
。

７
％
）
で
、
比
率
は
過
去
最
高
と
な

り
、
改
め
て
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
を
示
し
た
。

生
ま
れ
を
年
号
別
に
見
る
と
、
昭
和

生
ま
れ
の
割
合
が
、
別
・
２
％
で
、
平

成
／
旧
・
２
％
、
大
正
が
７
．
６
％
、
明

治
が
１
．
１
％
と
な
っ
て
い
る
ｃ

都
道
府
県
別
の
人
口
は
、
東
京
が
千

百
八
十
三
万
七
千
人
で
最
高
。
次
い
で

大
阪
八
百
八
十
万
千
人
、
神
奈
川
八
百

四
十
四
万
三
千
人
、
愛
知
七
百
万
八
千

人
、
埼
玉
六
百
九
十
二
万
九
千
人
な

ど
。
上
位
五
都
府
県
で
総
人
口
の
型
．

０
％
を
占
め
た
。

人
口
が
減
少
し
た
の
は
、
秋
田
、
長

崎
、
愛
媛
な
ど
二
十
三
道
府
県
。
前
年

増
加
の
富
山
、
京
都
、
大
阪
、
鳥
取
、

広
島
の
五
府
県
が
減
少
に
転
じ
、
広
島

県
で
は
戦
後
初
め
て
減
少
し
た
。

（
読
売
新
聞
一
一
○
○
○
・
三
・
’
’
十
四
）

,，



〈
少
子
化
と
は
な
に
か
〉

九
九
年
の
「
人
口
動
態
統
計
」
（
厚

生
省
）
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
同
年
の
日

本
の
出
生
数
は
約
百
十
七
万
五
千
人
で

今
世
紀
の
最
低
を
更
新
し
、
少
子
化
の

一
段
の
進
行
を
印
象
づ
け
た
。
少
子
化

は
一
般
に
出
生
率
の
低
下
を
意
味
す
る

が
、
よ
り
正
確
に
は
出
生
率
が
人
ロ
の

置
換
水
準
以
下
に
下
が
る
こ
と
を
指
す
。

置
換
水
準
と
は
人
口
を
増
減
し
な
い

状
態
に
保
つ
の
に
必
要
な
出
生
率
の
水

準
で
、
合
計
特
殊
出
生
率
（
合
計
出
生

率
Ⅱ
近
似
的
に
は
女
性
一
人
が
生
涯
に

産
む
平
均
的
な
子
ど
も
の
数
）
で
表
現

す
れ
ば
、
日
本
の
置
換
水
準
は
現
在
二

・
○
七
だ
。

と
こ
ろ
が
、
九
八
年
の
合
計
出
生
率

は
一
・
三
八
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
こ
れ

が
長
期
間
続
け
ば
人
口
は
減
少
に
同
か

今
．
．
』
汗

う
は
ず
だ
。
実
際
、
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
（
社
人
研
）
の
九
七

年
推
計
（
中
位
推
計
）
に
よ
れ
ば
、
日

本
の
総
人
口
は
二
○
○
七
年
を
ピ
ー
ク

に
減
少
に
向
か
い
、
二
十
一
世
紀
を
通

じ
て
減
り
続
け
る
。
合
計
出
生
率
が
置

換
水
準
に
回
復
し
な
け
れ
ば
、
日
本
の

人
口
は
そ
の
後
も
減
り
続
け
る
。

〈
教
育
産
業
な
ど
に
打
撃
〉

少
子
化
が
始
ま
っ
た
の
は
七
○
年
代

半
ば
だ
か
ら
、
す
で
に
二
十
五
年
が
経

過
し
た
。
つ
ま
り
、
二
十
五
歳
以
下
の

人
口
は
す
で
に
減
少
し
始
め
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
例
え
ば
、
出
産

件
数
に
ほ
ぼ
比
例
し
て
産
科
医
の
数
は

減
り
、
小
児
科
医
も
打
撃
を
受
け
る
。

乳
幼
児
を
主
な
顧
客
と
す
る
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
（
が
ん
具
、
絵
本
、
幼
稚
園

な
ど
）
に
対
す
る
需
要
も
減
っ
て
い

ノ．、Ｃ保
育
園
は
大
都
市
で
こ
そ
不
足
－
し
て

い
る
が
、
全
体
と
し
て
は
む
し
ろ
減
少

傾
向
だ
。
各
地
で
小
学
校
や
中
学
校
の

統
廃
合
が
進
み
、
塾
、
予
備
校
か
ら
大

学
に
至
る
教
育
産
業
全
般
に
影
響
が
及

び
始
め
て
い
る
。
少
子
化
の
影
響
は
、

そ
の
ほ
か
の
す
べ
て
の
産
業
に
じ
わ
じ

わ
と
押
し
寄
せ
て
い
る
。

少
子
化
と
高
齢
化
は
表
裏
一
体
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
二
十
一
世
紀
の
日
本

に
お
け
る
最
も
可
能
性
が
高
い
シ
ナ
リ

オ
は
、
人
口
減
少
と
超
高
齢
化
が
同
時

に
進
行
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
人

口
の
高
齢
化
は
戦
後
の
出
生
率
低
下
と

と
も
に
始
ま
っ
た
が
、
最
近
の
少
子
化

に
よ
っ
て
加
速
さ
れ
、
二
十
一
世
紀
半

ば
に
は
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
人

口
の
三
分
の
一
を
占
め
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。

〈
少
子
化
と
高
齢
化
は
同
時
進
行
〉

少
子
化
と
高
齢
化
は
一
般
に
、
労
働

力
供
給
や
消
費
市
場
の
縮
小
、
貯
蓄
率

の
低
下
、
技
術
進
歩
の
停
滞
を
通
じ
て

－
筈
■
Ⅱ

国
民
経
済
の
活
力
を
奪
い
、
社
会
保
障

財
政
を
悪
化
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
子
ど

も
の
社
会
性
を
失
わ
せ
、
地
域
社
会
を

崩
壊
さ
せ
る
な
ど
、
日
本
の
経
済
社
会

に
対
し
て
長
期
に
わ
た
る
深
刻
な
影
響

を
与
え
続
け
る
だ
ろ
う
と
い
う
懸
念
が

強
ま
っ
て
い
る
。

超
長
期
を
考
え
た
場
合
、
日
本
の
人

口
は
ど
の
よ
う
な
姿
に
な
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
い
ま
九
八
年
の
合
計
出
生
率
の

一
・
三
八
が
将
来
も
変
わ
ら
ず
に
続
く

と
仮
定
す
れ
ば
、
日
本
の
人
口
は
年
率

一
・
三
七
％
で
減
り
続
け
、
ち
ょ
う
ど

五
十
年
間
で
半
減
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
状
態
が
不
変
な
ら
ば
、
日
本
の

人
口
は
お
よ
そ
五
百
年
後
に
現
在
の
千

分
の
一
、
千
年
後
に
は
百
万
分
の
一
、

つ
ま
り
百
三
十
人
ほ
ど
に
な
り
、
生
物

学
的
に
は
絶
滅
の
危
機
に
ひ
ん
す
る
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
極
端
な
仮
定
に
基
づ

く
計
算
に
過
ぎ
な
い
が
、
現
在
の
日
本

の
出
生
率
が
い
か
に
低
い
か
を
物
語
っ

て
い
る
。

出
産
、
育
児
は
個
人
的
な
事
柄
だ
か

ら
、
日
本
人
が
そ
う
し
た
状
態
を
選
択

し
て
い
る
以
上
、
政
府
な
ど
が
こ
の
問

題
に
介
入
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
意

見
も
あ
る
。
し
か
し
、
わ
ず
か
千
年
で

日
本
人
が
地
球
上
か
ら
消
滅
し
て
し
ま
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〈
有
配
偶
出
生
率
に
注
目
〉

七
○
年
代
半
ば
か
ら
の
少
子
化
が
主

に
女
性
の
晩
婚
化
に
起
因
し
、
有
配
偶

出
生
率
（
結
婚
し
て
い
る
女
性
千
人
当

た
り
の
年
間
出
生
数
）
は
全
体
に
わ
ず

か
な
が
ら
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
判
断

は
、
専
門
家
の
間
で
も
ほ
ぼ
一
致
し
て

い
る
。

も
っ
と
も
、
八
○
年
代
半
ば
以
降
に

結
婚
し
た
夫
婦
に
限
れ
ば
有
配
偶
出
生

率
は
低
下
し
て
い
る
と
い
う
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
（
社
人
研
）

の
調
査
結
果
も
あ
り
、
こ
れ
が
新
た
な

行
動
様
式
と
し
て
定
着
す
る
と
、
少
子

化
が
一
層
進
む
こ
と
に
な
る
。
今
後
は

有
配
偶
出
生
率
の
動
き
か
ら
も
目
を
離

す
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
う
し
た
新
し
い
変
化
の
芽
は
み
ら

れ
る
も
の
の
、
晩
婚
化
が
少
子
化
の
主

う
ほ
ど
に
低
い
出
生
率
は
や
は
り
異
常

だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

シ
リ
ー
ズ
で
は
、
少
子
化
の
原
因
と
結

果
を
分
析
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
日
本

性
別
役
割
分
担
も
足
か
せ

晩
婚
・
非
婚

化
因
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
七

○
年
の
二
十
歳
後
半
の
女
性
の
未
婚
率

は
一
八
・
｜
％
、
三
十
歳
代
前
半
は
七
・

二
％
だ
っ
た
が
、
九
八
年
に
は
そ
れ
ぞ

れ
五
一
・
六
％
、
二
一
・
九
％
と
約
三
倍

の
水
準
に
跳
ね
上
が
っ
た
。

晩
婚
化
が
行
き
着
く
と
非
婚
化
に
な

る
が
、
そ
の
指
標
で
あ
る
生
涯
未
婚
率

（
五
十
歳
時
の
未
婚
率
）
も
か
つ
て
の

一
％
台
が
現
在
は
五
％
に
上
昇
し
て
い

る
。
日
本
で
は
出
産
の
九
九
％
が
結
婚

の
な
か
で
発
生
し
て
い
る
の
で
、
晩
婚

化
や
非
婚
化
が
進
行
す
る
と
、
た
だ
ち
に

晩
産
化
（
平
均
出
産
年
齢
の
上
昇
）
が
起

こ
り
、
少
子
化
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

〈
女
性
の
経
済
力
向
上
〉

女
性
の
晩
婚
化
や
非
婚
化
が
進
ん
だ

直
接
的
な
要
因
は
、
女
性
に
と
っ
て
結

婚
の
魅
力
が
低
下
し
た
こ
と
に
あ
る
。

の
経
済
社
会
が
新
た
な
活
力
を
得
る
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
考
え
た
い
。

中
央
大
学
少
子
化
研
究
会

（
日
本
経
済
新
聞
二
○
○
○
・
二
・
七
）

学歴別出産･育児の機会費用(98年）

蝋

そ
の
理
由
と
し
て
、
ま
ず
七
○
年
代
の

石
油
危
機
後
の
経
済
成
長
率
の
鈍
化
を

契
機
に
女
性
が
大
量
に
職
場
進
出
し
て

稼
得
能
力
（
所
得
を
得
る
能
力
）
が
急

速
に
高
ま
っ
た
結
果
、
女
性
が
経
済
的

に
自
立
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
結
婚
の

経
済
的
利
点
が
小
さ
く
な
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
て
お
こ
う
。

女
性
の
高
学
歴
化
が
進
み
、
男
女
間

の
賃
金
格
差
が
縮
小
し
た
こ
と
も
背
景

の
一
つ
だ
。
と
こ
ろ
が
、
多
く
の
男
性

は
相
変
わ
ら
ず
一
男
は
仕
事
、
女
は
家

庭
」
と
い
う
伝
統
的
な
性
別
役
割
分
担

の
意
識
を
持
ち
続
け
て
い
る
。
仕
事
は

同
じ
よ
う
に
こ
な
し
な
が
ら
、
家
事
も

育
児
も
す
べ
て
女
性
の
負
担
に
な
る
こ

と
か
多
い
た
め
、
働
く
女
性
は
結
婚
を

た
め
ら
う
の
だ
。

〈
高
い
出
産
退
職
の
機
会
費
用
〉

女
性
の
稼
得
能
力
が
高
ま
る
と
、
結

婚
ま
た
は
出
産
、
育
児
の
た
め
に
退
職

し
た
場
合
、
失
う
所
得
（
機
会
費
用
）

が
そ
れ
だ
け
大
き
く
な
る
。
グ
ラ
フ
は

出
産
退
職
し
た
女
性
が
そ
の
後
に
た
ど

る
ラ
ィ
フ
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
就
業
を

継
続
し
た
場
合
と
比
べ
て
ど
れ
だ
け
の

所
得
を
失
う
か
を
一
定
の
仮
定
の
も
と

で
学
歴
別
に
推
計
し
た
結
果
を
示
し
て

い
る
。

大
卒
女
性
が
就
職
後
継
続
し
て
就
業

し
た
場
合
、
そ
の
生
涯
賃
金
は
お
よ
そ

二
億
五
千
万
円
、
高
卒
で
は
一
億
五
千

万
円
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
出
産
、
育

児
の
た
め
に
五
年
間
職
場
を
離
れ
た
だ

け
で
生
涯
賃
金
は
大
卒
で
約
一
億
円
、

高
卒
で
約
五
千
万
円
少
な
く
な
り
、
出

産
退
職
の
機
会
費
用
が
予
想
以
上
に
大

き
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ミ

ク
ロ
的
に
子
ど
も
の
コ
ス
ト
を
高
め
る

こ
と
に
な
る
ば
か
り
か
、
投
下
し
た
人

的
投
資
が
回
収
で
き
な
い
と
い
う
意
味

で
国
民
経
済
的
に
も
大
き
な
損
失
で
あ

る
と
い
っ
て
よ
い
。

中
央
大
学
少
子
化
研
究
会

（
日
本
経
済
新
聞
一
一
○
○
○
・
二
・
八
）
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〈
３
つ
の
シ
ナ
リ
オ
〉

推
計
の
本
質
と
予
測
値
の
当
た
り
外

れ
で
は
な
く
、
前
提
と
な
る
仮
定
の
意

味
と
そ
れ
に
基
づ
く
推
計
結
果
と
の
関

係
に
あ
る
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
（
社
人
研
）
の
九
七
年
推
計

は
、
晩
婚
化
・
未
婚
化
の
現
状
を
考
慮

し
て
次
の
三
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
描
い

た
。そ
れ
は
①
少
子
化
が
最
も
進
み
、
合

将来人ロ:２つのケース側
印
㈹

１
１
１

０
０
８
６

百
万
人

1995年２００５１５２５３５４５５５６５７５８５９５

〔資料〕国立社会保障･人口問題研究所(1997年）
旧本の将来推計人口」

計
特
殊
出
生
率
（
合
計
出
生
率
Ⅱ
女
性

一
人
が
生
涯
に
生
む
子
供
の
数
の
近
似

値
）
が
最
終
的
に
一
・
三
八
に
収
束
す

る
低
位
推
計
②
少
子
化
の
度
合
い
が
比

較
的
緩
や
か
で
合
計
出
生
率
が
一
・
八

五
ま
で
回
復
す
る
高
位
推
計
③
合
計
出

生
率
が
低
位
と
高
位
の
中
間
の
一
・
六

一
に
収
束
し
、
最
も
可
能
性
が
高
い
と

さ
れ
る
中
位
推
計
ｌ
だ
．

そ
の
中
位
推
計
に
よ
れ
ば
、
日
本
の

総
人
口
は
二
○
○
七
年
の
一
億
二
千
七

百
七
十
八
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転

じ
、
二
十
一
世
紀
末
に
は
現
在
の
半
分

程
度
に
落
ち
込
む
（
グ
ラ
フ
）
。
年
少

人
口
（
十
四
歳
以
下
）
は
八
一
年
か
ら

す
で
に
減
り
続
け
て
い
る
。
現
在
は
二

千
万
人
弱
で
、
二
十
一
世
紀
末
に
は
一

千
万
人
を
割
り
込
む
だ
ろ
う
。
生
産
年

齢
人
口
（
十
五
’
六
十
四
歳
）
も
九
五

年
の
八
千
七
百
万
人
を
ピ
ー
ク
と
し

て
、
二
○
七
○
年
代
に
は
半
減
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
老
年
人
ロ
（
六
十
五

歳
以
上
）
だ
け
は
二
○
一
○
年
代
ま
で

急
増
し
、
そ
の
後
五
十
年
間
の
安
定
期

を
経
て
二
十
一
世
紀
末
に
は
二
千
万
人

弱
ま
で
減
少
す
る
。
同
世
紀
半
ば
に
は

高
齢
化
率
（
総
人
口
に
占
め
る
老
年
人

口
の
割
合
）
が
三
○
％
以
上
に
達
し
、

お
そ
ら
く
世
界
に
例
を
見
な
い
超
高
齢

社
会
が
出
現
す
る
だ
ろ
う
。

〈
人
口
増
加
の
惰
性
〉

日
本
で
は
七
○
年
代
半
ば
以
降
、
出

生
率
が
人
口
の
置
換
水
準
（
人
口
を
増

減
の
な
い
状
態
に
維
持
で
き
る
出
生

率
）
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
そ
れ
で

も
人
口
は
い
ま
だ
に
わ
ず
か
な
が
ら
増

え
、
な
お
数
年
は
減
ら
な
い
。
こ
れ

は
、
人
口
増
加
に
「
惰
性
一
と
い
う
独

特
の
動
き
が
み
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

惰
性
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
複
雑
だ
が
、

大
ま
か
に
い
え
ば
出
生
率
の
高
い
時
代

に
生
ま
れ
た
人
口
が
多
く
残
っ
て
い
る

間
は
置
換
水
準
以
下
の
出
生
率
が
し
ば

ら
く
続
い
て
も
、
総
人
口
が
す
ぐ
に
は

減
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
出
生
率
の

高
さ
に
も
よ
る
が
、
そ
れ
が
置
換
水
準

を
下
回
っ
て
か
ら
三
十
’
五
十
年
間
は

増
加
の
惰
性
が
持
続
す
る
。

こ
の
惰
性
は
人
口
減
少
時
に
も
働
く

の
で
、
い
っ
た
ん
人
口
が
減
り
始
め
れ

ば
、
出
生
率
が
置
換
水
準
を
回
復
し
て

も
、
人
口
が
静
止
状
態
に
な
る
ま
で
に

は
お
よ
そ
半
世
紀
を
要
す
る
。

〈
置
換
水
準
回
復
モ
デ
ル
〉

い
ま
仮
に
合
計
出
生
率
が
九
五
年
’

二
○
○
○
年
の
間
に
一
気
に
置
換
水
準

（
二
・
○
七
）
ま
で
上
昇
し
、
そ
の
状
態

が
不
変
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
と
す
れ

ば
、
日
本
の
人
口
は
ど
の
よ
う
に
推
移

す
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
で
も
総

人
口
は
惰
性
で
し
ば
ら
く
は
減
り
、
や

が
て
一
定
の
水
準
に
軟
着
陸
す
る
。

こ
の
仮
定
で
は
、
総
人
口
は
二
○
六

○
年
代
に
約
一
億
二
千
六
百
万
人
で
ほ

ぼ
静
止
す
る
。
年
少
人
口
は
二
千
三
百

万
人
前
後
で
小
幅
に
変
動
し
、
生
産
年

齢
人
口
も
七
千
万
人
台
を
維
持
す
る
。

高
齢
化
率
も
二
五
％
以
下
に
と
ど
ま
る

で
あ
ろ
う
。

今
後
は
出
生
率
は
置
換
水
準
を
回
復

し
た
場
合
（
出
生
率
回
復
ケ
ー
ス
）
と

社
人
研
の
中
位
推
計
（
低
出
生
率
ケ
ー

ス
）
を
比
べ
な
が
ら
、
日
本
の
社
会
と

経
済
の
将
来
を
考
え
た
い
。

中
央
大
学
少
子
化
研
究
会

（
日
本
経
済
新
聞
一
一
○
○
○
・
二
・
九
）

102



こゆ_す､S､お－らむ

〈
５
千
万
人
割
れ
も
〉

労
働
力
供
給
の
ベ
ー
ス
と
な
る
生
産

年
齢
人
口
（
＋
五
’
六
十
四
歳
）
は
九

六
年
か
ら
減
少
を
続
け
て
い
る
。
労
働

力
人
口
は
十
五
歳
以
上
の
年
齢
別
人
口

に
、
各
年
齢
層
に
お
け
る
労
働
力
人
口

の
割
合
で
あ
る
労
働
力
率
を
乗
じ
て
得

ら
れ
る
。

低
出
生
率
ケ
ー
ス
（
国
立
社
会
保
障

・
人
口
問
題
研
究
所
の
中
位
推
計
に
基

づ
く
分
析
結
果
）
は
若
年
層
か
ら
順
に

人
口
が
減
少
し
て
い
く
た
め
、
労
働
力

率
が
多
少
上
昇
し
て
も
、
労
働
力
人
口

は
長
期
的
に
減
り
続
け
る
だ
ろ
う
。

九
五
年
の
総
務
庁
「
労
働
力
調
査
」

に
よ
る
と
、
同
年
の
労
働
力
人
口
は
六

千
六
百
六
十
六
万
人
だ
っ
た
が
、
二
○

二
五
年
に
六
千
九
十
六
万
人
、
二
○
五

○
年
に
は
五
千
万
人
を
割
り
込
む
と
予

測
さ
れ
る
。
一
方
、
我
々
が
推
計
し
た

出
生
率
回
復
ケ
ー
ス
（
出
生
率
が
置
換

水
準
を
回
復
し
た
場
合
の
分
析
結
果
）

で
は
二
○
五
○
年
以
降
も
ほ
ぼ
六
千
万

人
規
模
を
維
持
で
き
る
（
グ
ラ
フ
）
。

弧
⑪
ハ
の
既
婚
分

閏
上
人
７
』
同

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
議
論
は
労
働
力
の

量
的
な
面
だ
け
を
と
ら
え
た
だ
け
で
、

質
を
考
慮
す
れ
ば
異
な
る
局
面
が
み
ら

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
経
済
の

潜
在
成
長
力
を
維
持
す
る
に
は
豊
富
な

労
働
力
人
口
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。

〈
女
性
の
活
用
は
両
刃
の
剣
〉

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本

の
年
齢
別
女
性
労
働
力
率
は
二
十
歳
代

前
半
と
四
十
歳
代
後
半
を
二
つ
の
ピ
ー

ク
と
す
る
Ｍ
字
型
の
曲
線
を
描
く
。
こ

れ
は
、
三
十
歳
代
前
半
を
中
心
に
出

産
、
育
児
の
た
め
一
時
的
に
労
働
市
場

を
離
れ
る
女
性
特
有
の
行
動
の
表
れ

で
、
ほ
か
の
先
進
国
で
は
あ
ま
り
み
ら

れ
な
い
。

過
去
四
半
世
紀
の
間
、
日
本
の
女
性

の
労
働
力
率
は
ど
の
年
齢
層
で
か
な
り

上
昇
し
て
き
た
が
、
今
後
も
上
昇
の
余

地
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
男
性
の
場
合
、
労
働
力
率
が

ほ
と
ん
ど
上
限
に
近
い
た
め
、
労
働
力

は
人
口
の
動
向
を
直
接
反
映
し
て
大
き

く
減
る
。
そ
の
結
果
、
将
来
は
特
に
若

年
層
で
著
し
い
労
働
力
不
足
が
発
生
す

る
と
み
ら
れ
る
が
、
女
性
労
働
力
が
増

加
す
れ
ば
男
性
労
働
力
の
減
少
を
あ
る

程
度
は
補
い
得
る
だ
ろ
う
。

特
に
期
待
で
き
る
の
は
、
い
ま
は
労

働
力
率
が
比
較
的
低
い
三
十
歳
代
の
有

配
偶
女
性
（
結
婚
し
た
女
性
）
で
あ

る
。た
だ
、
有
配
偶
女
性
の
就
業
と
出
生

率
と
の
間
に
は
明
確
な
負
の
相
関
が
観

測
さ
れ
て
お
り
、
女
性
が
一
段
と
職
場

に
進
出
す
れ
ば
少
子
化
を
加
速
す
る
と

い
う
難
問
に
遭
遇
す
る
。

〈
高
齢
者
活
用
に
人
的
投
資
を
〉

労
働
力
不
足
を
補
う
、
も
う
一
つ
の

方
法
は
高
齢
者
の
活
用
で
あ
る
。
今
後

急
激
に
進
行
す
る
高
齢
化
に
対
応
す
る

た
め
に
も
、
定
年
年
齢
の
延
長
や
就
業

環
境
の
整
備
を
進
め
、
高
齢
者
の
労
働

市
場
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
必
要
が
あ

る
。
年
金
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
年
齢

も
次
第
に
上
が
る
の
で
、
早
期
の
退
職

は
生
活
維
持
の
点
で
も
厳
し
く
、
国
民

経
済
的
に
み
て
も
大
き
な
損
失
だ
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
も
課
題
が
あ

る
。
産
業
構
造
が
変
わ
り
、
情
報
化
も

急
速
に
進
ん
で
、
就
業
形
態
は
多
様
化

し
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
労
働
市
場
は

質
的
に
細
分
化
さ
れ
、
労
働
需
給
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
が
拡
大
し
、
適
応
能
力
が
低

い
高
齢
者
ほ
ど
失
業
の
リ
ス
ク
は
高
く

な
る
ｃ

一
員
齢
者
の
雇
用
機
会
を
増
加
さ
せ
る

に
は
、
再
教
育
や
新
た
な
職
業
訓
練
と

い
っ
た
人
的
投
資
が
不
可
欠
な
条
件
と

な
る
。

中
央
大
学
少
子
化
研
究
会

（
日
本
経
済
新
聞
二
○
○
○
年
．
二
・
十
）
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〈
経
済
成
長
の
源
泉
〉

経
済
成
長
を
供
給
面
か
ら
と
ら
え
る

方
法
と
し
て
生
産
関
数
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
生
産
要
素
（
労
働
力
、

資
本
ス
ト
ッ
ク
な
ど
）
の
投
入
量
と
財

の
産
出
量
と
の
関
係
を
示
す
が
、
両
者

の
間
に
は
、
技
術
進
歩
も
介
在
す
る
。

少
子
高
齢
化
は
こ
う
し
た
諸
要
素
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
。
少
子
化
は
労
働

力
を
確
実
に
減
ら
し
、
高
齢
化
を
も
た

ら
す
。
で
は
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
と
技
術

に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

民
間
資
本
ス
ト
ッ
ク
は
粗
投
資
か
ら

減
価
償
却
分
を
除
い
た
純
投
資
の
蓄
積

で
あ
り
、
そ
の
将
来
の
推
移
は
毎
期
ご

と
の
投
資
額
で
決
ま
る
。
投
資
の
源
泉

は
貯
蓄
だ
か
ら
、
注
目
す
べ
き
は
少
子

高
齢
化
と
民
間
貯
蓄
の
関
係
だ
。

〈
貯
蓄
率
の
低
下
も
〉

単
純
な
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
仮
説
に
よ

る
と
、
人
々
は
現
役
時
代
に
貯
蓄
し
、

引
退
後
に
そ
れ
を
取
り
崩
す
。
こ
の
た

め
、
高
齢
化
の
進
行
は
貯
蓄
率
の
低
下

に
つ
な
が
る
。
少
子
化
は
子
供
の
養
育

・
教
育
費
を
賄
う
た
め
の
貯
蓄
や
、
子

供
世
代
の
世
帯
形
成
に
伴
う
住
宅
取
得

の
た
め
の
貯
蓄
な
ど
も
減
ら
す
だ
る

》
っ
。日
本
で
は
引
退
後
の
一
高
齢
者
も
多
く

の
貯
蓄
を
す
る
事
実
が
観
察
さ
れ
て
い

る
が
、
長
期
間
に
は
高
齢
者
が
遺
産
を

残
そ
う
と
考
え
て
実
行
す
る
貯
蓄
は
少

子
化
に
伴
っ
て
減
り
、
公
的
年
金
の
充

実
も
そ
れ
を
加
速
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。我
々
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
も
、

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

中
位
推
計
を
基
に
し
た
低
出
生
率
ケ
ー

ス
で
は
、
か
な
り
の
速
度
で
民
間
資
本

ス
ト
ッ
ク
蓄
積
率
や
そ
の
源
泉
と
な
る

民
間
貯
蓄
率
（
個
人
、
法
人
な
ど
全
民

間
部
門
の
貯
蓄
額
の
可
処
分
所
得
に
対

す
る
割
合
）
は
低
下
す
る
。

だ
が
、
仮
に
出
生
率
が
置
換
水
準

（
人
口
は
増
減
し
な
い
状
態
に
保
つ
出

生
率
）
を
回
復
し
、
少
子
高
齢
化
が
抑

え
ら
れ
れ
ば
、
貯
蓄
率
は
五
％
前
後
で

下
げ
止
ま
り
、
資
本
蓄
積
を
進
む
と
み

民間貯蓄率2５

ら
れ
る
（
グ
ラ
フ
）
。
こ
れ
が
出
生
率

回
復
ケ
ー
ス
だ
。

た
だ
、
現
実
に
は
資
本
市
場
が
国
際

化
し
て
い
る
の
で
、
海
外
か
ら
の
直
接

投
資
が
国
内
の
貯
蓄
不
足
を
補
う
可
能

性
も
高
い
。
こ
れ
は
日
本
の
経
済
成
長

に
は
必
要
不
可
欠
だ
が
、
資
本
供
給
に

不
安
定
要
素
を
抱
え
込
む
こ
と
に
も
な

る
。〈
技
術
進
歩
の
停
滞
も
〉

労
働
力
、
資
本
と
と
も
に
経
済
成
長

を
支
え
る
源
泉
は
技
術
進
歩
だ
。
ク
ズ

ネ
ッ
ッ
や
ク
レ
マ
ー
は
技
術
進
歩
が
一

部
の
才
能
あ
る
人
々
の
ア
イ
デ
ア
か
ら

生
ま
れ
、
ア
イ
デ
ア
は
人
口
が
多
い
ほ

皀
万
二
率
〒
｜
ロ
’

2０

1５

０
５
０

１
％

-51‘1,

1980年２０００ 2０ ４０ 6０ 8０２１００

ど
た
く
さ
ん
出
て
く
る
と
い
う
仮
説
を

立
て
た
。

こ
の
仮
説
に
従
い
、
人
口
が
二
倍
に

な
れ
ば
「
天
才
」
も
二
倍
出
現
す
る
と

考
え
れ
ば
、
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少

は
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
天
才
の
数
を
減

ら
し
、
発
展
の
活
力
を
奪
う
こ
と
に
も

な
り
か
ね
な
い
。
日
本
の
長
期
的
な
経

済
成
長
の
原
動
力
と
み
な
さ
れ
る
技
術

進
歩
が
人
口
規
模
と
正
の
相
関
を
持
つ

な
ら
ば
、
人
口
減
少
は
技
術
進
歩
を
停

滞
さ
せ
、
潜
在
成
長
力
を
低
め
る
可
能

性
が
あ
る
。

だ
が
、
二
十
世
紀
は
知
識
の
集
積
が

加
速
的
に
進
み
、
そ
の
伝
播
（
で
ん

ぱ
）
の
ス
ピ
ー
ド
も
急
激
に
速
ま
っ
た

時
代
だ
っ
た
。
二
十
一
世
紀
に
は
さ
ら

に
高
度
情
報
化
が
進
み
、
知
識
の
集
積

や
拡
散
は
さ
ら
に
速
ま
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
傾
向
が
、
人
口
減
少
に

よ
る
技
術
進
歩
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
補

い
、
社
会
や
経
済
の
停
滞
を
防
ぐ
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。中
央
大
学
少
子
化
研
究
会

百
本
経
済
新
聞一
一
○
○
○
・
’
一
・
十
一
）

１
１

１０‘
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〈
有
効
需
要
の
拡
大
が
必
要
〉

経
済
が
成
長
す
る
に
は
供
給
能
力
の

増
大
と
と
も
に
有
効
需
要
の
拡
大
も
必

要
で
あ
る
。
需
要
要
因
は
消
費
と
投
資

に
分
け
ら
れ
る
が
、
ま
ず
消
費
支
出
か

ら
考
え
よ
う
。
消
費
支
出
の
伸
び
率
は

総
人
口
と
一
人
当
た
り
消
費
の
増
加
率

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
人
当
た

り
消
費
の
増
加
率
は
一
人
当
た
り
国
内

総
産
生
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
と
平
均
消
費
性
向

（
所
得
に
占
め
る
消
費
支
出
の
割
合
）

の
変
化
率
に
分
解
で
き
る
。

こ
の
う
ち
、
総
人
口
の
増
加
率
は
低

出
生
率
ケ
ー
ス
（
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
の
中
位
推
移
）
で
は
、

二
十
一
世
紀
の
ほ
と
ん
ど
の
期
間
マ
イ

ナ
ス
と
な
る
。
｜
方
、
出
生
率
が
置
換

水
準
（
人
口
を
増
減
の
な
い
水
準
に
保

つ
出
生
率
）
を
回
復
す
る
ケ
ー
ス
（
出

生
率
回
復
ケ
ー
ス
）
で
は
二
○
六
○
年

代
ま
で
小
さ
な
マ
イ
ナ
ス
が
続
く
が
、

そ
れ
以
降
は
増
加
率
ゼ
ロ
に
な
る
。

一
人
当
た
り
消
費
の
増
加
率
は
総
人

口
の
減
少
率
を
上
回
れ
ば
消
費
支
出
は

閂
堅
ヨ
症
囚
、
露
口
児
趙

増
加
す
る
は
ず
だ
が
、
果
た
し
て
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。
次
回
で
み
る
よ
う
に
、

一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
い
ず
れ
の
ケ
ー

ス
で
も
上
昇
し
、
消
費
性
向
は
貯
蓄
率

と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
の
で
、
少
子
高

齢
化
に
伴
う
貯
蓄
率
の
低
下
は
平
均
消

費
性
向
を
高
め
る
。

結
果
は
グ
ラ
フ
に
示
し
た
通
り
だ

が
、
低
出
生
率
ケ
ー
ス
で
は
総
人
口
の

減
少
と
と
も
に
消
費
市
場
は
頭
打
ち
に

な
り
、
民
間
消
費
は
二
○
四
○
年
ご
ろ

か
ら
ほ
と
ん
ど
伸
び
が
な
く
な
る
。

｜
方
、
出
生
率
回
復
ケ
ー
ス
で
は
長

期
的
に
消
費
需
要
も
順
調
に
伸
び
、
二

十
一
世
紀
末
の
市
場
規
模
は
前
者
の
低

出
生
率
ケ
ー
ス
の
ほ
ぼ
二
倍
に
拡
大
す

る
。
出
生
率
の
回
復
は
明
ら
か
に
消
費

市
場
の
縮
小
を
阻
止
す
る
効
果
を
持
つ

だ
ろ
う
。

〈
消
費
構
造
も
変
化
〉

少
子
高
齢
化
は
家
計
の
消
費
構
造
を

変
え
る
と
み
ら
れ
る
。

こ
こ
で
九
八
年
の
「
家
計
調
査
」

（
総
務
庁
統
計
局
）
に
基
づ
き
、
世
帯

主
の
年
齢
が
二
十
五
’
二
十
九
歳
の
世

帯
を
若
年
世
帯
、
六
十
五
歳
以
上
を
高

齢
世
帯
と
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
消
費
支

出
総
額
に
占
め
る
各
品
目
の
支
出
額
の

割
合
を
比
較
す
る
と
、
高
齢
世
帯
は
若

年
世
帯
よ
り
も
、
野
菜
・
海
藻
、
医
療

品
、
パ
ッ
ク
旅
行
で
約
二
倍
、
魚
介
類

や
果
物
は
約
三
倍
、
家
事
サ
ー
ビ
ス
で

は
約
四
倍
、
健
康
食
品
は
約
五
倍
も
大

き
な
割
合
で
支
出
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
若
年
世
帯
は
外
食
、

教
育
費
、
書
籍
代
に
高
齢
世
帯
の
二
倍

以
上
、
自
動
車
関
係
に
約
三
倍
も
の
支

出
割
合
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
若
年

世
帯
は
持
ち
家
率
が
低
い
た
め
、
八
倍

近
い
割
合
の
賃
貸
住
居
費
を
支
払
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
が
続
け
ば
、
日

本
の
消
費
構
造
は
確
実
に
高
齢
者
向
け

の
財
や
サ
ー
ビ
ス
中
心
に
変
わ
っ
て
い

く
と
予
想
さ
れ
る
。

〈
低
出
生
率
ケ
ー
ス
で
は

投
資
意
欲
は
低
下
〉

需
要
面
か
ら
投
資
行
動
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
に
は
、
加
速
度
原
理
（
経
済
成

長
あ
る
い
は
消
費
需
要
が
投
資
需
要
に

波
及
す
る
関
係
）
の
考
え
方
が
有
効

だ
。
最
終
消
費
と
設
備
投
資
の
伸
び
率

は
か
な
り
密
接
な
関
係
が
あ
る
。

日
本
で
は
民
間
最
終
消
費
が
常
に
国

内
総
支
出
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
同
値
）
の
ほ
ぼ

六
割
を
占
め
て
い
る
が
、
消
費
需
要
の

伸
び
が
止
ま
る
低
出
生
率
ケ
ー
ス
で
は

投
資
意
欲
が
減
退
し
、
長
期
的
に
は
民

間
設
備
投
資
も
伸
び
悩
む
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
投
資
の
面
で
も
出
生
率
回
復

ケ
ー
ス
が
相
対
的
に
経
済
に
効
果
的
な

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

中
央
大
学
少
子
化
研
究
会

（
日
本
経
済
新
聞二
○
○
○
・
二
・
十
五
）
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〈
２
つ
の
シ
ナ
リ
オ
〉

こ
れ
ま
で
に
労
働
市
場
、
貯
蓄
、
消

費
、
投
資
、
技
術
進
歩
な
ど
に
対
す
る

少
子
化
の
影
響
を
み
て
き
た
が
、
こ
れ

ら
を
総
合
し
て
経
済
全
体
の
規
模
を
示

す
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
将
来
を

予
測
し
て
み
よ
う
。
計
量
モ
デ
ル
に

よ
っ
て
二
一
○
○
年
ま
で
の
超
長
期
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行
し
、
少
子
高

ｕ
問
題
研
究
所
の
中
位
推
移
）
に
基
づ

く
経
済
成
長
経
路
で
あ
り
、
も
う
一
つ

ほ
出
生
率
が
置
換
水
準
（
人
口
を
増
減

の
な
い
水
準
に
保
つ
出
生
率
）
を
回
復

町
化
の
経
済
的
影
響
を
ま
と
め
て
お
き

Ｌ
い
○

経
済
成
長
に
つ
い
て
、
シ
ナ
リ
オ
は

一
つ
あ
る
。
一
つ
は
少
子
化
が
続
く
低

ｍ
生
率
ケ
ー
ス
（
国
立
社
会
保
障
・
人

り
る
出
生
率
回
復
ケ
ー
ス
に
基
礎
を
置

・
た
経
路
で
あ
る
。
低
出
生
率
ケ
ー
ス

｝
も
高
齢
化
率
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
の

三
十
一
世
紀
半
ば
で
、
そ
の
影
響
を

〉
る
に
は
通
常
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

一
り
も
は
る
か
に
長
い
一
世
紀
に
も
及

経
済
成
長
率
で
２
倍
の
差

国
内
総
生
産

ぷ
期
間
を
カ
バ
ー
す
る
必
要
が
あ
る
。

モ
デ
ル
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
将

来
の
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
は
現
在
と
同

じ
状
態
で
不
変
の
ま
ま
推
移
す
る
と
仮

定
し
た
。
二
つ
の
シ
ナ
リ
オ
の
相
違
は

人
口
的
要
因
（
出
生
率
の
水
準
と
そ
れ

に
由
来
す
る
人
口
の
規
模
や
構
造
）
だ

け
で
あ
る
。

〈
少
干
化
の
機
会
費
用
〉

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
低
出

生
率
ケ
ー
ス
で
は
現
在
約
五
百
兆
円
の

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
九
○
年
価
格
、
以
下

同
）
は
二
○
五
○
年
に
八
百
兆
円
弱
、

二
一
○
○
年
に
は
九
百
三
十
兆
円
ほ
ど

に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
出
生
率
回
復

ケ
ー
ス
で
は
労
働
力
が
確
保
さ
れ
、
貯

蓄
率
も
比
較
的
高
く
維
持
さ
れ
る
た

め
、
二
○
五
○
年
で
九
百
三
十
兆
円
、

二
一
○
○
年
で
は
千
五
百
六
十
兆
円
に

増
え
る
（
グ
ラ
フ
）
。

今
後
百
年
間
の
年
平
均
経
済
成
長
率

は
、
低
出
生
率
ケ
ー
ス
が
○
・
六
三

％
、
出
生
率
回
復
ケ
ー
ス
は
一
・
一
五

％
で
、
二
倍
近
い
差
が
生
じ
る
。

こ
の
差
は
出
生
率
水
準
の
相
違
に
起

因
し
て
お
り
、
両
ケ
ー
ス
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

差
は
い
わ
ば
少
子
化
の
機
会
費
用
を
表

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
出
生
率
が
低
す

ぎ
た
た
め
に
被
っ
た
損
失
だ
と
い
え

る
。
な
お
、
両
ケ
ー
ス
と
も
技
術
進
歩

が
将
来
も
不
変
の
ま
ま
持
続
す
る
と
し

て
い
る
が
、
仮
に
そ
れ
が
二
○
一
○
年

で
停
滞
し
、
少
子
化
も
進
め
ば
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
二
○
三
○
年
ご
ろ
か
ら
減
少
に
転

じ
、
二
十
一
世
紀
末
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
実
質

ベ
ー
ス
で
い
ま
と
ほ
ぼ
同
じ
五
百
五
十

兆
円
に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
。

二
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
上
昇
〉

こ
の
よ
う
に
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

は
出
生
率
回
復
ケ
ー
ス
の
方
が
高
く
な

る
が
、
一
人
当
た
り
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は

低
出
生
率
ケ
ー
ス
の
方
が
急
速
に
上
昇

す
る
。
す
な
わ
ち
、
九
○
年
の
一
人
当

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
約
五
百
三
十
万
円
だ

が
、
二
○
五
○
年
に
は
低
出
生
率
ケ
ー

ス
で
七
百
七
十
万
円
、
出
生
率
回
復

ケ
ー
ス
で
は
七
百
二
十
万
円
に
な
る
。

さ
ら
に
二
一
○
○
年
に
は
前
者
が
千
三

百
九
十
万
円
、
後
者
は
千
二
百
六
十
万

円
と
な
り
、
徐
々
に
差
が
広
が
る
。

こ
れ
は
、
低
出
生
率
ケ
ー
ス
の
人
口

減
少
率
が
大
き
い
た
め
に
起
き
る
現
象

だ
が
、
こ
こ
で
我
々
は
経
済
状
態
を
評

価
す
る
の
に
、
一
国
と
し
て
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
集
計
値
を
み
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も

一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
水
準
を
比
較
す

べ
き
か
、
と
い
う
問
題
に
突
き
当
た

る
。

一
般
的
に
い
え
ば
、
人
口
が
減
少
し

て
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
増
え
て
も
、

本
当
の
豊
か
さ
が
実
現
し
た
と
は
い
え

な
い
。

中
央
大
学
少
子
化
研
究
会

（
日
本
経
済
新
聞二
○
○
○
・
二
・
十
六
）
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すふお－らむこゆ

〈
国
民
負
担
は
増
加
へ
〉

年
金
、
医
療
、
社
会
福
祉
な
ど
に
か

か
わ
る
日
本
の
社
会
保
障
制
度
は
、
基

本
的
に
若
い
世
代
が
引
退
世
代
を
扶
養

す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
少
子
化
の
進
展
と
高
齢
者
の
増
大

は
制
度
の
根
幹
を
な
す
財
政
収
支
を
悪

化
さ
せ
、
若
い
世
代
の
負
担
を
急
速
に

高
め
、
社
会
の
セ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を

揺
る
が
す
だ
ろ
う
。

出
生
率
の
水
準
が
異
な
る
二
つ
の
モ

デ
ル
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
試
み
る

と
、
二
○
五
○
年
の
国
民
負
担
率
（
租

税
負
担
と
社
会
保
障
負
担
の
国
民
所
得

に
対
す
る
割
合
）
は
、
国
立
社
会
保
障

・
人
口
問
題
研
究
所
の
中
位
推
計
に
基

づ
く
低
出
生
率
ケ
ー
ス
が
五
八
・
七

％
、
出
生
率
が
置
換
水
準
（
人
口
が
増

減
し
な
い
状
態
に
保
つ
出
生
率
）
に
回

復
す
る
出
生
率
回
復
ケ
ー
ス
で
五
六
・

五
％
に
な
る
。

現
在
の
三
七
％
に
比
べ
る
と
、
い
ず

れ
の
ケ
ー
ス
で
も
五
○
％
の
水
準
を
超

え
、
大
幅
な
負
担
増
に
な
る
が
、
相
対

出
生
率
回
復
な
ら
負
担
減

年
金
・
医
療

的
に
は
明
ら
か
に
出
生
率
の
高
い
方

が
、
国
民
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
こ

と
が
わ
か
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
若
い
世
代
に
過
重

な
負
担
を
強
い
れ
ば
社
会
全
体
の
活
力

を
損
な
う
こ
と
に
な
る
。
最
近
で
は
年

金
保
険
な
ど
に
も
市
場
原
理
を
導
入
す

る
べ
き
だ
と
の
議
論
も
あ
る
が
、
社
会

保
障
制
度
は
本
来
、
社
会
的
連
帯
の
理

念
に
根
ざ
し
て
お
り
、
財
政
収
支
だ
け

か
ら
そ
の
改
廃
を
判
断
す
べ
き
で
な

い
。
人
口
構
造
の
急
激
な
変
化
に
も
堪

え
得
る
持
続
可
能
な
社
会
保
障
シ
ス
テ

ム
の
再
構
築
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。〈
租
税
・
積
み
立
て
方
式
へ
の
移
行
も
〉

日
本
の
公
的
年
金
制
度
は
積
立
金
が

あ
る
た
め
に
修
正
積
み
立
て
方
式
と
い

わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
若
い
世
代
か
ら

引
退
世
代
へ
の
所
得
移
転
を
中
心
と
す

る
賦
課
方
式
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

る
。グ
ラ
フ
で
は
、
年
金
法
が
改
正
さ
れ

た
場
合
の
厚
生
年
金
積
立
金
の
推
移
を

予
測
し
た
。
低
出
生
率
ケ
ー
ス
で
は
、

二
○
四
○
年
前
後
に
積
立
金
は
赤
字
に

転
じ
る
。
人
口
の
年
齢
構
造
が
定
常
化

す
る
と
と
も
に
収
支
は
改
善
す
る
が
、

黒
字
に
戻
る
の
は
二
十
一
世
紀
末
で
あ

る
。

一
方
、
出
生
率
回
復
ケ
ー
ス
で
は
積

立
金
の
黒
字
が
累
積
し
て
い
く
。
こ
れ

は
若
い
世
代
の
負
担
増
を
抑
制
で
き
る

こ
と
を
意
味
す
る
の
で
、
出
生
率
の
回

復
は
年
金
財
政
の
健
全
化
に
つ
な
が
る

と
い
え
る
。
い
ま
や
公
的
年
金
の
基
礎

部
分
（
基
礎
年
金
）
は
人
口
構
造
の
変

化
に
影
響
さ
れ
な
い
よ
う
に
租
税
方
式

と
し
、
厚
生
年
金
な
ど
の
二
階
部
分
は､（

世
界
銀
行
が
提
唱
し
て
い
る
よ
う
に
積

み
立
て
方
式
に
移
行
す
る
と
い
っ
た
抜

本
的
な
改
革
が
必
要
な
時
期
に
差
し
か

掛
か
っ
て
い
る
。

〈
老
人
医
療
費
は
拡
大
〉

国
民
医
療
費
は
年
々
増
え
、
九
七
年

現
在
は
約
三
十
兆
円
（
人
口
｜
人
当
た

り
約
二
十
四
万
円
）
だ
が
、
そ
の
約
三

七
％
を
老
人
医
療
費
が
占
め
る
。
低
出

生
率
ケ
ー
ス
で
は
高
齢
化
が
進
展
し
、

高
齢
者
の
絶
対
数
が
激
増
す
る
た
め
、

二
○
五
○
年
の
一
人
当
た
り
国
民
医
療

費
は
八
十
五
万
円
に
達
す
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
出
生
率
回
復
ケ
ー
ス
で
は
一

人
当
た
り
国
民
医
療
費
を
七
十
三
万
円

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
民
医
療

費
用
は
医
療
保
険
を
通
じ
て
実
質
的
に

現
役
世
代
が
負
担
し
て
い
る
が
、
出
生

率
の
回
復
は
そ
の
負
担
増
の
軽
減
に
も

つ
な
が
る
。
拡
大
す
る
医
療
保
険
の
赤

字
幅
を
縮
小
す
る
た
め
に
も
、
出
生
率

の
回
復
は
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。

中
央
大
学
少
子
化
研
究
会

（
日
本
経
済
新
聞二
○
○
○
・
二
・
十
七
）
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介
護
需
要
の
増
加
〉

日
本
で
は
老
年
人
口
（
六
十
五
歳
以

〉
自
体
が
高
齢
化
し
つ
つ
あ
る
。
国

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
（
社

幽
の
九
七
年
推
計
に
よ
る
と
、
老

人
口
の
う
ち
七
十
五
歳
以
上
が
占
め

割
合
は
現
在
約
四
○
％
だ
が
、
二
十

世
紀
半
ば
に
は
六
○
％
弱
ま
で
上
昇

、
人
口
数
も
二
○
二
五
年
ま
で
に
倍

す
る
見
通
し
だ
。
八
十
五
歳
以
上
の

要介護者数(中央大学少子化研究会推計）

囑霧!}低出生率ケース鑿}出生率回復ケース
福祉マンパワー|人当たり要介護者数

の
看
雫
介
護
ｌ

要
員
不
足
で
質
の
低
下
Ｌ
ｂ

|；

６
４
２
０

百
万
人

2000年２５５０７５．１００

高
齢
者
の
数
も
約
四
倍
に
膨
れ
上
が

る
。こ
の
こ
と
は
、
寝
た
き
り
老
人
や
痴

ほ
う
性
患
者
の
急
増
を
も
た
ら
す
一

方
、
老
人
医
療
、
保
健
、
看
護
、
介
護

の
マ
ン
パ
ワ
ー
（
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
）

に
対
す
る
需
要
の
増
加
を
意
味
す
る
。

社
人
研
の
中
位
推
計
に
基
づ
く
低
出
生

率
ケ
ー
ス
で
は
虚
弱
、
痴
ほ
う
性
お
よ

び
寝
た
き
り
の
要
介
護
高
齢
者
の
数

は
、
現
在
の
約
三
百
万
人
か
ら
二
○
二

五
年
に
は
五
百
万
人
以
上
に
増
大
す
る

が
、
そ
の
後
は
老
年
人
ロ
が
減
少
す
る

た
め
、
二
十
一
世
紀
末
に
は
再
び
三
百

万
人
台
に
戻
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
我
々
が
推
計
し
た
出
生
率
回

復
ケ
ー
ス
（
出
生
率
が
人
口
を
増
減
な

い
状
態
に
保
つ
置
換
水
準
に
回
復
し
た

場
合
）
で
は
、
老
年
人
口
の
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
り
、
要
介
護
者
数
は
低
出

生
率
ケ
ー
ス
よ
り
も
多
く
な
る
（
棒
グ

ラ
フ
）
。
問
題
は
、
こ
う
し
た
介
護
需

要
に
対
し
て
十
分
な
マ
ン
パ
ワ
ー
を
供

給
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〈
マ
ン
パ
ワ
ー
は
減
少
へ
〉

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
老
人
福
祉
施
設

従
事
者
、
看
護
職
員
を
福
祉
マ
ン
パ

ワ
ー
と
み
な
し
、
労
働
力
人
口
に
占
め

る
そ
の
割
合
が
今
後
も
変
わ
ら
な
い
と

仮
定
す
れ
ば
、
現
在
約
百
万
人
程
度
の

マ
ン
パ
ワ
ー
は
低
出
生
率
ケ
ー
ス
で
は

二
十
一
世
紀
半
ば
で
八
十
万
人
弱
、
同

世
紀
末
に
は
五
十
万
人
以
下
に
減
っ
て

し
ま
う
が
、
出
生
率
回
復
ケ
ー
ス
で
は

二
一
○
○
年
で
も
九
十
万
人
程
度
は
確

保
で
き
る
。

そ
の
結
果
、
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
一
人

が
支
え
る
要
介
護
者
数
は
現
在
の
二
・

六
人
か
ら
、
低
出
生
率
ケ
ー
ス
で
は
二

十
一
世
紀
半
ば
以
降
七
人
以
上
に
増
え

る
が
、
出
生
率
回
復
ケ
ー
ス
で
は
五
人

台
に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
（
折
れ
線
グ
ラ

フ
）
。た
だ
、
い
ま
で
も
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー

は
百
万
人
規
模
で
不
足
し
て
お
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
は
将
来
ま
す
ま
す
低
下

す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

〈
外
国
人
活
用
は
一
時
し
の
ぎ
〉

不
足
分
の
マ
ン
パ
ワ
ー
は
家
族
の
負

担
で
補
わ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
今

年
四
月
に
始
ま
る
公
的
介
護
保
険
制
度

は
、
家
族
の
介
護
負
担
を
社
会
全
体
で

分
け
合
う
こ
と
を
意
図
し
て
お
り
、
超

高
齢
社
会
に
向
け
て
介
護
を
社
会
化
す

る
意
義
は
大
き
い
。

厚
生
省
が
推
進
し
て
い
る
「
新
ゴ
ー

ル
ド
プ
ラ
ン
」
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

や
訪
問
看
護
婦
な
ど
の
福
祉
マ
ン
パ

ワ
ー
の
養
成
に
力
を
注
い
で
い
る
。
し

か
し
、
そ
れ
だ
け
で
今
後
の
需
要
増
大

に
対
応
で
き
る
か
、
は
な
は
だ
心
も
と

な
い
。
保
険
料
を
支
払
っ
て
も
十
分
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
国
民
の
不
安
は
、
特

に
マ
ン
パ
ワ
ー
の
供
給
面
か
ら
現
実
に

な
り
そ
う
だ
ｃ

当
面
は
外
国
人
の
有
資
格
者
を
活
用

す
る
と
い
っ
た
施
策
で
乗
り
切
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
一
時
し
の
ぎ

に
過
ぎ
な
い
。
長
期
的
に
は
介
護
保
険

制
度
の
健
全
な
存
続
と
良
質
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
可
能
に
す
る
、
よ
り
根
本

的
な
供
給
側
の
体
制
整
備
が
必
要
に
な

る
。

中
央
大
学
少
子
化
研
究
会

（
日
本
経
済
新
聞二
○
○
○
・
二
・
十
八
）
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こゆ－すふぉ－らむ

〈
少
子
化
と
教
育
〉

教
育
界
で
は
、
「
三
問
（
さ
ん
ま
）

の
欠
如
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
の
子
ど
も
た
ち

に
は
、
集
団
で
行
動
す
る
だ
け
の
広
い

空
間
も
ま
と
ま
っ
た
時
間
も
少
な
い
。

何
よ
り
も
心
か
ら
付
き
合
え
る
仲
間
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
れ
が
、
子
ど
も
の
健
全
な
成
長

に
と
っ
て
良
好
な
環
境
で
な
い
こ
と
は

確
か
だ
。

｜
昔
前
ま
で
は
、
人
と
の
接
し
方
や

善
悪
の
見
分
け
方
な
ど
社
会
生
活
の
基

本
は
、
年
齢
も
生
活
環
境
も
異
な
る
多

く
の
子
ど
も
た
ち
の
間
で
も
ま
れ
な
が

ら
身
に
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
兄
弟
姉

妹
が
多
か
っ
た
時
代
に
は
、
年
長
の
子

ど
も
が
子
守
を
通
じ
て
育
児
を
実
体
験

し
、
命
の
尊
さ
を
学
び
、
親
業
の
予
行

演
習
を
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
少
子
化
と
と
も
に
子
ど

も
同
士
が
交
流
す
る
機
会
が
減
少
し
、

親
の
過
保
護
ぶ
り
も
目
立
つ
中
で
、
子

ど
も
の
社
会
性
が
著
し
く
低
下
し
て
い

空
室
鼎
工
二
荊
劉
害

る
。
陰
湿
な
い
じ
め
や
学
級
崩
壊
が
少

子
化
の
進
行
と
と
も
に
増
え
て
い
る
こ

と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
若
い
母

親
の
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
や
幼
児
虐
待
、

子
殺
し
の
頻
発
な
ど
に
も
少
子
化
の
影

響
が
見
ら
れ
る
。

〈
地
域
社
会
の
崩
壊
〉

九
七
年
の
「
都
道
府
県
別
将
来
推
計

人
口
」
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
）
に
よ
る
と
、
二
十
一
世
紀
に

は
日
本
全
国
で
人
口
減
少
が
進
み
、
二

○
二
○
’
二
五
年
に
人
口
が
増
え
る
の

は
、
埼
玉
、
滋
賀
、
沖
縄
の
三
県
に
す

ぎ
な
い
（
グ
ラ
フ
）
。

ま
た
高
齢
化
も
一
段
と
進
み
、
二
○

二
五
年
に
は
全
市
町
村
の
実
に
約
六
割

が
高
齢
化
率
（
総
人
口
に
占
め
る
六
十

五
歳
以
上
の
人
□
割
合
）
三
○
％
以
上

で
、
中
に
は
七
○
％
を
超
え
る
村
の
出

現
も
予
測
さ
れ
る
。

こ
れ
に
近
い
状
況
は
す
で
に
地
方
の

小
都
市
や
農
山
漁
村
で
見
ら
れ
、
そ
こ

で
は
過
密
に
悩
む
大
都
市
と
は
対
照
的

な
過
疎
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
過
疎

〈
揺
ら
ぐ
家
族
の
機
能
〉

少
子
化
の
背
景
に
は
、
戦
後
一
貫
し

て
進
ん
で
き
た
核
家
族
化
が
あ
る
。
三

世
代
家
族
が
減
少
し
、
夫
婦
を
中
心
と liiiiiiiII

と
は
、
人
口
減
少
の
た
め
に
一
定
の
生

活
水
準
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
状
態

を
い
う
。

そ
う
し
た
地
域
で
は
教
育
、
医
療
、

防
災
な
ど
の
基
礎
的
生
活
関
連
サ
ー
ビ

ス
が
極
端
に
低
下
す
る
ば
か
り
か
、
祭

り
な
ど
の
伝
統
文
化
の
継
承
も
難
し
く

な
る
。
二
十
一
世
紀
に
は
、
こ
の
過
疎

化
現
象
が
全
国
的
に
さ
ら
に
拡
大
し
、

事
態
の
深
刻
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

し
た
核
家
族
や
単
独
世
帯
が
急
増
し
て

き
た
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
に
よ
る
九
八
年
の
世
帯
数
に
関
す

る
将
来
推
計
に
よ
る
と
、
二
○
二
○
年

ま
で
に
単
身
者
世
帯
は
現
在
よ
り
も
三

割
増
し
、
夫
婦
だ
け
の
世
帯
も
四
割
も

増
加
す
る
の
に
対
し
て
、
子
供
を
持
つ

夫
婦
の
世
帯
は
一
割
減
と
予
想
さ
れ
、

今
後
も
こ
の
傾
向
は
継
続
し
そ
う
で
あ

る
。こ
う
し
た
家
族
類
型
の
変
化
は
家
族

の
機
能
を
も
変
質
さ
せ
て
い
る
。
か
っ

て
の
家
族
は
家
系
の
継
承
に
最
大
の
価

値
を
置
き
、
結
婚
と
生
殖
が
不
可
分
に

結
び
つ
い
て
い
た
。
し
か
し
、
現
代
で

は
両
者
が
ほ
と
ん
ど
分
離
し
て
、
子
ど

も
の
価
値
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
わ
っ

て
い
る
。

出
産
の
九
九
％
が
結
婚
後
に
行
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
、
伝
統
的
な
家
族
観

の
名
残
が
見
ら
れ
る
が
、
家
業
の
継
承

や
老
後
の
保
障
を
子
ど
も
に
期
待
す
る

人
々
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ

け
少
子
化
の
根
は
深
い
と
い
え
る
。

中
央
大
学
少
子
化
研
究
会

（
日
本
経
済
新
聞

一
一
○
○
○
・
二
・
一
’
十
一
）
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〈
受
験
地
獄
は
解
消
す
る
か
〉

日
本
は
狭
い
国
土
に
一
億
人
以
上
の

人
口
が
ひ
し
め
い
て
お
り
、
米
国
な
ど

と
比
べ
て
住
宅
事
情
が
格
段
に
悪
い
。

だ
か
ら
、
人
ロ
が
減
少
す
る
の
は
過
密

を
解
消
す
る
好
機
で
、
少
子
化
は
む
し

ろ
歓
迎
す
べ
き
こ
と
だ
と
い
う
向
き
も

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
完
全
な
錯
覚

か
誤
解
に
す
ぎ
な
い
。

例
え
ば
、
少
子
化
が
受
験
地
獄
を
解

消
す
る
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
そ
の
証

拠
と
し
て
、
文
部
省
の
試
算
が
挙
げ
ら

れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
十
八
歳
人
口

は
少
子
化
に
よ
っ
て
減
少
し
続
け
る
の

に
対
し
て
、
大
学
、
短
大
の
入
学
定
員

は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
の
で
、
二
○
○

九
年
ご
ろ
に
は
進
学
希
望
者
が
全
員
入

学
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
数
字
の
う
え

で
は
受
験
戦
争
は
な
く
な
る
と
い
う
の

で
あ
る
。

確
か
に
、
進
学
率
と
入
学
定
員
が
将

来
も
現
在
と
同
じ
水
準
を
維
持
す
る
と

仮
定
す
れ
ば
、
大
学
、
短
大
の
定
員
に

対
す
る
進
学
希
望
者
の
倍
率
は
全
国
平

、
Ⅲ

均
で
、
出
生
率
回
復
ケ
ー
ス
（
人
口
を

増
減
さ
せ
な
い
水
準
ま
で
出
生
率
が
戻

る
場
合
）
で
も
○
・
八
倍
近
く
ま
で
下

が
る
こ
と
が
あ
り
、
低
出
生
率
ケ
ー
ス

（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
中
位
推
計
に
基
づ
く
場
合
）
で
は
二

十
一
世
紀
半
ば
に
○
・
六
倍
ま
で
下
が

る
。し
か
し
、
有
名
大
学
に
は
や
は
り
多

数
の
志
願
者
が
押
し
寄
せ
、
高
い
難
度

を
維
持
す
る
だ
ろ
う
し
、
中
位
の
大
学

に
も
し
ば
ら
く
は
か
な
り
の
競
争
に
勝

た
な
け
れ
ば
入
れ
な
い
だ
ろ
う
。
問
題

は
、
何
の
特
色
も
な
い
大
学
で
あ
り
、

そ
れ
ら
は
次
第
に
淘
汰
（
と
う
た
）
さ

れ
、
入
学
定
員
も
減
少
す
る
こ
と
に
な

る
。
人
口
が
減
る
と
、
大
学
側
も
学
生

の
質
の
確
保
に
苦
慮
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
受
験
生
に
と
っ
て
も
簡
単
に
希
望

す
る
大
学
に
入
れ
る
時
代
が
来
る
わ
け

で
は
な
い
。

〈
運
賃
の
引
き
上
げ
も
〉

同
じ
こ
と
が
交
通
や
住
宅
な
ど
に
つ

い
て
も
い
え
る
。
大
都
市
に
お
け
る
朝

晩
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
は
、
鉄
道
、
道

路
と
も
大
変
な
混
雑
で
あ
る
。
人
口
が

減
る
と
、
こ
の
交
通
混
雑
が
緩
和
さ
れ

て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

確
か
に
、
人
口
が
半
分
に
な
れ
ば
道

路
は
だ
い
ぶ
空
い
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
道
路
の
維
持
費
用
は
変

わ
ら
な
い
の
で
、
利
用
者
が
減
れ
ば
、

通
行
料
を
引
き
上
げ
る
か
、
税
金
を
余

計
に
つ
ぎ
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
。

鉄
道
も
乗
客
が
半
減
す
れ
ば
、
運
行

本
数
を
減
ら
し
た
り
、
運
賃
を
引
き
上

げ
た
り
し
な
け
れ
ば
経
営
が
成
り
立
た

な
い
し
、
新
し
い
路
線
の
建
設
や
新
技

術
の
導
入
が
困
難
に
な
る
。
利
用
者
に

と
っ
て
は
、
不
便
に
な
っ
た
り
、
負
担

増
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
第
三
セ

ク
タ
ー
方
式
の
鉄
道
を
見
れ
ば
よ
く
わ

か
る
。一
般
的
に
い
え
ば
、
土
地
、
住
宅
、

資
源
、
環
境
な
ど
に
対
す
る
人
口
圧
迫

は
人
口
減
少
に
よ
っ
て
多
少
と
も
軽
減

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
経

済
成
長
鈍
化
の
結
果
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
人
口
減
少
の
メ
リ
ッ
ト
と
い
わ

れ
る
も
の
の
多
く
は
結
局
、
一
時
的
あ

る
い
は
過
渡
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
ほ

と
ん
ど
錯
覚
と
い
っ
て
よ
い
。

〈
少
子
化
対
策
の
企
業
戦
略
〉

人
口
高
齢
化
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
シ
ル
バ
ー
産
業
を
拡
大
さ
せ
て
い

る
。
し
か
し
、
少
子
化
は
こ
の
面
で
も

ま
ず
メ
リ
ッ
ト
は
期
待
で
き
な
い
。
そ

れ
は
消
費
者
を
絶
対
的
に
減
少
さ
せ
る

た
め
、
需
要
拡
大
効
果
は
望
め
な
い
の

で
あ
る
。

少
子
化
に
対
処
す
る
企
業
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ

と
は
、
高
付
加
価
値
・
高
価
格
化
（
薄

利
多
売
戦
略
の
見
直
し
、
ブ
ラ
ン
ド
志

向
）
、
需
要
世
代
の
拡
大
（
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
す
る
年
齢
層
の
拡
大
）
、
業
態
の

多
角
化
（
若
者
向
け
か
ら
中
高
年
向
け

へ
の
転
換
）
お
よ
び
海
外
市
場
へ
の
進

出
で
あ
る
。

こ
の
中
で
海
外
市
場
を
除
け
ば
、
い

ず
れ
も
限
ら
れ
た
パ
イ
を
食
い
合
う
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
よ
り
積
極

的
に
各
世
代
の
需
要
を
喚
起
す
る
方
策

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
央
大
学
少
子
化
研
究
会

（
日
本
経
済
新
聞

二
○
○
○
・
一
｜
・
’
一
十
二
）
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こゅ－すふぉ－らむ

〈
右
肩
下
が
り
の
時
代
へ
〉

二
十
一
世
紀
初
頭
か
ら
の
人
口
減
少

と
高
齢
化
の
進
行
は
も
は
や
不
可
避
で

あ
る
。
労
働
力
、
資
本
、
技
術
な
ど
の

供
給
が
制
約
さ
れ
る
一
方
、
消
費
や
投

資
の
需
要
制
約
に
よ
っ
て
、
経
済
の
潜

在
成
長
力
に
も
陰
り
が
生
じ
、
日
本
の

経
済
社
会
は
全
体
と
し
て
右
肩
下
が
り

の
時
代
に
入
っ
て
い
く
。

現
在
の
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
は
、
す

べ
て
右
一
局
上
が
り
の
時
代
に
適
合
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
二
十
一
世
紀
の
日
本

は
近
代
に
入
っ
て
初
め
て
長
期
的
な
下

向
き
の
時
代
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
と
は

異
な
る
シ
ス
テ
ム
を
必
要
と
す
る
よ
う

に
な
る
。

九
○
年
代
の
長
期
不
況
に
対
応
す
る

構
造
改
革
が
い
ま
、
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

リ
ン
グ
（
事
業
の
再
構
築
）
の
名
の
下

に
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
来
世
紀

に
到
来
す
る
人
口
減
少
社
会
で
は
、
行

政
や
企
業
に
と
っ
て
よ
り
本
格
的
な
対

応
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

就
業
形
態
の
多
様
化
を

構
造
改
革

〈
雇
用
慣
行
の
見
直
し
〉

構
造
改
革
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
断

行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
供

給
制
約
を
緩
和
す
る
た
め
に
①
行
財
政

の
ス
リ
ム
化
や
地
方
分
権
化
、
規
制
緩

和
に
よ
る
民
間
活
力
の
活
用
②
新
規
事

業
（
情
報
、
バ
イ
オ
、
シ
ル
バ
ー
関
連

な
ど
）
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
積
極
的

育
成
③
高
度
情
報
化
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
化
（
光
通
信
綱
の
整
備
な
ど
）
の
推

進
④
日
本
型
雇
用
慣
行
（
年
功
賃
金
体

系
、
終
身
雇
用
）
の
見
直
し
、
雇
用
・

就
業
形
態
の
多
様
化
⑤
女
性
、
高
齢

者
、
外
国
人
労
働
者
の
活
用
、
労
働
力

の
質
的
向
上
と
流
動
化
⑥
技
術
開
発
の

促
進
に
よ
る
国
際
競
争
力
の
強
化

ｌ
な
ど
が
当
面
、
必
要
な
課
題
と

な
る
。

こ
の
中
で
、
労
働
市
場
に
か
か
わ
る

問
題
に
絞
っ
て
よ
り
具
体
的
に
考
え
て

み
よ
う
。
雇
用
慣
行
の
見
直
し
は
、
す

で
に
多
く
の
企
業
で
始
ま
っ
て
お
り
、

年
俸
制
の
導
入
や
年
齢
給
の
廃
止
を
通

じ
て
能
力
主
義
、
成
果
主
義
を
志
向
す

る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
右
肩
上
が
り
の
賃
金
カ
ー

ブ
が
水
平
に
近
づ
け
ば
、
若
年
層
の
賃

金
が
上
昇
し
て
労
働
意
欲
を
刺
激
し
、

今
後
に
予
想
さ
れ
る
若
年
労
働
力
の
減

少
を
多
少
と
も
補
う
効
果
を
発
揮
す
る

だ
ろ
う
し
、
労
働
力
の
流
動
化
を
促
進

す
る
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
は
経
済
的
理
由
で

出
産
を
あ
き
ら
め
て
い
る
多
く
人
々
に

希
望
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
る
。

〈
短
時
間
勤
務
や
在
宅
勤
務
〉

高
度
情
報
化
の
進
行
は
、
就
業
形
態

の
多
様
化
を
一
層
促
進
す
る
で
あ
ろ

う
。
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
や
短
時
間

勤
務
の
ほ
か
、
情
報
通
信
機
器
の
高
度

化
や
通
信
基
盤
の
整
備
が
進
む
と
、
在

宅
勤
務
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、
遠

隔
勤
務
な
ど
場
所
を
問
わ
な
い
就
業
形

態
が
可
能
に
な
る
。

そ
う
な
れ
ば
、
子
育
て
中
の
女
性
や

一
高
齢
者
で
も
楽
に
仕
事
が
で
き
る
条
件

が
広
が
る
。
こ
れ
も
労
働
供
給
を
増
や

す
と
と
も
に
、
出
生
率
の
上
昇
に
貢
献

し
、
高
齢
者
に
所
得
能
力
と
生
き
が
い

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

労
働
力
不
足
を
補
う
最
も
手
っ
取
り

早
い
方
策
は
、
外
国
人
労
働
者
の
導
入

で
あ
る
。
そ
れ
は
即
戦
力
と
し
て
必
要

な
分
野
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
の

に
役
立
ち
、
現
に
多
く
の
職
種
で
重
宝

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
一
定
の

質
的
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し

く
、
景
気
の
シ
ョ
ク
ア
ブ
ソ
ー
バ
ー

（
緩
衝
装
置
）
と
し
て
使
わ
れ
や
す
い

こ
と
、
し
ば
し
ば
文
化
摩
擦
や
犯
罪
増

加
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
な
ど
、
問

題
点
も
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
労
働
力
人
口
の
減
少
が
顕
在

化
し
て
く
る
と
、
ま
す
ま
す
外
国
人
労

働
者
へ
の
依
存
度
は
高
ま
る
可
能
性
が

大
き
い
。
し
か
し
、
不
法
入
国
や
不
法

就
労
を
防
止
す
る
一
方
で
、
研
修
に
名

を
借
り
た
低
賃
金
労
働
や
不
当
労
働
行

為
に
対
す
る
監
視
を
強
め
る
な
ど
、
こ

の
問
題
に
苦
慮
し
た
西
欧
諸
国
の
経
験

か
ら
多
く
の
点
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。

中
央
大
学
少
子
化
研
究
会

（
日
本
経
済
新
聞

一
一
○
○
○
・
｜
｜
・
二
十
｜
｜
｜
）
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〈
加
年
代
半
ば
か
ら
出
生
率
急
降
下
〉

少
子
化
は
日
本
よ
り
早
く
欧
州
先
進

諸
国
で
始
ま
っ
た
。
特
に
西
欧
諸
国
で

は
二
十
世
紀
初
め
に
合
計
出
生
率
（
女

性
一
人
が
生
涯
に
産
む
子
供
の
数
の
近

似
値
）
が
一
斉
に
低
下
し
、
｜
時
は
置

換
水
準
（
人
口
を
増
減
し
な
い
状
態
に

維
持
で
き
る
出
生
率
）
を
割
り
込
む
国

が
続
出
し
た
。

だ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
か
ら
出

生
率
は
上
昇
に
転
じ
、
欧
州
各
国
が
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
を
経
験
し
た
。
た
だ
そ
れ

も
一
時
的
で
、
六
○
年
代
半
ば
か
ら
の

出
生
率
は
急
落
し
、
ほ
と
ん
ど
の
国
で

置
換
水
準
を
下
回
っ
た
。

近
年
の
状
況
は
グ
ラ
フ
に
見
る
と
お

り
で
、
多
く
の
国
が
九
○
年
代
に
過
去

最
低
の
出
生
率
を
記
録
し
て
い
る
。
特

に
低
い
の
は
イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン

で
、
合
計
出
生
率
は
一
・
二
を
割
り
込

む
ほ
ど
だ
。
ロ
シ
ア
や
東
欧
諸
国
で
は

す
べ
て
一
・
五
を
下
回
り
、
ド
イ
ツ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
も
同
様
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
と
英
国
、

●
欧
州
の
少
子
化
ｌ

家
族
政
策
に
は
限
界
亀
》

そ
し
て
北
欧
諸
国
の
合
計
出
生
率
は
置

換
水
準
以
下
な
が
ら
、
一
・
七
を
少
し

上
回
る
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
特
異
な
動
き
を
示
し
た
の
が
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
あ
る
。

:,傘倉翫跳I愚摩
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〈
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
政
策
〉

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
合
計
出
生
率
は
、

戦
後
二
・
一
一
か
ら
二
・
五
の
間
に
あ
っ
た

が
、
六
四
年
を
ピ
ー
ク
に
急
落
し
、
七

○
年
代
後
半
か
ら
八
○
年
代
初
め
に
か

2.6

2.2

1.8

1.4

1.0
70年７５８０８５９０９５９８

仏国立人ﾛ研究所などの資料から

け
て
一
・
六
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
し
か

し
、
八
○
年
代
後
半
に
急
上
昇
し
、
九

○
年
代
に
は
二
・
一
三
と
置
換
水
準
を

回
復
し
て
世
界
の
注
目
を
浴
び
た
。

出
生
率
が
回
復
し
た
理
由
は
様
々
あ

る
が
、
多
年
に
わ
た
る
積
極
的
な
家
族

政
策
が
実
を
結
ん
だ
も
の
と
の
見
方
が

有
力
だ
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
家
族
政
策

は
出
生
率
上
昇
の
た
め
で
は
な
く
、
主

目
的
は
子
育
て
と
女
性
の
就
業
の
両
立

を
可
能
に
す
る
社
会
環
境
の
整
備
に
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
有
給
の
出
産
・
育

児
休
業
制
度
（
親
保
険
）
、
児
童
手
当

お
よ
び
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
そ
の
柱
に

な
っ
て
い
る
。

親
保
険
の
内
容
は
多
様
で
あ
る
。
例

え
ば
出
産
・
育
児
休
業
は
、
六
週
間
の

出
産
休
業
（
母
親
の
み
）
の
ほ
か
、
子

供
が
十
八
カ
月
に
な
る
ま
で
父
母
の
い

ず
れ
か
が
と
れ
る
フ
ル
タ
イ
ム
休
業
を

基
本
と
し
、
十
五
カ
月
間
に
親
保
険
に

よ
る
所
得
保
障
が
あ
る
。

最
初
の
十
二
カ
月
は
収
入
の
九
○

％
、
残
り
の
三
カ
月
も
最
低
額
が
保
障

さ
れ
る
。
内
容
は
制
度
を
導
入
し
た
七

四
年
か
ら
次
第
に
充
実
し
、
児
童
手
当

と
保
育
サ
ー
ビ
ス
も
同
様
の
傾
向
だ
。

〈
経
済
悪
化
で
政
策
後
退
〉

九
○
年
代
に
入
っ
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
経
済
は
急
速
に
悪
化
し
、
失
業
率
は

上
昇
し
た
。
特
に
女
性
を
多
く
雇
用
し

て
い
た
公
共
部
門
の
縮
小
は
女
性
の
失

業
率
を
増
大
さ
せ
た
。
手
厚
く
な
る
一

方
だ
っ
た
家
族
政
策
は
、
初
め
て
大
幅

な
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

育
児
休
業
給
付
も
現
金
児
童
手
当
も

九
五
年
以
降
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
変
化
を
受
け
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
出
生
率
は
九
○
年
を
ピ
ー
ク
と

し
て
急
低
下
し
、
九
八
年
の
合
計
出
生

率
は
過
去
最
低
の
一
・
五
一
に
落
ち
込

ん
で
い
る
。

他
の
欧
州
諸
国
で
も
家
族
政
策
は
何

ら
か
の
形
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

伝
統
的
に
出
生
促
進
政
策
に
力
を
入
れ

て
き
た
フ
ラ
ン
ス
と
、
出
産
、
育
児
は

個
人
の
責
任
と
割
り
切
る
英
国
と
で
、

出
生
率
水
準
が
ほ
ぼ
同
じ
と
い
う
よ
う

に
、
家
族
政
策
の
効
果
は
必
ず
し
も
明

確
に
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

中
央
大
学
少
子
化
研
究
会

（
日
本
経
済
新
聞

二
○
○
○
・
一
｜
・
二
十
四
）
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〈
出
生
率
の
回
復
が
カ
ギ
に
〉

二
十
一
世
紀
の
日
本
に
人
口
減
少
社

会
が
到
来
す
る
の
は
も
は
や
不
可
避

で
、
そ
れ
に
備
え
て
多
方
面
に
わ
た
る

構
造
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
当
然
の
措

置
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に

出
生
率
の
高
低
が
今
後
の
日
本
経
済
に

与
え
る
影
響
の
分
析
か
ら
、
低
す
ぎ
る

出
生
率
の
持
続
が
日
本
の
経
済
社
会
を

停
滞
に
導
く
半
面
、
も
し
出
生
率
が
上

昇
す
れ
ば
社
会
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

や
は
り
人
口
減
少
問
題
に
対
応
す
る

構
造
改
革
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

ど
う
し
て
も
あ
る
程
度
の
出
生
率
回
復

が
欠
か
せ
な
い
。

そ
れ
で
は
、
ど
こ
ま
で
出
生
率
を
引

き
上
げ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

の
目
標
は
人
口
の
置
換
水
準
（
人
口
を

一
定
に
保
つ
の
に
必
要
な
出
生
率
）
で

あ
り
、
現
在
の
合
計
出
生
率
一
・
三
八

を
二
・
○
七
に
高
め
れ
ば
よ
い
こ
と
に

な
る
。

出
生
率
が
い
つ
置
換
水
準
に
戻
る
か

栄
典
家
一
廷
の
意
識
殉
葎
聿
を

に
よ
っ
て
、
人
口
が
一
定
に
な
る
時
期

と
規
模
が
決
ま
る
。
我
々
の
試
算
で

は
、
二
○
○
○
年
に
置
換
水
準
を
回
復

し
、
以
後
そ
れ
を
持
続
す
れ
ば
、
日
本

の
総
人
口
は
二
○
六
○
年
代
初
め
に
一

億
二
千
六
百
万
人
前
後
で
ほ
ぼ
静
止
す

る
。
こ
れ
が
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介

し
て
き
た
出
生
率
回
復
ケ
ー
ス
で
あ

る
。ま
た
、
置
換
水
準
に
回
復
す
る
年
次

が
二
○
’
五
年
な
ら
ば
二
○
七
○
年
代

後
半
に
一
億
千
四
百
万
人
強
で
静
止

し
、
回
復
が
一
一
○
三
○
年
に
ず
れ
れ

ば
、
静
止
す
る
の
は
二
○
八
○
年
代
終

わ
り
に
な
り
、
人
口
も
一
億
四
百
万
人

ほ
ど
に
減
る
。

〈
子
育
て
支
援
策
の
拡
充
〉

出
生
率
上
昇
を
目
指
す
と
い
っ
て

も
、
戦
時
中
の
よ
う
な
「
産
め
よ
増
や

せ
よ
」
の
再
現
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
個
人
的
自
由
が
保
障
さ
れ

た
民
主
主
義
国
家
日
本
で
許
さ
れ
る
の

は
、
産
み
た
い
だ
け
の
子
供
数
を
産
め

る
よ
う
に
す
る
環
境
作
り
で
あ
り
、
そ

れ
を
妨
げ
て
い
る
諸
制
約
を
除
去
、
緩

和
す
る
こ
と
で
あ
る
。

現
実
的
に
は
、
働
く
女
性
が
子
育
て

し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
以
外

に
な
い
。
現
在
の
少
子
化
が
、
め
ざ
ま

し
く
社
会
に
進
出
し
て
い
る
女
性
の
晩

婚
化
と
密
接
不
可
分
で
あ
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
女
性
の
就
業
と
結
婚
、
出

産
、
育
児
と
の
両
立
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
、
最
も
重
要
な
施
策
と
な
ろ
う
。

具
体
的
に
は
、
働
く
女
性
の
家
事
、

育
児
に
か
か
わ
る
負
担
の
軽
減
が
、
結

婚
と
出
産
へ
の
動
機
づ
け
を
強
め
る
こ

と
に
な
る
は
ず
だ
。

育
児
休
業
制
度
の
改
善
、
充
実
（
期

間
の
延
長
、
所
得
保
障
の
拡
充
、
父
親

の
取
得
義
務
な
ど
）
と
、
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
（
都
市
部
で
の
保
育
所
増

設
、
夜
間
保
育
、
休
日
保
育
な
ど
保
育

形
態
の
多
様
化
、
地
域
の
保
育
支
援
な

ど
）
を
中
心
に
、
子
育
て
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
の
税
制
措
置
や
児

童
手
当
の
充
実
と
い
っ
た
制
度
面
の
改

革
が
、
ま
ず
実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

〈
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
〉

次
に
重
要
な
の
は
、
男
性
中
心
の
企

業
社
会
の
改
革
で
あ
る
。
日
本
的
雇
用

慣
行
の
見
直
し
が
徐
々
に
進
み
、
就
業

形
態
の
多
様
化
も
始
ま
っ
て
い
る
が
、

仕
事
優
先
の
企
業
風
土
は
な
お
働
く
女

性
に
と
っ
て
き
わ
め
て
厳
し
い
。
特
に

長
す
ぎ
る
労
働
時
間
や
通
勤
時
間
は
、

男
性
の
家
事
参
加
を
困
難
に
し
、
女
性

の
家
事
、
育
児
負
担
軽
減
の
見
通
し
を

暗
く
し
て
い
る
。

九
七
年
の
「
社
会
生
活
基
本
調
査
」

（
総
務
庁
統
計
局
）
に
よ
れ
ば
、
男
子

有
業
者
（
二
十
－
五
十
九
歳
）
の
平
日

の
家
事
関
連
（
家
事
、
介
護
・
看
護
、

育
児
、
買
い
物
）
時
間
は
、
平
均
し
て

わ
ず
か
十
数
分
に
過
ぎ
な
い
。

各
種
の
制
度
改
革
は
も
ち
ろ
ん
重
要

で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
企
業
や
家
庭

に
お
け
る
意
識
の
改
革
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
女
性

に
対
す
る
周
囲
の
理
解
と
協
力
が
無
理

な
く
得
ら
れ
る
社
会
や
職
場
環
境
、
つ

ま
り
「
男
女
共
同
参
画
社
会
一
の
実
現

こ
そ
何
も
よ
り
も
必
要
な
の
で
あ
る
。

中
央
大
学
少
子
化
研
究
会

（
日
本
経
済
新
聞

一
一
○
○
○
・
二
・
’
’
十
五
）
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〈
人
ロ
の
最
適
規
模
〉

二
十
世
紀
の
初
め
ご
ろ
、
英
国
の
経

済
学
者
キ
ャ
ナ
ン
は
、
適
度
人
口
の
概

念
を
理
論
化
し
、
こ
れ
を
あ
る
仮
定
の

も
と
で
一
人
当
た
り
所
得
が
最
大
に
な

る
人
口
と
定
義
し
た
Ｃ
適
度
人
口
は
、

人
口
の
過
剰
と
不
足
の
基
準
と
な
り
、

も
し
こ
れ
が
計
測
で
き
れ
ば
人
口
政
策

の
目
標
に
も
な
り
う
る
と
も
考
え
ら

れ
、
｜
時
は
多
く
の
人
の
関
心
を
集
め

た
。だ
が
、
・
理
論
自
体
の
欠
陥
と
計
測
の

困
難
さ
、
適
度
人
口
が
分
か
っ
た
と
し

て
も
、
現
実
の
人
口
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

埋
め
る
手
段
が
事
実
上
存
在
し
な
い
た

め
に
、
こ
の
理
論
は
や
が
て
姿
を
消
し

て
い
っ
た
。

日
本
に
つ
い
て
も
適
度
人
口
の
計
測

例
は
あ
る
が
、
い
ま
は
だ
れ
も
試
み
る

人
が
い
な
い
。
近
年
は
人
口
の
最
適
規

模
よ
り
も
適
度
な
人
口
増
加
率
と
い
う

動
態
的
な
概
念
に
関
心
が
向
け
ら
れ
、

理
論
も
そ
の
方
向
に
発
展
し
て
い
る
。

計
測
は
依
然
と
し
て
困
難
で
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
社
会
経
済
的
諸

条
件
を
考
慮
し
て
、
ど
の
程
度
の
人
口

増
加
が
望
ま
し
い
か
を
経
験
的
に
判
断

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
年
二
％
を
超
え

る
発
展
途
上
国
の
人
口
の
増
加
は
速
す

ぎ
る
の
で
、
抑
制
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

し
、
先
進
国
の
人
口
減
少
も
ま
た
望
ま

し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

〈
成
長
と
環
境
の
調
和
〉

人
口
増
加
と
人
間
活
動
の
結
果
、
二

十
世
紀
に
入
っ
て
地
球
環
境
が
急
激
に

悪
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
先

進
国
に
お
け
る
少
子
化
は
、
地
球
の
危

機
的
状
況
を
回
避
す
る
た
め
の
自
然
の

摂
理
で
あ
っ
て
、
少
子
化
対
策
の
出
生

率
の
回
復
を
図
る
よ
う
な
こ
と
は
す
べ

き
で
は
な
い
、
と
い
う
議
論
が
あ
る
。

ま
た
、
国
際
化
は
時
代
の
流
れ
で

あ
っ
て
、
日
本
の
人
口
が
減
れ
ば
、
外

国
人
を
積
極
的
に
入
れ
て
い
け
ば
よ

い
、
と
い
う
声
も
聞
く
。
そ
れ
で
は
、

日
本
の
伝
統
文
化
は
守
る
べ
き
価
値
を

も
た
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

確
か
に
地
球
の
資
源
や
環
境
は
有
限

で
あ
り
、
子
孫
の
た
め
に
美
し
い
地
球

の
残
す
の
は
、
現
世
代
の
当
然
の
責
務

で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
人
類
は
豊

か
さ
を
求
め
て
、
ま
た
格
差
の
是
正
を

目
指
し
て
経
済
成
長
を
追
求
す
る
。

「
持
続
可
能
な
開
発
」
と
い
う
考
え
方

は
、
環
境
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
成

長
を
遂
げ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る

が
、
実
際
に
は
困
難
な
道
で
あ
る
。

人
口
増
加
も
ま
た
、
歴
史
上
ほ
と
ん

ど
常
に
為
政
者
が
追
求
し
て
き
た
政
策

目
標
で
あ
る
。
そ
し
て
人
口
増
加
は
民

族
、
国
家
、
社
会
の
繁
栄
に
結
び
つ

き
、
人
口
減
少
は
反
対
に
そ
の
衰
退
の

時
期
に
重
な
る
。
か
っ
て
人
口
が
減
少

し
て
繁
栄
し
た
国
は
な
い
、
と
い
う
の

が
歴
史
の
教
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

こ
で
も
ま
た
、
「
持
続
可
能
な
人
口
増

加
」
と
い
う
考
え
方
が
で
き
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

〈
置
換
水
準
へ
の
回
復
を
〉

何
か
画
期
的
な
技
術
革
新
が
起
こ
ら

な
い
限
り
、
有
限
な
地
球
の
上
で
人
口

も
経
済
も
無
限
に
成
長
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
従
っ
て
、
少
子
化
を
食
い
止

め
る
と
い
っ
て
も
、
人
口
を
増
加
さ
せ

る
ほ
ど
の
高
い
出
生
率
の
実
現
を
図
る

べ
き
で
は
な
い
。

我
々
が
目
指
す
の
は
人
口
増
加
で
は

な
く
、
一
定
の
水
準
が
維
持
さ
れ
た
静

止
人
口
で
あ
り
、
そ
れ
を
も
た
ら
す
よ

う
な
出
生
率
、
す
な
わ
ち
人
口
の
置
換

水
準
へ
の
回
復
で
あ
る
。

静
止
人
口
の
中
で
も
、
日
本
の
経
済

社
会
が
十
分
な
活
力
を
保
持
し
得
る
こ

と
を
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
示
し
て
き

た
。
同
じ
こ
と
は
ほ
か
の
先
進
諸
国
に

も
い
え
る
。
ま
た
他
方
で
、
人
口
が
急

増
す
る
発
展
途
上
国
に
お
い
て
は
、
出

生
率
を
置
換
水
準
ま
で
低
下
さ
せ
る
こ

と
が
、
経
済
成
長
と
地
球
環
境
の
保
全

を
両
立
し
つ
つ
、
諸
国
民
の
生
活
水
準

を
高
め
る
た
め
の
最
良
の
方
策
だ
ろ

》
っ
。
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大
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学
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和
田
光
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大
学
助
教
一

一
授
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加
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和
国
立
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一

一
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こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
〃
人
口
“
問
題
に
州
結
さ
れ
ま
す
一
・

八
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
プ
ダ
）
は
、
官
比
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

解
決
す
る
〃
策
を
さ
ぐ
る
た
め
、
日
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
”

何
千
、
あ
す
の
人
麺
の
明
る
い
未
来
と
、
吐
く
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
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す
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２．束i肘アジアii雛1等人[１.開発1J;礎綱介撒く'託lキ
ーインドlll-

ReI)ｏｒｌｏｎｔｈｅＢａｇｉｃＳｕｒｖｃｙｏｆＰ()pulaIionfmd
Developmenti7】SCU【heaslAsiallColmlr1e呂

一Indkr

ｉｌｉ繊選

昭和58年度

１．’'１砿人hL共ｷﾞ【11蔭1人【｣家l崎lliili)催礎綱従靴告iIf

BaslcSurvey（)nPopulali〔maI1dFamilvPIanJ1】I1R

inI1IePcoI)!e､sRepublicofC11ina（英船版）

‘Lfi率ｷﾞIlLl2ltIi水１と失系'１１[l合作ijM従dlf究鍛i`f杉

（｢lilFlIi(HＭ

３．「'0雌人氏共fllhR1人【Ｉ・家族iil1由１節-ﾕ次』L礎iilM従鞭;ｌｆ１ｌＩ
ＢｆｌＢｉｃＳｕｒｖｅｙ(11）ｏｎＰ(Dpula[ｉｏｎｆｍ(IIHlmilvPlannIng

inlllePeopIe1sRex)ublicoiChiI]ａ

化f『率ｆＩＩ１ＩﾐiiIIi水ＩＬ失系輔二次１１１[1合作ilMffl)f光ｌｌ１
ｉｔｉ名（[''１匹1殿奴）

昭和59年度

Ｌアジア,ili[Ｗ)腱村人LIと農業|刑発に|』Ｉする洲iIf鞭Ｉ１ｒｉＩＩ：

－インドill-

Rep【〕｢tonlheSurvcvofRuralPopulationalld

AgYiculturalD(Pvelopmen【jnAsianCounlries
-Illdl(１－ （典研版）

ルネバールlib１１人【ル家放,ihHji唯礎調(If

BasicSurvevReporl（〕nPopulatiolmandlh1Y1iiy

PlanningintheKing〔lｏｍｏ（Nepal（英繊'1，

５．Ⅱ本の人｢lIiIjTIj化とllH総

UrbflnizationandDeveloI〕ｍｅｎｔｉｎｊａｐａｎ（災iiｲﾄ版）

＃〔南アジア,洲玉l等人ＩＪＩ;+1発堆礎調汽報11譜

－タイに

Report〔ｌｌ１ｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙＭＰＤｐｌ｣llatlonandDeve

lopmenllnSouIheastAsianCountries
TlXailfI'1〔｜－

◆

」、クマ』

６．バンコクの人IIiljTlj化と生活蝋j党・ihi杣網代

データ部,i

SurveyofUrban】zatlon・LlvingEnvironmeI1taIld
WdfareinBangkok DfIta-

（英鍋112〉

３．’1’Ｗ)人【1惟換と腱+llIH捲

りerY1oRraphicTralIsitionin」apallandRuIfH1Dcve-

１０K〕mc1XI（災Ｉｉｌｌ１世〉

スライト

ロトの都ＩＩｊ化と人[Ｉ（l｣本論版）

UrbanijzaIIonandPol)ukItioninJapar1（災ｌｉｌＩ版）

ロ小Ｉ１り城市化ケ人Ｉ－ＩｌｉＩＩｌ鼠1識版）

lIIbani息asiI)ankepcndudukaI11)iJel)ang

（インドネシア織版）

●

【
●
Ｉ

`１．Survew)fFeItili【vtlndLlvingSl〔IndardsinChinese

RuralAreas-Daｌａ－Ａｌｌｌｈｅｈ(〕usehDldg【〕ftwo

villaResinjlllIIProvinＣｅ目uTveyedby（llIcstlDllnaIres

（災鍋１１１〕、

美子Il1lI:|表付く１１人I-lfk育率り生椚水1LIl9i｣M森恨併

一対千$!「林竹ｉｊｈ十村逃1j全「i【iii鱗iMiIf的fi1i染一

一ｆｔｉｌ鍋一（'１１脚諦版）

昭和61年度

ｌ・アジアiiIillil7)ﾙﾋﾞﾄ|｢人１１と腰巣IHI苑にllUするjiiMiIfNiiI；111：

‐インドネンアlll-

Rep()rtolltheSurvcyofRuralPopul&Itionand
AgrlculturalDevelopmcnｌｉｌｌＡ量ｉａｎＣ【)untrie昌
一Ind〔)nesia--（英語版）

５．スライド［｣本の農鶏腱村１１M発と人[】

－その軌跡一（１１幅/;liM

Agrlcul【u｢fIl＆Ｒｕ｢alDevelopmemaIld，Population

iI1japan（英傲十版）

Ｕ小衣並衣村的友展fl]人口的推移（『|'[jE1語版）

PerkembanganPertanian､MasvarakatDegaDan

Kependudukan、i」epaI1g（インドネシア語HlU

（以１２４カ国版スライドは、日水産難教育スライドコ

ンクールにて優秀徴を受賞しました｡）

２．東南アジア論|刊等人口・開発ＪＩＬ礎調fii報告１１ド

ーインドネシアliil-

ReportontheBaslcSurvcyoIPopultl[ioI1and

DevelopmenljnSoutheastAsianCounlries

-lnC()､畦gｌａ－（英語版）

３．イIiH1W学ｌｉの学ilVと１１ﾐｵi１１条fl:にIHIするl1lf充

一人｢内能力１１N苑の裸MLiにi1Uして－

昭和60年度

１．アジア諸国の農村人１１と農業開発にlMjする洲lIf報需稗

一タイ|藍l-

Rep〔】rlontheSurveyofRuralPopulaIioｎａｎｄ

Ａｇ｢lculturalDevelopmenlinAsianCount｢ｉｅｓ
－１肱llland-（災譜版）

４．Ｈ水の労働力人Izlと開発

LaborForceandDevelopmenlinJapa、（英iiii版）

５．人I］と１１１１発関連統耐I蝶

DemographicandSocioEconomiclndicatorson

Popu1aljonandDeveloI)ｍｅｎｔ（-災iMfMH）
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２．東南アジア諸同等人I卯１１M発基礎iiMlZfih糀告i1）
－１１』縦人jtjLfI1lL1-

ReportonlheBasicSurveyofPopula[ionand
DevelopmentmSoutheastAsianCountries

-ChmfI-（英語版）

６．スライド日本ｸﾞ)廠業INI苑と人I］

~その原動力・迩虻一（日本語版）

InduslrialDevelopmcnｌｆｍｄＰｏｐｕｌａｌｊｏｎｌｎＪａｐａｎ
－Ｔｈｅｐ｢imcMover-Electricitv-（英諦版）

ﾛｹ兜的杵並友健与人「１

－１口$(功カー曳2（－（中同識版）

PembtIngunanIl1dLIslrjdankependudukandiJepang
-Pengger【ｌｋＵｔａｍ２ＬＴｅ【lgaListrik-

（インドネシアi研版〉

３．アジア諸国からの労働力流出に関する鋼盗lijr究鮒告ilド
ータイllil-

４．１１本の人口と家族

Ｉ>opulaljonandtheFamilylI1japan（英識版) ネハールニ{ﾐlfl人口家峡iil画鯖二次u;礎調査

ComplemcntaryIBEIsicSuweyReportonPoDula[io1I

fIndFamilyPlaI1ninginthekingdomofKepal

Ｃ

弓●ＦＤ

５．アジアの人口転換と開発一

Demog｢aphicTransitlonand

Coun[ries-OvcrviewaIId

（英語腋）

総,ilUlミー

DevelopmenlinAsian

StalMIcalTabIes-

昭和62年度

1．アジア諾１ｍの農村人1ｺと腱業'１N苑にllUする釧海徹告諜
一［１１兼人l巳共ｷﾞⅡl韮卜

Report（)n1I1eSurveyofRuralPopLllatiol1an(I

Agrjcul[uralDevelopmentinA3ianCountrieｓ

－Ｃｈｉｎａ－〈英語飯）

６．スライド

日本の人口と家族（Ｈ本譜版）

FamilyandPopulatjoI1mjapan-A&IanExpe｢ル
ｅｎｃｅ－（英語版）

日本的人口与家庭（中国語版）

Penduduk＆I《eluargaJeI)ang（インドネシア譜lMZ） ２．４K南アジア諾[亜l罪人LI・'矧発JiL礎鋼JiIf澱告諜

－１１J鞭人災共ｆⅡｌＦ１－

ＲｅｐｏｒｔｏｎＩｈｃＢａｓｊｃＳＩ｣rveyofPopulaLionand

DevcloI)mentinSoutheastAsianCountris

-Ｃｈｉｎａ－ （英語版）

７．ペルー共和国人！｣家族計liti雅礎調盗

平成元年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発にljUする鋼Ai報沓１１キ
ーバングラデシュｌＴ１－

ＲｅｐｏｒｌｏｎｌｈｃＳｕｗｅｖｏｆＲｕｒａＩPopulationand

AgriculturalDeveIopment-Bang1adesh-（萸
譜版）

３・アジア諸l』ilからのﾂjliii力流出に１４Ｉする綱盗研究報告書
一フィリピン四一

４…Ｈ本の人'二]と農業|淵1発

PopulationaIIdAgricultu｢alDevelopmenlinJapan
（英語版）

２．東南アジアi渚|亟Ｉ等人口．開発基礎調査報〈Ｕｆｉ１ギ
ーネバール圧ｌ－

Ｒｅｐｏｒｌｏｎ［ｈｅＢａ$ｉｃＳｕｒｖｅｙｏｆＰ【〕pulati【〕nanf
DevelopmentinSoutheastAsianCountrIes

-Nepal-（英語版）

５．ネパールの人１１．１１})兆・環境

１ｺopuItltjon，Devel〔〕pmen［andEnvlr〔)ｎｍｅｎｔｉｎＮｃｐａｌ
（英語版〉

６．スライド

日本の人口移動と継済発展《日本語版）

ThcMigratoryM【)vemelmaI｢】ｄＥｃ(〕rlomicDeveloP
IU1enllnJal)aｎ（英語版）

［｣本的人Ｌ１移功ラf灘パ浅展（Ii1lKI譜版）

ＰｅＩ１)indahal〕PendudukDanPerkemi〕anganEkonomi
DijepElll鷲（インドネシア誌版）

３・アジア賭岡からの労動力流出にＩＩＬIする調企hlr先報告ilト
ーマレーンアlＴＩ－

４．ロイ産の人[｣縦造変動と1冊苑一間齢化のアジア的悦
r'７－
．．０q

StructuralChangeinPopulali()、ビIx1(IDevel〔)pmerxl
-JflnaII'鷺Experler】cｃｌｎＡｇｉｎＲｌ－（典j弼版） ７．トルコljB1人L]家族Iillilii鵬礎i卿ilf

５．スライド

高齢化社会へのＨ本の挑戦

－４ｋきかいのある老後をⅡ猯して‐〈Ⅱ本譜版〉

Ａ唐inginjapan-ChaiIengesandProsI)どじＩｓ－
〈英諦版）

辺人漸齢化社会的日本JHiiiill缶挑践一迫波風』'２命愈又
ＩＭＩ老年化illli-（Ⅲ｣国語版）

昭和63年度

1．アジアi禰同の腱村人にIと農業1ｊＷ発に関する調査報告ill：

－ネパール同一

RcporIDntheSurvey⑪fRuralPopulationa｢】d

AHriculturalDevelopmentinAsianCDuntries

-NeI)〔,１－（英語版）

IＪ７



TantanganMasyarakatLanjutusiaJepang

（インドネシア語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調在研究報告響

一中華人民共和国一

４．日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionalDevelopmentandPopulationinjapan

-TrendsandPro鷹ｐｅｃｔｓｉｎｔｈｅｌ９９０ｓ－

（英語版）

６．アジア諸国の農業開発－５カ国の比較一

StrategicMeasuresfortheAgriculturalDevelopment

-ComDara[iveSlrudiesonFiveAsianCountrles-

（英語版）

（本作品は、1990年1lb日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀徴を受賞｡）
５．スライド

日本の地域開発と人口（日本語版）

ReginalDevelopmentandPopulatioｎｉｎＪａｐａｎ

（英語版）

日本的区域升友和人口（中国語版）

PermbangunanDaerahdanPopulasidijepang

（インドネシア版）

平成２年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一フィリピン同一

ReportonlheSurveyofRuralPopulationand

AgriculturalDevelopment-Philippines-（英語版）６．アジアの労働力移動

LaborMigmtioninAsja（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発避礎調査報告書

一バングラデンュー

ReportontheBasicSurveyofPopulaLionand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-Bangladesh-（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告譜

一インドネシア国一

平成４年度

Ｌアジア諸国の農村人ｕと農業開発に関する調査報告杏
一マレーシア国一

ReportontheSurvevofRuraIPopulationaIId
AgriculturalDevelopment－Malaysia－
（英語飯）

２・東南アジア諸国等人I］・開発雅礎調査報告醤

一ベトナム国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries
-VietNam-（英語版〉

.|)3発・環境一アジアの経験一

DevclopmentandEnvi｢onmentin

AslanExperiGnce-（英語版）

４．Ｈ本の人口

Populallon

Japan

５．スライド

Ｈ本の環境・人口・開発（日本譜版）

Environment，PopulanonandDevelopmentin

Japan（英語版〉

日本的坏境・人口・升友（中国語版）

Lingkungan，PendudukdanPembnngunanJepang

〈インドネシア語版）

（本作品は、1991年卿日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞.）

３．アジア諸国からの労働力流Ulに関する調森研究報告書

一スリランカ国一

４．アジアの産業転換と人にI

IndusmalTTansitionandPopulatiｏｎｉｎＡ$ｉａ

（英語版）

５．スライド

明日に生きる－日本の産業転換と人口一（日本

語版）

LivingforTomorrow－lndust｢iaITransitionanc

PopulationiｎＪａｐａｎ－（英語版）

生活ｲIH明天一日本的７１蕊摸写人口一（中国語版）

６．アジアの人口都市化一統計樂－

Ｐ｢ospectsofUrbanizationinAsia（英語版）

平成３年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一スリランカＥｌ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙＲｕｒalPopulationand

Agricultu｢alDeveloprnent-Srilanka-

（英語版）

HidupUntukHariEsok－PeralihanStruktuI･
IndusmDanPoDulasiDiJepang-

（インドネシア語１１lb〔）

２．東南アジア諸国等人ロ・開発基礎調査報告書

一フィリピン国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoulheastAsianCountrles

-Philipplnes-（英語版）

平成５年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する綱在報告ｉ１Ｆ

－ベトナム国一

１１８



平成７年度

Ｌアジア緒庇1の発腱段階311農業・農村開発）,f礎iilMflf報flf
諜一パキスタン国一

Repo｢ｔｏＩ１ｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｖｏｎＡｇ｢icul[uralfIndRural
DevelopmenlbyProgressStageinAsianCou風trles
-Pakistan-（英語版）

ReportonlheSurveyofRuralPopulationand
AgriculturalDevelopmｅｎｔ－ＶｉｅｔＮａｍ－
(英語版）

２．東南アジア諸国等人にl・開発轆礎調盗報告響
一スリランカ国一

ReportontheBasicSurveyofPOpulationand
DevelopmentinSoutheastAsianCountries
-SriLanka-（英語版）２．アジア諸国の都ilj化と開発韮礎調作報告111：

－ネパール国－

ReportonlheSurveyofUrbanlzationflndDevclopmen（
jnAsianCountrles-Nepa］－（英語lIh）

３・アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する綱交研究
報告書一フィリピン畦１－

３・アジア諸匠|の人IlMifr源HH苑と労働ﾌﾞﾉに関するiilkllI部)|:先
報告書一インド同一

４．アジアからの挑噸一人I］と開発一

ChallengeandStrategyofAsianNations

-PopulationandSustainableDeveloDment
（英語版）

４．アジアにおける女性のエンハワーメント

ＥｍｐｏｗｅｒｍｅｎｔｏｆＷｏｍｅｎｉＩｕＡｓｉａ（英鵠版）
５．スライド

女たちｸﾞ)挑戦一女性の地位1hJ上とＨ本の人口一

（日本語版）

WomenalldtheirChalIenges－１ｍp｢ｏｖｅｍｅｌ１ｔｓ
ｉｎｔｈｅＳｔａｔｕｓｏｆＷＯｍｅｎｔhePopu1ationofJapan-
（英語版）

女性的挑Ｉｌｉｌｉ－女性地位的提i噺与日本的人１１－
（中国語版）

TantaI1ganKaumWanita-EmansipaslWanita
danPopulasiJepang-（インドネシア語鞭）

５．スライド

アジアを拓け一女`性たち－（日本語版）

ABrighlofGenderEquality-Eml〕oｗｅ｢ｍｅｌｌｔｏｆ
ＷｏｍｅｌＩｉｎＡｓｉａ－（英語1M〔）

jmiji目蝋之路一今HII[illl女性一（中【1【ｌｉＷｉ版j
HarI)anCemhbagiPersamaan－１<：iumWanita

AsiaMerambahJalan-（インドネシア語'1k）

平成８年度

1．アジア諸国の発展段階別腱業・農村|}Ⅱ発雅礎i澗盗撒告
書一ラオス人民民主共杣同一

ＲｃｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕ｢veyonAgriculturaIand

RuralDevelOpmen［ｂｙＰｒｏｇｒｅｓｓＳｔａｇｅｉｎＡ$ian

Countries－LaoPeople,sDemoratiCReplIbIic-
〈英語版）

平成６年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発恭礎調査報告
響一ｲﾝﾄﾞ国一

ReportontheBasicSu｢veyonAgricuIturalandRuraI

Develop､｢ｌｅｍｉ〕yProgressSIageinAsjanCouIutriｅｓ
－Ｉｎｄｉａ－（英語版）

２．アジア`渚1F1の郁巾化とＩｌｌｊ発調企fll告５１１：

－フィリピン国一

ReporIontheSurvevofUrbanizationandDevelop‐

mentlnAsianCoLlntries-PhiliI)pines-（姑譜肱）

２．アジア諸雁lの都市化と開発調盃報告評一タイ国一

ReportontheSurveyofUrbanizationandDevelopment
inAsianCountIries-Thailand-（英語版）

３・アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究
報告書一ベトナム国一

３・アジア諸国の人間資iMll;M苑と労llilﾌﾞﾉにＩＨＩする調侮研究
報告課一ラオス国一

４．アジアの女性労働力参加と経済発展

－２１世紀の戦略一

Women､sLaborParticlpationandEconomicDevelop‐
ｍｅｎｔmAsia-Strategytoward21Century-
（英語版）

４．２１１１t紀の人｢］・食$1,}liil！略一アジアと11t界一

PopulationandFoodSt｢ategｙｆｂｒ２１ｓｔｃｅｎｔｕｒｖ

－ＡｓｉａａｎｄＷｏｒｌｄ－（英語版）

５．スライド

2025年への決断一アジアの人[1期卯と食料

ChallengefhndDecisionfOrtheYear2025

-PoI)ulationlncrefhseandFoodmAsia-

（盤詰版）

５．スライド

アジアの女性たちはいま･･･…（日本語版）

ＮｅｗＨｏｒｉｚｏｎｓｆｂｒｔｈｅＷｏｍｅｎｏｆＡｓｌａ（英語版）

jllZ洲姐女的新117程（中国語版）

WanitaAsiaKini……（インドネシア語版）

JJ9



地球からの警告一アジア、水と食料の未来一

ＡＷａｍｉｎｇｆｍｍｔｈｅＥａ｢ｔｈ－ＴｈｅＦｕｔｕｒｅｏｆＡｓｉａ，

Watc「ａｎｄＦｏｏｄ－（英語版）

来自地球的警告一亜洲、水和根食的未来一

（中国語版）

PeringatandarIBLImi-MasaDepanA茜ia-Airdan

Pangan-〈インドネシア譜版）

|【i崎202511ｴｲlbA断一IliillIlnﾘ人口輔侯和桟食一

(ｌｌｊｌ[iiiH版）

1､ekadUn[ukTahun2025-PertambahanPoI)ulasi

danPangaxIdiAsia-（インドネシア譜版）

平成９年度

1．アジア1iMlJ1の発展段|;齢||農業・農村|)Ⅱ篭｣,L礎調ｲf報告

ｉｉドーラオス人氏民主共ｷﾞIIm-

ReIx)ＴＩｏｌｌｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｃｖｏｌ１ＡＲｒiculXu1rala】1(l

RuTalDevclol)ｎ１ｅｎｔｂｙＰ｢oR｢e鵠ＳｌａｇｅｉｎＡｓｉａｎ

Ｃ〔〕ulllrics-LaoPeople'sDemograticRel)iJibllc-

平成11年度

１．アジアi滑同の発展段階別農業・農村|刑発坐礎調森報告

11トーモンゴルl玉１－１１１央県、セレンゲリi(を中心として－

ReportontheBasicSul･vevonAgricuIturaland

RuralDevelｏｐｍｅｎｔｂｖＰ｢ｏｇｌｃｓｓＳｔａｇｅｉｎＡ割an

Countrles-Mongolia-FocusonＴｏｖ＆ndSelenge

２．アジア諸国の商齢化と保健の突態調査報告－１１｣国一上

海を中心に－

ReDoT【ｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｖｏｆＡｇｉｎｇｔｍｄＨｅａｉｔｂｉｎAsian

Countries-China-FocusonShanghai-

３．アジア識国の職業安定制度と雁用政漿に関するｉＩ職I11f

究撒告諜一バングラデシュ人氏共和ljEl-

２．アンアパI会|}'１発と人lMlIIh；と

Ｓ(》cia1Dcv⑤|【〕ｍｅｎｔａｎ(iHumanDcvel()r〕ｍｅｎｔ

ｉｎＡｓｉａ

３．アゾア`制lilｸﾞ>人lnl篭illi(ilI｣花とﾂﾅ１１ﾘ)力にl則する,澱ftn)｢究

鮒ｌｆｉＩドーマンーンァｌｎｉ－

`1．水をぬぐろ２１１１１:紀勿危機

一アジア人川をｊ１ｉ点として－

ＷａｔｅｒＣｒｉ３ｉｓｊｎ１ｈｅＴｗｅｎｔｖ「irstCenlu｢y

-ProsxDect〔】ｆＡ量iflr1P【)pulationandDevelopmenl--

５．スライ獣

水I泉Iliきている一人口と水iifihii-

Wa[erisAIive-PopuIaKioI1andWater・

Resources一（英語版）

水ﾉﾑｲｨﾉlﾐ命｢ルー人１１与水lJiilI1-uI1lllii6liii）

ＡｉｒｉｔｕＨｉｄｕｐ－Ｐｅｎｄｕｋｄｔｌ２３Ｓｕｍｄｅ「Ａｌ「－

（イントネシアiilillH）

平成10年度

１．アジア諸国の発腿段ilMr別農業・農村開発蛙礎調i1f報告

響一カンボジア国一

ReportontheBasicSurveyonAgricul[uraland

Ru｢alDevelopmentbyl〕rogressStageinAsian

CoL1I1trieｓ－Ｃａｍｂｏｄｊａ－

２．アジア諸同の高齢化と保健の実態調iii;報告書

一人帷民m-

Rep〔)ｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＡ晋ｉｎｇａｎｄＨｅａｌｔｈ

ｉｎＡｓ瞳ｎＣｏｕｎｍｅｓ－ＴｈｅＲｅＩ〕ublicolKorea

３．アジア諸国の職業安定1611度とln1lU政鞭に関する捌炎研

究報告書一イラン同一

４．発展のiiIl約一中ljEl・インドを中心に－

ConstrainsonDevelopmenL-FocusＣｈｍａａｎｄ

ｌｌｌｄｉａ－

５．スライド・ビデオ
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1996年５１１にマレーシアのクアラルンプールで開かれ

た、人l」と食轍安全保障に側するＡＦＰＰＤ（人口と|脂

発に1Mするアジア縦且フォーラム）特別述衛委員会で．

ベトナム国会社会姿貝会委員長グエン・ティ・タン畿

貝とマグサイサイ賞受徹肴である符名な農業学:肴ボー

トン・ズアンＮｌ〒tの共桃論文の【l本譜版の合ｲえ`，世界

食料サミ･ソトに向けた涜料として作成ざｫした＿）

1.ア国際人ロ開発会鱗行動計画要旨』1995年（和文）
（内容：1994年カイロの国際人1.11M発会議(ICPD)の行

励i汁ｌｄ１ｉの要旨。｜可文齊関連の出版物としては本部初｡）

２．了国際人ロ開発溌員会鱗小国際人ロ開発鯛貝会鯛鯛事
録、1995年（和文）

（内容：1994年カイロで国際人にlllIl発会識(ICPD)に先

駆けてl淵IiMされた国会議風会議である|副際人口開発議

Ｉi会議の識辨鍬。｜同]会議には117カ国約3()()墹の国会議

ｊｌが参hllした。会i讃宣言文はICPD総会でも発炎された。

また、この会議を契機としてアフリカ・アラブ地域の

lRl会縦r(フォーラムがiviIiliさ／した｡）

９．Ｆ国際食料安全保障・人ロ・開発職員会繊J、国際食料

安全保障．人ロ・開発醗員会溌(ＩＭＰＦＳＰＤ)幾事録、
1997年（和文）

（内存：食料腱業機関(ＦＡＯ)主催の世界食料サミ′ト

（WFS)にあｵ〕せ､liji)ｌ１ｆｌｉｌ１１１１ニスイえ゛ジュネーブで|}Ⅱ

雌さﾉした催|際食料安全係lbif・人[」・ＩｌＩｌ発議11会離

（IMPFSPD)の縦｣箙ｌｉｏｌ可会縦の成釆は．世界食料サミッ

トで公式に配布されまたＷＴＯルジェーロイギ務吋膣
にも桜井新・会議議遅から手渡された」

３．国運人ロ基金【・世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢
献一日1995年（和文）

（内容：現ｲ！;の人口分野に対する援助の現状と、ｆｒ余

グ)流ｵしを分析。我がｌＺ１の人[]分野への貢lljji6ljH仏）

Iu，国連人口基金「未来のための食料」1997年（和文）
（内容：国連人llAffir出版物ＦｏｏｄｆｂｒｔｈｅＦｕｍｒｅの

日本語版。人口榊川IのIJlllliI1と食＃１１確保をｲiうために、

女性の参加力:不可欠であることをざまざなliL体櫛11から

解きほぐしていみ。〉
４．？国際人ロ・社会開発鍛員会蟻』、国際人ロ・社会開発

鯛員会議(lMPPSD)譲事録、1996年（和文）

（内容；-世界社会開発サミソ1｡（WSSD)にあわせ、１９９５

年３１１にデンマーク・コペンハーゲンでllMIii1された人

口とⅡ:会開発に関する国会繊貝会縦縦』11；録"）

11．国連食糧農業機栂(FAO）『リソース・シリーズ４世界

食料サミット1996年世界食料安全保障のためのローマ

宣言および世界食料サミット行動計画｣、1997年（和文）
（内容：世界食料サミ，卜のローマ宣司と行動iillihiの

イミ11;初の蹄３１<であり、多分野か！>lij]丈ilｻﾞのi１本翻択の

決定版としてIhiいi;11価を受けた。）

５．黒田俊夫著了リソース・シリーズ１国達人ロ会蝋20年

の軌跡一ブカレストからカイロへ－Ｊ、1996年（和文）
（内容：催|迎症１１Mの第一[､１人I｣会議であるブカレスト

会i讃から1994年カイロのl聖|際人L1開発公縦まですべて

の|珂迦主雌の人[1会議に参lHlし、人｢I分り#における世

界的大家である門者か、その推侈を概観し、分析した.）

１２．１.リソース・シリーズ５ＦｉｖｅＹｅａｒｓｆｒｏｍＩＣＰＰＤ－国

際人ロ開発繊員会鐡から５年一人ロと開発に閲する国
会鐡員会蟻宣言文」1998年（和・英）

（内容：カイロの国際人11開発会議から５年月を迎え、
この機会に人口と!}}１発Iこ'１０する国際識11公繊、地域雛

貝会議の宣司丈を雌成“今後の史なる発展のためのｆｆ
料とした｡）

６．ToshioKurodaDResourceSe｢ies2mFromBucha-

resttoCairo-20YearsofUnitedNationsPopuIa-

tionConferences－，，，１９９ｓ（英文）

１内容：好訓iをもって迎えらjLた←リソース・シリー

ズｌ」の英文１１１１Ｊ

13.9ﾘｿｰｽ･ｼﾘｰｽﾞ6PopulationPolicyinAsiaA
1998年（英文）

（内容：当財団かHiﾐ雌する「人L1とⅡM発に関するアジ

ア岡会議上i会議」で呼びかけをおこない、各'五|の人１１

政策を各匡l政府責([者もしくはＡＩＩ〔lml家か記述した．各

lElの政策に】!({陸持つ、会議貝が関与している点で．
賊例を見ない。）

１４．アリソース.シIノーズ７欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一X和文）

（内容：ワールドウオッチ研究所から刊行されたSandra

Postel符、WorldwalchPape「l32

DMdingtheWalers：FoodSecur1ty，Ecosystem

Heahh,andtheNewPoliticsofScarcityのllj訳二今後

人賊社会に大きな制約を与えるのか、淡水ffiIﾙＩの不jIL

である。輔え続ける人口を支えるための農堆生産もま

７．ｒ国際女性・人ロ・開発鰯貝会蟻』、国際女性・人ロ・

開発繊員会鰯(IMPGPD)溌事録、1996年（和文）

（内容：第４回世界女性会議(ＦＷＣＷ)にあわせ、1995

年９１１に火斯(で附雌さﾉした１Ｍ際女性・人1ｺ・11}】発議貝

会織(IMPGPD)のi寵1鰐録。｜司会縦には第４１Ⅱl世界女性

会雛に対する絆|玉l政府代炎を｢''心とする[１１１会縦L(が参
加した｡）

８．ＦＡＯ／UNFPAおよびボートン゛ズアン、グエン・

テイ・タン署、ｒリソース・シリーズ３食料安全保障
と人ロ：資料州1997年（和文）

（内容：世界食料サミゾトヘのiWiIliljとして倒迎食料農

堆機関(ＦＡＯ)力掴述人nJM;企との北lril研究ざ/した、’人

口jiV1jlIとここ喪劣化－１二閲する論文の日本語版および、
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た淡水資源の逼迫によって大きく制約を受けると考え

られている。地球は水の惑星といわれるが飲料や農業

用に安定して使用できる水の総量は地球上の水の0.00

0008％に過ぎない。この水の総fitは、有史以来変わっ

ておらず、人口が墹加する分だけ、一人当たり使用で

きる水の杜はどんどん減少しているのが現実だが、こ

のことが十分に認識きれていない。人口増加を支えて

いる地球の限界が目の前に迫っていることに警告を発

している｡）（日本語版版権取得）

評価のための国連人ロ特別総会報告書」日本語版。同

会議では、国際人口開発会議（ｌＣＰＤ）から５年を

経て、その進捗を妨げる障害、ＡＩＤＳなどの予想以

上の蔓延など、時代の変化をとり入れ、行動計画を実

施する上で必要となる指標や障害を解消するための具

体的行動などをＥｌ連加盟国がFil迎総会の場で協議し砿

調した。

19.人ロと開発に関するアジア職員フォーラム第６回大会

世界妓初の人口と開発に関する議貝フォーラムであ

る「人口と開発に関する議員フォーラム(ＡＦＰＰＤ）

が３年に一度開樅する大会の議事録。

ＡＦＰＰＤは1981年に設立されてから世界の指導的

な人口と開発Iこ関する地域縦貝活動として、アジアの

みならず、世界レベルでも人口と開発にllL1する国会議

員活動の指導的な役割を担っている。その提唱者であ

り、創設者の佐藤隆・尤農水大臣と、桜井新・現議長

の出身地である新潟県で開雌されたＡＦＰＰＤ大会の

報告聾（日本語版）。同大会では1000年剛餓後の大会

として、2000年期に向けたアジア・太平洋地域の人口・

開発問題に関する国会議貝の活動方針を協議し、その

成果は「新潟宣言」にまとめられた。

15．国連人ロ基金「人類のための環境」（和文）

（内容：国連人口些金出版物EnvironmentforPeople

の日本語版。人口問題、環境問題、開発問題を効率的

かつ実質的に解決するためには、その３つの領域の間

に架け橋を懸け、相関関係を､i視することが必要であ

るとの視点に立って、主に蝿境と人口の間に横たわる

様々な問題を例に、解決のために必要な視点、方法、

手段を探っている）

１６．Ｐａ｢liamenta7iansoActivitiesonPopulationand

Development-HistoryofParIiamentarianSActivitiesand

ltmsFindings‐（英文、－部スペイン語）

1992年２月ハーグの１劃際フォーラムに合わせて開臘さ

れたｒ国際人口119発会議評価のための国会議且フォー

ラム（ＩＦＰ）」のために継備された出版物である。こ

の出版物は1994年の国際人口開発会議以降の人口と開

発に関するアジア識目フォーラム(ＡＦＰＰＤ)を始め

とし、アメリカ地域人口・開発国会議貝グループ（Ｉ

ＡＰＧ）、アフリカ・アラブ地域人口開発議貝フォー

ラム（ＦＡＡＰＰＤ）、ヨーロッパ地域の国会議貝活

動の成果である宣言文と、各繊巡の括動史を纏めた世

界で初めての出版物である。国会議員活動の地球規模

での広がりをも象徴している。

１７．国際人ロ開発会鯛秤価のための国会甑員フォーラム

（ｌＦＰ）報告街

1992年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて開催さ

れた「国際人口開発会議評価のための国会議貝フォー

ラム（ＩＦＰ)＿の報告書である。同会議に催103カ国

からおよそ２１０名の国会議員が参加した二同会議では

国際人口開発会議から５年間の進捗状況とその進展を

lHむ障害について熱心な討議が行われ、人口と持続可

能な開発を-11Ｉした視点で扱う事を強く求めた「伺際

人口ⅡH発会識評価のだめの卿会議且フォーラム・ハー

グ立言」が採択された。この内容は会議41『務総長を務

めた桜井新ＡＦＰＰＤ議長の手によって、ハーグの国

際フォーラムならびに３月にニューヨークで開怖され

た】Ｗ聯会議の場でも発表された。

１８第21向園連特別総会特別委員会報告宙｢付録」

国連人口開発会麟行動計画のさらなる実施に向けた主

な行動

1999年６月30日～７)１２日にかけて、ニューヨーク

の国連本部で開ＩＩｉ:された「国際人口1W１発会議から５年

１２２



ＡＰＤＡ 曰誌■■■ ■■■

３
月
旧
日
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
主
催
特
別
講
演
会
「
少
子
化

が
示
唆
す
る
も
の
Ｉ
労
働
供
給
と
国
際
移
動
に
焦
点
を
あ
て
て

ｌ
」
に
遠
藤
正
昭
業
務
推
進
委
員
が
出
席
。

３
月
旧
日
「
Ｇ
Ｉ
Ｉ
に
関
す
る
外
務
省
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
懇
談
会
」
に
遠
藤
正
昭
業

務
推
進
委
員
が
出
席
。

３
月
咀
日
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
主
催
「
第
阻
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議

～
、
日
員
代
表
者
会
議
」
を
タ
イ
国
バ
ン
コ
ク
・
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン

タ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
。
中
山
太
郎
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
他
羽
力
国
と

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
、
Ｕ
Ｎ

Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｍ
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
が
参
加
。
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局
か
ら
楠
木
修

主
任
研
究
員
、
星
合
千
春
国
際
課
長
、
加
藤
佑
子
国
際
課
長
補
佐

１
月
型
日
一
第
焔
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会

～
羽
日
議
」
事
前
打
合
せ
の
た
め
、
星
合
千
春
国
際
課
長
、
加
藤
佑
子
国

際
課
長
補
佐
が
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
に
出
張
。

２
月
２
日
農
林
水
産
省
公
益
法
人
概
況
調
査
実
施
。

２
月
、
日
尹
豪
・
中
国
吉
林
大
学
東
北
亜
研
究
院
人
口
研
究
所
副
所
長
が
来

所
。

２
月
詔
日
「
第
２
回
日
米
コ
モ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
（
外
務
省
主

催
）
に
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
星
合
千
春
国
際
課
長

が
出
席
。

３
月
３
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
建
国
千
年
記
念
祝
賀
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
遠
藤
正
昭
業

務
推
進
委
員
、
大
沢
春
美
会
計
課
長
、
楠
木
修
主
任
研
究
員
、
加

藤
佑
子
国
際
課
長
補
佐
が
出
席
。

が
出
張
。

３
月
四
日
「
第
酊
回
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
運
営
委
員
会
」
を
バ
ン
コ
ク
・
イ
ン
タ
ー

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
。
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
他

役
員
が
参
加
。

３
月
配
日
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
主
催
特
別
講
演
会
「
東
南
ア

ジ
ア
に
お
け
る
持
続
可
能
な
都
市
化
、
女
性
の
地
位
、
宗
教
」
に

遠
藤
正
昭
業
務
推
進
委
員
が
出
席
。

３
月
泌
日
安
藤
博
文
・
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
・
事
務
局
長
と
今
後
の
人
口
分

野
の
国
際
協
力
に
つ
い
て
懇
談
。
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◇
”
水
ス
ト
レ
ス
〃
と
い
う
形
で
自
然
が
人
類
に
対
し
て
静
か
に
無
気
味
な

反
撃
を
始
め
て
い
る
。
太
陽
、
空
気
、
水
、
緑
は
、
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で

不
可
欠
の
命
の
恵
み
だ
が
、
人
間
は
果
て
し
な
い
欲
望
の
暴
走
に
よ
っ
て
”
人

口
爆
発
“
を
招
き
、
地
球
環
境
を
破
壊
し
て
い
る
。
そ
の
ト
ガ
メ
の
一
つ
が

「
水
の
惑
星
」
と
い
わ
れ
て
い
る
地
球
上
の
あ
ち
こ
ち
で
深
刻
な
水
異
変
と

な
っ
て
表
面
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

◇
わ
が
国
の
田
園
か
ら
“
小
ブ
ナ
釣
り
し
川
〃
が
消
え
、
”
メ
ダ
カ
の
学
校
”
が

廃
校
続
き
に
な
っ
た
の
は
戦
後
の
別
世
紀
後
半
か
ら
だ
。
わ
れ
わ
れ
の
誇
り

だ
っ
た
”
山
紫
水
明
“
の
地
は
幻
の
彼
方
に
消
え
、
ど
こ
で
で
も
自
由
に
飲
め
た

水
が
、
い
ま
で
は
飛
行
機
の
中
で
は
ミ
ネ
ラ
ル
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
若
者
の
カ
バ

ン
の
中
に
は
ペ
ッ
ト
・
ボ
ト
ル
と
い
つ
た
ふ
う
に
水
の
安
全
神
話
は
完
全
に
崩

れ
た
。
人
間
が
生
き
る
た
め
に
必
要
な
、
安
全
で
衛
生
的
な
水
は
、
１
日
一
人

当
た
り
別
リ
ッ
ト
ル
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
世
界
に
は
帥
億
人
の
う
ち
す
で

に
ｎ
億
人
を
上
回
る
人
た
ち
が
水
不
足
に
苦
し
ん
で
い
る
。
一
方
、
ア
メ
リ

カ
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
中
東
な
ど
で
は
恐
怖
の
干
ば
つ
に
襲
わ
れ
、
食
料
や
工

業
生
産
に
も
大
打
撃
を
う
け
て
い
る
。

◇
一
一
一
月
に
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
開
か
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
（
人
口
と
開
発
に

関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
）
で
は
、
「
地
球
規
模
化
・
水
資
源
・

食
料
安
全
保
障
及
び
国
際
国
会
議
員
会
議
」
を
開
き
、
皿
世
紀
の
こ
の
重
要
課

題
に
取
り
組
み
、
解
決
を
め
ざ
す
こ
と
を
決
め
た
。
幻
世
紀
は
、
石
油
に
代
っ

て
「
水
を
め
ぐ
る
紛
争
の
世
紀
」
に
な
る
と
い
わ
れ
る
。
人
類
が
直
面
す
る
こ

の
難
問
に
、
各
国
国
民
を
代
表
す
る
国
会
議
員
レ
ベ
ル
で
、
早
急
に
本
腰
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
も
の
だ
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）

蝋

１
１

Ｉ 表紙の写真説明

ＡＰＤＡ会議

「第16回人口と開発に関するアジ

ア国会議員代表者会議（ＡＰＤＡ

会議)」が３月18日から20日まで

タイ国バンコクのサイアム・イン

ターコンチネンタル・ホテルで開

催された。ホテルの庭に勢ぞろい
した各国参加議員。

人ロと開発･春季号〈通刊71号＞
2000年４月１日発行く季刊＞

･編集発行人広瀬次雄

･発行所

財団法人アジア人口･開発協会
〒160-0022

東京都新宿区新宿1-5-1-3Ｆ
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ホギメディカルがＲ本で始めて

メッキンバッグを発売した時も、

不織布製メッキンガウンやドレープを発売した時も

そこには余人のかげさえありません。

一歩､一歩､より安全で確実な道をその都度､創造してまいりました。

この度､発売を開始したキット＆トレーシリーズも、

新たな道筋を創造していくことでしょうｃ

医療環境の向上をめざすパイオニアとして

私達は道を創造し続けてまい1ります。

灘夛圃三=､芦ヱニザ麹迦〒''3-8558束京都文フル錫’rlil-l24,［認03)3833-,54, ＊は(樵〕ホキメディカル②
登録商標です｡
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日本航空

いい旅をご一緒に。
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／国際線予約･案内、

（函｡,塾o諾二醜イノ
／国内線予約･案内､

（函｡瞳｡溺冒島鍋ノ
露語審号をよくお確かめのうえ､おかけください。

今を心に刻む旅２０００－２００］
ニッコーコクサイ

厨i5i○1通｡-空５－皇｡３１

HｔＬ 二ツコーコクナイ
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